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　プロローグ







　かつては高こう名めいな真しん祖そが支配していたとされる集しゆう落らくも、現代では高層ビルが立ち並ぶ国際的な商しよう業ぎよう都市に様さま変がわりしていた。携けい帯たい電話やＰＣから発生する電でん磁じ波はと、排はい気きガスを撒まき散らす駆く動どう音が賑にぎやかな、近代の澱よどみに侵おかされて空気も時間も捻ねじれて歪ゆがんだ大だい都会である。

　その中にあって、なおも旧きゆう時代的な外がい観かんを留とどめる路ろ地じがいくつか存在する。いわゆるスラムと呼ばれる一いつ画かくである。半はん世紀程てい度どの遅れに過ぎないが、オカルトが生存する余よ地ちを残した遺い跡せきであった。

　十数人分ぶんの駆かけ足が狭い路地に響ひびく。ボディアーマーを装そう着ちやくした彼らの手にはサブマシンガン。あと一つ角かどを曲がれば目もく標ひように到とう達たつするというところで、銃じゆう口こうを構え直し、先せん頭とうが後ろ手でハンドシグナル、すかさず部ぶ隊たいが散さん開かいする。

　３、２、１、────ＧＯ。

　暗がりに突とつ入にゆうした。けたたましい射しや撃げき音の後、金かな切きり声を発して飛ひ来らいする何かが地面に墜つい落らくした。全身が黒い、羽の生はえた等とう身しん大だいの人型の生物だった。いや、生物であるかも怪あやしい。額ひたいには角つのを生はやしており、お伽とぎ噺ばなしに見られる悪あく魔まに瓜うり二つであった。

　ロザリオを手にしたひとりが悪魔の体に触れ、聖せい典てんを諳あん誦しようする。青白く発光するロザリオに共きよう鳴めいするように、悪魔の体がどろどろに溶かされていく。完全に原形を失ったその泥どろは、やがて乾かん燥そうし灰のように散っていった。

「目もく標ひよう、消しよう滅めつを確かく認にん。これより『足あし跡あと』の保ほ全ぜんに移る」

　武ぶ装そうを解かい除じよすると一いつ斉せいに動き出す。紋もん様ようが描えがかれた紙を周辺の地面に迅じん速そくに貼はっていく。それらが陣じんを成して人ひと除よけと、たとえ見られても異い変へんを異変と感じさせない誤ご認にん識しきを引き起こす聖せい魔ま術じゆつを発動させた。一いつ般ぱん社会の警けい察さつ組そ織しきが事件現げん場ばに施ほどこす『ＫＥＥＰＯＵＴ』のようなもの。保全の対たい象しようは一般人には無む用ようの長ちよう物ぶつであり、理解すらできない遺い跡せき物ぶつである。

　武装を解いた彼らは、大だい宗しゆう教きようの一つ『教会』に属する聖せい道どう士しと呼ばれる者たちだ。吸きゆう血けつ鬼きや人じん外がいの悪魔と闘たたかう兵へい士したち。主に聖獣ヴイアツアを使いこなす聖ナ殲ー士バを補ほ佐さする役割を担になっているが、平時は赴ふ任にん先の教会で聖せい職しよくに就ついており、また今回出しゆつ動どうした彼らの場合は普ふ段だんは警けい備び会社を装よそおっている。いま着ているボディアーマーにも社名のロゴが記しるされてあった。

　作業を続ける聖道士の合間を縫ぬうようにして歩く三人の男女。

　全体の指し揮きを執とっていた聖道士が急ぎ足でやって来て、三人を誘ゆう導どうする。

「こちらです」

「ありがとう。けれど、そんなに畏かしこまらずに。僕らに階かい級きゆうはあって無いようなものでしょう」

　聖道士は目の前の青年を改めて見み据すえて、恭うやうやしく直立した。

「いえ。あなたはやはり特別なお方です。失礼があってはならない。ご理解ください、ピエルマルコ・ソルディーニ」

　一見すれば、ピエルマルコと聖道士は親子ほども歳としが離れていた。しかし、聖道士は厳いかめしい顔つきの中に誠実さを湛たたえて畏まる。上うわ辺べだけではない清せい廉れんさが彼にはあった。

　ピエルマルコは苦く笑しようしつつも言げん及きゆうを避けた。曲げたくないというのなら無む理りに改める必要はない。むしろ、従じゆう順じゆんである方がピエルマルコの仕事も捗はかどる。

　古いしきたりが縛しばる宗教世せ界かいの中である。年とし若いというだけで発言力りよくが無いのが実情だ。この場を指揮するのがこの聖道士であることにちょっとした幸運を感じた。

「ほう。満まん更ざらでもない顔をしておる」

　傍かたわらに居た初しよ老ろうの男が呟つぶやいた。白しら髭ひげを蓄たくわえた口くち元もとにはうっすらと笑えみが浮かんでいる。持ち上げられたピエルマルコをからかっていた。

　ピエルマルコは和わ装しよう束ぞくに身を包むその男を振り返る。

「やめてくださいよ、セキエイ。あなたが先せん頭とうに立ってくれていれば、僕も、彼も、対応に困らずに済むんだ」

　はっきりとした階級の差があれば取るべき態度は自然と決まる。指し摘てきされ、男──セキエイは自身の白髪を一ひと撫なでしては鼻で笑った。

「儂わしは使われる側の人間だ。お山の大たい将しようは性しように合わぬよ。坊ぼう主ずの方がらしいのだ、その調子で堂どう々どうとしていろ」

　ピエルマルコの肩を叩たたき、先に立って歩いて行く。セキエイの背中を眺ながめて肩を竦すくめていると、聖せい道どう士しが対たい照しよう的に感かん嘆たんとしていた。

「……あれがセキエイ様。『東とう洋ようの鬼き神しん』、『必ひつ焼しようの青』。……まさか直じかにお会いできるとは夢にも思いませんでした」

「おっと、通り名で呼ばれるのもお嫌きらいらしいので本人の前で口にしない方がいいですよ」

　世界に一一四名いる聖ナ殲ー士バのうちトップクラスの十二人を『十二聖せい』と呼び、さらにその中でも『三さん傑けつ』と称されるトップ３がいた。セキエイは三傑の一人である。

　彼が歩けば、教会内においても、吸きゆう血けつ鬼き世界においても、たちまち人ひと垣がきは分かれて道を成すと云いわれている。

　とにかく、規き格かく外に強い。

　体たい術じゆつ、聖せい魔ま術じゆつ、聖獣ヴイアツアを使った実じつ戦せんにおいても、他の追つい随ずいを許さない実力の持ち主。

　吸血鬼の巣そう窟くつに単たん身しんで乗り込み一晩で壊かい滅めつさせたのはあまりにも有名な話だ。集しゆう落らくを形けい成せいした真しん祖そとその眷けん属ぞくたちをたった一人で相手にするのはどんな聖殲士であろうとも至し難なんである。セキエイは、なおかつ無む傷きずで成し遂とげた。これだけで規格外の意味もわかろうというものだ。

　努力して到とう達たつできる域を遥はるかに超えた強さである。

　まさしく超ちよう人じん的な次元に彼はいた。

『雛鳥の巣ホリイハウス』で教育されている聖道士候こう補ほ生せいの子供たちですらセキエイの名と武ぶ勇ゆう伝でんを聞かぬ日はない。ピエルマルコも幼い頃ころは漫まん画がのヒーローのように憧あこがれたものだ。こうして行動を共にしているのが噓うそのよう。

　短い付き合いではあるが、セキエイが組織というものを嫌っていることに気づいた。上下や横の繫つながりが己おのれを『縛しばる』のだと言う。確かに人間関係は煩わずらわしいものだが、どうもそういうことではないらしい。

　らしい、という程度にしかまだ理解できていないが、これ以上頼たよりになる用よう心じん棒ぼうもいなかった。

「しかし、どうしてこのような場所にセキエイ様が？　先ほどの守しゆ護ご精せい霊れい程度ならばわざわざ聖殲士が控えるほどではありません。我々だけで十分です」

「あの人は別の保険なんですよ。今回ここに寄ったのは僕の都つ合ごうです」

　聖道士たちが葬ほうむった悪あく魔まもどきは、この遺い跡せき物を守護する精霊だった。封ふう印いんを解こうとする輩やからが近づくだけで自動的に襲おそい掛かってくるよう設定されていた。一〇〇年前ならいざ知らず聖魔術が進歩した現代であれば退たい魔ま武ぶ装そうを備えるだけでさほどの脅きよう威いにはならない。

　ジャラ、と手にした鎖くさりが音を立てる。ピエルマルコの傍かたわらに立つ小こ柄がらな人ひと影かげが幽ゆう鬼きのように佇たたずみ体をふらふらと揺らしているが、ピエルマルコは一いつ切さい歯し牙がにもかけない。

　地面に施ほどこされた奇き怪かいな紋もん様ようを見下ろしつつ歩を進めた。ここら一帯に広こう範はん囲いに亘わたって刻まれた魔ま印いん術じゆつ式しき。市民が暮らすスラムの只ただ中なかでは単なる落らく書がきにしか見えない。守しゆ護ご精せい霊れいの召しよう喚かん陣じんと立ち入った者に警けい戒かい感かんを促うながす催さい眠みん式だが、ほとんどが意味を成さないダミーである。玄人くろうとが見れば失しつ笑しようするレベルのお粗そ末まつさ。

　故ゆえに、これまで見み逃のがされてきた。

　この拙つたなさこそが本ほん命めいの魔印を隠かくすためのカモフラージュだった。まさかいにしえの大だい賢けん者じやの手による物だと誰だれが想そう像ぞうできようか。教会はずっと騙だまされ続けてきたのだ。

「大賢者ガレ。──なぜこんなものを残して逝いったのか、議ぎ論ろんは尽きませんが、世界を変へん革かくさせるには十分過すぎる置き土産みやげだ」

「変革……？」

「ああいえ、何でもありません。来年はガレの生せい誕たん三〇〇年の年。──といっても実際の生年月日は不明のままですし、一説には三五〇年とも言われておりますが、どちらにせよ教会では式しき典てんを催もよおして盛せい大だいに祝うつもりのようです。ガレの研究に再び火が付いたせいで僕は資し料りよう集あつめに奔ほん走そうさせられているというわけです」

　表おもて向むきの事情を話し終えたところで、セキエイに追いついた。

　路ろ地じの行き止まり。煉れん瓦が造づくりの塀へいの真ま下した、その地面に直径二十センチほどの小さな円形の陣じんが刻まれてあった。

　あれこそが、ガレが自らの血で編んだ『足あし跡あと』の一つ。

　セキエイは陣を眺ながめ下ろして、ふん、と鼻を鳴らした。

「せせこましいものだな。このような小さき魔印一つを刻むのに大掛かりな落書きを施すとは。大賢者とはそれほどに小しよう心しん者ものであったか」

「魔ま術じゆつ師しは秘ひ匿とくすることで神しん秘ぴに至れると考えていますから。暴あばかれないことを前ぜん提ていにして魔印を張っているのでしょう」

「ほう。暴かれぬ魔印にどのような意味が？」

「さて。暴いて初めて意味を知れるのでしょうけれどね。いろいろと憶おく測そくも立っていますが、何にせよ、封ふう印いんを解かなければ始まりません」

　セキエイは呆あきれたように息を吐いた。戦せん闘とう第一主義の彼には、このようにして世界各かく地ちに小さな魔印を施していくちまちまとしたやり方が理解できないようだ。

　魔印とは箱のようなものである。あらゆる魔術をあらかじめ魔印に封じ込めておき、開かい封ふうすることでいつでもどこでも閉じ込めておいた魔術を発動させられる。多くはトラップを仕掛けたり補ほ助じよ型がた魔術を持ち運んだりするために活用されるが、大だい魔術を発動させるための陣を秘ひ匿とくするのに用いられることもある。ガレが敷いたのもその類たぐいである。

　世界規き模ぼで発動する大だい結けつ界かい。ガレの研究書によればその陣はすでに完成しているのだが、しかしついに発動させられることなく遺い跡せきとなって残された。鍵かぎを掛けた箱を設置するだけしておいてそのまま放ほう置ちしているのだから、セキエイが訝いぶかしむのも無む理りはなかった。

　なぜガレは完成した魔ま術じゆつを発動させなかったのか。

　発動させるために陣じんを形成したはずなのに、そのものを秘ひ匿とくして精せい霊れいに守らせていたガレの真しん意いはどこにあるのか。

　一体どんな魔術なのか。

「教会は世界中の吸きゆう血けつ鬼きを一いち網もう打だ尽じんにする魔術ではないかと推すい察さつしていましたけれど、まあ、まずそれはあり得ないでしょう」

「だろうな。そんな魔術があるのならとうの昔に吸血鬼は滅んでおる」

「はい。それに、そんな強力な結けつ界かい陣じんは存在しません。あまりにも広こう範はん囲いに亘わたり過ぎていると十分な火か力りよくを振るえませんから、真しん祖その一いつ匹ぴきすら退たい治じできないでしょう。これは補ほ助じよ型がた魔術の基き盤ばんなんですよ」

「世界中の花々が一いつ斉せいに咲き乱れるといった魔術ならば、一いつ時ときでもすべての人々を幸福にできるのだがな」

「意い外がいとロマンチストなんですね、セキエイ。それよりはもう少しマシだと思いますがね」

「……」

「とにかく、ここの『足あし跡あと』もきちんと踏んでおきましょう。──出で番ばんですよ、ユウリさん」

　鎖くさりを引く。ジャラジャラとぶつかり合う音に合わせて、一人の少女が前に進み出る。

　外がい見けんから十六、七歳さいの少女であることがわかる。肩かた口ぐちまで伸ばしたブロンドの髪かみは美しく、端たん整せいな顔立ちからは気き品ひんさえ漂ただよわせた。しかし、

「……」

　ずっとピエルマルコの傍かたわらにいながら一ひと言ことも発しなかった。その目は虚うつろで、心ここにあらずと言った表情を浮かべており、意い識しきがあるようにはとても見えない。

　首に巻き付けられた鎖が罪ざい人にんや奴ど隷れいを彷ほう彿ふつとさせるものの、身に着けている服は聖ナ殲ー士バの戦せん闘とう装しよう束ぞくである。ミスマッチな趣おもむきに案内役やくの聖せい道どう士しは彼女の階かい級きゆうを測りかねていた。

　おもむろに少女は地べたに這はいつくばり、魔ま印いんに顔を近づけて、舐なめた。

　ぺちゃぺちゃと。

　くちゅくちゅと。

　華きや奢しやな少女が尻しりを持ち上げて舌したを突き出す姿すがたは、まるで犬が餌えさに食らいついているかのようで、はしたない。

　そんなあまりにも倒とう錯さく的な光こう景けいに、黙もく々もくと作業を進めていた周囲の聖道士たちの視線も釘くぎ付づけとなった。少女を拘こう束そくする鎖を手にするピエルマルコは、さしずめ飼かい主ぬし、というよりも、サディストの様よう相そうを呈ていしている。

「たいした趣しゆ味みだな。理解しがたい」

　セキエイは淡たん泊ぱくな口く調ちようで感想を述べた。息を吞のむ聖道士たちと違って、そういうこともあるだろう、と平へい然ぜんと受け入れていた。

　ピエルマルコは苦く笑しようして、頷うなずいた。

「ええ、まったくです」

　聖せい女じよと揶や揄ゆされた少女の、人じん権けんさえ剝はく奪だつされたような扱いに、背せ筋すじがぞくぞくと震えた。

「……病やみつきになりそうで恐いくらいだ」

　十分に堪たん能のうできたのか、少女はぶるると肩を震わせて、恍こう惚こつとした表情で振り返る。

　しかし、その目には意い識しきらしきものはやはり見られない。

　ただただ仮か面めんのような顔をするばかりだった。

「理解できましたか？」

　ピエルマルコの質問に、ユウリは緩かん慢まんな動どう作さで頷うなずいた。こうしてスペインはバルセロナにある『ガレの足あし跡あと』を踏むことに無ぶ事じ成功した。

　ピエルマルコはほっと息を吐き、ユウリを立たせて魔ま印いんに背を向ける。ユウリが舐なめた箇か所しよは滲にじんで消えかけており、真しん円えんを欠いた魔印からは、バチチッ、と放ほう電でんするように魔ま力りよくの残ざん滓しが空気中に帯を引く。一度解かい読どくされた以上、封ふう切きりは果たされていた。

　聖せい道どう士しに後あと始し末まつを任せて、三人は路ろ地じを後にする。

「セキエイ、次は貴方あなたの出で番ばんですよ」

　後について歩くセキエイは返答もせずに目を伏せた。

　無む言ごんを貫つらぬくことで了りよう承しようとした。




　　　　　　　　　　†




　それから二日後の夜のことだった。

　月が厚い雲に覆おおわれて、辺りは深い闇やみに落ちた。

　首しゆ都とマドリードからほど近い丘きゆう陵りよう地帯の平野を二つの影が疾しつ走そうする。一方は背後から迫り来る重じゆう圧あつに唇くちびるを嚙かみ、もう一方は獲え物ものを捉とらえた肉にく食しよく獣じゆうのような獰どう猛もうさで眼がん光こうを輝かす。二つの影に余よ裕ゆうはない。食うか食われるかの駆かけ引きをとうに済まし、追われる側がいつどのようにして殺されるかを選択する猶ゆう予よしか残されていない段に入って数すう刻こく──。なのに、追う側は笑えみの一つも溢こぼさずに心を静めて目もく標ひようだけを見み据すえていた。追われる側はますます焦あせりを募つのらせる。出し抜く術すべは相手が抱くはずの慢まん心しんの隙すき間まにこそ存在するというのに、なぜか強きよう者しやの緊きん張ちよう感かんの方が強い。一点に集しゆう中ちゆうする気き迫はくの差。死に直面している側よりもよほど切せつ実じつなものがある。

　何者だ──、アイリーンの驚きよう愕がくする心はその疑ぎ念ねんのみに支配された。

　人間には違いない。自分たちのような人じん外がいではなく、おそらくは教会の手の者。唐とう突とつに城の門前に現れたのには驚かされたが、次いで単たん身しんで乗り込んできた度ど胸きようと無む謀ぼうに内ない心しんでは嘲あざ笑わらったものだ。しかし、いざ刃やいばを交えてみると数すう合ごうの打ち合いで戦せん力りよく差さがはっきりと現れ、おののいた。門もん番ばんであるところの自分が持ち場から離れてこうして逃げ惑まどうことに忸じく怩じたる思いを感じつつも、あの場に、門前に、この男を留とどめておくことの方が遥はるかに我が慢まんならなかったのだ。

　その気になれば城ごと制せい圧あつできたはずなのに。

　いま命を狙ねらわれているこの瞬しゆん間かんですら感じている。──こいつ、手て加か減げんしている！

　紺こん色いろのパフスリーブのワンピースが闇やみ夜よにひるがえる。ロングスカートの裾すそを摘つまみ上げてのランニングフォームでは咄とつ嗟さの迎げい撃げきにコンマ三秒遅れてしまう。すでに何十キロと走そう破はしているのにもかかわらず呼吸ひとつ乱さないアイリーンだが、わずかに息を止めて瞬しゆん間かん的に脚きやく力りよくを倍ばい加かさせることでようやく背後の襲しゆう撃げき者しやを引き離した。

　目もく前ぜんに見えた森に侵しん入にゆうし、木々を目め眩くらましにして迎げい撃げき準備に入る。

「来なよ、くそったれ」

　立ち止まり振り返ると、男の姿すがたはどこにもなかった。

　逃げてばかりいてはますます不利になる。このタイミングで森に入れたのはおそらく僥ぎよう倖こう。詰まらぬ距離感かんに苛いら立だっていたのは自分の方だとアイリーンは自覚する。逃げ切れていたのではなく、一定の距離を保つことで疲ひ労ろうさせられていたのだと気づいた。男にアイリーンをなぶろうという面白がった気け配はいがなかったことから、野や生せいの獣けものが獲え物ものを捕ほ獲かくするのと同じように、最さい良りようの選択として追い込みをかけたに過ぎないのだろう。

「……ちっ」

　嫌いやになる。人じん外がいよりも人間味が無い人間なんて。

「恐いんだよ、テメエらは」

　そう吐き捨てる唇くちびるは嫌けん悪おに震えていた。

　教会の人間は総じて腐くさっている。そりゃ、やつらからすれば人外は敵だ。人類を守るという使し命めいの元、戦いを強いられているだけなのかもしれない。

　けれど、やつらは見み境さかいが無い。それどころか、心さえ無いように思えた。どこまでも機き械かい的だった。人外と称するならば、やつらこそ人でなしだと思う。




　山を築き動かしたとさえ伝わる巨きよ人じんの末まつ裔えい、

　邪じや教きようを駆く逐ちくせよと南下していくレコンキスタの気き勢せい、

　天地をも割る乱らん戦せんに巨人は一いち族ぞく郎ろう党とうを根ね絶だやしにされ、

　邪じや神しんから人外へと貶おとしめられた証あかしなら古ふる傷きずとなってこの身に刻まれている。




「……」

　アイリーンはスカートの中から、どこに隠かくしていたのかと疑いたくなるような長ちよう刀とうのサーベルを二本諸もろ手てに引き抜いた。昔むかし話ばなしに感かん傷しようを覚える暇ひまはない。敵は一人、味み方かたは無し、ならばこそ邪じや魔ま立だてする有う象ぞう無む象ぞうもここにはいない。あの頃ころとは比ぶべくもない戦せん況きようである。

　フリル付きカチューシャの内側から汗あせが滲にじんで額ひたいに落ちる。メイド服を着込んだことを一いつ瞬しゆん後こう悔かいしそうになったが、執しつ事じのチェントスの赤せき面めんする顔を思い出して、ふっと笑えみを溢こぼした。彼をからかうのは好きだ。そういう気持ちは人間も人じん外がいも関係なくある感情だ。思い出し笑いは体から固さを抜いて、しなやかさを取り戻す。全身を覆おおっていた恐きよう怖ふと緊きん張ちよう感かんが程ほど良よく緩かん和わされていく。

　──よし。いける。

　心は驚くほどに平へい静せい。

　強力な聖ナ殲ー士バと刃やいばを交えたのは三〇〇年ぶりだが、不ふ思し議ぎと戦いのビジョンは見えていた。

　五ご感かんを研とぎ澄すませ、取り巻く世界を掌しよう握あくする。

　背後。虫ほどにか細い呼吸のリズムを聴きく。

　瞬しゆん間かん、かつてないほどの速さで上体を回した。

「シッ────！」

　振り向きざまだった。アイリーンの豪ごう腕わんから繰り出された二刀とうの斬ざん撃げきが木々ごと大気を吹き飛ばす。巨きよ人じんの化け身しんたるその身は在るだけで自然災さい害がい。腕の一ひと振ふりが巻き起こす暴ぼう風ふうに、万ばん物ぶつは為なす術すべ無なく吞のみ込まれていく。いわんや、人間の身で凌しのぎきれるものではない。切り刻まれ、細こま切ぎれになって、消しよう滅めつする未来しか残されない。

　森に風の道が走る。かまいたちが蹂じゆう躙りんしていくそのレールの上に青い衣ころもがひるがえる。

「──っ」

　そこに確かに人の姿すがたがあった。ずっと背後を付け狙ねらってきたあの人間だ。青い戦せん闘とう装しよう束ぞくは闇やみ夜よの中でさえ鬼おに火びの如ごとく不ふ吉きつを纏まとって浮かんで見える。アイリーンの斬撃は正確無む比ひに相手を捉とらえ、暴ぼう風ふうの只ただ中なかに巻き込んだ。

　ミキサーに掛けられ、青の一切れさえも残さないはずだった。

　風かぜ切きり音の唸うなりが「ありえない」と悲鳴を上げた。

　アイリーンは驚きよう愕がくに目を見開く。

　男は平然と歩いていた。……それはいい。風かぜ系けい攻こう撃げきに耐たい性せいがあればそういうこともあるだろう。まったくの無む傷きずだったとしてもそれだけの力りき量りよう差さがあったのだと無む理りやりにでも納なつ得とくできる。しかし……。

「……冗じよう談だんじゃない」

　だからといって、風の方が避けていくだなんて馬ば鹿かげた現げん象しようがあり得るのか。

　アイリーンが繰り出した一いち撃げきは、魔ま術じゆつではなくただの力ちから業わざによるものだ。多少魔ま力りよくを帯びてはいるものの形式があるわけではない。もちろん理論がなければ解かい読どくして上うわ塗ぬりする余よ地ちもなかった。力業に対たい抗こうできるのは、魔術を用いられていない以上、力業でしかない。

　見た限り、魔術行こう使しはなかった。風が避けていったあれは、複雑な理論を抜きにした自然現げん象しようであり、──そう。信じられないことに、ただの、単なる、暴ぼう力りよくだ。

　万ばん物ぶつが男を嫌きらって避けたのだ。

「アンタの方がよっぽど人間離ばなれしているわ」

　それどころか、摂せつ理りからも外れている。

　在るだけで自然をねじ伏せる存在感かん。

　男は、アイリーンの言葉を受けて、素す直なおに言葉を返した。

「同どう感かんだ。そのせいで難なん儀ぎしておる。──だが、おまえさんを相手にするには儂わしクラスでなければ難しかろう。あの坊ぼう主ずが儂を無む理りやり引っ張ってきたことにも合が点てんがいった」

　男の体が青白く発はつ光こうしているおかげで、暗くら闇やみの中においてもその全ぜん貌ぼうが知れた。

　中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの初しよ老ろうの男だった。髪かみは白はく髪はつで、わずかに蓄たくわえた口くち髭ひげと伸び放ほう題だいに繁しげった睫まつ毛げまでもが白い。厳いかつい相そう貌ぼうに見合った鍛きたえ抜かれた肉体は青の装しよう束ぞくの上からでもわかる。あらゆる贅ぜい肉にくを削そぎ落とした無む駄だのなさ、立たち居い振る舞いからして、戦せん闘とうにのみ特化させその他の機き能のうをすべて排はいしたような簡素シンプルさがある。見み据すえる双そう眸ぼうはやはり鷹たかのように鋭い。が、意い外がいなことに人間味みを感じさせる色さえも含んでいた。超ちよう然ぜんとしているくせにしなやかだ。

　まるで大だい理り石せきの彫ちよう像ぞうを思わせた。

　腰の物を抜くこともなく悠ゆう然ぜんと歩いてくる。アイリーンは無む駄だと知りつつも両腕うでを振るった。サーベルの剣けん先さきから渦うず巻まく風の弾だん丸がんを連続で照しよう射しやする。一発一発が辺り一いつ帯たいの地形を変えるほどの威い力りよくを有しているはずなのに、男に接せつ触しよくする直前に、弱まり、弾はじかれ、霧む散さんした。

「儂にその手の業わざは効かんよ」

「みたいだね。これは単なる風ふう圧あつだもの。アンタの威い圧あつに吞のまれちまう」

　それでも、後ろに退しりぞきつつ何度も風を撃うち出した。わずかに魔ま力りよくを帯びた風は、男の目もく前ぜんで搔かき消えてしまう。が、アイリーンが乗せた魔力は空気に混ざって漂ただよっている。男は気付いているのかいないのか、歩を進めるだけで注意を払わない。魔力が溜たまる。アイリーンは仕上げとばかりに両手を振り下ろして小さな竜たつ巻まきを起こし、それを前方に蹴けり上げて射しや出しゆつした。

「──む」

「喰らいな！」

　竜巻が周辺に撒まかれた魔力に触れる。瞬しゆん間かん、魔力を取り込んだ竜巻は巨きよ大だいな真しん空くうの鎌かまとなって男を中心に巻き込んだ。天へと昇のぼる巨大な竜巻は、それまでの力任まかせに放った斬ざん撃げきとは異なり、魔術行こう使しによって生み出された旋せん風ぷう刃じんである。如い何かに男が規格外がいに強かろうとも、魔術に対してならば手の内を晒さらす必要がある。アイリーンは何もこの一いつ手てで倒せるとは思っていない。底を見せない男の力量を測らんと、やや本ほん気きを出したまでである。

　風刃が青の衣ころもを切り刻む。男の肉体には届かなかったが、完全に男を閉じ込めた。

　この隙すきを待っていた。アイリーンはサーベルを一いつ旦たん仕し舞まい、足あし元もとの地面に両腕を突き刺して、

「ハァァァァ────、アッ！」

　持ち上げた。抉えぐり出された約三〇平へい方ほうメートルの地面は、巨きよ岩がんの如ごとくアイリーンの両手に抱えられていた。──山を築いた伝でん説せつは大地を抉えぐって持ち運んだことに由ゆ来らいし、抉られたそこは巨きよ大だいな湖みずうみと化すという。その縮しゆく小しよう版ばんである。

　竜たつ巻まきに向かって土つち塊くれをぶん投げる。当たって砕くだけ、風に取り込まれると、土ど砂しやが竜たつ巻まきの軌き道どうに乗って天へと舞い上がった。十分すぎる重量と体積は竜巻自じ体たいを土つち色いろに染め、男の視し界かいを塞ふさいだ。なおかつ、砕けて拳こぶし大だいにまで磨すり減った礫つぶてがマシンガンの如ごとく内部に撃うち込まれた。男は風の刃やいばと岩の弾だん丸がんの集中砲ほう火かを浴びている。

　これらすべては囮おとりである。本ほん命めいはアイリーンが直接下くだす。高々と跳ちよう躍やくし、わざと綻ほころばせておいた隙すき間まから竜巻の中に侵しん入にゆうし、サーベルを引き抜き、下か降こうする。

　狙ねらうは男の頭ず上じよう。直接双そう刀とうをぶちかます。

　遥はるか下か方ほうに佇たたずむ男は、襲おそい掛かる風も岩も触れる直ちよく前ぜんで搔かき消し、「ふむ」と何やら思し案あんして緩かん慢まんな動作で腰を沈めた。

　わかりやすい構え。正せい拳けん突づきを放たんとする姿し勢せい。そうして打ち出された右拳こぶしは素人しろうとでも躱かわせるくらいにゆっくりで、やがて腕は伸びきり虚こ空くうを殴なぐる。

　寸前、アイリーンの渾こん身しんの一いち撃げきが振り下ろされた。

「────ッッッ!?」

　ドンッ！　と、全身を叩たたき付けた衝しよう撃げきは、アイリーンの攻こう撃げきが男に直ちよく撃げきしたからではない。

　わずかに早く打ち出された正拳突きが大気を叩き、その衝撃波が周囲に爆ばく散さんした結果である。

「──な、なん、で……っ!?」

　単純すぎる所しよ作さから放たれた規き格かく外がいの威い力りよくに、アイリーンの思し考こうは、身体からだは、完全に停止した。竜巻さえも吹き飛ばす大気の壁がアイリーンの体を叩き、宙に釘くぎ付づけにしたのである。

「勝負あったな」

　頭上に振り上がった男の拳が鳩尾みぞおちにめり込んだ。そのまま胸ぐらを摑つかんで地面に叩き付けられる。四し肢しがバラバラに千ち切ぎれるような感覚に苦く悶もんの声を上げた。

　たったの一撃で。

　ただの体たい術じゆつで。

　巨きよ人じんの末まつ裔えいたるアタイが負けるだなんて……。

　信じられないのは、一いつ瞬しゆんたりとも、一いつ片ぺんたりとも、男は魔ま術じゆつの類たぐいを使っていなかったということだ。アイリーンは霞かすんでいく意い識しきの中で、遠くに視線を投げる男を見つめた。

　こいつ、本当に人間か？

　これまで見聞きしてきたどの聖ナ殲ー士バとも違う。

　まさかこいつが、この男こそが────。




　気を失ったアイリーンを肩に担かつぎ、男──セキエイはほうと息を吐く。

「おまえさんがもう少し強ければ腰の物を抜かざるを得んかった。お互い、命拾いしたな」

　佩はい刀とうが揺れる。セキエイの言葉は本心からのものだ。

　しかし、刀を抜いてさえなお彼の全力には届かない。聖ナ殲ー士バである以上彼もまた聖獣ヴイアツアをその身に宿していた。身しん体たい能力が規き格かく外がいならば、潜せん在ざい能力もまた架か空くうの域いきである。

　地上を滅ぼしかねない。

　セキエイは憂うれえた表情を湛たたえながら、ピエルマルコのいる本ほん営えいへと帰き還かんする。




　　　　　　　　　　†




　捕とらえられたアイリーンは、半はん裸らに剝むかれて人じん外がい用ようの特とく製せいの鎖くさりに繫つながれていた。後ろ手に拘こう束そくされているため、露あらわになった控え目な胸きよう部ぶを隠かくすこともできない。不幸中ちゆうの幸いか、アイリーンに意い識しきはなく、またその場には女性しかいなかった。教会が配はい慮りよしたはずもなく、それを要よう請せいしたのは聖殲士候こう補ほ生せいの少女であった。

　これまで通っていた日本の高校──将来の聖殲士を育成する教会の機き関かんでもある『森しん星せい学園』から、イタリアを経てスペインまでピエルマルコ一いつ行こうに随ずい行こうしてきたチーコ・エンヴィスは、目の前で繰り広げられている光こう景けいを信じられないという眼まな差ざしで眺ながめており、行為が始まったそのとき慌あわてて男性全員をそのテントから追い出した。

「……っ」

　息を吞のむ。ぴちゃぴちゃ、という艶えん容ような水音が聴ちよう覚かくから脳を刺し激げきする。恐れと羞しゆう恥ちに視し界かいは涙でぼやけるものの、アイリーンに覆おおい被かぶさって抱きつくユウリの背中ははっきり見えた。同どう性せい同士が密みつ着ちやくし絡からみ合う様よう相そうはあまりにも倒とう錯さく的で、チーコは顔を真まっ赤かにしてその場に縫ぬい付けられている。

　一応、何かあったら問題だと、ユウリの安全を第一に考えて護ご衛えいに付いたつもりでいた。しかし、今やむしろ囚とらわれのアイリーンに同調してユウリの行為を嗜し虐ぎやく的なものとして捉とらえている。自分はマゾなのかもしれない。

　じゅるる、じゅるる、じゅる──。

　アイリーンの鎖さ骨こつの辺りに切り傷を付け、そこから流れる血を吸っていた。小さな舌した先さきがちろちろと傷きず口ぐちを舐なめるたびにアイリーンの口からくぐもった声が漏もれた。

「……」

　どうして？　と、チーコは眉まゆを顰ひそめる。それは教会の人間ならば誰だれもが嫌けん忌きする卑いやしい行為。世界の敵──吸きゆう血けつ鬼きでもないユウリがどうして人じん外がいの血を吸うのか。

　一ヶ月ほど前に幼おさな馴な染じみである少年が失しつ踪そうして以来、ずっと正気を失ってきた。その結果がこの姿すがたなのか、それとも、これもまたユウリの一部なのだろうか。

　ひた隠かくしにされてきたユウリのもう一つの顔なのか。

　満足したのか、行為を終えたユウリが振り返る。生いき血ちに塗まみれ、化け粧しようを施ほどこしたように艶つややかになった唇くちびるに恍こう惚こつとした笑えみが浮かんでいるように見えた。




　アイリーンはずっと夢を見ていた。穏おだやかだった日常の風景がジャミングを受けて乱れていく。仲間たちの姿すがたがどんどん遠とお退のいて、アイリーンは懸けん命めいに手を伸ばす。

　本ほん能のう的に、盗とられた、と理解した。

　その瞬しゆん間かん、一ひと筋すじの涙が頰ほおを伝った。

　──ごめん。ごめんね、……チェントス。

　自らが生んでしまった危き機き的てき状況を一いつ刻こくも早く皆に伝えなくては。しかし、聖ナ殲ー士バに囲まれたこの檻おりからは簡単には抜け出せない。心は奮ふるわず、弱よわ音ねばかりが脳のう裏りにひしめいた。

　最後に彼女の心を支えたものは、己おのが主あるじの名であった。

「助、け……て、……グリオ、さ、ま……」




　　　　　　　　　　†




　さらに一晩が経たった頃ころ、トレンチコートの吸きゆう血けつ鬼きはようやくスペインの地に降り立った。

　日本で保ほ護ごした吸血鬼の始し祖そと、その眷けん属ぞくを引き連れて──。













　一章『魔ま城じようの住人』







　スペインの空の玄げん関かん口ぐちとして有名なのがマドリード・バラハス国際空くう港こうである。多くの観光客きやくは首しゆ都とであるマドリードから入り、通つう勤きん鉄道網もうセルカニアスを利用して主しゆ要よう都市を巡めぐる。国際空港は他にも四箇か所しよあるが、バラハス空港はイベリア半はん島とうのほぼ中心地にあるため観光やビジネスの拠きよ点てんになりやすかった。

　日本からの直ちよつ行こう便びんはなく、エールフランスやフィンランド航こう空くうなどの国こく際さい便びんを利用し他国を経けい由ゆする必要があるので、空の旅だけで所しよ要よう時間は二十時間を超える。スペインには数多くの世界遺い産さんがあり、また世界的に有名なカーニヴァルが各地で年がら年ねん中じゆう催もよおされていることから毎まい年とし数千万人もの観光客きやくが訪れるのだが、しかし日本人観光客の割合は極めて低く、採さい算さんが取れないことから航空会社は直行便を廃はい止ししたのである。実じつ距離にしろ、時じ間かん距離にしろ、改めて日本とは遠い国であることをグリオ・ヘルツルは痛つう感かんした。──一〇〇年前には思いもしなかった感覚だ。本来、遠いも近いも無い。そもそも日本という僻へき地ちに短たん時間で行き来できてしまうことすら奇き蹟せきだというのに。文明化かについていけている自分に思わず苦く笑しようしてしまう。

　新しん幹かん線せんでマドリードからスペインの南部、アンダルシア州を目め指ざす。ビュッフェでワインとイベリコ豚ぶたのサンドウィッチを堪たん能のうしつつ列車に揺ゆられること約二時間半はん、日も暮れかかった頃ころ、リゾート地・太陽海岸コスタ・デル・ソルの中心にしてスペイン大だい航こう海かい時代の首しゆ都とでもあったマラガに到とう着ちやくした。

　ちなみに、マラガにも国際空くう港こうは存在し、何もマドリードから鉄道を利用する必要はなかったのだが、グリオはとくに急いでいなかったのでそうした。

　旧きゆう市街を抜けてマラガ港に向かう。商しよう港こうエリアにある運うん送そう会社を訪ねると、グリオはそこで社長に札さつ束たばを握らせた。互たがいに多くは語らず、グリオが立ち去るとすぐさま社長以い下か数名の作業員いんがコンテナ検けん査さの裏うら工こう作さくに乗り出した。彼らは紛まごうことなき人間であり、グリオの正しよう体たいが吸きゆう血けつ鬼きであることを知らない。先せん代だいの社長のときから贔ひい屓きにしていることから、いまだ年若いグリオが人じん外がいであることには薄うす々うす感づかれているかもしれないが。

　市いち場ばにある花屋を訪れる。看かん板ばん娘むすめのリタは美人で愛あい嬌きようのある女の子だ。彼女に二十本のバラで花はな束たばを作ってもらい、そのうちの一本を引き抜いた。花束は一ひと月つき前に十九歳さいの誕生日を迎えたリタにそのまま持たせ、グリオは一本のバラを手に来た道を戻り始める。その背中をリタは見えなくなるまでいつまでも目で追いかけ続けた。

　ヒブラルファロ城じようが建つ丘の上からはマラガ港が一いち望ぼうできた。その場でバラを頭ず上じよう高く掲かかげ、声せい帯たいを変化させて超ちよう音おん波ぱを放つ。日が完全に沈みきったその瞬しゆん間かん、グリオの姿すがたが翼つばさを広げたコウモリの影となって浮かび上がった。

　旧市街に戻り、馴な染じみのＢＡＲバルを巡る。小エビの揚あげ物とイワシの酢す漬づけを摘つまみにビールを飲み、店てん主しゆや常じよう連れん客きやくと世せ間けん話ばなしを交わしつつ、情報収しゆう集しゆう。──街の様よう子す、国の経済、延ひいては世界情じよう勢せいを把は握あくするためである。三軒げんほどハシゴをし、懐かい中ちゆう時計を開いて頃ころ合あいを見定めると、タクシーに乗り込み宿しゆく泊はく先さきの一流ホテルへと走らせた。

　ホテルの最さい上じよう階かいにあるスイートルーム。シャワーを浴び、バスローブを纏まとって一ひと息いき吐ついたとき、ホテルの従じゆう業ぎよう員いんが大きな荷物を部屋に運び込んできた。よほど重いのか従業員たちは台だい車しやから荷物を降ろすのに悪あく戦せん苦く闘とうしている。なんとか絨じゆう毯たんの上に荷物を寝かせることに成功すると、グリオは荷物を運んだ事実を忘れさせる忘ぼう却きやくの暗あん示じを彼らに施ほどこして退たい室しつさせた。

　さて、とグリオは荷物の傍そばまで近寄った。

　爪つま先さきで荷物を軽く蹴ける。トン、トン、トトン、というリズムは合あい図ずのようであり、実際グリオはそのつもりで音を鳴らしていた。

　リビングの中央を占せん拠きよしたそれは、どこからどう見ても棺かん桶おけである。蓋ふたの中心に施された白しら百ゆ合りのマークを模もしたようなデザインのロゴタイプが金色に輝いており、また蝶ちよう番つがいや鍵かぎ穴あなもすべて金きん製せいで、重じゆう厚こうな黒こく色しよくに高級感かんを与えていた。

　かちり、と内側から解かい錠じようの音が響ひびく。不ふ思し議ぎなことにこの棺桶は中からも施せ錠じようできる仕組みになっていた。

「さあ、目覚めるがいい」

　グリオの宣せん言げんを受けて、ゆっくりと蓋ふたが持ち上がる。

　まるでドライアイスを詰め込んでいたかのように白はく煙えんが箱の中から溢あふれ出した。ふしゅー、という呼吸を刻みながら、中に横たわっていた人ひと影かげが上体を起こす。衣い服ふくを一いつ切さい身に着けておらず、全身素す肌はだをさらけ出していた。ふしゅー、という呼吸はやがて、がちがち、と歯を鳴らす音に変化し、腕を交差させて鳥とり肌はだに塗まみれた体をきつく抱き締める。

　盛せい大だいにくしゃみを一発かます。垂たれる鼻はな水みずを歯し牙がにもかけず、大おお道みち晴はる夜やは室しつ温おんの暖かさに生きた心地ここちを味わうのだった。

「んがあああああああああ、死ぬかとおもったああああああああ！」




　絶ぜつ叫きようが搔かき消えたとき、グリオがつまらなげに口にした。

「生きていたか」

「殺す気だったの!?」

　その一ひと言ことに思わず突っ込みを入れつつ、晴夜は棺かん桶おけから抜け出して改めて冷えた体を擦さすり上げた。何十時間も極ごつ寒かんの中閉じ込められてきたのである。マジで死ぬかと思った。

　──まあ、どうせ死なないんだろうけど。

　一度命いのちを失い、吸きゆう血けつ鬼きの眷けん属ぞく『成り上がり』として復活した晴夜はすでに人間ではない。ちょっとやそっとのことでは死なないし、死んでも再さい生せいしてすぐに元通りに戻ってしまう。便利な体ではあるが、だからといって苦痛まではなくならないので死ぬような目にはなるべく遭あいたくないのだ。

「グリオ、テメエ、人を物扱いで輸ゆ送そうしやがって！　あんなのもう二度と御ご免めんだからな！」

　ジト目を向けてグリオに抗こう議ぎする。

　戸こ籍せき上じようでは死し亡ぼう扱いされている晴夜は、当然パスポートが使えなかった。偽ぎ造ぞうパスポートを用意するには日数が足りず、仕方がないので密みつ入にゆう国こくする羽は目めになったのだ。密入国するにあたりグリオが用意したルートは、海上輸送で、冷れい凍とうコンテナに閉じ込められての無む慈じ悲ひなものだった。容いれ物ものが棺桶なのは人が忌き避ひして近づかないようにするためだろうが、グリオにしては笑えない冗じよう談だんである。俺おれの命を奪うばった張ちよう本ほん人にんのくせに、と晴夜が恨うらみ言ごとの一つも言いたくなるのも当然だった。

　つーか、冷凍コンテナって何だよ。

「殺す気満まん々まんじゃねえか!?　ええおい!?」

「無ぶ事じ税ぜい関かんをくぐり抜けるための処しよ置ちだ。その不ふ死じ身みを利用しない手はなかろう。何が不満だ？」

「不死身だからって殺していい理由にはならねえんだよ！　扱いがぞんざい過ぎる！」

「その死ににくい体は絶ぜつ対たい零れい度どの只ただ中なかであっても完全に凍ることはない。計算の上だ」

「寒いことには変わりねえんだよ！」

　怒りにまかせて怒ど鳴なったおかげで体も熱くなってきた。ほとんど凍らされていたというのにもう常じよう態たいにまで快かい復ふくしている。改めて、つくづく吸きゆう血けつ鬼きなんだなと肩を落とした。

「……いやまあ、もうとっくに受け入れているっちゃいるんだけど。こうでもないとテアを守りきれねえし。不ふ死じ身みなのは素直にありがてえけどさ」

「して、その始し祖そはどうした？　それに、なぜ眷けん属ぞくは裸はだかなのだ？」

　素すっ裸ぱだかの晴はる夜やを眺ながめて目を細めるグリオ。彼もまたバスローブ一枚だけの半はん裸らなために対たい峙じする二人の姿すがたはとても怪あやしいものに映っていた。

　晴夜は溜ため息いきを溢こぼすと棺かん桶おけに近づき、手を突っ込んで中から一人の少女をつまみ出した。

「Ｚｚｚ……」

　わかりやすい寝ね息いきを立てるその少女の名前はアルカテア・ディンケルホーファー。吸血鬼の『始祖』であり、晴夜を吸血鬼として蘇よみがえらせた命の恩おん人じんでもあり、いまや晴夜のご主人様さまだ。涎よだれを垂たらして寝入っている姿すがたからそのような威い厳げんは到とう底てい感じられないが。

　いつもの漆しつ黒こくのドレスの上から晴夜の衣い服ふくを巻き付けていた。こともあろうに吸血鬼のお姫ひめ様さまは、眷属の私し服ふくを奪うばったことで防ぼう寒かん対策ばっちりなのである。

「狭い棺桶の中で器き用ように俺おれの服を脱ぬがしやがって」

　港を出てから数すう時間が経たち、冷気に体が冷えきった頃ころのこと、「はるやぁ……」と甘えた声で背中にすり寄ってきたのだ。回した掌てのひらが晴夜の上着のボタンを一つまた一つと外していくたびに喉のどを鳴らしたものだが、……ちくしょう、俺の純じゆん情じようを弄もてあそびやがって。

「こら、起きやがれご主人」

　首根っこ摑つかまれた猫ねこみたいにゆらゆらとぶら下がる。この状況になってもまだ鼻はな提灯ちようちんを膨ふくらます姿が憎にくたらしい。

「……んにゃあ？」

　軽く頰ほおをつねると、とろんとした表情のまま意い識しきを覚かく醒せいさせた。流れるように長い銀ぎん髪ぱつの隙すき間まから視線を覗のぞかせると、そこが棺桶の外であることに気がついた。

「……あーそうですか。ようやく着いたのですね。もう眠るのにも疲れてきたところでしたよ。んんん、んあー、なんだか全身が気け怠だるいです。おっと、首が凝こってますね。寝返りできなかったのが結けつ構こうキいたみたいです。──晴夜ぁ、マッサージをお願いしますぅ。思う存ぞん分ぶんわたしを労いたわるとよいのですよ。懇こん切せつ丁てい寧ねい、体の隅すみ々ずみまで揉もんでください。揉みまくってください。あ、だからといってラッキースケベを期待しちゃ駄だ目めですよ。もう、エッチなんですから晴夜ってば。しかし、それでは晴夜がカワイソですね。うんうん、でしたらやるからには堂どう々どうと、劣れつ情じよう赴おもむくままにテアちゃんのおっぱいとかおっぱいとかおっぱいとか触るといいのです。今なら多少のセクハラ行為も目を瞑つむってあげますから、愛情込こめてモミモミするがいいのです。キャッ、わたしったらなんて大だい胆たんなのでしょうか。常に我が身を守ってくれている眷属にこれくらいのご褒ほう美びあげないとカワイソですもんね。どこの優しいテアちゃんですか。マジ天てん使しです。どうですか、晴はる夜や？　優しいわたしを褒ほめると良いのですよ。そんで美お味いしいハンバーガーの一つでも献けん上じようすればなお最高てなもんですよ」

「……」

「無む視しですか!?　いつもの返しはどうしたのですか!?　ほら、いつもの如ごとく『そんなことより』とか言ってわたしの発言を遮さえぎってください！　折せつ角かくのネタ振りですのに何やってんですかまったく!?」

　ネタだったことに軽くショックだ。俺おれは乗せられていたのか。

　テアは乱らん暴ぼうに瞼まぶたをぐしぐしと指ゆび先さきで擦こすると、ようやく晴夜の方に顔を向けた。

「……ッ!?」

　全ぜん裸らの男がいた。下か腹ふく部ぶを痛ましい顔で凝ぎよう視ししながら声なき悲鳴を上げるのだった。

「……よくもまあ人が傷つくようなリアクションしてくれるよな」

「へへへ、変へん態たい!?　変態ですか!?　ついに露ろ出しゆつの趣しゆ味みに目覚めましたか!?　それとも寝ているわたしにイタズラをしようと企たくらんでいやがりましたか!?　なんて卑ひ劣れつな!?　全裸で迫ってきて、一体わたしに何をしようと言うのですかあああああああ!?」

「散々おっぱいもみもみとか言ってた奴やつに言われたくねえ！　さっさと服を返せっ」

　無む理りやり引っぺがして服を着る。ようやく人ひと心地ごこちつけた晴夜であったが、穿はいたパンツが程ほど良よく温ぬくもっていることに何とも言えない気持ちになる。テアめ、どこに仕舞ってやがった。

「ぎゃあ!?」

　またもや悲ひ鳴めいを上げたテアの視線の先にはグリオがいた。

「なぜおまえがここに居るですか!?」

　半はん裸ら姿すがたでワイングラスを傾けるグリオに顔をしかめ、直後、先ほどまで全裸だった晴夜を驚きよう愕がくの表情で振り返る。

　顔を真まっ青さおにして震える指先で晴夜とグリオを交こう互ごに指し示した。

「…………、いやあ!?」

「てめ、いますげえ恐ろしい想そう像ぞうしてるだろ!?」

「晴夜っ、正しよう気きですか!?　気は確かですか!?　誰だれでも良かっただなんて汚けがらわしい!?」

「大いに誤ご解かいをしている！　ちょ、こら、距離を取るな！　そんな目で俺を見るんじゃない!?」

「わたしへの行き過ぎた愛情表ひよう現げんだと思っていたら、まさか男にネトラレていただなんて……」

「ぎゃあああっ、気持ち悪いこと言うんじゃねえ！」

　どこで覚えた、そんな単たん語ご！　テアのやつ、そっちの趣味があったのか!?

　ぽっと顔を赤らめて、

「……………………、ちなみにどちらがネコでどちらがタチで？」

「ねえよそんなもん！」

　起きがけから全ぜん開かいのテアだった。以前、日本語を学ぶために日本のお笑い芸げい能のうやアニメといったサブカルチャーを教きよう材ざいにしていたと言っていたから、おかしな方向に知ち識しきとセンスに磨みがきが掛かってしまったのだろう。一〇〇〇年を生きる最さい古この吸きゆう血けつ鬼きは俗ぞく物ぶつに染まりやすかった。

　騒いで完全に目が覚めたのか、テアは気を引き締めるようにして真ま顔がおを作った。

「そうでしたね。貴方あなたが治める領りよう土どへと連れて来られたのでした」

　グリオに向き直り、スカートの裾すそを指で摘つまむと恭うやうやしくお辞じ儀ぎをした。

「手段はどうあれ、わたしたちをお招まねき頂いただいたことには素直に感謝を述べましょう。グリオ・ヘルツル男だん爵しやく」

　意い外がいだ。テアがまともなことを言っている。

「……もはや爵しやく位いがあるとも思えんが、その言葉ありがたく頂ちよう戴だいしよう。長なが旅たびご苦労だった」

　殊しゆ勝しようなテアに労ねぎらいの言葉を掛けるグリオ。ほんの数すう週間前まえまでは追う者と追われる者の関係だったのに、なんとも不ふ思し議ぎな光こう景けいである。

「爵位が無いって何のことだ？」

　ふと気になったので訊きいてみると、グリオは素直に答えてくれた。

「忘れたのか？　私はインゴルフの命めいに背そむき、あまつさえ牙きばを剝むいたのだ。裏うら切ぎり行為の代だい償しようには爵位の剝はく奪だつと連れん盟めいからの追放が妥だ当とうだろう」

　なんでもないことのように言うが、晴はる夜やは驚かずにいられなかった。

　グリオは公こう爵しやくの地位にある吸血鬼の命令で日本にやって来た。目的は『始し祖そ』の回かい収しゆうである。『始祖』の身に流れる黒こつ血けつは『真しん祖そ』に膨ぼう大だいな力を与えるとされており、多くの吸血鬼がその血を狙ねらっていた。

『始祖』であるテアは身を守るために晴夜を眷けん属ぞくにし、襲しゆう撃げきしてきたグリオを退しりぞけることに一いつ旦たんは成功する。しかし、間もなく後こう続ぞくとしてやって来た真祖インゴルフ・フォン・ピケに根ね城じろにしていた森しん星せい学園に攻め入られ、テアを連れさらわれてしまうのだが、意い外がいなことにテアを匿かくまい守ってくれたのがグリオだったのである。

　元もと々もと人間から吸血鬼に覚かく醒せいした『成り上がり』のグリオは、不必要に人間を殺さつ戮りくしようとするインゴルフを止めるために、あえて命めいに背そむいたというのだが。

「でもよ、先に命令違い反はんをしたのはインゴルフの方だろう？　おまえが責められるのは筋すじ違ちがいじゃないのか」

　人間と『成り上がり』を嫌けん忌きしていたインゴルフは『始祖』もろとも日本を滅ぼそうとしたらしい。グリオがインゴルフを裏うら切ぎり、テアを逃がす手助けまでしたのはそのためだ。そこには『成り上がり』の吸血鬼である晴夜への同情も載のっていた。

「公爵様がどうお思いかはわからん。が、私は与えられた任にん務むを遂すい行こうできなかった。それは責められるべき失しつ態たいだ。いまもこうして『始祖』を匿っているのだからな、のうのうと男爵を名乗れるほど私も厚こう顔がんではない」

　相変わらず真ま面じ目めな男である。そこまで義に徹てつするならばいまからでもテアを公こう爵しやくの元へ連れていけばいいものを、今度は晴はる夜やへの義ぎ理りを通そうとしている。

「律りち儀ぎだなあ、おまえ。俺おれのことなんて捨てときゃいいのに」

「ふん？　何のことだかわからんな」

　なぜかグリオは晴夜に対して負い目を感じている。晴夜はグリオに殺されて吸きゆう血けつ鬼きに成ったが、そのことについてはもう恨うらんでなどいないというのに。

　聖ナ殲ー士バ候こう補ほ生せいだったあの頃ころ、そういう世界に身を置いているのだという自覚が自分には足りていなかった。本来なら殺されても文もん句くは言えないし、吸血鬼に成った後もグリオからはたびたび助じよ言げんを貰もらっている。感謝こそすれ憎にくむことなどできようはずがない。

「言ったはずだ。眷けん属ぞくをここに連れてきたのは私の用よう心じん棒ぼうになってもらうためだと。インゴルフに受けた傷が癒いえるまでの間の契けい約やくだ。代わりにこちらは隠かくれ家がと食事を提てい供きようする。そういう取り決めだったはず。忘れたとは言わさん」

　実じつ質しつ的には晴夜の保ほ護ごなのだが、あくまでも名めい目もくに拘こだわるつもりのようだ。立場を対等にするための配はい慮りよであると晴夜は踏んでいる。

　──ま、こういう奴やつだからこそ信用できるんだけどな。

　苦く笑しようを浮かべる晴夜。不自然なまでに晴夜から視線を逸そらすグリオ。

「……」

　怪あやしい空気を醸かもし出す二人に、テアは訝いぶかしむような視線を交こう互ごに向けるのだった。

「──で、」

　再会の挨あい拶さつも一いち段だん落らくついたところで、ずっと疑問に思っていたことを口にする。

「ここ、本当にスペインか？」

　室内にスペインらしさを窺うかがわせる装そう飾しよくや調ちよう度ど品ひんは無かった。まだ外の街並みや人を見ていない晴夜には未いまだ日本にいるような感覚である。グリオは「そうだ」と頷うなずいた。

「ここはスペイン南部、アンダルシア州にあるマラガという都市だ」

「えっと、……地図とかある？　位置がいまひとつ想そう像ぞうできないんだけど」

「確かく認にんする必要はない。すぐに移動するのだからな」

「別べつ荘そうってやつにか？」

「ここから近いのですか？」

　重ねて質問してきたテアに対しても、グリオは頷いてみせた。

　わざわざスペインにまでやって来たのは、この地にグリオが所有する別荘があるからだ。

　それまで身を潜ひそませていた森しん星せい学園の校こう舎しやをインゴルフとの戦いの最さい中ちゆうに爆ばく破はしてしまったため、帰る場所も人間側がわの味み方かたさえも失ってしまった晴夜とテアは、他の真しん祖そたちから身を隠かくすための拠きよ点てんを新たに確保する必要があった。

　グリオから話を持ち掛けられたのはそんなときだ。行く当ての無い晴夜とテアはすぐに契けい約やくを結んだ。吸血鬼世界に精せい通つうしているグリオの協力は晴夜にとって心強いものがあり、まさに渡りに船だった。

「へへ、楽しみだな。その別べつ荘そうが隠かくれ家がみたいにこぢんまりしてたらいいよな。秘ひ密みつ基き地ちみたいにさ」

　木の上のログハウスとか最高。男なら誰だれだってそういうものに憧あこがれるのだ。

「まったく、晴はる夜やはおこちゃまです。しかし、男子はいつまで経たっても心は少年と言いますし、仕方がないのでその浮かれっぷりには目を瞑つむってやりましょう。懐ふところの深いテアちゃんです。……でも、注意してくださいね。わたしは嫌いやな予よ感かんがしてなりません」

「何だよ、心配すんなって。何があっても最さい優ゆう先せんでおまえを守るからさ。──とりあえずその辺をぶらぶら観光したいところだな。俺おれ初めてなんだよなあ、スペイン。そういや海かい外がい旅行からして初はつ体験だ。せっかく英語が喋しやべれるんだから現地を冒ぼう険けんしなきゃ損だよな！　うん！」

　教会が運営する孤こ児じ院いん『雛鳥の巣ホリイハウス』で英えい才さい教育を受けた晴夜は五カ国語を話せる多言語話者マルチリンガルだ。元々聖ナ殲ー士バになるために必ひつ須すの教きよう養ようであったが、聖殲士でなくても活いかせる機き会かいはいくらでもある。

　ちなみに、スペイン語は英語よりもフランス語に近い。また、地域によってはカタルーニャ語が母ぼ国こく語になるので、英語が話せるからと言って通用するものではないのだが。

　ワクワクが止まらない晴夜はそんなこと考えもしなかった。

「……」

　テアが物言いたげな表情を浮かべたが、結局何なにも言い返してはこなかった。

「そろそろ時間だ」

　グリオはバスローブから黒のスーツに着替え、トレンチコートを羽は織おる。着替え終えるとふたりを振り返り、出発の用意を急がせた。

「残念だが観光をしている暇ひまはない。使いの者にすでに連れん絡らくしてある」

「使いの者？」

　大して荷物が無い晴夜とテアは身み支じ度たくを整えるだけで準備を終えた。

　グリオについて歩き、部屋を出る。廊下を歩く外国人の姿すがたを目にした瞬しゆん間かん、本当に異い国こくに来たのだという実感が湧わいた。

「使いの者とは誰だれなのですか？」

「私に仕えてくれている者たちだ。そして、これからはおまえたちの同どう胞ほうになる」

　スペイン滞たい在ざい一日目。

　早くも新たな出会いが待ち構えていた。




　　　　　　　　　　†




　十三世せい紀き、イベリア半はん島とうで数百年間続つづいていた宗しゆう教きよう弾だん圧あつは、北から徐じよ々じよに南なん下かしていき、やがてムスリムの最後の砦とりで・グラナダの地へと収しゆう束そくしていく。

　イベリア半はん島とう南部のグラナダに築かれた王国・ナスル朝ちようではイスラム教きよう徒とを初め多くの他た宗しゆう教きようが存在した。多た種しゆ多た様ような文化を取り込んだ王国はまたたく間に繁はん栄えいし、地理的優ゆう位いも手伝って二五〇年以上もの間外がい敵てきの侵しん攻こうを防いできた。

　しかし、やがて国内で内ない乱らんが勃ぼつ発ぱつ。国土征服レコンキスタの勢せい威いに吞のまれる形でナスル朝は陥かん落らくするのである。以い降こう、グラナダの地を含んだ広大な大地はすべてスペイン王国の支配下かに治まることになる。

「約八〇〇年間にも及んだレコンキスタの終しゆう焉えんの地、それが『グラナダ』。私たちがこれから向かう土地の名だ」

　嚙かみしめるように説明するグリオ。後について歩く晴はる夜やとテアはげっそりとした面おも持もちでグリオの話を右から左に流していた。

　深夜零れい時じ過ぎ。ホテルを出てから一時間が経けい過かしていた。

　晴夜とテアは人っ子ひとり見当たらないマラガの街並みを横よこ目めに溜ため息を溢こぼす。棺かん桶おけの外はすでに真ま夜よ中なかで、観光もくそもなかったのである。

　当たり前だがこんな時間まで開いている飲いん食しよく店てんはどこにもない。酒が飲める店の看かん板ばんはまだ赤々と灯ともっているけれど、酒の味がわからない晴夜とテアでは食しよく指しはこれっぽっちも動かない。二十四時間営えい業ぎようのコンビニのような小こ店みせはスペイン国内でもまだ数が少なく、徘はい徊かいした限り発見には至っていない。

　二人はとにかく腹が減っていた。

　思えば一週間近ちかくまともな食事をしていなかった。餓が死しする心配はなくても空くう腹ふくによる苦く痛つうだけは耐え難がたい。一いつ旦たん慣れてしまえば気にならなくなるが、それは単に空腹を忘れているだけだ。少しでも食い物の匂においを嗅かいでしまえば食しよく欲よくは一気にぶり返す。

　そこかしこに漂ただようディナーの残のこり香がに敏びん感かんに反応する。テアを見ると、据すわった目つきで、半開きの口からは涎よだれを滝たきのように垂たれ流していた。両手を前方に彷徨さまよわせてぶつぶつと怨えん嗟さにも似た声で呟つぶやく。

「くいものー。くいものをよこせー」

　こいつ、もう駄だ目めかもしれない。

「グリオよー、グリオさーん、いい加か減げんちょっと休ませてくんねえかなぁ。うちのテアがもう限界なんだが」

「む？　どうした？　始し祖そが何やら面白い顔をしているが」

「そこは見み逃のがしてやってくれ。これでも一いち応おう女の子なんだから。──じゃなくてさ、延えん々えんと歩き回ってっけど一体どこに向かってるんだ？　ただ道に迷ってるだけならここらで休きゆう憩けいしないか？　できれば何か食い物があれば嬉うれしいっす」

「それはできない。時間が無いからな。行くぞ、遅れるな」

　ペースを落とすことなく歩き続ける。しかし、気のせいでなければさっきから同じ所をぐるぐる回っているように感じた。街まち中なかを行ったり来たり。だから道に迷っているのかと思ったのだが、その足取りもグリオの態度も道に迷っている様よう子すはない。

　あ、またこの通りに出た。たぶん通るのは三回目だ。

「道に迷ってるんじゃないのなら、もしかして人探しか？」

　使いの者がどうとか言っていたのでその可能性せいはある。しかし、もしそうなら計画性が無いにも程ほどがある。グリオが待ち合わせ場所を決めていないとか、そんなヘマをするとも思えないが。

　テアの奇き行こうはまだ続いていた。

「ハンバーガーが八匹ぴき、ハンバーガーが九匹……」

「えらくユニークな数え方だな」

　そしておまえは眠る気なのか？

「うへへへへ、あぁ、あそこにもお肉が美お味いしそうに飛んでいます。さあ晴はる夜や、追い掛けるのですよー」

　よろよろと明後日あさつての方角へと走り出すテア。咄とつ嗟さに追い掛けて首くび根ねっこ摑つかんで引き留めた。

「……かわいそうに。とうとう幻げん覚かくまで見るようになっちまった。くぅ、不ふ憫びんすぎるぜマイマスター！　おい、グリオ！　もういいだろう!?　頼むから、どうかこいつにジャンクフードを与えてやってくれぇ！　────って、いない!?」

　ちょっと目を離した隙すきに先行していたグリオの姿すがたを見失っていた。

「お、おいおいグリオさん、脅おどかそうったってそうはいかねえぜ。こんな異い国こくの地に輸ゆ送そうされた上に置き去りとかどんな罰ばつゲームかっての」

　余よ裕ゆうを見せつつ隈くまなく周囲に視線を飛ばす。相変わらず人ひと気けはない。どころか、さっきまで灯ともっていたはずの飲み屋の看かん板ばんまで消えている。不ふ自然なくらいに無音に包まれていて、まるで作り物の世界に迷い込んでしまったような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　テアの腹の音が盛せい大だいに鳴り響ひびき、晴夜は情なさけない声で悲鳴を上げる。

「おおお脅かすなっての!?　いや、びびってねえ！　びびってねえからな！　あはははグリオのやつ、吸きゆう血けつ鬼きのくせして迷まい子ごになってやんの！　ったく、しょうがねえなあ。しばらくここで待っていてやるか！」

　ふらふらと徘はい徊かいしようとするテアの腕をしっかりと握りしめ、その場で立ち止まる。人とはぐれた場合、闇やみ雲くもに探し回らない方がよいのだ。

　はぐれたことに気づいた連れは必ず元の場所に戻ってきてくれるはずだから。

　そう信じて待つこと五分。

　グリオは一いつ向こうに現れない。

「ちょ!?　マジか!?　マジで置いてけぼりにする気なのか!?　こっちはお金もパスポートもないのに!?　てめえは嫌いやがらせするために俺おれたちをここまで連れてきたとでも言うのかよ、グリオおおおおっ!?」

　いまにも血の涙を流しかねない必死さが伝わったのか、突とつ如じよどこからともなくグリオの声が聞こえてきた。

「何をしている？　さっさと来い」

「!?　どこだ!?　幻げん聴ちようか!?　いまグリオの声が聞こえなかったか!?」

「晴はる夜やも聞いたのですね。そうです、これこそが東とう洋ようが生み出した雑ざつ食しよく店てんの掛け声『喜んで』！　あとはオーダーしたものがやって来るのを今か今かと待つばかり」

「テア、黙だまってろ。──おい！　グリオ！　どこにいるんだ!?」

　声は確かに聞いたのに、グリオの姿すがたはどこにもない。

　……いや、微かすかに気け配はいを感じる。すぐ傍そばだ。

　何者かに腕を摑つかまれた。

「っ!?」

　しかし、感かん触しよくはあるもののそこには誰もいない。

　直後、思い切り引っ張られた。二、三歩よろめいて顔を上げると、目の前には晴夜の腕を取ったグリオがいた。

「え？　あれ？」

「遅れるなと言ったはずだ。おまえ自身が魔ま印いんの外側に取り残されていてどうする」

　手を離す。グリオは依い然ぜんとしてそこにいて、周りの景色けしきにも変化はない。飲み屋の看かん板ばんは灯ともっているし、偶たまにではあるがタクシーが道路を通過する。……おかしい。先ほどまでの亜あ空間は何だったのか。

　再び歩き出すグリオに慌あわててついて行く。

「どうなってんだ？　おまえ、いままでどこにいたんだ？」

「数百メートル先を歩いていた。眷けん属ぞくが付いて来ていなかったので戻ってみれば、呆ぼう然ぜんと立ち止まっている姿が見えた。あと数歩進すすむだけでこちら側に来られたというのに、間の悪い男だ」

「こちら側？」

　一直線に向かう足あし取どりは目的地ちを目め指ざす力強さがあった。街まち中なかを徘はい徊かいしていたときとは違う、しっかりとした歩調。

「これまで街中を巡っていたのは魔印を刻むためだ。魔印とは魔ま力りよくを封ふうじた陣じんのことだ。陣を編み発はつ動どうさせることで特定の魔力効こう果かを得られる。一いつ般ぱん的には血や体たい毛もうを使って印しるしを刻むのだが、広こう範はん囲いに亘わたって効こう力りよくを発はつ揮きしたいならばこうして歩いて印を結ぶし、狭い範囲であれば指ゆび先さき一つで印を結ぶこともある」

　つまり、道に迷っていたと思われていたあの徘徊は、巨きよ大だいな印を描くための筆ひつ跡せき代がわりだったらしい。きちんと意味はあったのだ。

「今回刻きざんだ魔ま印いんは私たちが旧きゆう市し街がいに漂ただよわせていた気け配はいを完全に消し去るものだ。気配を消すというのは何も姿すがたが見えなくなるということではない、そこに居た形けい跡せきを曖あい昧まいにさせるのだ。一ひと足あし先さきに魔印を刻み発はつ動どうさせたことにより、おまえは私の姿を見失った。見えているのに意い識しきから遠ざけてしまう。それがこの魔印の効こう力りよくだ。だが、眷けん属ぞく自身もまた術じゆつ者しやとなることで私と同じ側に立つことができた」

「へえ……」

　素直に感かん心しんする。吸きゆう血けつ鬼きとはそういうことまでできるのか。

「さらに言えば、おまえは半はん端ぱに魔印を完成させていた。そのせいで魔ま力りよくが溜たまり空気に澱よどみができたのだろう。周囲の景色けしきがおかしなものに変わってしまったのはそれが原因だ」

「なるほどな。で、気配を消すって、何で？」

「吸血鬼は何をしていなくても微かすかに魔力を漏もらしているものだ。教会の連れん中ちゆうにこの街に潜ひそんでいたことを気け取どられるのだけは避けたい。今日きよう出会った人間たちの記き憶おくの中からも私たちの姿はおぼろげなものに変わったはずだ」

　そうやって自じ衛えいしているのだという。

　人間社会に溶け込みながらも一いつ線せんを画かくしてその存在を漏らすまいとする。

　そのしたたかさに舌したを巻く──、というよりも、

「うーん、わかんねえなあ。どうして吸血鬼は人間から隠かくれて住まなきゃいけないんだ？　そりゃ、教会に居い場所を特とく定ていされたくないってのは理解できるけどさ」

　一方的に嫌きらっているのは教会だ。吸血鬼の中にも酷ひどいやつはいるけれど、グリオみたいに紳しん士し的なやつだっている。共きよう存そんする道くらい模も索さくしてもよさそうなのに。

「……」

　グリオは答えない。ただ、その背中が少しだけ強こわ張ばった気がした。

　ずっと腹の音を鳴らしていたテアが一ひと言ことだけ「バカ」と漏もらした。




　見み晴はらしのいい丘の上まで上ってくると、グリオが振り返る。

「ここからグラナダまで飛んでいく」

「……………………はい？」

　飛んでいく？

　何が？

　誰だれが？

「案ずるな。眷属のことだ、まだ羽の出現だし方を知らんのだろう。これから教える。すぐに覚えろ」

「え？　え？　え？」

　よくわかっていない晴はる夜や。口をパクパクと喘あえがせて隣となりを見ると、テアが嘆たん息そくするように首を振っていた。

「……まあ、遅かれ早かれこういう事じ態たいになるとは思っていましたが。仕方ありませんね」

　なぜかつまらなげではあったが、きちんと状況を把は握あくしているようだった。

「ど、どういうことなんだ？」

「簡単な話ですよ。背中に羽を生はやすのです。こう、ぶわさ！　っと」

「……」

「大だい丈じよう夫ぶです。心配しなくても痛いのは最初だけ」

「う、うーん。会話が食い違うのはいつものことだし、もう説明してくれる気け配はいがないから勝かつ手てに解かい釈しやくすっけども、もしかして俺おれの背中に羽を生やして空飛んでグラナダまで行くってことか？」

　テアとグリオがこくりと頷うなずく。……あ、やっぱり。

「つっても、どうやって？」

　吸きゆう血けつ鬼きに成ったとき血を吸うための牙きばは生えたが、それ以外にこれといった身しん体たい的てき変化は見られなかった。羽なんてものがあれば嫌いやでも気がつくはずだ。

　もしかして体内に隠かくされているのかしら。

　それはやだな。

「羽は魔ま術じゆつの一種だ。眷けん属ぞくの体内には黒こつ血けつが流れているが、それは十分な魔ま力りよく量りようを秘めている。羽を創そう造ぞうすることなぞ容易たやすいはずだ」

「インゴルフと戦ったときに晴はる夜やは黒血を操あやつっていました。あれよりは格かく段だんに単純ですよ」

　両者からお墨すみ付つきをもらう。……いや、簡単だと言われても。

「えーっと、急なことでなんとも」

「難しいことではない。コツさえ摑つかめればすぐだ。……むしろ、これしきのこともできないようでは私の用よう心じん棒ぼうは務まらない」

「そうですね。咄とつ嗟さに逃げ出そうってときに地面をちんたら走っていたら逃げ切れません。晴夜にはわたしを守る上でも羽を生はやせるくらいにはなってもらわないと」

　両者から厳きびしく諭さとされる。……おまえら、なんで息合ってんの？

「あー、あのさ、何もわざわざ飛ばなくたって。──そうだ、ジャンプ力は格かく段だんに上がってるからそれで移動できるじゃん！　飛んでるのと大たい差さないはず！」

　前にやったことがある。あの感覚はまだ覚えているから自信がある。

「グラナダまで跳ちよう躍やくと着ちやく地ちを繰り返す気か？　人間に見られる危険がある。却きやつ下かだ」

　グリオが呆あきれたように溜ため息いきを吐いた。

「眷属にはいま飛べるようになってもらわなければならない。理由は簡単だ。マラガからグラナダまでは交通機き関かんを使えば二時間ほどで着くが、しかしこんな真ま夜よ中なかにバスや電車が走っていると思うか？」

「じゃあ、タクシーを使えば……」

「この不ふ釣つり合いな三人組が乗れば間違いなく印いん象しように残るだろう。強く刻まれた記き憶おくを無む理りやり消すとなると運転手の脳のうに少なからず後こう遺い症しようを与える恐れがある」

「だったら昼間にバスに乗れば……」

「太陽の光を浴びたいのか、眷けん属ぞくは」

「あ……」

　間の抜けた質問だった。

　古こ来らいより吸きゆう血けつ鬼きは太陽の光を浴びると灰はいになると云いわれている。そのとおり、吸血鬼の天てん敵てきは太陽光こうであった。──実際は、今や昔の話であるが。

　現代に生きる真しん祖その吸血鬼たちは進しん化かの途と上じようで太陽を克こく服ふくしていた。潜せん在ざい的に畏おそれの感情を抱いてはいるものの、太陽が照りつける昼ひる日ひ中なかであれ彼らは活動することができるのだ。吸血鬼にとっての天敵とはもはや教会の聖ナ殲ー士バをおいて他にない。

　しかし、始し祖そは例れい外がいである。千年の刻ときを眠り続けていた始祖は進化することなく、原げん初しよの鬼おにのまま、その身を維い持じしてきた。つまり、太陽を克服する以前の吸血鬼のままなのだ。

　黒き血けつ統とうは現代に膨ぼう大だいな魔ま力りよくと不ふ吉きつを蘇よみがえらせたが、反面その脆ぜい弱じやくな生せい態たいによって現代を生きにくくしている。生態系けいのパワーバランスに支し障しようを来きたさない、よくできた自然システム。あるいは神の手による調ちよう整せいか。

　いずれにせよ、アルカテア・ディンケルホーファーは太陽の光を浴びれば灰になる。その眷属である大おお道みち晴はる夜やもまた然しかり。二人が移動できるのは影の中か、日が落ちた夜の世界に限定されていた。

「コンテナに詰められて海上輸ゆ送そうされたのもそのせいだもんな。うっかりしてた。グラナダまで行くなら夜のうちしかないってわけか」

　また、遅い時間である方が空を飛ぶ吸血鬼の姿すがたを目もく撃げきされる危険も減げん少しようする。わざわざ真ま夜よ中なかに移動するのはそのためでもあったのだ。

　納なつ得とくするしかない。でも……。

「吸血鬼の羽……か」

　若じやつ干かんの抵てい抗こうがあった。吸血鬼になって以来、怪かい力りきになったり身しん体たい能力が向上したり、死んでも生き返ったり千ち切ぎれた腕が生はえたりもしたが、ヒトの形を保っていられたからこそそれらを受け入れることができたのだ。

　羽を生やせばヒトの形から逸いつ脱だつする。それは、幼いときから教会で教わってきた敵の姿すがたそのものに変わるということだ。たかが羽ごときと頭ではわかっていても、心はすんなり受け入れられそうになかった。

「その葛かつ藤とうは無む駄だだ。どのようなカタチにも変化できるこの体は、もはや魂たましいの器うつわでしかない。為なすべきを為すための道具であると捉とらえるんだ」

　グリオは背中を見せると、そこに一いつ対ついの蝙蝠こうもりの羽を出しゆつ現げんさせた。

「私の場合は自分の影を取り込んで実じつ体たい化かさせた。大きさや形けい状じようも思いのままだ」

　両手を広げた程度の大きさだが、在るだけでやはり異い様ようである。

「外がい見けんに惑まどわされるな。信念を強く持てばこれしき大した問題でもあるまい」

　テアを一いち瞥べつし、晴夜に視線を戻す。

　その目が言わんとしていることが嫌いやでも伝わった。

「……信念」

「イメージしろ。すべては想そう像ぞう力りよくから発信し、創そう造ぞう力りよくへと転てん換かんされる。こうありたいという想おもいが物事を動かすきっかけになる。眷けん属ぞくよ、おまえは何を望み何ど処こを目め指ざす気だ？」

　望みも居い場所も、欲する心が無ければ手は届かない。

　グリオの問いかけに、晴夜は知らず自じ問もんしていた。

「……俺おれが欲しいもの」

　想像してみろ。




　──おまえは何を望むんだ？




「────あ」

　不ふ意いに、背中に違い和わ感かんを覚えた。何かがのしかかったかのような重みが生まれた。バランスを崩くずしそうになり、慌あわてて両足に力を込めて踏ん張った。

「ほう」

「は、晴はる夜や……」

「な、なんだこりゃ!?」

　晴夜は思わず目を疑った。

　グリオと同じく背中に羽が生はえていた。黒くて刺とげ々とげしいフォルムは蝙蝠のそれを彷ほう彿ふつとさせた。ただ一つグリオと異なる点は、すさまじく巨きよ大だいだということだ。

「ちょ!?　でかすぎだろ!?　片側だけでも何十メートルもあるぞ!?」

　片かた翼よくだけで目もく測そく三〇メートルはあった。胴どう体たいに対する面積の比ひ率りつを絶対に間違えている。こんな羽、逆に邪じや魔まになりそうだ。

「おまえは羽の形を明確にイメージする前に自身の在り方について定てい義ぎしたのだろう。その巨大な羽は眷属の信念の表れだ。無む意い識しきから生み出すからそうなるんだ」

「ど、どうすりゃいいんだ？」

「今度は小さく折り畳たたむイメージを描えがいてみろ。窮きゆう屈くつかもしれんが慣れるまでの辛しん抱ぼうだ。それにしても、なんという魔ま力りよく量りようか。羽の大きさは吸きゆう血けつ鬼きの力りき量りようを示すバロメーターにもなる」

　イメージすればグリオでもこれぐらい巨大な羽を出現させられるというが、逆を言えば意識しなければ出しゆつ現げんさせられないほどに馬ば鹿かげた規き格かくだとも説明してくれた。

　試し行こう錯さく誤ごの末、グリオの羽と同じくらいのサイズにまでなんとか縮しゆく小しようさせることができた。試しにパタパタと動かしてみる。手て足あしを動かすのと同じくらい操そう作さは簡単だった。

「これが俺おれの羽。……いよいよ人間やめちまったな」
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「悔くやむのは信念を捨てたときだけにしろ。私は眷けん属ぞくの決けつ意いを讃たたえよう」

　グリオに慰なぐさめられて少しだけ気持ちが楽になる。こうなりゃ慣れるまで頑がん張ばるしかないな。

　羽が生はえた晴はる夜やをテアが頰ほおを膨ふくらませて眺ながめている。

「……やっぱりこうなりやがったです」

「なあテア、俺、どっかおかしくないか？」

「おかしくはないです。しかし、視みたままの光こう景けいが目の前にあるのはやっぱり不ふ愉ゆ快かいですね」

　ぷん、とわかりやすく怒ってみせる。晴夜は首を傾かしげるだけでテアの不ふ機き嫌げんの理由がわからない。

「では、行くとしよう」

　羽を広げて夜空に羽ばたいていくグリオに遅れまいと、晴夜もテアを腕に抱え助走をつけて飛び上がった。

「お、おお……っ！」

　風に押し上げられたかのようにふわりと上じよう昇しようしていく。さして力も操そう作さも加えていないのに思ったとおりの軌き道どうに乗れた。あっという間に地上が遠とお退のき、マラガの街並みが遥か後方に沈んでいった。

「すげえ。……はは、すっげえぞこれ！　本当に空飛んでる……！」

「初めてにしては上じよう出で来きだ。この速度なら時間内ないに到とう着ちやくできる」

「……」

　歓かん喜きに湧わく晴はる夜やと満足げなグリオ、そしてなぜか不満そうにしているテアという三さん者しや三さん様ようの反応を示して、吸きゆう血けつ鬼きたちは夜空を舞う。




　数すう刻こく後ご、途と中ちゆうから徒と歩ほに変わり、広大な森の中を進んでいく。

　霧きりが立ち込め視し界かいを塞ふさぐ。先を行くグリオの背中が霞かすんで見え、はぐれぬよう駆かけ足で追い掛けていると、不ふ意い打うち気ぎ味みにその歩みが止まった。

「着いたぞ」

　腕に抱いていたテアを地面にそっと下ろし、晴夜は視線をグリオの向こう側へ、そして遥か頭ず上じようへと移行させた。

「ここがリーメスヘルツェル城じよう──多くの同どう胞ほう眷けん属ぞくが隠かくれ住まう移動要よう塞さいだ」

　高々と聳そびえる城しろ影かげに呆ぼう然ぜんとなる。

「ようこそ。我が城へ。歓かん迎げいしよう」

　グリオの別べつ荘そうは予想の斜め上を行く馬ば鹿かげた巨きよ大だい建けん造ぞう物ぶつだった。




　　　　　　　　　　†




　城の方から少年が駆かけてきた。

「グリオさん！　おかえり！　待ちくたびれたよ！」

　背の低い、見るからに若そうな男の子だ。炎ほのおのように逆さか立だった赤あか髪がみと真しん紅くにきらめく双そう眸ぼうが人ならざる存在であることを窺うかがわせるが、尖とがった犬けん歯しを剝むき出しにした屈くつ託たくのない笑顔に邪じや気きの無さが見て取れた。見た目から十四、五歳さいだろうと推すい測そくされる。

　まるで尻尾しつぽを振って出迎える飼い犬みたいに、少年はグリオに引っ付いた。

「合あい図ずをくれてから長かったね。何かあったかと思っちまったよ」

「いろいろとあってな。すまない、心配を掛けた」

「まあいいさ。みんな首を長くして待ってるぜ！　さあ、早く中に入ってよ！」

「そう慌あわてるな。しばらく逗とう留りゆうするつもりなんだ。逃げたりしない」

「んなこと言って、公こう爵しやく様さまに呼ばれたらすぐにどっか行っちまうじゃんか！」

　ぶーっと唇くちびるを尖らせる。ずいぶんと懐なつかれているみたいだが、グリオも子供に甘えられて満まん更ざらでもない様よう子すである。

「どこにも行かないと約束しよう。それと、中に入る前に紹しよう介かいしたい者たちがいる」

「？　──あ」

　少年はようやく晴はる夜やたちの存在に気づいた。

「少女の方がアルカテア、隣となりの男はハルヤという。今日きようからこの城に住む同どう胞ほうだ。仲良くしてやってくれ」

「この人たちってもしかして吸きゆう血けつ鬼き？」

「そうだ。私の盟めい友ゆうたちだ。賓ひん客きやくとして扱え」

　その言葉を聞くと、「マジで!?」少年はキラキラと瞳ひとみを輝かせた。

「おふたりとも吸血鬼なんすか!?　すっげえ！　かっけえ！　あ、俺おれ、チェントスって言います！　この城にはグリオさんみたいな吸血鬼は他にいないから激レアっすよ！」

「レアとか言うもんじゃない。失礼だぞ」

「あっと、スンマセンした！」

　はしゃいでいたかと思ったら今度は深々と頭を下げた。ノリが完全に体育会系けいだった。

「ふたりとも、この子の名はチェントス。この城では執しつ事じをしている。わからないことや困り事があればこのチェントスに聞いてくれ」

「なんでも訊きいてよ！　この城のことならグリオさんよりも詳しいんだ！」

「あ、ああ。よろしく、チェントス」

　握あく手しゆを交わすとチェントスは「にひひ」と満まん面めんの笑えみを浮かべた。晴夜は思わず圧あつ倒とうされてしまう。なんというか、可愛かわいい弟おとうと分ぶんを持ったようで照れ臭くさくなった。

　テアは目を伏せるだけで挨あい拶さつしなかったが、チェントスは特に気にした風ふうでもなかった。

「お疲れでしょ？　荷物持もつぜ。って、グリオさん、荷物こんだけ？　お二人もほぼ手ぶらじゃん。運ぶの楽でいいけど、足りないもんがあったら言いなよな？　すぐに調ちよう達たつするから」

　グリオの鞄かばんを持って先せん導どうする。執事というのは伊だ達てではないらしい。

「こう見えても眷けん属ぞくより年上だ。この子もまた人じん外がいだからな」

「吸血鬼、じゃないんだな」

「教会では人外が吸血鬼しかいないと教えるのか？　人を喰らう怪かい物ぶつは他にもいる。ただ数が多く、見た目が人間に最も近しいという理由で吸血鬼を目の仇かたきにしているだけだ」

　教会の教えでは不ふ老ろう不ふ死しは否定すべき悪と見なされている。

　たとえ不老不死であり、人間を襲おそう化ばけ物ものが他にいたとしても、教きよう義ぎにおいては吸血鬼を超える悪あく魔まは存在しないことになる。教会の視し野やの狭さ、そして自分がいかに世せ間けん知らずであったかを再さい認にん識しきさせられて晴夜はちょっとだけ落ち込んだ。

「知れば知るほどに教会ってところはキナ臭くさい組そ織しきだったんだな。──ん？　けど、チェントスの見た目だって人間と瓜うり二ふたつだぞ？　吸血鬼じゃないのに」

「あれは化けているのだ。真の姿すがたを見られれば世界中が大おお騒さわぎになる」

　首だけで振り返ったチェントスが照れ臭くさそうに舌したを出す。……真の姿すがたとやらはあまり想そう像ぞうしない方がよさそうだ。なんか怖こわそうだし。

「テア？　どうしたんだよ、さっきから黙だまりこくって」

「別に……。なんとなくこの城が気に入らないだけですよーだ」

　よーだ、って。何を拗すねているんだ、このお姫ひめ様さまは。

　晴はる夜やが元気のないテアを気にしている間も、グリオはチェントスに近きん況きようを尋たずねていた。

「私が留る守すにしている間も変わったことは何もなかったんだな」

「平和そのものだったね」

「その調子なら、皆も変わりないようだな」

「うん、みんな元気だぜ。……あ」

「どうした？」

　城じよう門もんの前で立ち止まる。頭ず上じよう高く聳そびえる落とし格こう子し門もんは開け放たれており、石いし畳だたみの道が居館パラス内部へと続いている。

　グリオは城門の左右にある塔とうを交こう互ごに見上げた。

「アイリーンの姿が見えないが、何かあったのか？」

　チェントスの顔に初めて翳かげりが滲にじんだ。

「それが……アイリーンのやつ、二日前からいなくなっちまっててさ。探してもいないんだ。匂においを辿たどってみたけど途と中ちゆうで消えちまうし。どうなってんのかさっぱりだ」

「連れさらわれたにしては静かなものだな」

　門もん前ぜんの森に破は砕さい痕こんは確かく認にんできない。木々が倒されていなければ地面が荒らされた形けい跡せきも無い。

「アイリーンみたいに凶きよう暴ぼうなやつをさらうなんてできっこないよ。そんなことできるやつなんているわけないし、もしいたとしても連れ去る理由がわからない。この城が目当てならそのまま押し入ってくるのが筋すじじゃない？」

「ならばアイリーンが自ら持ち場を離れたことになる」

「そんな無む責任なこと、アイリーンがするわけない。それはグリオさんもわかってるだろ？　よっぽどの事情があったに違いないんだ」

「なあ……何かあったのか？」

　晴夜が緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きを察してそう尋たずねてみると、グリオは能のう面めんのような顔つきで「いや」と返答を拒こばんだ。

「行こう。もうじき結けつ界かいを閉じる。城をいつまでも顕けん現げんさせておくわけにいかないからな」

　人ひと除よけと不ふ可か視しの魔ま印いんを施ほどこしてあるという。マラガの街まち中なかであったみたいに取り残されては敵かなわんと慌あわててグリオについて行く。

　テアもゆっくりとした歩ほ調ちようで歩き出し、途中で追い抜いたチェントスを振り返った。チェントスはその気け配はいに気づいていながらも視線を城じよう外がいへと向けていた。

　門もん前ぜんに、そこにはいない誰だれかの姿すがたを探しているかのようだった。




　城じよう内ないは、外がい観かんからも予よ測そくがついていたけれどとてつもなく大きくて広々としていた。

　回かい廊ろうは城じよう門もんからずっと石いし畳だたみ敷じきで、歩く度たびにカツンカツンと甲かん高だかい音を鳴らした。天てん井じようが高いのも反はん響きように一ひと役やく買っている。柱も手すりもすべて石いし造づくりだ。その一つ一つの装そう飾しよくは中ちゆう世せいの宗しゆう教きよう的価か値ち観かんが色濃く反はん映えいされた華か美びなものであった。

　城じよう壁へきに沿うようにして外がい郭かく回廊が幾いく層そうにも左右に延びている。その暗くら闇やみの中からひそひそと囁ささやき合う声が聞こえてきた。ひしめき合う人じん外がいたちがグリオの帰き還かんと新しん参ざん者ものの同行を訝いぶかっているかのようだ。歓かん迎げいされていないのだろうか、と晴はる夜やは不安に思う。見た目が人間で、グリオほど吸きゆう血けつ鬼き然ぜんとしていないのだから警けい戒かいされるのもわかるけれども。

　回廊はやがて中なか庭にわを通過し、さらに奥の大きな建物──居館パラスへと繫つながる。

「俺おれたちの生活圏けんは主にあそこだよ。一階には穀こく倉そうと家か畜ちく小ご屋や、あと裏の中庭で野や菜さいを栽さい培ばいしてるからその農のう作さ業ぎよう用ようの倉そう庫こがいくつか。二階と三階は吹き抜けで、みんなが集まれる大おお広ひろ間まになってる。居きよ室しつは三階から上にまとまってて、居間ケメナーテもそこにあるよ。あと、あっち。離れっていうか、第二居館、第三居館にも居室があって、俺たちみたいな使用人にんやグリオさんが連れてきた者もんたちの寝ね床どこになってる。ハルヤさんたちはグリオさんと同じで第一居館の四階に寝室を用意しておくよ。──それでいい？　グリオさん」

「うむ。用意する部屋は二つだ。隣となり合うようにな」

　それで構わないか、と視線で問われて、晴夜とテアは同時に首を振った。

「同じ部屋でいいぞ？」

「一いつ緒しよのお部屋で構いませんが」

「……」

　グリオは困こん惑わくするように眉まゆを顰ひそめた。

「以前から気になっていたのだが、おまえたちは一体どういう関係なのだ？　いくら主しゆ従じゆう関係を結んでいるからといっても四し六ろく時じ中ちゆう付き従う必要はあるまい」

　おそらくいつかは誰だれかからされたであろうその指し摘てきに、晴夜はキョトンとなる。テアと視線を合わせて首を捻ひねり、

「それっておかしいことなのか？」

　本質的な部分で理解できていなかった。

　グリオは呆あきれたように脱だつ力りよくするとあっさりとその件を引っ込めた。

「チェントス、部屋は一つでいい。なるべく広めの部屋を用意しろ」

「あ、うん……」

　チェントスは晴夜とテアを見比べてなぜか顔を赤くする。その反応こそまったく理解できない晴夜とテアだった。

　居館パラスの外そと階段に差し掛かったところで、チェントスが輪から外れた。

「俺おれは仕事に戻るよ。グリオさんたちはこのまま大おお広ひろ間まに行って。グリオさんが帰ってきたことみんなに知らせたらさ、パーティーしようってはりきっちゃって。もう準備は整ってるだろうから食事がてらみんなに挨あい拶さつしてきてよ」

「食事!?」

　その単たん語ごが出た瞬しゆん間かんに光の速さで反応したのはもちろんテアだ。だだだ、と犬のように四つ足で階段を駆かけ上ると、観かん音のん開びらきの扉とびらをこじ開けて中に入っていく。まさに一いつ瞬しゆんの出来事で晴はる夜やはおろかグリオまで反応することができずにいた。

「……始し祖そがだんだん野や性せい味みにあふれてきたな」

「食い物、つーかハンバーガーに目が無いだけだ。ハンバーガーがあるか知らないけど」

　無いだろうな、たぶん。それで後で小こ言ごとを言ってくるのだろうからほとほと面倒めんど臭くさい。

　グリオもチェントスも慌あわてた様よう子すがないので、急いでテアを追う必要はないだろう。見送るチェントスに礼を言い、グリオと並んでゆっくりと階段を上っていく。

「しっかしまあ、よくこれだけでっかい城に住めるよな」

「初めはそうでもなかったんだが、増ぞう設せつと拡かく張ちようを繰り返していくうちに広くなってしまった。元もと々もと十三世せい紀きに人間が使っていた廃はい城じようだそうだ。公こう爵しやく様の一派クランに加か盟めいした際に、公爵様より頂いただいた。魔ま印いん術じゆつで亜あ空間に隔かく離りしているから大きくなりすぎても問題にはならないが」

「拡かく張ちようしなけりゃならないほどたくさんの人じん外がいが暮らしてんのかよ？」

「現在は三〇〇人ほどだ。私は公爵様のお側そばに付いていたからしばらくこの城を持て余していたのだが、人間どもに迫はく害がいされ行き場を失った人外たちが数多くいることを知り、彼らをここで保ほ護ごするようにしたのだ。チェントスは二十年ほど前に北ほく欧おうで拾ってきた子だ。ここに住む者は皆それぞれ複雑な事情を抱えている」

「……迫害され、行き場を失った……ね」

　おそらくは晴夜よりも凄せい惨さんな過去を持つ者がほとんどだろう。生まれながらにして人間外がいと差さ別べつされ、国や棲すみ家かを追われて孤こ独どくに生きてきた者たちだ。中には食しよく人じん種しゆもいるのだろうが、自然界かいにおいて弱じやく肉にく強きよう食しよくは唯ゆい一いつのルールであるし、人間が被ひ捕ほ食しよく者しやにいたのは単なる偶ぐう然ぜんだ。そこに彼らの意い志しは介かい在ざいしない。生きるために糧かてを奪うばう行為は善ぜんでも悪でもあり得ない。それに反はん逆ぎやくしたのはむしろ人間の方で、人外は自然の枠わく組ぐみの中からも孤こ立りつしてしまったのだ。

　ただ人間でなくなっただけの晴夜にはその過か酷こくさがわからない。

「……」

　ごくりと唾つばを飲み込んだ。

　人間を辞やめたばかりの晴夜を果たして人外たちは受け入れてくれるのか。

　吸きゆう血けつ鬼きに成り上がって二ヶ月も経たっていないのだ。

　いまだニンゲンモドキのこの身では人外の反はん感かんを買うだけではないだろうか。

　階段を上りきると目の前には三メートルを優に超える荘そう厳ごんな鉄てつ扉ぴが待ち構えていた。テアが入ったのはこの部屋だ。チェントスの説明によれば三階まで吹き抜けになった大おお広ひろ間まで、中ではグリオの帰き還かんを今か今かと待ち望む人じん外がいたちで溢あふれかえっているという……。

　異い様ような気け配はいは重じゆう厚こうな隔へだたりを一枚介かいしても抑えきれていなかった。

　オォオォオォオォ、という唸うなりが怨えん嗟さのように聞こえてくる。

　直ちよく前ぜんで怖おじ気づいた。

「俺おれ、ここに入っても平へい気きなのか？　喰われたりしないよな？」

「心配するな。人間に恨うらみを抱いている者も少なくないだろうが、ここに住むのは気持ちのいい連れん中ちゆうばかりだ。そう不安そうな顔をするものではない」

　不安は伝でん染せんするもの。だからおまえ自身から受け入れろと、グリオは暗あんに諭さとしていた。

「開けるぞ。できる限り愛想あいそよく振る舞え」

　ギイィィ──。

　重い鉄扉が音を立てて開く。外の薄うす闇やみを搔かき消すかのような真まっ白しろな光が中から漏もれて、晴夜は思わず目を眩くらませた。

　パパパパン！　連続する破は裂れつ音が突とつ如じよとして鳴り響ひびいた。警けい戒かいして腰を落としたその瞬しゆん間かん、色とりどりのテープが怒ど号ごうのような合がつ唱しようとともに降ってきた。

『お帰りなさいませグリオ様！　アーンドようこそリーメスヘルツェル城じようへ！』

　クラッカーのテープと紙かみ吹雪ふぶき、歓かん声せいと拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びた晴はる夜やとグリオはしばらく動けずにいた。

　扉とびらの周囲を囲むのはたくさんの異い形ぎようの者たちだ。

　一いつ斉せいに口を開いた。

「グリオ様、お帰りなさい！」「グリオさん！　ご無ぶ事じで何より！」「旦だん那なが帰ってくるってんでいい酒さけ用意しといたぜ！」「あとで旅の話を聞かせてくだせえ！」「新入りもよく来たな！」「歓迎するＺＥ！」「たっぷり可愛かわいがってあ・げ・る♡」「お祝いするの？」「お祝いするわ！」「新しい仲間に、乾かん杯ぱい」「この良き日を迎えられたことを女め神がみに感謝しよう！」「ま、よろしくな」「オオオオォオォオォオ！」「ちょっと!?　隣となりで馬ば鹿かでかい声で鳴くんじゃないわよウスノロ！　グリオもそんなとこに突っ立ってないで私にただいまの、ハ、ハグでもしたらいいじゃない!?」「お～か～え～り～」「小こ僧ぞう、成り上がりだね？　いままでさぞや苦労したことだろうね」「君も今日きようから我らの仲間だ！」「さあさあ、パーティーナイトの始まりだＹＯ！」

　聞き取れなかった台詞せりふはこの倍ばい以上はあった。

「……おおぅ」

　人外たちの容よう姿しに圧あつ倒とうされてしまった。

　下か半はん身しんが蛇へびの妖よう艶えんな女性、蝶ちよう々ちようの羽で宙を舞う小さな妖よう精せいたち、頭とう部ぶが異い様ようにでかい二に頭とう身しんの青年、それとは反対に頭が無い甲かつ冑ちゆう姿すがたの妖よう怪かい、さらに膝ひざ丈たけほどの身長のドワーフたち、足だけが異い様ように長いドレス姿すがたの貴き婦ふ人じん、筋きん肉にく質しつな肉体を惜おしげもなく晒さらすリアルな馬うま面づらと牛うし面づらの半はん人じん半はん獣じゆう、額ひたいに角つのを生やした赤ら顔の巨きよ人じんに尖とがった耳をした金きん髪ぱつエルフ、目め元もとを包ほう帯たいで覆おおった青白い肌はだの少女、黒い翼つばさを生やした口くち裂さけ婆ばばあ、天てん井じようからぶら下がっているアレはもしかして忍にん者じやか、等々。──ひとりひとりの特とく徴ちようを事こと細こまかに挙げていったら切りがないくらい、皆が皆個こ性せい的すぎる。そんなのがおよそ三〇〇人も目の前にいるのだから放ほう心しんするのも無む理りはない。グリオは単純に同どう胞ほうたちのお祭り騒ぎに呆あきれているようだった。

　馬面と牛面が左右から引っ張っている横おう断だん幕まくには合がつ唱しようしたときのフレーズがでかでかと書かれてあった。慌あわてて付け加えたのだろう、『＆アーンド』以下の文章は隅すみっこの方に小さな文字で窮きゆう屈くつそうに書かれてある。

「どうやら回かい廊ろうを渡っていたときにすでに観察されていたようだな」

　グリオとの会話の内容から新たな入にゆう居きよ者しやであることが割れたらしい。

「新しい人が来るなんて聞いてなかったからビックリしましたよ！」

「グリオ様も突とつ然ぜん帰ってくるしさ！」

「すまなかった。やむにやまれぬ事情があったのでな、報告が遅れてしまった。紹しよう介かいしよう、この者、オオミチハルヤは成り上がりの吸きゆう血けつ鬼きで、今日きようからこの城で生活をともにする同どう胞ほうである。面めん倒どうを見てあげてくれ」

「あ、っと、よ、よろしくお願いします」

　背中を押されてしどろもどろに挨あい拶さつする。

　顔を上げると、人じん外がいたちは親おや指ゆびを立てて「よろしく！」と返してくれた。

「遠えん慮りよはいらねえ！　好きに振る舞いな！　俺おれたちゃもう仲間で兄弟だ！　ここにはおまえを虐いじめる人間はいないから安心しな！」

　首くび無なし騎き士しがどこから声を出しているのかわからないが、そう言った。

「は、はは、なんだかこそばゆいな……」

　肩の力が抜けた気がした。教会から隠かくれ住む生活に疲れ果てていたのだと自覚した。

　欲しかったのはこんな安らぎだったんだ。

「そういや俺たちが来る前に銀ぎん髪ぱつの女の子が入ってきたと思うんだけど」

　どこにも見当たらない。食しよく事じ目当てで突っ走ったはずだが、バイキング形式で料理が並べられたテーブルにそれらしい影はなかった。

　やけに胸を強きよう調ちようさせた蛇へび女おんなが晴はる夜やの体に巻き付いてきて、耳みみ元もとに息を吹きかけた。

「私の名前はマルメ。よろしくね。銀髪の少女ならここへ入ってきた途と端たん、一いつ直線に厨ちゆう房ぼうへと駆かけていったわよ」

　会場をざっと見渡してみてもどこにもハンバーガーは無かった。テアのことだ、無いなら作れ、ということで直接コックに注ちゆう文もんしに行ったに違いない。迷うことなく厨房に駆け込めるなんてどんだけ鼻が利いてんだ。

「仕方がない。始し祖そのことは後で改めて皆に紹しよう介かいするとしよう。厨ちゆう房ぼうにはイゾイェがいるな？　彼に任せておけば問題ない」

「シェフ張り切ってたから、今いま頃ごろ喜んでもてなしてるはずよ、きっと」

　テアのことは放っておいてもよさそうだ。むしろ、厨房で迷めい惑わく掛かけてないか心配である。

「ねぇー、吸きゆう血けつ鬼きさん。お姉ねえさんとイケナイことしたくなーい？」

「わりぃけど鱗うろこ肌はだに萌もえる属ぞく性せいは持ち合わせていないんだ」

「あら、残念」

　マルメはあっさりと離れてくれた。挨あい拶さつ代わりのジョークだったらしい。しかし、上じよう半身の豊ほう満まんさにドキドキしたことは内ない緒しよだ。

　馬うま面づらと牛うし面づらの、油ギッシュなマッチョ二人組が押し寄せてきた。

「俺おれっちの名前はジョニーだＺＥ！」

「おいらの名前はドニーだＹＯ！」

　ポーズを決めて胸きよう筋きんをピクピク震わせる。半はん端ぱなくキレキレだが、顔が草そう食しよく動物なだけになんとも言えないシュールさが漂ただよった。

「Hey! Hey! Hey! 死んだ魚のような目で俺っちを見るんじゃねえＺＥ！　何があったか知らないが、この城はパラダイスだ！　元気出だしていこうＺＥ！」

「そのとおりだＹＯ！　一いつ緒しよにマッスルボディを目め指ざそうＹＯ！　さあ、君もこの美しい筋きん肉にくに見み惚とれるがいいＹＯ！　Yeah! Check It Out!」

「暑苦しいが愉ゆ快かいな連れん中ちゆうだ。話を合わせる必要はないぞ。こいつらはただただ筋肉を自じ慢まんしたいだけだからな」

　グリオからアドバイスされる。「ひでえＺＥ！」「そりゃないＹＯ！」とか言いながら確かに楽しそうにポージングするジョニーとドニー。なるほど。付き合い方の距離感かんはわかった。

　マッスルコンビに気を取られている隙すきに頭ず上じようを二匹ひきの蝶ちよう々ちようが旋せん回かいしていた。

「あの人だれかしら？」

「この人だれですの？」

「吸血鬼ですわ」

「吸血鬼ですの」

　さも珍めずらしげに晴はる夜やの髪かみや頰ほおや鼻に手を触れては「キャッキャ」と笑い声を立てている。

「童どう貞ていかしら？」

「童貞ですわ！」

「その確かく認にんいる!?」

　思わず突っ込むと「キャア！」と悲ひ鳴めいを上げて、しかし逃げ出さずに再び頭上を旋回する。

「怖こわかったですわ」

「怖かったですの」

「お歌を歌いましょうか？」

「お花を摘つみましょうよ！」

　脈みやく絡らくねー。二人の妖よう精せいは晴はる夜やの頭に止まると足をぶらぶら投げ出した。楽しげに歌いながら髪かみの毛を毛もう根こんから引っこ抜かれる。「痛っ！　それ花じゃねえから！」なんだこいつら!?

「ピクシーのピニョとパニャだ。人の話を聞かない上に頭上でいつまでも囀さえずるのでかなり鬱うつ陶とうしいが我が慢まんしてくれ」

「おまえの言い方も大たい概がいだけどな！」

「グリオ！」

　今度は何だ!?

　鋭い声に身み構がまえていると、一ひと際きわ美しい金きん髪ぱつの美び女じよが肩を怒らせてこちらに向かってきた。尖とがった耳に人じん外がいの雰ふん囲い気きを見たが、そうと言われなければ十分人にん間げんらしい容よう姿しをしていた。力強い歩ほ調ちようでずんずんとグリオに近づいていき、

「グリオ、グリオ、グリオ！　帰って来たならどうして真まっ先さきに私のところに来ないのよ!?　忘れてたなんて言わせないわ！　そんなことありえないもの！　あってはならないもの！　ほんっとどうしようもないグズね！　いっつもノロマなんだから！　仕方ないから私の方から来てやったわよ感謝しなさいよね！　ありがたくって涙が出そう!?　なら、感謝の印しるしにこの私に、キ、キ、キキキ、キスすればいいじゃない!?」

　真まっ赤かな顔でそっぽを向いて、何の真ま似ねか震える掌てのひらをグリオに突きつけている。

　あー、あれだ。ひざまずいて婦人の手の甲こうに口づけするという欧おう州しゆう貴き族ぞく風ふうの挨あい拶さつだ。

「エルフ族ぞくのサーシャだ。三〇〇年ほど前に土と地ち開発によってドイツの森を追われたところを保ほ護ごした。ここにいる中では古ふる株かぶのひとりだ」

　それを、グリオはあっさりと無視をした。ううぅ、とサーシャは涙なみだ目めだ。

「彼女、城じよう主しゆ様に惚ほれてんのよ。ただおぼこだから空から回まわっちゃって。見てて。可愛かわいいわよ」

　晴夜の耳みみ元もとでマルメが解説してくれた。

「三ヶ月もどこに行ってたのよ!?　お城のこと放っておくなんて無む責任だわ！」

「サーシャ、自分のこと放っておかれたからってそんなに怒ることないでしょ？」

「ちち違うわよ!?　勝かつ手てなこと言わないでよ、マルメ！　私、別にグリオの顔を見られなかったり声を聞けなかったりしたって寂しくなんかないんだから!?　いいグリオ、変な誤ご解かいするんじゃないわよ!?　グリオになら手を繫つながれてもいいだなんて全ぜん然ぜんこれっぽっちも思ってなんてないんだからあ！」

　もう暴ばく露ろし放ほう題だいである。

「そうか。ならば安心しろ。私はおまえの嫌いやがることはしない」

　グリオだけが本ほん気きでわかっていなかった。「ひぅっ」本当は手を繫いでほしいサーシャは自じ爆ばくしたことに気づいてますます涙を目に溜ためた。

「別に……、嫌いやじゃないわよ……」

「話はそれだけか？　そろそろハルヤを妹たちに紹しよう介かいしたいのでな、もう行くぞ」

　歩き出そうとするグリオを「ちょっと待って！」慌あわてて止める。

「な、なによぅ!?　グリオは私に会えて嬉うれしくないっていうの!?」

「嬉しくないわけないだろう」

「え!?」

　サーシャの顔から、ボシュッ、と蒸じよう気きが噴ふん出しゆつした。周りで見ていた皆は「おおー」とどよめき、もじもじくねくね前まえ髪がみをいじいじし始めるサーシャの次の言葉に注目する。

「う、嬉しいのね……？　本当に……？」

「うむ」

「私に、その、ひ、ひひ、膝ひざ枕まくらしてほしいのね？」

「そんなことは言っていないのだが」

「そ、そうなのね！　わかった！　してあげるわよ膝枕!?　だって、わ、わた、私、私は、────私はグリオのことなんて好きでもなんでもないんだからああああ！」

　またもや自じ爆ばくした。デレが行き過ぎると一周回ってツンに帰るらしい。

「でもけ、け、けけけ結婚してあげてもいいわよ!?」

　皆は器き用ように総ズッコケし、もう半周オーバーテイクしてデレに戻ったサーシャは目をぐるんぐるん回しながらグリオの返答を待つ。テンパり過ぎて何がなんだかわかっていなさそうだが、皆もグリオも同じくらいわけがわからない。

「あの子、ここまで思い切ったのは初めてじゃない？」

　この先の展開は予よ測そくが付かない。皆が固かた唾ずを吞のんでグリオの言げん動どうを見守った。

　グリオは、しばしの間、考え込み、

　告げた。

「結けつ構こうだ」

　ぴしり、とサーシャが硬こう直ちよくした。

　その顔は真まっ青さおで、今にも死にそうなほど絶望に沈んでいる。

　消え入りそうな声で「グリオなんて……グリオなんて……」と繰り返し、一歩二歩下さがって距離を稼かせぎ、

「おっと、ここからはいつもどおりね。ハルヤ一歩下がった方がいいわよ」

　あかん逃げろ、と皆は一いつ斉せいに退たい避ひする。サーシャは虚こ空くうに手を伸ばすと何もない空間から弓ゆみ矢やを出現させた。どのような魔ま術じゆつか弓を引く一動作ワン・アクシヨンで、

「グリオのばかああああああああああああ！」

　数十本の矢を打ち放った。ドドドドド、と連続してグリオに矢が突き刺さる。射いるだけ射ったサーシャは「わあああああん！」泣きながら走り去り、グリオはそれを見送ると晴はる夜やに向き直った。

「見苦しいところを見せてしまったな」

「……頭に一本刺さってるぞ」

「次に妹たちを紹しよう介かいする。こっちに来てくれ」

「おまえは聖せい人じん君くん子しか？」

　何事もなかったように振る舞えるその心の広さに脱だつ帽ぼうだ。矢が刺さりまくったグリオを誰だれも心配しないことからも、サーシャの暴ぼう走そうは日にち常じよう茶さ飯はん事じらしかった。しかし、サーシャも厄やつ介かいな相手に恋をしたものである。ちょっとだけ同情してしまう。グリオに。

「なんか、面白い人たちだな」

　ひとりひとり順じゆん番ばんに会っていたら見た目の怖こわさに圧おされていたかもしれないが、パーティーの席だと仮か装そうに見えるので慣れてくると次し第だいに恐きよう怖ふもなくなっていた。

「彼らからすればいつ眷けん属ぞくが暴あばれ出すか内ない心しん恐れおののいていたはずだ」

「そうなのか？」

「吸きゆう血けつ鬼きは人じん外がいの中でも高位の存在だからな。私も含め、気を遣つかうのだろう」

　矢を引き抜きながら向かった先は階段を上がった三階──中ちゆう二階である。そこにもテーブルが置かれ、上には料理や飲み物が並んでいた。そこに座って広ひろ間まの様よう子すを眺ながめていたのは四人の女性たちで、全員が普通の人間と何ら変わらない外がい見けんをしていた。

「お兄にい様！」

　一人がグリオに気づいて立ち上がると他の三人も腰を浮かせ、すぐさま一列に並んだ。代表して一人が前に出てドレスの裾すそを摘つまんで上じよう品ひんに一いち礼れいする。

「お待ちしておりましたわ。お兄様のご帰き還かんを心より祝しゆく福ふくいたしますわ」

「レイシア。すまない。おまえたちを後あと回まわしにしてしまった」

「いいえ。ご挨あい拶さつならいつでも構いませんわ。わたくしたちよりも下の皆様を優ゆう先せんなさってください。あの方たちはお兄様の味み方かたですから。当然わたくしたちもお兄様の味方ではありますが、足あし手でまといにしかなりそうにありませんので」

「そんなことはない。おまえたちは居てくれるだけで力になる。いつも感謝している」

「お兄様……」

「眷属よ、我が妹たちを紹介しよう。──おまえたち、ここに集つどえ！」

　奥の回かい廊ろうに呼び掛ける。暗くら闇やみから足音が近づいてきて、わらわらと妹たちが現れた。

　横よこ一いち列れつに並んだ少女たちを順番に紹介していく。

「長ちよう女じよのレイシア・アサルガルドだ。聡そう明めいで皆からも頼りにされている」

「あらやだ、お兄様ったらお上じよう手ずですこと。ハルヤ様、よろしくお願いいたしますわね」

「次じ女じよのアモナ・クライネウィスタだ。武ぶ芸げいの才さいがあり、城じよう内ないの警けい備び兵へいとして働いている」

「以後お見み知しり置おきを」

「三さん女じよのミレイヌ・ハリバーン。多少抜ぬけたところもあるが、お淑しとやかで優しい性格だ」

「は～い。よろしくおねがいしま～すぅ」

「四よん女じよのフローレンス・ヴァイス。姉妹の中では一番真ま面じ目めで、厳げん格かくだ」

「……姉たちがすぐ規き律りつを破るからこうなったのです。貴方あなたも規律はお守りくださいね」

「五ご女じよのララディ・ラナブンセンだ。男おとこ勝まさりでな。少しは女らしくなってもらいたいものだ」

「カカカ、それは大きなお世せ話わというものだ、兄あに者じやよ。ともかくよろしくな、ハルヤ君」

「六ろく女じよのヴィヴィアン・ラナブンセン。同じ家か系けいのララディとは対たい照しよう的な性格をしている」

「はるやさぁん、ヴィヴィとぉ、とぉってもぉなかよくしましょうね～♡」

「七なな女じよのドーラ・ハルメン。無ぶ愛想あいそだが姉妹の中では一番気き遣づかいのできる子だ」

「……………………………………………………………………………………よろしく」

「八はち女じよのエフィーリア・ユーサー。よく皆の中心になっているリーダータイプの子だ」

「よろしくお願いします。何かわからないことがあったら遠えん慮りよなく訊きいてください」

「九きゆう女じよのイータ・コナ。とにかく落ち着きがないな。走り回ってはよく四女に叱しかられている」

「いっひっひ。はるちん、よろぴく。今度一いつ緒しよに城内マラソンしよーぜー！」

「十じゆう女じよのフェルノア・グロッソ。オシャレ好きで一番女の子らしいのだが度を弁わきまえん……」

「もう、兄さん！　お土産みやげにはブルーサファイアのネックレスを買ってきてとあれほど言、」

「十じゆう一いち女じよのアナスタシア・オレイニク。サディストだ。鞭むちを持ち歩いていたら気をつけろ」

「ワタクシの犬になりたかったらいつでも言いなさいな♪　優しく飼ってあげるわよ♪」

「十じゆう二に女じよのジゼル・ステファンノアだ。サバサバした子だ。描びよう画がを趣しゆ味みとしている」

「ども。仲良くすんのはいいけどさー、あたしの工こう房ぼうには勝かつ手てに入ってくんなよな」

「十じゆう三さん女じよのマルゴット・バルバウス。元もと王おう族ぞくで高たか飛び車しやだが、実は寂さびしがり屋だ」

「ななな、何を言うのですお兄にい様!?　ちょっとキュヴィア！　何を笑っていますの!?」

「十じゆう四よん女じよのキュヴィア・メルティ。いつもマルゴットといがみ合っているが、実は仲良しだ」

「ななな、何言ってんのさ兄ちゃん!?　こんなやつと仲良しだなんてキモイっつーの!?」

「十じゆう五ご女じよのエルエル・トイトー。三つ子の長女だ。見分けるポイントは一本の三つ編あみだ」

「グリオお兄さん、お帰りなさーい！　エルエとってもいい子にしてたよ！　えらい!?」

「十じゆう六ろく女じよのサルサル・トイトー。三つ子の次女だ。見分けるポイントは左右のおさげ髪がみだ」

「ハルヤお兄ちゃん、いらっしゃい！　サルサと遊んでくれる？　ほんと!?　大好き！」

「十じゆう七なな女じよのミルミル・トイトー。三つ子の三女だ。見分けるポイントは不ふ思し議ぎなくせ毛だ」

「す、好きでこんなんじゃないもん！　ミルミだけなんで爆ばく発はつ頭あたまなの!?　うええええ！」

「十じゆう八はち女じよのリブラ・ベラフォンテ。長身でスタイルも良いのだが、極度のあがり症しようだ」

「あ、あ、あの！　わわわたし、は、えと、そのあの、え～と……っ。わた、わたしっ、」

「十じゆう九きゆう女じよのオステ・ローリンゲン。甘えたがりの末すえっ子こだ。皆からも可愛かわいがられている」

「グリオの言うとおり、みんなから愛されているオステである。おまえも愛せ、ハルニャ」

「──以上、十九人の妹たちだ」

「多いわ！」

　一人一セリフの自己紹しよう介かいだけで２ページ以上使つかってんなよ!?　覚え切れるか！

　十九人のうちどの娘むすめも個こ性せいが強過ぎて、ここでも仮か装そう大会の様よう相そうである。

「眷けん属ぞくが望むのならばこの中から伴はん侶りよを選ぶがいい」

「ぶっ!?」

　──いいいきなり何言ってんだ、こいつ!?　これ、お見合いだったの!?

　狼ろう狽ばいする晴はる夜やをよそに、十九人の妹たちはにわかに色めき立つ。性格は様さま々ざまだったがやはり女の子、色いろ恋こいには関心があるらしく、晴夜を見る目つきもどこか艶つやめいたものに変わった。

「何人選んでも構わんぞ。そういえば、ハーレムを作ると言っていなかったか？」

「いきなり修しゆ羅ら場ば化かさせてんじゃねえよ!?」

　ハーレムと聞いた瞬しゆん間かん妹たちの目つきが明らかに軽けい蔑べつするものに早変わり。三人ばかりはますます顔を赤らめているが。

　くそ。なんてこった。美び少女揃ぞろいなために勿もつ体たいないと思う自分がいやがる。

「そして私のことはお兄にい様と呼ぶがいい」

「よし！　断る決けつ心しんがついた！　みんなすげえ魅み力りよく的だけど、譲ゆずれないものが俺おれの心にはあったんだ！　いまそれを思い出した！」

　全力で拒きよ絶ぜつする。グリオを兄と呼んでしまうと何か大切な物を失う気がしたのだ。

「……そうか。残念だ」

「なんでおまえが一番がっかりしてるわけ？」

「眷属になら妹たちを任せられると思っていたのだが」

「だからって物みたいにいくつも押しつけられるもんじゃねえだろう。つか、そもそも何でそんな話になるんだよ？　唐とう突とつすぎだ」

「そうでもない。眷属は成り上がりの吸きゆう血けつ鬼きだ。私と同じくな。そして、妹たちもまた人間から吸血鬼化かした者たちなのだ。伴侶にするならば同どう族ぞく同どう士しの方が障しよう害がいも少なかろう」

　妹たちは特に気にした様よう子すはなかったが、晴夜はグリオの言葉にはっとなる。

　そうなのだ、グリオの妹ということは当とう然ぜん普通の人間であるはずがない。レイシア以下十九人の少女たちは皆人じん外がいの生物なのである。

「──元々、私はとある王おう族ぞくが住む屋や敷しきの使用人にんだった。あるとき吸きゆう血けつ鬼きが人々を襲おそい、治ち安あんが乱れた。人外に対する恐きよう怖ふが民みん衆しゆうの心に芽め生ばえ、その恐怖はいつしか国への不ふ信しん感へと変わっていった。民衆は暴ぼう徒とと化し、国は混こん乱らんに陥おちいり、王おう制せいは瓦が解かいし、王族は捕とらえられ、革かく命めいの名の下もとに多くの人間が断だん罪ざいされていった。そのときすでに人間でなくなっていた私はなんとか生きながらえ、そして何の咎とがもない王おう家けの子し女じよの亡なき骸がらを目もく撃げきした。

　初めて吸血行為を行った。不ふ慣なれだったためにたった一人しか蘇よみがえらせることができなかったが、それでようやく私は自分の役割を悟さとった。私が守らなければならないと思ったのだ」

「お兄にい様……」

　長ちよう女じよのレイシアと視線を合わせる。グリオが仕えていた王おう族ぞくとはアサルガルド家けのことだろう。グリオはそこの令れい嬢じようの命を救い、そして妹として連れ出した。

「数百年もの間にいくつもの国で革かく命めいや反はん乱らんが起きた。そのたびに王族貴き族ぞく、あるいは庶しよ民みんの中に彼女らのような罪なき子供が命を落としていった。見み過すごすことなどできなかった」

　妹たちが思い思いの表情を浮かべた。

　なるほど。皆の姓せいがバラバラなのはそういう理由だったのか。

　けれど、彼女たちはグリオの血が混ざったことで本当の姉妹になれたのだ。

「吸きゆう血けつ鬼き化かしたとはいえ、妹たちに戦せん闘とう能力はない。ただ死ににくいというだけで心は、体は、か弱いままだ。私は何を置いてもこの子たちを守らなければならない。眷けん属ぞくよ、おまえに頼みたいのは妹たちの護ご衛えいだ。私の代わりにこの子たちを守ってほしい」

「そういうことか」

　なら、頼みを聞くのも吝やぶさかではない。

　思えばグリオがテアを拉ら致ちしようとしたのも公こう爵しやくの命めいであって本人の意い志しではなかった。そこには妹たちと保ほ護ごして連れてきた三〇〇人の人外たちを守ろうという決意があったのだ。

　とてつもなく大きいものをたった一人で背負っていた。

　やっぱすげえや、こいつ……。

「絆きずなを強きよう固こにするためにも、さあ、伴はん侶りよを選ぶがいい。何人でも」

「感かん心しんしたのが台だい無なしだ。それ、兄あに貴きとしてなら最低の部ぶ類るいの発言だぞ」

　伴侶選えらびなんざこの際無む意い味みだ。

　晴はる夜やはとうに決めている、──温あたたかく迎え入れてくれたこの城の住人たちを等しく守ってやると。

　グリオと、その妹たちに、改めて口にする。

「よろしくな、みんな」




　一通り挨あい拶さつも終わり、そろそろテアを回かい収しゆうしに厨ちゆう房ぼうに行こうかとしていたときだ。

　ドン！　と。城が揺れた。そして、大おお広ひろ間まの会場のど真まん中なかに大おお穴あなが開いた。

　悲鳴が轟とどろく中、大穴から一人の人間が姿すがたを現した。




　　　　　　　　　　†




　リーメスヘルツェル城じようの厨房を預かる料理長ちようイゾイェは、五十年前まえに餓が死しして死んだ三つ星シェフのガイコツである。墓ぼ地ちから這はい出て夜よな夜よな食材を探し求めているところをグリオに拾われ、それ以来イゾイェは生せい前ぜん成し遂とげられなかった究きゆう極きよくの料理の完成を目め指ざして日にち夜や研けん鑽さんに励はげんでいる。肉が腐くさって削そげ落ち骨のみとなったその体では食材の味も食しよつ感かんもへったくれもないのだが、当の本ほん人にんは満足げだ。味などというものは食べている人の表情を見ればわかる。舌した先さきで確かめずとも味の善よし悪あしは把は握あくできた。むしろ肉体から解放されたことで食材の旨うま味みの何たるかを理解できた気がするのだ。

　食材そのものの味を活いかし、人を生かす──。人間を辞やめた今となっても根こん本ぽんにある信念は揺ゆるぎない。食こそが人類が生み出した最も尊とうとき文化であり、叡えい智ちの結けつ晶しようであると信じている。

「食材の味ぃ？　何なに言ってんですか？　濃こい口くちソースとケチャップとマヨネーズとブラックペッパーぶっかけとけばどんな食材も美お味いしくなりますよ？　究極の料理の神しん髄ずいは、如い何かにシンプルであるか、だとわたしは思いますけどね」

　あんむ、と固めて焼いた挽ひき肉にくをパンで挟んだ物体にかぶりつく銀ぎん髪ぱつの少女が口くち元もともりもりさせながらジャンクフードの素す晴ばらしさを説く。大おお広ひろ間まに出された料理には見向きもせず、厨房に押し入り無む理りやり作らせた『ハンバーガー』を、それでも少女は不満げに咀そ嚼しやくする。

「……なんか違います。わたしが求める『お店の味』ではありません」

「当然デス。あんな食品添てん加か物ぶつの固まりと一いつ緒しよにされたくないデスね」

　しかし銀髪少女はジャンクフードの方が美う味まいと連れん呼こするのだ。コックコートを着たガイコツは首を振る。……嘆なげかわしいことデス。

「よろしいのデスカ？　今こ宵よいの宴うたげはグリオ様のご帰き還かんを祝しゆく福ふくする為ためのものデス。今いま頃ごろとても盛せい大だいに行われていることでショウ。そちらで楽しんで来てハ？」

　専せん属ぞくシェフであるイゾイェはこう見えて忙いそがしい。銀髪少女のワガママを聞きつつ、その手は絶えずフライパンを振るっている。

　銀髪少女はぶすっとした表情で吐き捨てた。

「誰だれが妹たちが勢せい揃ぞろいしたところなんかに行くかってんですよ」

「姫ひめ様さまたちと何かあったのデスカ？　皆様とてもお優しい方々ですのニ」

「十九人も候こう補ほがいるのが気に食わねえのです！　次じ女じよだけでも厄やつ介かいだというのに……！」

　ぶつぶつと文もん句くを垂たれつつ、手に持ったハンバーガーにタバスコをガンガン振り掛けて頰ほお張ばった。ガイコツはその鬼き畜ちくな所しよ業ぎようを哀かなしげに眺ながめている。

　ふと銀髪少女が思い出したかのようにイゾイェに顔を向け、

「そういえば、この城の地ち下か道どうはまだ生きているのですか？」

「？　おかしなことを訊ききますネ。かつては緊きん急きゆう避ひ難なん用ように設けられていたと聞いていますが、いまでは使用する機き会かいがまずないでしょうし、管理されてもいないハズ」

　納なつ得とくいったのか、銀髪少女は嘆たん息そくし「やはりこうなりますか」と呟つぶやいた。

「コックさん」

「イゾイェと申しマス」

「一いつ時ときこの厨ちゆう房ぼうから出ないでください。たぶんもうすぐ大おお広ひろ間まは生きるか死ぬかの戦せん場じようになるでしょうから。わたしの話し相手になっていれば安あん全ぜん安心ですよ」

「ハア。よくわかりませんが、貴女あなたがお仕事の邪じや魔まになっていることだけは確かデス」

「視みえてしまった以上はしゃーなしです。まったく、お客さんの相手は城じよう主しゆに任せておけばいいものを、晴はる夜やのばか、女が絡からむとすぐ恰かつ好こうつけたがるんですから」

　銀ぎん髪ぱつ少女は「ぷんぷん」と擬ぎ音おんを口にした。イゾイェにはわからない。少女の妄もう言げん癖へきの原因が何なのか。自分にできることは何なのか。とりあえず温あたたかいポタージュスープをカップで出してやると、少女は嬉うれしそうにふーふーと息を吹きかけてゆっくりと啜すすった。

「はーっ、未来が視えるってのは大変なのですよ」

　かわいそうに、とイゾイェは思う。

　そのとき、大広間からドン！　という大きな音が聞こえ、すぐに悲鳴が上がった。

　またぞろジョニーとドニー辺りが騒ぎを起こしたのだろうとイゾイェは考え、デザートの準備を一いつ旦たん取りやめて椅い子すに座り直し煙草たばこを口に咥くわえた。吸い込んだ煙が目や鼻や頭ず蓋がいの隙すき間まから抜き出ていくのをぼんやりと眺ながめながら、気まぐれに作ってあげたチェリーパイを黙もく々もくと食べる銀髪少女に話し掛けた。

「──ところで、貴女は誰だれですカ？」










　【Intermission】────




　シエラネバダ山さん脈みやくを中心として広がる山さん岳がく地帯には手つかずの渓けい谷こくや森林が数多く存在する。景けい観かんこそ美しいが切り立った岩山や深い森は踏み入れば決してのどかな場所とは言えず、ましてそこに吸きゆう血けつ鬼きが根ね城じろにしている古こ城じようが隠かくされているとあらば周辺はすでに異い界かいに等しい。

　女性がひとり、リーメスヘルツェル城じようの地ち下か道どうに潜せん入にゆうし、その複雑な迷めい路ろに辟へき易えきとしていた。日本の着物を着ていて和わ傘がさまで差す彼女の恰好は、もちろん周囲に馴な染じまない。異界の只ただ中なかで異い様ようを撒まき散らす。不ふ思し議ぎと雅みやびやかに映はえるところにさらなる異い質しつさを漂ただよわせていた。

　彼女──カムラは歴れき戦せんの聖ナ殲ー士バのひとりである。

「リメスっちゅうんは『お城』って意味なんやて。昔の人は臆おく病びようであちこちに罠わな仕し掛かけたり、城じよう壁へきをえらい長く延ばしたりしてな、遠とお目めから見てた市井しせいの人々はなんや奇き怪かいなもん建てとるなーとか言うて、それらリメスを指して『魔の城壁トイフエルスマウアー』と揶や揄ゆしたんやて。あ、ちなみにこれドイツの話な。いまえらい実感あるわ。なんなん？　この城。ほんま薄うす気き味み悪いわ」

　独ひとり言ごとも遠く反はん響きようする空くう洞どう内ない。じめじめとした空気の澱よどみが数百年の停てい滞たいを実感させる。

「ローマで保ほ管かんされてた『ガレの魔ま導どう書しよ』にこの城に関する記き述じゆつがあった。迷めい惑わくなことに『足あし跡あと』をここに刻んだんやと。放っときゃええもんを若いのがしゃしゃり出て、すべての足跡を辿たどるぅー、とかなんとかほざきよってな。大たい派は会かいから好きにしてええってお許しまで出たもんやから調子こいてうちまで扱こき使い始めたっちゅうわけや。は～あ、めんど」

　まあ、暴あばれてもええゆわれて乗ってもうたうちもうちやけど、と不満げに続ける。

　リーメスヘルツェル城じようを数年前まえから調査・監かん視ししていた聖せい道どう士しの斥せつ候こう部ぶ隊たいから上げられた報告によると、この城の脅きよう威いは城じよう主しゆと門もん番ばんしかいないらしい。城主は不ふ在ざい、門番は先日セキエイが誘ゆう拐かいしてきたので、この城にはもはや脅威が存在しないのだ。

　──せっかく出で張ばって来たっちゅーのにそんなん全然おもろないやんけ。

　カムラに与えられた任にん務むは城の攻こう略りやく。だが、ラスボス不在の上に中ボスまで先に取り除かれたこの状況で何をどう楽しめばよいというのか。

「教会が指し定ていしたＡシングルクラスの吸きゆう血けつ鬼きがこの城にはおんねんて。ぐりお、とか言うたかな、成り上がりのくせしてＡクラスたら大したもんや」

　クラスは人間社会に与える危険度どの強きよう弱じやくで分けられる。多くの真しん祖そは眷けん属ぞくを生み出して集しゆう落らくを形けい成せいするためにＡクラスが標ひよう準じゆんであるが、『死にたがりの成り上がり』がＡクラス指定されることは稀まれであった。力か、頭ず脳のうか、組そ織しき力りよくか。いずれかが抜きん出ていて、かつ精神力が真祖並みに強きよう固こであれば成り上がりでもＡクラスに指定されるようだ。

　ちなみに、Ａクラスの上にはＡＡダブル、ＡＡＡトリプルクラスが存在する。

　欧おう州しゆうを支配する公こう爵しやくと呼ばれる真祖はＡＡＡであり、グリオは公爵の一いつ派ぱに属ぞくしている。

「けど、そのぐりおがおらんなら後は寄せ集めの人じん外がいばかり。正直、相手にならへんやろな」

　いわゆる戦せん場じようの後あと処しよ理りを押しつけられた感が強い。もういっそのこと原げん型けい留とどめずに城ごと崩ほう壊かいさせたろかいな、とさえ考え始めていた。──『ガレの足あし跡あと』？　そんなん知らん知らん。壊こわれてもうたらそれまでや。

「ま、そうも言ってられんわな。お務つとめくらい真ま面じ目めにやらんと聖道士に降こう格かくさせられかねんし。とりあえず、さらってきた門番から引き出した記き憶おくを信じて行くとこまで行っとこか。──って、ちょうどこの真ま上うえ、めっちゃ人外の気け配はい多いやんか！」

　掌てのひらに灯ともした聖獣ヴイアツアの火が真上に向けて激しく燃ねん焼しようしていた。聖せい火かは何も吸血鬼にのみ反応するわけではない。一いつ定てい以上の魔ま力りよくが滞とどこおっていれば聖火はそれにも反応した。

　上に吸血鬼は不在のはずだ。となると、魔力を持った人外が山ほどいるという可能性せいしか残っていない。あるいは吸血鬼に匹ひつ敵てきするほどの人外がいるかだが。

「ま、何でもええわ。制せい圧あつせえっちゅーんがうちの仕事やさかいな、相手が何であれどつき回すだけや」

　強力な人外がいるなら願ったりである。歯は応ごたえがなければ食事さつりくはまったく虚むなしいものだ。

　カムラはその場で立ち止まると、傘かさを畳たたんだ。

　傘の先を真上にかざし、目を細め息を殺す。足あし元もとを中心に風が吹き荒すさび、蒼あおい炎ほのおが玉となってカムラの周りを浮ふ遊ゆうする。

　聖獣ヴイアツアの炎ほのおである。教会の「祝しゆく福ふく」を受けた者に宿る、吸きゆう血けつ鬼きを滅ぼす破は魔まの光。その形は宿やど主ぬしのパーソナリティに反はん映えいされ、そのほとんどが動物の姿すがたを模も倣ほうする。

「おいでやすveni。《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》」

　カムラの聖獣が顕けん現げんする。十の光が天てん井じようを穿うがった。それぞれが三さん足そく烏うを象かたどった蒼そう炎えんの矢。螺ら旋せんを描いて岩がん盤ばんを砕くだき、粉こなとなって落ちてくる破は片へんを再び差した傘で凌しのぐ。

　やがて頭ず上じように巨きよ大だいな穴がぽっかりと開いた。

「ほな、行こか。──ああ、おどれはこれ以上ついて来んでええで。万まんが一いちなんてあらへんやろうし、あったところでおどれじゃ物の役にも立ちそうにないしな」

　呼び掛けた背後では連れん絡らく役やくのウサギの聖獣が慌あわてふためいていた。《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》が砕くだき落とした石いし礫つぶてをモロに喰らっている。『こんな閉へい鎖さ空間でメテオストライクとか自殺願がん望ぼうアリアリじゃないっすか!?　クールすね！　マジ勘かん弁べんっすわ！』と手振り身振りで訴えるが、カムラにはわからない。聖ナ殲ー士バ候こう補ほ生せいの聖獣なのだが、可愛かわいらしい見た目に反してかなりうざい。

「何かあったら戻って上じよう官かんに報告しぃ。その判はん断だんは任せるわ」

　傘かさを差したまま跳ちよう躍やくする。

《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》は一いつ直線に地上を目め指ざし、やがて倉そう庫このような場所へと飛び出した。カムラも程ほどなく追いつき屋おく内ないへと着ちやく地ちする。

　農のう薬やくの臭におい。それに混じって家か畜ちくの臭いまでする。すぐ近くに畜ちく舎しやがあるのだろうか。化ばけ物ものの分ぶん際ざいで農のう耕こうに手を出すとはなんとも奇きっ怪かい。

「畜ちく生しようが家畜を飼し育いくするとかどないなボケやねん。ブラックにも程ほどがあるわ」

　カムラの顔つきに獰どう猛もうさが宿る。

　……ツイてる。こいつらは容よう赦しやなく殺していいモノだ。

　敏びん感かんに感かん応のうした。さらに上の階に人じん外がいどもがたむろっている。

「カッカッカッカッカ！　なんやテンション上がってきたわ！」

　少しずつ丹たん田でんに溜ため続けていた内ない功こうが一いつ気きに肉体を活かつ性せい化かさせた。外がい見けん的には華きや奢しやな体つきのままだが、いまのカムラなら一トン級の衝しよう撃げきを素す手でで受け止められるし、十トン級にして押し返すこともできた。もちろん聖せい魔ま術じゆつと聖獣の力を補ほ助じよに使って身しん体たい能力を高めてもいるが、そもそもの地じ力りきが人間レベルを超ちよう越えつしており、その屈くつ強きようさが彼女の攻こう撃げき的なメンタリティを裏うら付づけている。

　十二聖せいの一人に数えられるほどには武ぶ功こうがあり、そのすべての武ぶ勇ゆう伝でんに残ざん虐ぎやく性を極めた。

　戦せん場じようにおいて、たとえかろうじて息がある人間がいたとしても、カムラはあっさりと見捨てることができる。それどころか、邪じや魔まとわかれば躊躇ためらうことなく殺して回れる。

　あるいは、吸血鬼が潜ひそんでいる街を見つけたならば民間人じんもろとも街を燃やし尽くせる。

　吸血鬼さえ討とう伐ばつできれば教会から咎とがめられることは一切ないので、可能な限り破は壊かいするのが彼女の楽しみでありスタンスだ。

　カムラが信じる正せい義ぎとは強さだ。強ければどんなことをしても赦ゆるされる。どんなに街を破は壊かいし、どんなに人間を殺しても、真しん祖そを一いつ匹ぴき殺しさえすればすべてチャラ。こんな世界でなければきっと人類の敵に回っていたかもしれないと自分でも思うが、カムラは教会と吸きゆう血けつ鬼きに感謝する、──おかげでうちは正義を語れる。

　正義の名の下に、

　殺さつ戮りくできる！

「こないな幸せ他にあるかいな」

　吸血鬼様さま々さまやで。

「ではではそろそろ参まいりまひょか」

　拳こぶしを握り、十じつ羽ぱの三さん足そく烏うをその腕に止まらせる。射しや出しゆつ角度を見み定さだめると石いし畳だたみの床に聖せい魔ま術じゆつにおける射しや撃げき装そう置ちが紋もん様ようとなって展開された。

　天てん弓きゆう蒼そう爆は──円えん陣じんを結んだ《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》が轟ごう音おんとともに放たれた。かつて太陽を射い落おとした羿げいの弓。再さい現げんするは射落とされた側の三足烏である。

　ドン！　という破は壊かい音と崩くずれる瓦が礫れきに口くち元もとを緩ゆるませて、カムラは一ひと息いきに上じよう階かいへと飛び移った。




　まず目に飛び込んできたのは絢けん爛らん豪ごう華かな大おお広ひろ間まの設しつらえ。そしておよそ三〇〇体にも上る人じん外がいの面めん々めん。その異い形ぎようは視し界かいに入るだけでも発はつ狂きようものだが、むしろ萎い縮しゆくし身を竦すくませているのはカムラを囲む人外たちの方である。和わ傘がさを差す着物姿すがたの人間が轟音と破壊とともに現れたのだ、異常さはその女にこそあった。

　──おるおる。いっぱいおるやんか。

　獲え物ものの多さに舌したなめずりしつつ、まずは手始めに、手を伸ばせば届く距離にいた、というだけの理由でカムラは馬うま面づらの人外を押し倒した。

「ＮＯ────ッ!?　一体何なにがどうなっているんだＺＥ!?」

「ジョニ────ッ!?　ジョニーが変な人間に絡からまれて大変だＹＯ！」

　無む駄だに筋きん肉にく質しつな馬面と牛うし面づらがぎゃあぎゃあと喚わめき立てる。うるさいので摑つかんだ片かた腕うでを締しめ上げると、「ギャアアアアア！　俺おれっちのマッスルボディがピンチだＺＥ！」「イヤアアアアア！　ジョニーの美しい上じよう腕わん二に頭とう筋きんがもげちゃうＹＯ！」なおうるさい。

　……人じん選せん間違うたかな。

「皆の者、動くな！」

「およ？」

　中ちゆう二階から飛び降りた影が三つ。オールバックの髪かみ型がたをした男を見て、カムラはそれが吸血鬼であることを悟さとる。──こいつがぐりおか。

「なんや。帰っとったんか」

「つい今いまし方がたな。人間の客を招いた覚えはないが、貴き様さま、聖ナ殲ー士バだな？　何をしに来た？」

「何って、うちが聖ナ殲ー士バやわかっとるんなら答えは一つやろ」

「アイリーンをさらったのも貴き様さまか？」

「さあな。知らんな、そないな巨人は」

　交わす視線だけで空気が震えた。カムラの直ちよつ感かんではこの吸きゆう血けつ鬼きの力りき量りようはＡＡダブルに匹ひつ敵てきする。生なま半はん可かな武ぶ力りよくでは殲せん滅めつできない。やるからには全力で叩たたかなければならないと目もく算さんする。

　周りの人じん外がいが目め障ざわりだった。戦せん闘とうに加か担たんしたところで大した戦せん力りよくになりそうもないが、癇かんに障さわった時点でカムラには大きな隙すきとなる。一いつ瞬しゆんであろうと集中力りよくをとぎらせては命に関わる。そのようにカムラはグリオの実力を評ひよう価かした。

　──後ろの二人。こっちも吸血鬼か。ぐりおの眷けん属ぞくやろか。

　報告にない二人組だ。一人は長ちよう剣けんを帯たい刀とうした、見た目年とし若わかい女。

「兄あに上うえ、助すけ太だ刀ちいたします」

　長剣を抜ばつ刀とうし、構えた。……型は心こころ得えているがそれだけだ。実じつ戦せん経験が無いのは一いち目もく瞭りよう然ぜん。まったく脅きよう威いが感じられない。

[image: ]

「おまえは控えていろ、アモナ。眷属よ、妹を頼む」

「お、おう」

　不ふ吉きつなのはこいつだ。こちらも見た目年若い男。……いや、本当の肉体年ねん齢れいも若そうだ。つい最さい近きん吸血鬼にされたのかもしれない。実戦経験は女よりはありそうだが、乏とぼしい。その程てい度どならばカムラにとって赤あか子ごほどに取るに足らない存在である。しかし。

「あれ？　和わ服ふく着た聖ナ殲ー士バって、あれ？」

　やや驚いたようにカムラを見てくる。それすら不ぶ気き味みに感じるというのに、

　──わからん。なんで勝てる気がせえへんのや。

　貫かん禄ろくからいってオールバックがグリオで間違いない。が、一番脅きよう威いに感じるのは少年の方だった。力りき量りようだけならＡＡダブルはおろかＡシングルにも指し定ていされないはずなのに、カムラの直ちよつ感かんはこいつをこそ警けい戒かいせよと訴える。視線はグリオに向けたまま、意い識しきは少年にも傾けた。

「で？　どうする？　うちはやる気満まん々まんやねんけど」

「とりあえずジョニーを放してもらおう。私が目的というのなら望みどおり相手をしてやる」

「ええで。こいつはおどれの居い場所を吐かせるための人ひと質じちのつもりやったし。本人おるんならもう意味ないなあ」

　いい加か減げん馬うま面づらの脂あぶら汗あせにうんざりしていたので助かる。

　こちらは殺すまで帰き還かんするつもりはないし、あちらも生きて帰すつもりはないらしい。

　一対三〇〇。

　殲せん滅めつ戦せんにおいて圧あつ倒とう的に不利なのはカムラである。

　だが、数の優ゆう位いはすなわち弱点の数とも比ひ例れいする。

　攻める箇か所しよならば先ほどの問もん答どうで明かされた。

　──ほな行くで。仲間思おもいのぐりおさん。

「必ひつ殺さつ！　ジョニークラッシュ！」

　和わ傘がさをフルスイングして、グリオ目め掛がけて馬面をぶっ飛ばした。グリオはジョニーを受け止めて勢いを殺すと、なおざりにその場にポイッと捨てる。「Ouch! 優しく抱き留めて欲しかったＺＥ！」「ジョニーをクラッシュするとかそのまんまだＹＯ！」ドニー以外誰だれもジョニーには構わずにカムラの動きに反応する。

　両りよう脚あしに聖せい火かを纏まとわせた高こう速そく移動。残ざん像ぞうが消えるよりも速く左右に振り、吸きゆう血けつ鬼きたちの視し界かいを惑まどわした。

　カムラを目で追い切れずにいち早く動きを止めてしまったのは、次じ女じよアモナ・クライネウィスタである。カムラはグリオと一対たい一の戦いに臨のぞんでいる風ふうに見せ掛けて、実は殲滅しやすい対たい象しようを選せん別べつしていた。──どうせ全員殺ころすのなら順じゆん番ばんなんてどうでもええ。ぐりおの気が散るんならそれはそれで戦せん略りやくや！

　両腕を広げ、《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》を十じつ羽ぱ顕けん現げんさせる。二羽をグリオに撃うち込み、本ほん命めいの七羽は上空に飛ひ翔しようさせた。グリオの意い識しきが正面と上空に。どちらも自分を攻こう撃げきするものと思っている。

　降こう下かする七羽の軌き道どうが外れる。傍かたわらにいたアモナの真ま上うえで羽を展開し、三本足が爪つめを立てて墜つい落らくする。

「────っ!?」

「アモナ、避よけろっ！」

　二羽わを迎げい撃げきし一いつ瞬しゆんで搔かき消したグリオはさすがの一ひと言ごとに尽きた。が、カムラは笑う。近しい者から一いつ匹ぴき一匹順じゆんに減らしていき、グリオの焦しよう燥そうを煽あおる。──人じん外がいのくせして人間らしい感情を持つ吸きゆう血けつ鬼きには良い薬やろ。所しよ詮せんおどれらは家か畜ちく以下の害がい虫ちゆうや。思い知れ！

　ガガガガガン！　撃うち込まれた七羽の弾だん丸がんがアモナはおろか大おお広ひろ間まの床をも凄せい惨さんに破は壊かいした。

　グリオの視線がアモナに向けられた刹せつ那な、カムラはグリオの懐ふところに飛び込んでいた。

　残りの一羽を右腕うでに装そう塡てんし、拳こぶしを腹ふく部ぶに密みつ着ちやくさせて弦つるを絞しぼる。

「喰らいぃな。全力やで！」

　四し肢しに聖せい火かを纏まとって攻こう撃げき力りよく・防ぼう御ぎよ力を瞬しゆん間かん的に高める技術の、その応おう用よう技わざ。聖獣ヴイアツア特とく有ゆうの技ぎ能のうを活かつ用ようするためできることは限られるが、妙みよう手しゆを編あみ出せば最大級きゆうの威い力りよくを発はつ揮きする。カムラの聖獣《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》の破壊力を体内から体内へ直接叩たたき込む超ちよう近きん接せつ技ぎ巧こう。

　ゼロ距離からの聖獣弾だん──窼か弓きゆう蒼そう刃はが三本爪づめの斬ざん撃げきをグリオの体内に打ち込んだ。グリオは吹き飛ばされ、大おお広ひろ間まの壁にめり込んだ。会かい心しんの一いち撃げき。

「旅疲れかいな？　えらい弱っとるやないけ」

　接せつ触しよくした瞬しゆん間かんにわかった。グリオは目に見えない傷を負っている。カムラほどの実力者しやが相手ではそれは致ち命めい的なハンデである。まして窼か弓きゆう蒼そう刃はの直ちよく撃げきを受けたいま、グリオの肉体は限界を迎えたはずだった。

　……しかし、グリオの目には明確な怒りが灯ともるだけで、そこに苦く痛つうの色はない。カムラもこの一撃だけで倒せるとは思っていない。戦せん力りよく差さを測れたことだし、そもそもの狙ねらいは仲間の死とそれに伴う動どう揺ようを誘さそうことだった。まずまずの出だし。

「……はあ!?」

　そう思って振り返ったカムラの目に信じられない光こう景けいが飛び込んできた。

《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》に襲おそわせたアモナはあろうことか五ご体たい満足、傷きず一つ負っていなかった。

　黒くろ髪かみの少年が身を挺ていして守っていたからだ。

　……それはいい。《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》が着ちやく弾だんするよりも先にアモナを庇かばった反はん射しや速度は賞しよう賛さんに値あたいするし、自己犠ぎ牲せいの精神は、理解はできずとも、大したもんやと感かん心しんさえする。

　アモナを抱き上げるその体は聖獣の蒼そう炎えんに包まれて、いままさに燃えている。

　そのはずが、

「……なんで燃えてへんねん？　おどれも吸きゆう血けつ鬼きとちゃうんかい!?」

　燃ねん焼しようしているのは少年の服のみだ。アモナを床に降ろすと、少年は肩かた越ごしにカムラを振り返り、睨にらみ付けた。

　その目にぞわりと背せ筋すじが凍った。──こいつはやばい。燃やし尽くさな……。

「余よ所そ見みをするな。貴き様さまの相手は私ではなかったか？」

　背後。空気を切り裂く音が飛んできた。

「──!?」

　空気の流れから重じゆう量りようのある物体ではない。それこそ風が走ってきたかのような感かん触しよく。背はい面めん跳とびの要よう領りようで肢し体たいを床と平行に浮かべ、疾しつ走そうする何かを紙かみ一ひと重えでかわす。顎あごを上げた先に見えたものは正面で両腕うでを交差させているグリオの姿すがた。

「そうか……ッ、ピアノ線みたく極ごく細ぼそにしよったんやな自分の手ぇを！」

　それを鞭むちのように打ち出したわけか。カラクリさえ解ければ何ら恐れることはない。所しよ詮せんは二本の鞭である、軌き道どうなら見えずとも読み切れた。たとえそれが指の数ほどに増えたとしても、周りにいる人じん外がいたちを盾たてにすればどうとでも防げる。グリオもそこまで考えているからこそ二本しか飛ばせずにいるのだ。

　着ちやく地ちと同時に和わ傘がさを開く。超ちよう硬こう合ごう金きん仕し様ようの傘は硬く重い。予想通り追つい撃げきしてきたグリオの斬ざん撃げきを弾はじき返し、傘かさ布ぬのに身を隠かくしてグリオの視し界かいから完全に消える。

　床に手をつきこっそり聖獣ヴイアツアを一いち羽わ潜せん伏ぷくさせた。誰だれであれ絶対に見抜けない巧こう妙みような罠わな。

　──カラスがいつも空を飛び回っていると思うなや。

《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》十じつ羽ぱのうち七羽を少年を焼くために使っているので、手元にいるのはこれで残り二羽。

　傘をそのまま置いて、再び高速移い動どう開始。カムラは右に飛び出し、左側には《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》を一羽放はなって囮おとりにした。高速で動く二つの影にグリオの意い識しきが一いつ瞬しゆんブレる。

　一いつ直線にグリオに突とつ撃げきする。先ほどと同じく一羽の《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》を右腕に宿し、窼か弓きゆう蒼そう刃はの装そう塡てんを完了する。もちろんこの行為すら囮である。一度見みせた技がすぐさま通じるはずもなく、しかし一度見せた以上警けい戒かいを促うながせた。残り二歩の間合いで窼か弓きゆう蒼そう刃はの体勢に移り、グリオの意識をこちらに向ける。だが、グリオの側面からは囮として放った《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》が飛ひ翔しようする。

　カムラと聖獣の挟きよう撃げきである。

「──もちろん噓うそや」

　その手て前まえ、《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》は軌き道どうを変えてエルフの娘むすめに照しよう準じゆんを合わせた。この大おお広ひろ間まに入ってからずっと弓ゆみ矢やで狙ねらいを付けられていたのが癪しやくに障さわったのである。

「サーシャ！　退ひけ！」

　気づいたグリオがすかさずサーシャの前に割って入ると、光線と化した《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》がグリオに直ちよく撃げきする。左腕を肩から吹き飛ばした。

　サーシャの悲鳴が轟とどろいた。

「いやあ!?　グリオ!?」

　──上々。カムラは畳たたみ掛けるつもりで近きん接せつ型がた術じゆつ式しきを展開した。再度グリオの懐ふところに飛び込んだカムラは窼か弓きゆう蒼そう刃はを打ち込まんと右腕を上げ──、

「同じ手を二度喰くうと思うのか？」

　グリオの吹き飛んだはずの左肩かたが巨きよ大だいな氷柱つららとなってカムラに放たれていた。ガードしなければ即そく死し級きゆうの射しや撃げき。体を自在に変化できる吸きゆう血けつ鬼きならではの架か空くう弾だん。

　カムラは持ち上げた右腕うでをそのまま氷柱つららにシフトした。

「思てへんよ？　せやからこれは防ぼう御ぎよの一手や」

　右腕に潜ひそませた《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》で氷柱を相そう殺さいする。負ふ荷かが掛かった右腕は付け根から捻ねじれて圧あつ壊かいし、血を噴ふき出した。もはや使い物にならず、グリオからすれば痛み分けとなった交こう戟げきであるが、しかしカムラは初めから次の一手を本ほん命めいと決めていた。傘かさの陰に隠かくれたときに床に潜せん伏ぷくさせていた《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》を左脚あしに掬すくい上げ、前まえ蹴げりの動どう作さで必ひつ殺さつをぶちかます。

　窼か弓きゆう蒼そう刃は。

「脚バージョン！」

　再び火を噴く三本爪づめ。アッパー気ぎ味みに放たれた斬ざん撃げきはグリオの顎あごを抉えぐり、その上じよう半身をズタズタに引き裂さいた。

「カッカッカ！」

　手て応ごたえは、────ない。

「ぁあ？」

　グリオの体が霧きり状じように散っていく。窼か弓きゆう蒼そう刃はの余よ波はが天てん井じようを割り、砕くだけて落らつ下かしてくる瓦が礫れきの山のその隙すき間まから、カムラは駆かけ抜けていく少年の姿すがたを目もく撃げきする。

　半身を霧状に変化させて、同じく霧状のグリオの肉体を強ごう引いんに摑つかんで移動していた。本ほん来らい摑めるはずのない気体でも肉体を同どう調ちようし合えれば接せつ触しよくが可能であるらしい。グリオが霧状なのも少年が強きよう制せい的に変化を促うながしたからだ。カムラの攻こう撃げきを凌しのいだのも少年の機き転てんであろう。

「んなアホな……」

　そんな馬ば鹿かげた話聞きいたことがない。変化した肉体に接触することは、たとえ吸血鬼同どう士しであっても基本的に不ふ可能なはずだ。魔ま術じゆつを介かいすればその限りではないだろうが、そもそもあんな力ちから業わざ、魔術であるはずがない。

　変化したことで少年の体から《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》が離れていた。七羽わを戻し、合わせて十羽を肩に止まらせる。壁かべ際ぎわに並ぶ人じん外がいたちの中心に少年とグリオは降り立った。

「────」

　初めて、一対三〇〇の構こう図ずが浮き彫ぼりになる。両陣じん営えいが真まっ直すぐに睨にらみを利かし、大おお広ひろ間まの戦せん場じように彼ひ我がの戦せん力りよく差を視し覚かく的に捉とらえる間ま合あいが生まれた。カムラは自身が窮きゆう地ちに立たされていることを素直に自じ覚かくする。

　ぐりおひとり相手すんのもしんどいのに、わけわからんのまで出て来てからに……。

　その上三〇〇の人外が一いつ斉せいに襲おそい掛かってくるとなればもう絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいだ。

　勝しよう算さんは、ない。

「……こともない。しゃーないなー、奥の手使つこうたるか。ま、なんだかんだで十分楽しませてもろうたし。もうええわ」

　気の抜けた表情を浮かべ、緩かん慢まんとした動どう作さで構えに入る。左腕うでを真ま上うえに掲かかげ、聖獣ヴイアツアを掌てのひらの先に集め、十じつ羽ぱが飛ひ翔しようして日にち輪りんを描いたところで拳こぶしを握った。

　その瞬しゆん間かん、十羽の《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》が一つの巨きよ大だいな球きゆう体たいに変わった。

　膨ぼう大だいな魔ま力りよく量と光こう熱ねつエネルギーを発する擬ぎ似じ太陽。触れるものは蒸じよう発はつし、近づくものは燃え尽きる。大陸を干ひ上あがらせたとされる神しん話わの体たい現げんに見る者はおののきを禁じ得ない。

　一対三〇〇の数の差を埋めるものは圧あつ倒とう的な破は壊かい力りよくだ。

　すべてを消しよう滅めつせしめよ。グリオも少年も人じん外がいたちもすべて、すべて。城さえも跡あと形かたなく吹き飛ばしてやろうと気き迫はくを漲みなぎらせ──。

　構えに入ってからわずか三秒ほどで射しや法ほうを終えた。対たい処しよの隙すきすら与えずに、何が起こっているのかいまだ理解が及んでいない間ま抜ぬけな人外たちに照しよう準じゆんを合わせ、引き絞しぼった弦つるから矢を放つが如ごとく左腕を振り下ろす。

　カムラの全ぜん力りよく全ぜん開かい、最大級きゆうの隠かくし球だま。

　皇こう弓きゆう蒼そう破は。

「ほなな！」

　蒼あおき太陽がグリオを中心とした人外の集団の中へと墜おとされた。閃せん光こう弾だんは加か速そくとともに魔力を増ぞう幅ふくさせて迸ほとばしり、滞たい留りゆうする空気を焦こがして巻き込むと一ひと際きわ眩まばゆい光を弾はじいて、爆はぜた。

　為なす術すべなく。

　大おお広ひろ間まは一いつ瞬しゆんのうちに跡形もなく消しよう失しつする、

　はずだった。

　──おいおい。そりゃあかんやろ。いくらなんでも無む謀ぼうやで。

　カムラは見た。皇こう弓きゆう蒼そう破はの光こう球きゆうに身を投げる少年の姿すがたを。どのような自信からか一いつ切さい恐れを抱かずに身み一つで《天ヤ照タ之ガ黒ラ烏ス》の蒼そう炎えんを受け止める愚おろかな吸きゆう血けつ鬼きを、しかし滑こつ稽けいだとは思えずにただただその目は釘くぎ付づけとなる。わずかにもたげた興きよう味みと期待がその先を見たいと訴える。何を為すのか、そら無ぶ様ざまを晒さらせと鼻息を荒くしてカムラは前のめりになった。

　期待に反して、……いや、ある意味期待通りの光こう景けいが目もく前ぜんで展開されていた。

　光球に包まれた少年は衣い服ふくを消失しただけで無む傷きず。髪かみの毛の一本も燃えることなく悠ゆう然ぜんと立ち塞ふさがっている。わずかな余よ波はすら背後に漏もらすまいと抱え込み、やがて聖獣の光を受け止めた両腕が圧あつ縮しゆくされたものを解き放つかのように、引き裂さくように、左右に開かれた。

　パァン！　と聖獣は霧む散さんし、赤あか紫むらさき色いろの光コ点アがちろちろとカムラの元へ帰っていく。

　隠し球すら無む効こう化かされたカムラだが、なぜか口くち元もとは楽しげに歪ゆがんでいて、

　身を挺ていしてのボケに全力で突っ込んだ。




「だ、か、ら！　なんでおどれには聖獣が効かへんねん！」

「いやあ、──それ、俺おれだって知りてぇよ？」




　頭を搔かく少年に呆あつ気けに取られたその瞬しゆん間かん、背後から来た威い圧あつにカムラは敗はい北ぼくを悟さとる。

　いつの間にかグリオに回り込まれていた。

「訊ききたいことがあるのでな、殺しはせん。安心して眠れ」

「はっ。そりゃまたおおきに」

　グリオの拳こぶしがカムラの腹ふく部ぶを撲うち、肋ろつ骨こつと内ない臓ぞうを押し潰つぶした。即そく死しでないものの致ち命めい的な一いち撃げきを浴びたカムラは、そこで意い識しきを失った。




　　　　　　　　　　†




　グリオが脇わきに抱えている和わ服ふく美女を改めて見た。二十代後こう半はんくらいの、おそらく日本人のお姉ねえさんである。

　──すげえ強かったな、この人。

「眷けん属ぞくがいなければ私は殺されていたことだろう。あるいはここにいる全員が滅ぼされていたかもしれんな。この人間の敗はい因いんは単たん独どくだったことと、眷属がこちら側にいたことだ」

　グリオが万ばん全ぜんでなかったとはいえ、たった一人の聖ナ殲ー士バにここまで苦く戦せんを強いられた。他に彼女に仲間がいたならこちらの方が危なかっただろう。

　本物の聖殲士の実力と、本物の戦せん場じようを垣かい間ま見みた気がして、晴はる夜やはしばし呆ぼう然ぜんとした。すぐにでも腰を抜かしたいほど足はがくがくと震えているが、ともかく後ろに控えている人じん外がいたち──いまや守るべき仲間たちの歓かん声せいを聞いていると毅き然ぜんとして佇たたずむのが正しいような気がしたので、なんとか持ちこたえる。

　満まん身しん創そう痍いであるはずのグリオは仲間たちを労いたわり、皆に声を掛けて回っていた。晴夜もテアの無ぶ事じを確かく認にんしに彼女がいるはずの厨ちゆう房ぼうへと足を向けた。

　そのとき、振り返った正面でポニーテールの少女がへなへなと腰を抜かした。聖殲士が現れたとき晴夜と共に大おお広ひろ間まに降り立った、グリオの二番目の妹のアモナ・クライネウィスタである。彼女もまた聖殲士の暴ぼう力りよく的な戦せん力りよくを目まの当たりにして気け圧おされたようだ。

　尻しりもちを着くアモナの肩に手をついた。アモナは驚いて顔を上げると、すぐに赤せき面めんして俯うつむいてしまった。

「恥はじることねえよ。俺おれだって怖こわかったんだから。それよりも、みんなを守ろうとしてすぐさま先せん陣じんに立ったアモナの勇気に感動したよ。警けい備び兵へいってのは恰かつ好こうだけじゃなかったんだな。俺、アモナのこと誤ご解かいしてた。悪かった」

　軍ぐん服ぷく姿も趣しゆ味みが高じた末のコスプレなのかと思っていた。それこそがアモナの決意の表れなのだといまならわかる。

「お気き遣づかい心より感謝いたします。……ですが、私などハルヤ様の盾たてにすらなれず、それどころか庇かばわれてしまう始し末まつで……！　なんと不ふ甲が斐いなく情なさけないことでありましょうか……ッ！　己おのれの未み熟じゆくさにただただ恥はじ入るばかりです……！　……私は警けい備び兵へい失しつ格かくであります」

「お、おい、んな大おお袈げ裟さに考えるなよ。──大だい丈じよう夫ぶ！　アモナは今の自分が情けないって思うんだろ？　そういうやつはさ、この次は同じ失敗しないようにってきちんと反省して努力できるやつなんだよ。今回の戦いでいろんなことを学んで、自分自じ身しんのことも知れた。だから、きっとアモナは成長できる。絶対に強くなれる！　この城を守れるのはこの城が大好きなアモナしかいない！　失格だなんて言うな。俺おれはそうは思わない。ほら、顔を上げろよ」

「……ハルヤ様」

　目め尻じりに涙を溜ためたアモナ。すんと鼻を啜すすりつつ、おずおずと顔を上げて、しかし再び顔を真まっ赤かにして俯うつむいてしまった。立ち直った様よう子すはない。

　──うーむ。俺ってやっぱり口くち下べ手たなんかなー。励はげましの言葉の一つも上う手まく言えねえや。

　そんな自分の不甲斐なさこそ嘆なげく晴はる夜やであったが、

「もう、もう、もう────っ！　腰抜かした女の子に全ぜん裸らで迫って何がしたいんですかこの変へん態たいナルシストは────っ！」

　背後からケツを思い切り蹴けり上げられていた。その際、勢い余って股こ間かん部分がアモナの頭部に接せつ触しよくし「ひぃ……ッ！」という悲鳴を聞いた、気がした。気のせいだと思いたい。

「痛ってぇなテア！　テメエずっと姿すがた隠かくしてたくせになんたる仕し打うちを……！」

　テアはものすごく冷たい目つきで「はん」と鼻を鳴らす。

「なあに粗そ末まつなモノぶら下げて恰好かつこつけてんですか。やっぱり晴夜は変態だったのですよ。もう男だろうと女だろうと幼よう女じよだろうと関係ないのです」

「おいこら、誤ご解かいを招くようなことをここでも言うかッ!?」

　そもそも幼女関係ねえだろう！　あと粗末言うなや！　そんなに俺を貶おとしめたいか!?

「さっき聖ナ殲ー士バが攻めて来たんだよ。相手の聖獣ヴイアツア喰らったときに服だけ燃えたんだ。うっかりしてたよ、悪かったな。っていうか、テアこそこっちが大変なときにどこで何してた!?」

「晴夜が言っていたように物もの陰かげに隠かくれていたのです。わたしが出て行けば戦いの邪じや魔まになったでしょうし、晴夜も気になってしょうがなくなるでしょうから」

「むう……」

　反はん論ろんのしようがない。テアの判はん断だんはとても正しい。くそ、テアのくせに。

「……あの、この方は一体……？」

　テアを吸きゆう血けつ鬼きと見抜いたのか、アモナが緊きん張ちようした面おも持もちで尋たずねてきた。晴夜が答える前にテアが口を開いた。跪ひざまずくアモナを傲ごう慢まんに見下ろして、

「晴夜のご主人様さまです。わたしと晴夜は一いつ心しん同どう体たい。おまえなんかが入り込む余よ地ちはねえのです」

「……………………」

　なぜか。視線をバチバチと戦わせるお二人さん。険けんの宿ったアモナの顔は聖殲士が現れたとき以上に凄すごんで見える。……あ、あれえ、どういう状況だこれ？

「──まったく。何から何までそのまんまでイライラするですよ……！」

　ふんとそっぽを向く。ご機き嫌げん斜めなテアに首を傾かしげるしかない晴はる夜やであった。

　しばらくしてグリオが戻ってきた。聖ナ殲ー士バを地下牢ろうに監かん禁きんしてきたらしい。

「ジョニーが身体からだ中じゆうに擦さつ過か傷しようを付けたくらいで、他には特に目立った怪け我が人はいなかった」

「そっか。良かった。で、おまえは大だい丈じよう夫ぶなのか？　聖獣ヴイアツアの攻こう撃げきをモロに喰らっただろ？」

「心配するな。死ぬほどではない」

　それはつまり、動くだけでやっと、という意味にも取れた。

　和わ服ふく姿すがたの聖殲士は生いけ捕どりにできた。いまこの城に迫っている危き機きを把は握あくするためにも、何としてもあの聖殲士から目的を聞き出さなければならない。

「すまないが私は回復に努める。後のことは眷けん属ぞくに任せたい」

　緊きん張ちようした面おも持もちで頷うなずく晴夜。

　グリオも頷き返し、至し極ごく当然という口く調ちようで命令した。

「あの女を拷ごう問もん部屋へ連れて行け。念のため身み包ぐるみ剝はがしておいて、それから拷問に掛けろ」

　どんなコトでもしていい、と。

「……」

　──おいおいそりゃなんてエロゲーだい？













　二章『ガレの足あし跡あと』







　晴夜たちがスペインに到とう着ちやくする一週間前まえ、ローマにある教会の『総そう本ほん山ざん』──大たい派は会かいが本ほん拠きよ地ちとしている大だい聖せい堂どうにエスメラルダ・オルギンの姿があった。数日前まえまで日本の森しん星せい学園生徒会かいの書しよ記きを務めていた彼女だが、真しん祖そインゴルフの襲しゆう撃げきを受けて学園が閉へい鎖さしてしまったいまとなっては、本ほん業ぎようである聖せい道どう士しに立場を戻している。聖殲士候こう補ほ生せいとして修しゆ行ぎように励はげんでいたのはまったくの擬態フエイクであり、エスメラルダに直接吸きゆう血けつ鬼きと戦うような崇すう高こうな使し命めいは与えられていない。彼女の役割はこれから先も変わらず密みつ偵ていのままだろう。

　聖せい具ぐ保ほ管かん庫こに通されたエスメラルダはそこで、かつて聖せい人じんが遺のこしたとされる奇き怪かいなシルエットをした呪じゆ術じゆつ具ぐの手入れをしている老ろう人じん──ギエフ・ダナ・トトーティフ司し教きよう枢すう機き卿きようと向かい合った。

　丸っこい顔つきに人の良さそうな笑えみ、さらにしゃがれた声も耳に優しく、告こつ解かいを勧すすめられれば心は緩ゆるんで思わず跪ひざまずきたくなってしまう。そんな包ほう容よう力りよくを感じさせる老人である。

「よく戻ってきた。此こ度たびは大変だったのう。ピエルマルコも無む茶ちやをさせる。あれにいくつもの権けん限げんを持たせたのはやはり間違いだったかの？」

「構いませんわ。お仕事ですもの。ただ、高校生という年じゃないから居づらくはあったけど」

　たわむ胸むな元もとを押し上げるように腕を組み、肩を竦すくめておどけてみせる。三歳さいもサバを読んで入学した学園での生活は、生徒会の面めん々めんがいなかったら虚むなしいだけのつまらないものになっていたに違いない。場ば違ちがいが自分以外にもいるというのはいろんな場面で救われた。

「……少しだけ名残なごり惜おしくもありますわね」

「真しん祖その襲しゆう撃げきに遭あったそうだの。ローズ・ホルネイが苦心して創そう設せつしたというに、なんと運の悪い。我ら筺きよう界かい本ほん部ぶも遺い憾かんに思うておる」

　悲ひ壮そうな顔つきでかぶりを振る。実際は、本ほん家け『筺界』からの監かん視し者しやであるホルネイ学園長ちようの失しつ態たいを小こ躍おどりして喜びたいはずだ。大たい派は会かいを『筺界本部』と呼こ称しようするのも本家に対して引け目を感じているからこそであり、本家の名みよう代だいを裁さばける立場にあるギエフ老はようやく胸のう裏りにあるこのわだかまりを払ふつ拭しよくできる機き会かいを得、腹の中では大たい笑しようしていることだろう。

　筺界とは教会の実行機き関かん──聖ナ殲ー士バや聖せい道どう士しといった吸きゆう血けつ鬼き殲せん滅めつを任にん務むとする部ぶ隊たいの俗ぞく称しようだ。

　かつて日本の呪じゆ術じゆつの家か系けい『加か護ご家け』の呪術師しを教会側がわが招き、秘ひ術じゆつの教えを乞こい、そのための特とく別べつ機関・本家『筺界』を教会内ないに発ほつ足そくさせた。加護家の秘術を積せつ極きよく的に聖せい魔ま術じゆつに取り入れて即そく戦せん力りよくとなる聖殲士を生み出し、聖獣ヴイアツアという武ぶ器きまで編み出すことに成功する。すべては人じん外がいを、そしてその最たる吸血鬼を滅ぼすためであった。

　しかし、人外を容よう認にんし共きよう生せいすることを是ぜとする加護家では教会の排はい他た的てきな方針を受け入れることができず、数百年ねん前まえに袂たもとを分かつことになる。

　加護家から切り離された本家『筺界』は組織内ないで孤こ立りつした。加護家から鞍くら替がえした術じゆつ者しやの子し孫そんを中心に結けつ成せいされた大派会が『筺界本部』を名な乗のることによって本家は立場を取って代わられ、現代においてはほとんど形けい骸がい化かしてしまっている。

　ローズ・ホルネイは本家の人間、つまり加護家の理り念ねんを引き継ぐ者として森しん星せい学園を日本の斑まだら王おう路じ市しに創そう設せつした。そこに搔かき集めた聖殲士候こう補ほ生せいたちに加護家の教育を施ほどこすことで本来の筺界の思し想そうを広く植え付けていくことを狙ねらっていたようだが、──先日の事件もあって閉へい鎖さに追い込まれてしまった。

　ギエフは大派会の一員として胸のすくような思いであろう。

　生徒を装よそおいつつ学園のあら探しをしていたエスメラルダとしては心こころ苦ぐるしい。

　正直、上じよう層そう部ぶ間でのいざこざなんてどうでもいいが、ホルネイ個人には好こう感かんを持っているのでその処しよ遇ぐうについてだけは気になるところだ。

「検けん邪じや聖せい省しようにて審しん問もんを執とり行う。審問官かんは儂わしじゃ。ローズ・ホルネイには気の毒どくじゃがの、此こ度たびの一件で多くの死者が出ており、さらに『聖せい者じやの四し肢し』まで紛ふん失しつしたのでは酌しやく量りようの余よ地ちがないでの。厳げん罰ばつは避けられないであろうのう」

　エスメラルダの内ない心しんを読み取ったかのように口にした。

「……残念ですわね。あたし、あのおばあちゃんには随ずい分ぶん可愛かわいがられていましたわ」

「おまえさんが気にかけることではないがの。ローズ・ホルネイのことは忘れることだの」

　エスメラルダを慰なぐさめるように微笑ほほえみかけるが、愉ゆ悦えつを隠かくし切れなかったせいでガマガエルが笑っているように見えた。温おん厚こうで柔にゆう和わな印いん象しようがかえって腹はら黒ぐろさを窺うかがわせている。

　鼻はな白じろんだエスメラルダは頷うなずくことができなかった。

「それよりも、おまえさんには引き続き任にん務むにあたってもらわねばならんの。ピエルマルコの動どう向こうを逐ちく一いち報告するのだ。『ガレの足あし跡あと』は一種タブーの領りよう域いきでの、魔ま印いんを考こう案あんし確立させた偉い大だいなる賢けん者じやの置き土産みやげだ、掘り起こせば何があるかわからんからの」

「ピエルマルコに言って控えてもらえばいいのではないかしら？」

「ピエルマルコに権けん限げんを与えたのは儂わしじゃしの、ある程度は信しん頼らいもしておるでの。……しかし、聖せい女じよの護ご衛えいにセキエイを抜ばつ擢てきするというのは些いささかやり過ぎじゃ。権けん柄ぺい尽ずくが行き過ぎて大たい派は会かいの意に沿わぬことをし始めたら困る。困るでの。おまえさんにはどうかピエルマルコが道を違たがわぬよう見守ってほしいのう」

　あからさまに、監かん視しせよ、と言っていた。その上でピエルマルコが叛ほん意いを示した場合の対たい処しよも仄ほのめかしている。

　エスメラルダの聖獣ヴイアツアが発はつ動どうするとき、取り憑つかれた者は確実に死に絶えるというのに。

「あたし、いまの配はい属ぞくはピエルマルコの部ぶ下かだったと思いますけど……」

「なあに、二重スパイをしろと言うておるんであっての、それ以上難むずかしいことを押しつける気はないでの。安心せい」

「……」

　──安心ねえ……。できるわけないじゃない。どうせ私にも監視が付けられているんでしょうし。喰えないお爺じいさまだわ。

　しかしそれすら慣れっこである。暗あん殺さつせよと命じられて遂すい行こうできなかったことは一度としてない。いつものこと、とエスメラルダは諦あきらめ混じりに息を吐く。

「ではの。任せたぞ」

「……仰おおせのままに」

　ギエフに細かな指し示じを与えられた後、聖せい具ぐ保ほ管かん庫こを後にした。




　エスメラルダ・オルギンには歳としの離れた弟妹が五人いる。

　五人が五人とも幼よう児じを脱し切れていない時期に、彼女らは両親を吸きゆう血けつ鬼きに殺された。長ちよう女じよのエスメラルダは復ふく讐しゆうを誓ちかうよりもまず弟妹を健けん全ぜんに育てられる環かん境きようを望んだ。幸い、弟妹たちは幼かったために吸血鬼の姿すがたを見ておらず、現在までその存在が架か空くうのものであると信じている。あえて復讐を誓わせて戦せん場じように送り込む必要はなく、教会が戦せん力りよくを欲しているならば、五人分の働きをエスメラルダがするまでだ。教会内ないでの派は閥ばつ抗こう争そうに投とう入にゆうされ、暗殺と裏うら切ぎりを繰り返す。身に宿る聖獣ヴイアツアが間かん諜ちように特とつ化かしたものであることがどこまでも皮ひ肉にくであった。

　どのような汚よごれ役やくだろうと自ら進んで引き受けた。

　その交こう換かん条件として五人の安全は保ほ証しようされている。

　弟妹が無ぶ事じであるならそれでいい。もしも間諜であることがバレて制せい裁さいを受けることになったとしても、後こう悔かいはすまいと決めていた。聖獣《曝かれる虚飾無形バシリスクス》は正しよう体たいを見破られたそのとき死と無に帰するが運うん命めいである。

　エスメラルダは確かつ固こたる信しん念ねんを持って我を貫つらぬき続ける。

「仕事か？　メル」

　リライラ・ボーグが寄き宿しゆく舎しやへと繫つながる回かい廊ろうの柱にもたれて待ち構えていた。ローマへの召しよう喚かんに際して（半なかば無む理りやり連れて来た感はあるが）付いて来てくれた、初めて心を許せた唯ゆい一いつ無む二にの親友である。

　仕事、と口にしたその表情は硬く、どこか怒っているようにも見えたのはきっと気のせいではない。

「……知ってたの？」

「私は森しん星せい学園の生せい徒と会長だったのだぞ？　全ぜん校こう生徒の経けい歴れきくらいなら調べ尽くしている」

「それは怖こわいわね」

　経歴なら大たい派は会かいによって隅すみ々ずみまで改かい竄ざんされているはずだが、聡そう明めいなリライラのことだ、エスメラルダの聖獣の特とく色しよくとローマと大派会のきな臭くささとを結びつければ『仕事』の内容もおおまかな予よ測そくがつくのだろう。エスメラルダが召還に応じることを渋っていたのも考こう慮りよに入れればそれはすでに確かく信しんに変わっていたはずだ。

「メルの故こ郷きよう──スペイン行きは取り止めになりそうだな」

「いいえ。目的地ちは変わらないわ。次はスペインでのお仕事なの。ちょうど良かったわ」

「そうか……。私は何をしてやれるわけではないが」

　そう言って、エスメラルダの隣となりに立って歩き出す。背中を押してくれるかのように並んで同じ道を行く。

「どのようなことがあってもメルのすべてを肯こう定ていしよう」

　どんな汚れ役を為なそうともリライラだけは理解すると約束してくれた。

　その一ひと言ことだけでこの胸は熱くなり、涙が溢あふれそうになる。

　弟妹のためなら何だってできると思っていた昔、まさか潜せん入にゆうした学園で出会った強く凛り々りしく麗うるわしい同級生に心を奪うばわれ、それまでの自分を疚やましいものに感じてしまうだなんて夢にも思わなかった。学園を離れがたいと思う心はすべてリライラに傾いた感情だ。

「ありがとう、リラ」

　死にたくないとさえ思い始めていた。

　確固たる信念に生じた亀き裂れつが徐じよ々じよに深さを増していく。




　　　　　　　　　　†




　森しん星せい学園に入学するには一定の基き準じゆんが設けられている。

　世界四よん箇か所しよにある孤こ児じ院いん施し設せつ『雛鳥の巣ホリイハウス』で教育を施ほどこされた孤児の中から聖ナ殲ー士バの素そ質しつがあると見込まれた者にのみ入学が勧すすめられるというものだ。

　実際のところ、生徒の選せん出しゆつには政せい治じ的な要よう素そも色いろ濃こく反はん映えいされていた。大たい派は会かいは未来の幹かん部ぶ候こう補ほを送り込み候補生せいのうちから聖殲士を手なずけようと画かく策さくし、また教会自じ体たいも教きよう義ぎが歪ゆがめられぬよう信しん心じん深い者を推すい薦せんする向きがあった。しかし、どんなに人じん心しん掌しよう握あく術じゆつに長たけていようとも、どんなに神の教えに忠ちゆう実じつであろうとも、戦えぬ者に聖殲士は務まらない。森星学園が欲する人じん材ざいとはただ戦いに特とつ化かした者のみだ。

　ホルネイ学園長ちようは厳きびしい審しん査さを重ねて素質の無い者は徹てつ底てい的に弾はじいてきた。しかし逆に言えば、聖殲士としての素質が十分あれば、たとえ政せい敵てきの差さし金がねであっても、ホルネイは迷わず彼らの入学を認めた。そこにはホルネイなりの政せい略りやくも隠かくされていたのだが、そうして組そ織しき間かんで化ばかし合うことでかつての学園の体てい裁さいが作られていったのである。

　学園を代表する生徒会の面々にもまた入学には特別な経けい緯いがあった。

　リライラ・ボーグはホルネイから直じき々じきに招しよう請せいされた。実戦経けい験けんがあり人じん望ぼうも厚いこともあって、当初から生徒会長に推おすつもりで招いたようだった。客きやつ観かん的に見てもこの人じん選せんは正しい。

　副ふく会長を務めたジョイ・アイスマンは教会ブラジル支し部ぶが選せん抜ばつした敬けい虔けんな信しん者じやのひとりであった。教会の規き範はんとなって学園内部の思し想そうの均きん衡こうを図ることを任にん務むとしていた。

　龍ロン飛蕾フエイレイは中ちゆう国ごく支部を実じつ質しつ支配する龍ロン家けの末すえ娘むすめである。龍家は教会内ないでは一いち大だい勢せい力りよくを持ち、世界中の支部から注ちゆう目もくを集めた森星学園にその血けつ脈みやくを入学させることで教会全ぜん体たいを、延ひいては大派会を監かん督とくする狙ねらいがあった。

　エスメラルダ・オルギンに至っては学園の実じつ体たいとホルネイ自身への内ない偵ていという簡かん明めい直ちよく截さいな目的を持って大派会から送り込まれた。

　ジョイ、飛蕾はそういった事情を隠す気がなく堂どう々どうと公こう言げんしていた。エスメラルダは任務の性格上悟さとられぬよう努めていたが、不ふ自然な略りやく歴れきと聖殲士の特とく性せいから憶おく測そくは容易であった。

　学園内ないでの人にん間げん関係や、裏で手を引く組織の存在をリライラが調べ上げることはホルネイの計算の内だったようだ。将しよう来らい聖殲士となり、筺きよう界かいを背負って立つであろうリライラへの教育といったところか。うまく乗せられたと早々に気づいてはいたが、せっかくの機き会かいなので立場を存ぞん分ぶんに利用させてもらった。

　そうして生徒のみならず教員たちの隠された略歴を洗い出したとき、その過去や入学許きよ可かが下りた理由が不ふ可か解かいな人物が絞しぼり出された。

　大おお道みち晴はる夜や。

　祝しゆく福ふくを受けたにもかかわらず聖獣ヴイアツアが宿らなかった、聖せい魔ま術じゆつ無む効こう化か体たい質しつの少年。ロシアで保ほ護ごされ、後にイギリスの『雛鳥の巣ホリイハウス』で育った彼だが、聖ナ殲ー士バの素そ質しつが皆かい無むであることは明めい白はくだった。にもかかわらず、森しん星せい学園への入学が認められた。

　初めこそ物もの珍めずらしさから観察対たい象しようとして招かれたものと思った。また、素質の無い者を聖殲士に仕立て上げれば成果となり学園の意い義ぎを内ない外がいに広く主張できるので、利用価か値ちとしても十分だとも理解した。

　しかし、蓋ふたを開けてみれば本物の落ちこぼれでしかなく、特に目を掛けていたリライラでさえ観察する必要性せいも次し第だいに感じられなくなった。ホルネイがそのことを見抜けなかったとは思えない。

　学園にいた理由はついぞ見当たらなかったが、もしや彼の出しゆつ自じに秘ひ密みつがあるのではと疑うようになる。

　そもそもなぜ日本人である彼がロシアにいたのか。

　保護される以前の記き憶おくを失っているらしく、覚えていた名前が本当に少年のものかも怪あやしい。

　何もかもが謎なぞに包まれている。

　──吸きゆう血けつ鬼きに連れさらわれてしまったいまとなっては、考こう察さつするだけ無む意味なのかもしれないが……。

「大おお道みち晴はる夜やをダシにするのは些いささか人じん道どうに背そむく行為ではないかと」

「……ふうん？」

　ピエルマルコは片かた眉まゆを吊つり上げてリライラを見つめた。

　リライラとエスメラルダはセビーリャにある教会の支部、大だい聖せい堂どうを訪れていた。合流する人間はエスメラルダひとりと考えていたピエルマルコは予期せぬ随ずい行こう者しやに驚きを隠かくせずにいたが、リライラへの興きよう味みもあったのか歓かん迎げいした。

　執しつ務む室しつで向かい合う。張り詰めた空気の中、ピエルマルコは相そう好ごうを崩くずした。

「ははははっ、ダシにするとは人聞きの悪い。亡なくなった友人の分まで懸けん命めいに生きていくようにと励はげましただけですよ。こんなの常じよう套とう句くじゃないですか？」

「──〝吸血鬼の眷けん属ぞくにされた大道晴夜君を取り戻すために協力してほしい〟──こんなものが教会の司し祭さいが使う常套句か？　屍鬼グールにされた人間は殺すことでしか魂たましいを救う手立てはないと教わってきたのだが、まさか元の人間に戻す方法があったとはな」

「そんなものはありません。誤ご解かいしないでほしい。いまにも死んでしまいそうな彼女に希望を持たせるには噓うそを吐くしかなかったんです」

　しかし、吸血鬼の眷属がすべて屍鬼になってしまうという教会の教えそのものが噓であることをリライラは晴夜を通して知っている。前線で戦う聖殲士ならば『成り上がり』の存在などすでに認められているはずだ。元の人間に戻せなくとも共きよう存ぞんする方法を模も索さくすることは可能なのだ。

　聖ナ殲ー士バを指し揮きする立場にあるピエルマルコがその事実を知らないはずがない。

　その上で、

「そうまでしてユウリ君を欲する理由がわからないな。どうして彼女なんだ？」

　ピエルマルコの瞼まぶたがぴくりと震える。「ああ、本ほん題だいはそちらか」と苦く笑しようを浮かべた。

「ユウリさんは優ゆう秀しゆうですよ。貴女あなたの次にね、リライラさん」

「ならば先に私に話があってもよさそうだがな。──回りくどいのは好きじゃない。単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊きこう。『聖せい女じよ』とは何だ？　ユウリ君の過去がすべて抹まつ消しようされているのはなぜだ？」

　不ふ可か解かいさで言えば大おお道みち晴はる夜やを超える。

　ユウリは教会にも、筺きよう界かいにも、忌き避ひされているきらいがあった。

「過去視しが関係しているのかな？」

　ユウリが持つ能力である。それが聖獣ヴイアツアによるものか最初から有していた超ちよう能力なのかはわからないが、彼女の価か値ちを決定付づける最大要よう因いんである。

「そうなると、『ガレの足あし跡あと』を辿たどるには過去視が必要であると考えられるな。彼女を連れている理由にも説明が付く」

「ストップ！　単刀直入にしてもはっきりし過ぎですよ。もう少し濁にごしません？」

　ピエルマルコは額ひたいに手を添えてソファに深くもたれた。どこで誰だれが聞いているかもわからないというのに、その不ぶ用よう心じんさを嘆なげいている。

「意い外がいだな。聞かれても問題ないだろう」

「大アリですよ。ユウリさんが重じゆう要よう人物であると知られれば僕を貶おとしめたい人間は彼女を狙ねらうでしょう。いまユウリさんを失うのはかなり痛い」

「学園から連れ出した時点でとっくに気づかれているよ」

「そうでしょうとも。ですが、利用価値まではわからない。能力のことは口こう外がいしないで頂いただきます。失うよりも僕以外の人間に使われる方がダメージは大きいのですから」

　ピエルマルコの背後にいるのは大たい派は会かいだ。それに取って代わろうと企たくらむ下か位い派は閥ばつなど数え上げればキリがないが、はたして上じよう下げ関係を覆くつがえせるだけの効果がユウリと『ガレの足跡』にあるのかどうか、疑問である。

　ともあれ、用意周しゆう到とうに事を進めてきたピエルマルコのことだ、ユウリの管理は徹てつ底ていしているはず。

「やはり問題はなさそうだ。どうせユウリ君に催さい眠みんの聖せい魔ま術じゆつでも施ほどこしているのだろう？」

　ピエルマルコは微笑ほほえむだけで答えない。

　訊いてもこれ以上の返答はないだろう。ある程度思おも惑わくが測れたのでそれで良しとした。リライラはソファから立ち上がり執しつ務む室しつを後にする。

　背後から声。

「そうそう。それで、貴女あなたは僕の作戦に参加してくださるのでしょうか？」

　当初の用よう件けんはその許きよ諾だく確かく認にんであった。

「グラナダにいる吸きゆう血けつ鬼きの討とう伐ばつだったな」

「はい。Ａシングルクラスの吸血鬼が人じん外がいどもを集めてコミュニティを形成しています。ええっと、吸血鬼の名前は──。どうやら現在城しろを留る守すにしているようですね」

　敵てき勢せい力りよくは小しよう規き模ぼらしい。実力はあれどいまだ候こう補ほ生せいのリライラを戦せん場じように投とう入にゆうするにはギリギリの線だろう。かつてゲリラ的に戦場を駆かけていたので本ほん音ねを言えば物足りない限りだが。

「若じやく輩はいの身でよければ助じよ力りよくは惜おしまない。出発前まえに聖ナ殲ー士バや聖せい道どう士したちに挨あい拶さつするとしよう」

「城の門もん番ばんを捕とらえてあります。巨きよ人じん族ぞくの末まつ裔えいだったかな、物もの珍めずらしいんで殺さずに痛め付けているんですが、どうですか？　リライラさんも憂うさ晴らしをされてみては？」

　ドアを勢いよく閉めることで返答とした。







　大だい聖せい堂どうの広こう大だいな中なか庭にわ。三〇〇名にも上る聖道士たちが整せい然ぜんと列を成していた。皆、聖獣ヴイアツアを宿してはいるが個こ性せいの要いらない軍ぐん隊たいの中では無む用ようの長ちよう物ぶつだ。前線で戦う聖殲士の補ほ助じよが彼らの任にん務むであり、その役割は多た岐きに亘わたる。物資の直接補ほ給きゆう、巣すの周辺索さく敵てきと地ち形けい状況の確かく認にん、時には巣す穴あな内部に侵しん入にゆうし敵勢力の把は握あくまで努める。聖殲士が戦いやすい環かん境きようを作ることに命を賭とした。

　決して安全圏けんにはいられない。

　戦せん力りよくにおいて聖殲士より格かく段だんに劣る彼らは常に死を覚かく悟ごして任務に臨のぞんでいる。

　しかし、その精せい悍かんな顔つきのどこに恐きよう怖ふの色があろうか。

　教会の教えに殉じゆんじることこそが誇ほこりであり、死後の世界の安あん息そくを約束するものである。

　死は恐怖ではない。

　本当の恐怖とは神から見放されることである。

　聖道士は一いつ糸し乱れぬ動作で敬けい礼れいし、股またを肩かた幅はばに開いて両手を腰の後ろで組んだ。直ちよく立りつ不ふ動どうで厳おごそかに見み据すえるその先には聖殲士がいる。部隊を指し揮きし、勇ゆう猛もう果か敢かんに先せん陣じんを切って出しゆつ撃げきする戦せん士しの姿すがたに聖道士たちは畏い敬けいの念ねんを禁じ得ない。

　三さん傑けんの一人、セキエイ。

　出しゆつ陣じん式しきを執とり行い、最強と謳うたわれる聖殲士と屈くつ強きような兵へい士したちが互いに志し気きを高めていた。

　まるで国同どう士しの戦争にでも行くかのようだな、とリライラは遠とお目めから集団を冷ややかに眺ながめている。

　セキエイはリライラの姿に気づくと、柔らかい笑えみを浮かべて片手を上げた。知らぬ仲ではないので手を振って返し、セキエイの傍かたわらに立つ人ひと影かげに視線を移す。

　ユウリがいる。

　覇は気きのない表情でボーッと聖道士の列を眺めているのだが、その異い様ような出いで立たちにリライラは思わず目を細めた。

　首にはロザリオの鎖くさりが巻き付けてあった。幾いく重えにも絡まった十じゆう数すう本ほんの鎖はまるで首くび輪わとリードのようにも見える。

　そうまでしなければ御ぎよしきれない神しん聖せい性せいだとでもいうのか。

　今回の討とう伐ばつ作戦の要かなめとして徴ちよう用ようされたユウリ──『聖せい女じよ』の意い義ぎとは何か。そこを見み極きわめんと目を光らせるリライラであった。




　同時に、ユウリに対して懸け念ねんすべき事こと柄がらが浮ふ上じようしていた。

　グラナダの吸きゆう血けつ鬼きはグリオ・ヘルツルと云いうらしく。

　奇くしくもそれが大おお道みち晴はる夜やを殺した敵の名と同じであるということだ。
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　──どういうこと。どうしてこんな事じ態たいに……。

　先にグラナダ入りしたエスメラルダ・オルギンは斥せつ候こう部ぶ隊たいと合ごう流りゆうを果たし、後にやって来るピエルマルコのためにリーメスヘルツェル城じよう内部の構こう造ぞうと戦せん力りよくの洗い出し、分ぶん析せきを命じられていたのだが、予よ期きせぬ事じ態たいに遭そう遇ぐうしていた。

　リーメスヘルツェル城の門もん番ばんを拉ら致ちし、『聖女』の力で城に関する記き憶おく情報を引き出すことには成功した。後は実際に偵てい察さつと捜そう索さくを繰り返して情報との誤ご差さを修しゆう正せいしていくだけだった。一からの把は握あくではなく、全体図ずありきでの確かく認にん作業なのでさほど時間は掛からないと思われていた。

　予定通り事が運べば明日あしたには制せい圧あつ作戦が開始されるはずだったのに……。

　勝かつ手てなことして……ッ！

「……それで、カムラが城に行ってからどれくらい時間が経けい過かしたの？」

　聖せい道どう士しの制せい服ふくに着替えたエスメラルダは本部テントの中央で部隊の面めん々めんを見渡した。

　斥候部隊の指し揮き権けんを一時的にではあるが委い譲じようされているので、この場にいる誰だれよりも立場は上だった。隊たい員いんのひとりが命めい令れいに従うように一歩前まえに進み出て発言した。

「はっ。およそ一〇時間が経過しております」

　一いつ瞬しゆん、エスメラルダは驚いた顔をしたが、すぐさま平へい静せいを装よそおった。

「……そう。……そっか。……一〇時間、って結けつ構こう、いやかなり長いわよね」

　硬こう鞭べんの先で机に広げた地図を叩たたく。

　ここ野や営えい地ちからリーメスヘルツェル城までの距離はおよそ三十キロ。

　森もり深くに異い空間を敷きその中に城を隠かくしているので直線距離だけでは単純な計けい測そくはできない。しかし、聖ナ殲ー士バの足と勘かんを頼りに行けば少なくとも一時間以い内ないには到とう達たつできると予よ測そくした。

〝穢崩えくずしのカムラ〟といえば好こう戦せん的でも知られる。独どく断だん専せん行こうした彼女が城を眺ながめただけで帰ってくるはずがない。まず間違いなく攻め込んでいる。

「あの城には吸きゆう血けつ鬼きも門もん番ばんもいないから、カムラほどの聖ナ殲ー士バなら三時間以い内ないに制せい圧あつできるわ」

　一度も会ったことのない聖殲士だが、聖殲士という人じん種しゆそのものは嫌いやというほど知っている。

　腕っぷしの強さも、我の強さも。

　待たい機き命めい令れいをあっさり破は棄きし、気の赴おもむくままに特とつ攻こうしてしまえるほどの豪ごう胆たんさを持つカムラである、たとえ不利な戦せん況きように立たされたとしても逃げ帰ることだけはしないだろう。

　考えられる状況は、──一つ、カムラは一〇時間経たった今でも戦せん闘とう行動中ちゆうであること。──二つ、制圧が完かん了りようしてもなお帰き還かんすることなく居い座すわり続けていること。──三つ、敵の罠わなに堕おちて行動不ふ能のうに陥おちいっていること。

　──四つ、カムラはすでに殺されていること。

「救きゆう出しゆつには行かれないのですか？」

　問われ、エスメラルダは不ふ敵てきに笑う。

「救出？　誰だれを？　質問が違うわね。捕とらわれた聖殲士を始し末まつしに行かなくていいのか、でしょ？　こちら側の情報が向こうに渡るのなら少ないに越したことはないわ。できれば拷ごう問もんされる前に口くち封ふうじしたかったところだけど」

　そのためにエスメラルダの聖獣ヴイアツアがあるのだが。

　会ったこともない聖殲士には使いようがない。

「死んでてくれると助かるわ」

　冷れい酷こくな発言に、しかし聖せい道どう士したちは顔かお色いろ一つ変えなかった。

「──まあ、なんにせよ。ピエルマルコとセキエイが来なくちゃ話にならないのよね。カムラがやられたのだとしたら、私たちだけで攻め込んでも返り討うちに遭あうだけよ」

　状況がわからない場合最さい悪あくの事じ態たいを想そう定ていして動くのが基本である。

　エスメラルダはキャンプ施し設せつの増ぞう設せつとセビーリャからの交通経けい路ろの確かく保ほを聖道士に命じ、ピエルマルコにも状況を報告した。手早い指し示じとその発はつ案あんにピエルマルコは感かん心しんしていたが、特に思うところもないので淡たん々たんと、着ちやく々ちやくと配はい備びを整えていく。

　しかしながら、エスメラルダはおろか斥せつ候こう部ぶ隊たいの聖道士たちも皆失しつ念ねんしていた。

　聖せい女じよユウリをピエルマルコと同どう行こうさせるにあたり、彼女の世せ話わ役やくに志し願がんして勝かつ手てに日本から付いて来ていた聖殲士候こう補ほ生せいの少女のことを。

　どこに紛まぎれていてもよく目立つ賑にぎやかな少女の不ふ在ざいを誰だれひとりとして気づかない。
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　拷問とは。

　対たい象しよう者しやに肉体的てき精神的苦く痛つうを与えて追い詰めていき、重要な情報を自じ白はくさせる行為を差す。

　古こ今こん東とう西ざいあらゆる拷ごう問もん方法が編み出され、特に魔ま女じよ狩がりが全ぜん盛せい期きだった中ちゆう世せいの頃ころには自じ白はくを目的としない、ただ残ざん虐ぎやく性せいのみを追求した拷問具ぐまで作られた。それは、たとえばぬくぬくと平和に育った人間には想そう像ぞうも付かないような凄せい惨さんなものから、想像できてもピンとこない奇き特とくなものまで幅はば広ひろい。

　基本、拷問方法は対たい象しよう者しやのアイデンティティと拷問者の嗜し好こう性せいの組み合わせから決められる。

　しかし、老ろう若にやく男なん女によで苦にが手てとするものは変わってくるし体力的にも違いが出てくるしで、おまけに精神を追い詰めたくても限界がどこかなんて見た目からではなかなか判はん断だんが付きにくいもの。単純に痛め付ければいいという認にん識しきだけでは対象者を殺してしまいかねないので、拷問とは拷問者にとってもとても神しん経けいを使う重じゆう労働であり、そのため拷問方法を安易に決められないのが普通である。

　奥が深いのである。

「ですけれどですけれど♪　まずは楽しむところから始めるべきよね♪　お互い性せい癖へきを探り合いながら徐じよ々じよに気持ちよくなっていってこそのプレイですものね♪」

　グリオの妹、第だい十一女じよのアナスタシア・オレイニクが喜き色しよく満まん面めんで自じ前まえの拷問グッズを鞄かばんいっぱいに詰めて拷問室に持ってきた。──どうぞこれでヤッちゃって♡　ということらしい。

　捕とらえた聖ナ殲ー士バの拷問をグリオから任されてしまったところに、自じ他た共ともに認めるサディストであるところのアナスタシアが、呼んでもないのに引っ付いて来たのだが。

　……いや、気持ちよくなってどうする。

　あとプレイゆーなや。

「相手は聖殲士なんだけど、こんなもんで拷問になるのか？」

　鞄を漁あさる。鞭むちやらロウソクやらはわかるとして──わかってもどうしようもないが──使し途と不ふ明めいのモノがごろごろ出て来て、拷問の奥おく深ぶかさに早くも引いた。

　この部屋にしてもそうだ。何百年も前に人間の手で作られ廃はい棄きされた城の地下に存在する拷問室。天てん井じようから吊つり下がる鎖くさりや黒ずんだ石いし造づくりの寝台などが視し覚かく的にも薄ら寒い。実際に使われていた跡あとがそこかしこにあって、思わず息を吞のむほどだ。

「ワタクシに任せて♪　これらの小こ道具は自じ作さくでして、初めてでも十分楽たのしめると評ひよう判ばんなの♪　晴はる夜やさんもきっと気に入るわ♪　大だい丈じよう夫ぶ♪　痛くしないから♪」

「……いやちょっと待て。俺おれがされる前ぜん提ていで話を進めるな」

　部屋の雰ふん囲い気きにそぐわない弾はずんだ声に一いつ瞬しゆん聞き違いかと思った。

「え♪　何ですか♪」

「だから、俺じゃねえって」

「ごめんなさい♪　痛くしないと言ったのは噓うそでしたわ♪　正確には痛みすら快かい楽らくに変えてあげる♪　って言いたかったの♪　心配しないで♪　ちゃあんと痛くしてあげるから♪」

　んな心配してねえよ。

「拷ごう問もんは俺おれにじゃないってば。いいか？　よく聞け。拷問はあっちにいる聖ナ殲ー士バにだよ」

「…………え？」

「素すで驚くなよ。『♪』付けろよ。キャラ崩くずすなっての。──って、さりげなく変なモンを腰に装そう着ちやくするんじゃない！」

「ちぇ♪」

「えらく可愛かわいらしい舌した打うちだけどな、俺のケツを舐なめるように眺ながめるのは即そつ刻こくやめてくれ」

「あ♪　でしたらこっちの電でん動どうウィンウィンちゃんをオススメしますわ♪　晴はる夜やさんのような初しよ心しん者しやでも満足させる自信がワタクシにはありましてよ♪　運が良かったですわね♪　明あ日すの朝には豚ぶたと呼ばれて喜ぶ男になれますわよ♪　むしろ豚になれますわよ♪」

「望んでねえし、そんなジョブチェンジ嫌いやだよ！」

「あらじゃあこちらは如何いかがかしら♪　にゅるにゅるウェポン君よ♪　先せん端たんをあっちの穴からこっちの穴に通してぇ、開いてぇ、スイッチ入れてぇン♪　あはん、あらやだ快感ン♪」

「おぅーいグリオぉー、おまえの妹は単なる変へん態たいだったぞー」

　明後日あさつての方を向いて嘆なげいてみせる。しかし、アナスタシアにそんな皮ひ肉にくは通じない。

　褒ほめられたみたいににっこりと微笑ほほえんだ。

「おほほほう!?」

　突然の奇き声せいに驚いて振り返ると、鞄かばんの中なか身みを物ぶつ色しよくしていたテアが目を爛らん々らんと輝かせてやたらグロテスクな造ぞう形けいの物体を掲かかげていた。

「こ、これは、あの伝でん説せつのＳＭグッズ……」

　震える声でそう言った。

　ＳＭグッズって言っちゃった。

　はっきり言うなよ。ぼかしてたのに。

「ああ、それでしたら、ちょっと径けいが大きいのですが強ごう引いんに穿うがてば使えないこともないですわよ♪　吊つり上げてしまえばいくらでも拡かく張ちようできるので万ばん人じん向けですわね♪」

「なるほどー。確かに拳こぶしほどの太さがあって簡単に入るとは思えませんが、その扱いやすさ調ちよう教きようのしやすさが伝説たる所以ゆえんなのですね。いやはや奥が深いのです。奥おく深ふかくまでずぶりと差し込めるこの道具のように──奥が深い」

「……いや、上う手まいこと言ったみたいな顔されてもさ」

　伝わってきたのは恐きよう怖ふだけだよ。

「どうしてここにテアがいんだよ？」

　いくら拘こう束そくしているとはいえ、吸きゆう血けつ鬼きの天てん敵てきたる聖殲士がいる拷問室しつによく来られたものである。テアは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげて、

「おや？　女じよ王おう様さまが欲しいという願がん望ぼうを耳にしたのですが」

「どういう状況で発せられた願望だろうな、それ。そして、それを聞いてなぜ自分が適てき任にんだと思ったのかも謎なぞだよ」

　まあいいや。テアが晴はる夜やの周りを引っ付いて回るのはある意味どうしようもないことと諦あきらめるとして。

　さらに謎なのは、

「えーっと、アモナさん？　君はそこで何やってんの？」

　入り口付近で立ち尽くし、アナスタシアの私し物ぶつと思われる細く長い真まっ赤かなロープを興きよう味み津しん々しんに体に巻き付けている。

　晴夜の声に反応し顔を上げたアモナは「あ」と漏もらした後、おもむろに姿勢を正した。

「扉とびらの見み張はり番ばんであります。ネズミ一いつ匹ぴき通しはしません。ご安心を」

「あ、ああ、ご苦労さん」

　ロープは巻き付いたままである。

　若じやつ干かん顔を赤らめているのは照れているからだろうか。

「アモナお姉ねえ様には刺し激げきが強いかもしれませんわよ♪　それでもよろしくて♪」

「構わない。警けい備び兵へいとして虜りよ囚しゆうへの尋じん問もんには立ち会わねばならぬのです」

　テアがつつつと近寄ってきて、耳みみ打うちしてきた。

「晴夜、あの女は追い出した方がよいのではないですか？」

「あの女って、アモナのことか？」

「そうです。この場にいても絶対に役に立ちません」

「おまえが言うな。別にいいだろ？　むしろ見張りとして立ってもらえるならありがたい」

　外で何かあってもすぐに対応してくれるだろうし。

　絶対にあってはならないことだけど、万まんが一いち聖ナ殲ー士バが逃げ出そうとしたときは扉を押さえて足あし止どめをしてくれるはずだ。

「まあったく！　晴夜はやっぱりあれですか、軍ぐん服ぷくの女がそんなに好きですか!?」

「おおう!?　なぜそれを!?」

　軍服マニアだということは親友のレオしか知らないはずなのに。

「い、いやいや、軍服とかこの際さい関係なくてだな。純じゆん粋すいにアモナのやる気を買っているだけで」

「しかもポニーテールです！　晴夜のどストライクの好みです！」

「なんでそんなことまで知っている!?」

　レオさえ知らないことなのに!?

「晴夜の匂においを嗅かいでいれば自おのずとわかります！」

「怖こわいよおまえ!?」

「噓うそですよ。あのリラ……なんとかへの態度を見ていればわかるってなもんです。──ふんだ。どうせ晴夜はわたしのことなんてどうでもいいのですね」

「リライラ先せん輩ぱいな。いい加か減げん覚えろよ。つか、なんでそんなめんどくさい結けつ論ろんになるの？」

　つーん、と顔を背そむけて、けれどチラチラと横よこ目めでこちらを窺うかがうテア。構ってほしいオーラ全開である。一方、話題の俎そ上じように載のせられたことにさえ気づいていないアモナは、晴はる夜やとテアの会話を不ふ思し議ぎそうに聞いていた。

　壁かべ際ぎわでジャラジャラと鎖くさりが音を立てた。

「そろそろええか？　あんま無む視しされるのも性格的に我が慢まんならんねん」

「あ」

　忘れてた、という風ふうに皆の視線が聖ナ殲ー士バに集まる。聖殲士は呆あきれたように溜ため息いきを一つ。

　聖殲士は壁から出ている鎖で手て足あしを繫つながれており、強きよう制せい的てきに立たされていた。

　広ひろ間まで暴あばれていたときと同じく着物姿すがたのまま。

　アナスタシア指し揮きの下、人じん外がいたちによって拘こう束そくされたのだが、身み包ぐるみ剝はがされていないのは晴夜たっての希望だった。ただでさえ年上のキレイ系けい女子である、全ぜん裸らでいられたら直ちよく視しすら難しい。どちらの拷ごう問もんかわからなくなってしまう。

「まったく甘ちゃんやな。罪つみ人びとは素すっ裸ぱだかにひん剝むいて火ひ炙あぶり水みず責ぜめが基本やろうに」

「んふ♪　そんな野や蛮ばんなのは趣しゆ味みではありませんのよ♪」

　いつの間にかバタフライマスクを被かぶったアナスタシアが鞭むちを片手にそんなことを言う。

　いや、おまえの趣味の場所でもねえよ？

「言うとくけどな、うちに拷ごう問もんは効かへんで？　やるだけ時間の無む駄だや。生かしておいても意味ないし、さっさと殺しぃ」

「別に♪　貴女あなたが屈くつしなくても教会への人ひと質じちにはなりますのよ♪」

「はん！　んなわけあるかい。捕つかまった時点で殺されたもんと想そう定ていして動くんが教会や。吸きゆう血けつ鬼きどもは見み境さかいなしのバケモンやさかいな。そういう認にん識しきでおれば捕まったうちかていまや殲せん滅めつ対たい象しようなんやで」

「それって、屍鬼グールと見なされるってことか？　それじゃあアンタは、もう……」

　帰る場所がないのか。

　教会は聖殲士に対してすらもそこまで冷れい酷こくになれるのか。

「それならそれで♪　教会への義ぎ理りもないのでしょう♪　教えてちょうだい♪　どうしてこのお城のことを知っていたの♪　ここには何が目的で♪　何人で♪　やって来たのかしらん♪」

「ひとりでぶらついとったら偶たま々たま見つけた城に吸血鬼がおったんや。そら攻めるやろ？」

「あら、あっさり吐いちゃった♪　それ、噓うそだって言っているようなものよ♪」

　アナスタシアがさっと手を上げると、後ろに控えていたテアが奇き妙みような道具を抱えて前に出て来た。掃そう除じ機きのようなフォルムをしているが先せん端たんに吸い込み口らしきものはなく、代わりにトゲトゲが付いた棍こん棒ぼうが差し込まれてある。電でん池ち式しきらしく常にごぅんごぅんと駆く動どう音おんを響ひびかせている。

　何に使う物なのかなんて見けん当とうもつかない。

「ちょちょちょ、あかんて！　なんやねんそのグロい道具は!?　何する気やねん!?」

　さしもの聖ナ殲ー士バも未み知ちなる道具には恐きよう怖ふするらしい。

「クフフフフ、拷ごう問もんなのです！　さあ洗いざらい吐くがいいですよ！」

「痛いのが気持ちよくなってしまう魔ま法ほうの調ちよう教きよう開かい始しよん♪」

「少々人にん間げんの尊そん厳げんを傷つけさせて頂いただきます」

　さりげなくアモナが恐ろしい。

　顔を引き攣つらせた聖殲士が、興こう奮ふん気ぎ味みに近づいてくるテアに唾つばを吐きかけた。

「寄るなや変へん態たいども！　普通に拷問もできひんならもう付き合ってやらん！」

　なぜか捕ほ虜りよである聖殲士が条件を出す。とてもおかしな状況だとわかっているが、とはいえ聖殲士に自じ害がいされても困るので、晴はる夜やは慌あわててテアを止めた。

　聖殲士はジロリと皆を見渡した。

「おどれら、そもそも拷問がどういうもんかわかっとるんか？」

「知ってます！　あらゆる文ぶん献けんを読み知っているのです！」

　単なる耳みみ年どし増まだった。

　いや、推すい定てい一〇〇〇歳さいを超えているからそのもの年増だけれども。

「あらん♪　じゃあ実際にスルのは初めてなのね♪　なら気をつけて♪　ものすごい快かい楽らくに溺おぼれることになるから♪　スル方も♪　ヤられる方も♪」

「なんと！　責める側にも悦よろこびがあるとは初はつ耳みみです！」

「せ、責められる悦び……。──ああいえ、私はそんなものに興きよう味みがあるわけではないのですが。た、ただ、警けい備び兵へいとして拷問の仕方を学んでおくのも決して無む駄だではないかと……」

　遠くから、誰だれが聞いているわけでもないのにアモナも応おう答とうした。

「そんなん全部プレイちゃうんか？　全然わかってへんやないの」

「……」

　めんどくせえな、こいつら。

　話が一いつ向こうに進まない。

　晴夜は嘆たん息そくし、テアを後ろに下がらせて聖殲士の正面に立った。

「一応挨あい拶さつしておく。俺おれの名前はオオミチハルヤ。吸きゆう血けつ鬼きの眷けん属ぞくだ。アンタと話がしたい」

　拷問うんぬんは置いておいて。

　本ほん物ものの聖殲士と話してみたかった。元もと聖殲士候こう補ほ生せいとしては興味が尽きない。

　ずっと昔、ユウリと二人で教会を目め指ざしたあのとき、戦せん場じようから救い出してくれたあの老ろう兵へいも聖殲士だったけれど、あのときはまだ聖殲士のことも吸血鬼のことも何も知らなかった。

　だから、本物の聖殲士と出会えたのはこれが初めてだ。

「アンタ、カムラさんだろ？　ジュンコ・カムラ。日本名めいは『神か村むら純じゆん子こ』だったっけ」

　そう言うと、聖殲士は目を丸くした。

「晴はる夜や、知っているのですか？」

「ああ。俺おれ、日本人だからさ、活かつ躍やくしている聖ナ殲ー士バで日本人がいないかちょっと調べたことがあるんだ。そしたらふたりいて、そのうちひとりは女性だった」

「そういうことかい。吸きゆう血けつ鬼きのくせにけったいなことしよんの。……ちょい待てや、うちのこと調べよ思たら教会にでも潜もぐりこまな情報なんて出てけえへんやろ？　うち、そないに有名やったんか？」

「まあ、こっちの世界にもいろいろと情報網もうがあるってことで」

　自分が森しん星せい学園の生徒だったことは伏せておいた方がいいだろう。わざわざ言うことでもないし、面めん倒どう事ごとにも繫つながりかねない。

「カムラさんも言うように、拷ごう問もんしても無む駄だだろうから直接訊きくけどさ」

「さん付けやめ。気持ち悪い」

　カムラは心しん底そこ嫌いやそうな顔をした。確かに、敵に敬けい称しようで呼ばれればどんな裏があるのかと疑うたぐりたくもなる。

「じゃあカムラ、まず訊きたいのはこの城に潜せん入にゆうしてきた目的だ。何しに来た？」

「だから、吸血鬼を殺すためや」

「そりゃおかしい。アンタは広ひろ間まに現れたときグリオに向かって『帰ってたのか』って言ったんだ。留る守すにしていることをアンタは事じ前ぜんに知っていた。この城の門もん番ばんがさらわれたってこともな。知ってたから侵しん入にゆうしてきたんだろ？」

　殺さつ害がい対たい象しようが不ふ在ざいでも留守を狙ねらう理由ならいくらでも挙げられるだろう。罠わなを張っておくためとか城の構こう造ぞうを把は握あくするためとか、いろいろ。

　しかし、カムラは矛む盾じゆんしたことを言う。偶たま々たま城を発見したから乗り込んだにしては、用意周しゆう到とうすぎるのだ。

　それはすなわち真の目的が吸血鬼の殲せん滅めつではないということ。

「単独じゃないんだろ？　聖せい道どう士しがどこかで控えているはずだ」

「やったらどうやねん？　それでこの状況が変わるんかい？」

「こっちとしては仲間を取り戻したい。お互いに人ひと質じち取ってんだ、交換ってわけにはいかねえかな？」

「いかへんやろ。どちらにせよ教会はおどれらが邪じや魔まやねんから。門番もな、人質として捕とらえたまま殺すんも、お城に返した後に殺すんも一いつ緒しよやろ。どうせ殺すんなら楽な方がええ。うちと秤はかりに掛けること自じ体たい間違うとるで。聖殲士ひとりの犠ぎ牲せいでバケモンの一匹ぴきが狩かれるんなら安いもんや」

　その自じ虐ぎやく的な言葉に晴夜は感情的に反はん論ろんした。

「……安くないだろ。聖殲士は特別なもんだ」

　それをカムラは鼻で笑う。

「知っとんけ？　聖ナ殲ー士バの総そう数すうは一一四人や。なんでこないに少ない思う？　もっと増やせばええもんを上限決きめて管理しとるんはなんでや？　──ま、なんやかや教会内ないでの権けん力りよく争あらそいが絡んでるっぽいけど、一つの側面には殉じゆん教きよう者しやの数を悟さとらせないためっちゅー思おも惑わくがある。いつもいつでも一一四名いれば何十人すげ替えてもバレへんもんな」

「な……っ!?」

　聖殲士とは放たれた矢であり、弾たまであり、すなわち消しよう耗もう品ひんである。

　帰き還かんできずとも敵の巣す穴あなに弾だん痕こんのひとつでも付けられれば上じよう出で来きだ。

　弾たま数かずならば世界に四箇か所しよある『雛鳥の巣ホリイハウス』からいくらでも補ほ充じゆうできた。

　そんなシステムを教会は構こう築ちくしていたのだ。

　晴はる夜やは絶ぜつ句くするしかない。

「はっ、ショックやったか。一一四っちゅー数字は補ほ塡てんされた弾数にすぎん。そやからおどれらがいくらうちらを殺しても数は減らんのや。人ひと質じちぃ？　んな価か値ちあるかい！　うちらがどれだけ吸きゆう血けつ鬼きを葬ほうむってもな、恩おん賞しようはもろても命の保ほ証しようだけはしてくれへんのや！　むしろ歴れき戦せんのとか言われ出した聖殲士はさっさと死んでほしいと思てるはずやで」

　教会はそういうとこなんや、と他ひ人と事ごとのように言い切った。

「さっきおどれがうちの名前を知っとったんはすごいことやで。まあ、うちはこの世界長ながいから多少顔かおも広なったけど。普通は聖殲士が誰だれかなんてわからんようにされとんのや。教会の中ちゆう枢すう──筺きよう界かい本ほん部ぶにまで手を出さな届かれへん情報やさかいな」

　晴夜が調べたのはイギリスの『雛鳥の巣ホリイハウス』にいたときだ。あのとき資し料りようの閲えつ覧らんを許きよ可かしてくれたのは誰だれだったか。

　当時の施し設せつ長ちよう、ローズ・ホルネイだ。

「……ったく、ますますわかんねえ。どうして俺おれ、そんな重要なモン見せてもらえたんだ？　婆ばあちゃん、俺になんか期待してたんかなあ」

　記き憶おくが一いつ切さい無い俺なんかのためにどうして良くしてくれたんだろう。

　今さらどうでもいいことに思えるけれど。

　どうでもよかったはずの『出しゆつ自じ』がやけに気になり始めた。

「晴夜様♪　顔色が真まっ青さおですわよ♪」

「大だい丈じよう夫ぶだ。なんでもないよ。話を戻そう。──話はわかった。というか、そもそもカムラが捕とらわれた時点で屍鬼グールにされていると向こうも考えるだろうから、まず人質の交換は難しいよな」

「そういうこっちゃ」

　そのとき、扉とびらの向こうからの声にアモナが小こ声ごえで応おう答とうした。

　晴夜に向き直り、言った。

「マルメから伝でん言ごんです。兄あに上うえが晴夜様とテア様をお呼びしていると。大だい至し急きゆうとのことですが」

「わかった。すぐに行くよ」

　初めからカムラが脅おどしに屈くつして情報を漏もらすとは思っていなかった。だから、晴はる夜やはあっさりとこの場を後にできる。

　吸きゆう血けつ鬼き殲せん滅めつが目的ではない──それだけでもわかったのだから、前進である。

「もうちょい話してみたかったけど、また今度だな」

「後はお任せくださいな♪」

　アナスタシアが鞭むちを壁に打ち付けた。殺やる気マンマンである。

　晴夜は苦く笑しようしつつカムラを見み据すえて、

「カムラは殺さない。拷ごう問もんもしない。代わりにここに監かん禁きんする。いつ出られるかは……まあ、未定ってことで」

「あらあら♪」「晴夜!?」「晴夜様さま!?」

　これにはアナスタシアはおろかテアとアモナも異い議ぎを唱となえた。

「おいおい、ええんかそれで。うちかて拷問されたら情報吐はき出すかもしれへんのに」

　カムラはにやにやと小こ馬ば鹿かにするように笑い、けれど晴夜は清すが々すがしい顔で言う。

「いや、無む駄だだよ。聖ナ殲ー士バはどんなことされたって屈しないんだ」

　それでこそ聖殲士だ。

　あの老ろう兵へいみたく、死に際すら勇ましくあるべきだ。

　そんな聖殲士に晴夜はかつて憧あこがれたのだから。

「おどれがええならええねんけどな。うちも楽できるし」

「けど、見張りは立てさせてもらうぜ。あと聖獣ヴイアツアが使えないようにアンタの聖せい魔ま術じゆつも封ふうじさせてもらう。そういうのできるんだよな？」

　振り返って確かく認にんすると、テアが答えた。

「できますよ。というか、すでにグリオが魔ま印いんを施ほどこしています。この部屋にいる限りジュンコは何もできない単なる人間で、ただの熟じゆく女じよです」

「オウコラ！　呼び捨てよりも聞き捨てならへんこと言うたな、いま!?　あ!?」

　テアを引き連れて拷問室しつを出た。




　暗い地下回かい廊ろうを歩き始めたとき、不ふ意いにテアが片手を繫つないできた。

「晴夜は体内の黒こつ血けつを支配したときから誰だれよりも強くなりました」

「なんだよ？　唐とう突とつだな？」

「グリオよりも、ジュンコよりも、いまの晴夜の方が強いのです。それはわかっていることだと思います」

「……」

「もはや誰かの加か護ごを受ける必要がないくらいに、晴夜は強いのです」

「この城を見捨てろって言いたいのか？」

　いまが危き機き的てきな状況にあることは理解している。

　グリオに雇やとわれただけで運うん命めいをともにする義ぎ理りはないのだ。

「この城に留とどまり続けていれば、いずれ晴はる夜やは……」

　ぎゅっと握った掌てのひらの小ささに得えも言われぬ焦あせりのようなものを感じる。

　──この城にこのまま居たらテアを危険に晒さらすことになるかもしれない。

　守れるのか。

　城のみんなを守った上で、テアだけは絶対に守り通せるとおまえに言い切れるのか。

　──そうじゃない。テアは、俺おれが盾たてになろうとしていることを止めたいんだ。

　ただただ晴夜の身を案じてくれていた。

　誰だれよりも強いからこそ。

　一いち番ばん危険の近くにいる。

　答えを返せぬまま、晴夜とテアはグリオの待つ王宮礼拝堂ブルクカペレへと向かった。




　　　　　　　　　　†




　城じよう内ないは深い霧きりに包まれていた。

　いまはだいたい正しよう午ごを少し過ぎたばかりか。本来ならば空には太陽が輝き地上いっぱいに光をもたらしているところだが、魔ま印いんによって封じられた城周しゆう辺へんに太陽光こうが直接届とどくことはない。常時曇くもり空の下にいるかのようだ。夜ほど暗くはないが、辺りは灰はい色いろに染まっていた。

　グリオは太陽を克こく服ふくしているが苦にが手て意い識しきが残っているとも言っていた。魔印の処しよ置ちは気休めのつもりなのだろう。しかし、吸きゆう血けつ鬼きの原型であるアルカテア・ディンケルホーファーとその眷けん属ぞくである晴夜にとっては死し活かつ問題で、昼間でも外を出歩けるのは素直にありがたかった。

　農のう作さく物ぶつに多大な被ひ害がいが及ぶだろうが、少しの間だけ耐たえてほしいと晴夜は心の中で詫わびた。

　できるだけ早く夜や行こう性せいに戻りますんで。

　先を歩く──這はっていく──マルメが振り返り、言った。

「居館パラスの後ろにあるのが王宮礼拝堂ブルクカペレよ。この敷しき地ちにある建物のほとんどが人間が廃はい棄きしたものなの。だから礼れい拝はい堂どうなんてものがあっても不ふ思し議ぎじゃないの」

　人じん外がいにとって決して居い心地ごこちの良いところではない。半ラ人ミ半ア蛇ーのマルメならなおのこと、その神しん聖せい性せいは猛もう毒どくですらあるのだろう。近づいてきた王宮礼拝堂ブルクカペレの影を厳きびしい眼まな差ざしで仰あおぎ見る。

「城じよう主しゆ様さまは何か考えがあって礼拝堂を残しているみたいなんだけど、もしかしたらそれと今回のことが関係しているのかもしれない」

　扉とびらから十五メートルほど離れた場所で立ち止まる。

　マルメはそこから前に進もうとせず、晴夜とテアを促うながした。

「案内してくれてありがとう。ごめんな。本当は、礼れい拝はい堂どうなんて見るのも嫌いやなんだろ？　無む理りさせて悪かったな」

　それこそ晴はる夜やたちにとっての太陽みたいなものだろう。

「別にいいわよ。ただお願いしたいだけだから」

　足を踏み出しかけて、止まった。

　振り返ると、マルメは真しん剣けんな、悲ひ壮そう感かんさえ漂ただよわせた表情を浮かべていた。広ひろ間まで見たときのような陽よう気きなお姉ねえさんという雰ふん囲い気きがここにはない。

「ここに来たばかりの貴方あなたにこんなことを言うのは間違っているのかもしれないけれど、助けてほしいの。アイリーンを、仲間を、助けて。城じよう主しゆ様さまを助けてあげて」

　言葉にも覇は気きはない。まるで自分の無む力りよくさを呪のろっているかのような、声こわ音ね。

「アイリーンと特に仲が良かったのはチェントスよ。教会の人間に連れさらわれたと知って、どれほど心を痛めたかしれないわ。顔には出さないけどだいぶ参まいってるはずよ」

「……ああ……そうだな」

　教会の排はい他た性せい・残ざん忍にん性せいはカムラの話からでも十分すぎるほど伝わった。せっかく捕とらえた人じん外がいを生かしたままにしておくとは思えない。アイリーンとやらはすでにもう……。

「ただ楽しく暮らしていたいだけなのに。……お互いにね」

「それでも許せないんだろ、教会は。俺おれたちの存在が。別に人間と人外に分けなくても、こんな諍いさかいは人間同どう士しの間でも頻ひん繁ぱんに起こっているよ。悪なんてないんだ。もちろん正せい義ぎもねえ。あるのは主しゆ義ぎ主しゆ張ちようだけだよ」

　そうとも。だから声を大きくした者が勝者となれる。

　殺して殺して殺しまくった結果、最後まで立っていた者の主張が認められるのだ。

「楽しく暮らしたいって声こわ高だかに叫ぶには、やっぱり戦うしかねえよな。その楽しくってのにはマルメが心から笑えなければ意味がない。聖ナ殲ー士バが攻めてくる前の、広間でパーティーやってたときのマルメを取り戻して初めて、楽しいってことになるんだろうさ。なら、俺が取り戻すよ」

「……晴夜様」

「俺は俺が気に入った場所を守りたいだけだ。主張したいのはそれだけ。邪じや魔まする奴やつはぶっ叩たたく！　お願いする必要なんてねえぞ。むしろ俺がお願いしたいくらいだ。一いつ緒しよに戦わせてほしいってな！」

　何を迷うことがあったのだろう。

　ずっと前に決めたはずだ。テアを、自分が守りたい物や者を、目に見える範はん囲いにある手の届く位置にあるすべての大切な事を──守ってやると。

　ありがとう、と頭を下げるマルメに言う。

「これから楽しく仲良くやっていこうぜ！　よろしくな！　そんで、様さま付づけは無しで頼むわ！」

　改めて礼拝堂の扉とびらに向かう。

　仏ぶつ頂ちよう面づらのテアを見下ろしつつ、晴はる夜やは言葉を紡つむぐ。

「俺おれがみんなより強いんなら逃げてちゃ駄だ目めだろ。これが、俺なりの答えだよ」

「……」

「なんかスペインに来てから様よう子すがおかしいけどさ、ちっとは俺を信用しろい」

「信用はしています。だからすでに悔くいているのですよ。後こう悔かい先さきに立たず、なんて言葉はわたしには通用しません。先が視みえてしまうのがわたしなのですから」

「はあ？」

　意味がわからん。言げん動どうがおかしいのはいつものことだが、しかしこうして真しん剣けんに物を言うときのテアはどことなく神かみ懸がかって見えるので若じやつ干かん怖こわくなる。

　一〇〇〇年を生きる吸きゆう血けつ鬼き。

　言葉には重みがあった。

「決めました。わたしはもう抗あらがいません。運うん命めいを受け入れたっていいことなどありませんが、晴夜の性格を矯きよう正せいするよりは楽なはずです」

「……よくわからんが馬ば鹿かにされたのだけはわかった」

「では参まいりましょう」

　礼れい拝はい堂どうの扉とびらに手を置く。非ひ力りきなテアに力を貸して、ふたりで扉を押し開けた。




　長い年月を掛けて朽くち廃はい墟きよと化した礼拝堂内ない部ぶは荘そう厳ごんと呼ぶにはほど遠く、見たままにうらぶれた状態で晴夜たちを迎えた。何百年間かんも閉ざされ続けた空気が黴かびと埃ほこりと混じり合って微かすかな異い臭しゆうを漂ただよわせ、鼻び腔こうをくすぐるようなその刺し激げきに不ふ快かい感かんを覚える。扉から差し込まれた光が光こう源げんのすべてで、隅すみ々ずみにまではもちろん届かない。暗い回かい廊ろうの先に三つのシルエットが確かく認にんできたのは吸血鬼の目があったからこそだ。

「急に呼び出してすまない。一つ、眷けん属ぞくに確認してもらいたいことができたのでな」

　近づいてきた人ひと影かげはグリオだった。背後のふたりもゆっくりと歩き出す。

「確認……？　できた……？」

　わざわざ礼拝堂なんかに呼び出したのだから、きっと場所にも意味があるのだろう。

　何が飛び出してくるのかと若干身み構がまえていると、

「あ～～～～～～ん、も～～～～～～う、ゆ～る～し～てぇ～～～～～～」

　チェントスに後ろ手を取られて、だーっと涙を流す金きん髪ぱつ少女が目の前に現れた。

　迷めい彩さい服ふくと気き合あいの入ったフェイスペイントが戦せん闘とう行動中ちゆうを思いっきり明かしている。

　たった十日そこら会わなかっただけでより一いつ層そうたわわに実った豊ほう乳にゆうに少女の名前を思い出す。

「チーコ！　チーコじゃないか!?」

「どこ見て言ってんのさ!?」

　思わず突っ込み、すかさず目を丸くする。

「晴はる夜や!?　え、えええ!?　えええええええ!?」

　イギリスの『雛鳥の巣ホリイハウス』で出会い、森しん星せい学園に入学してからもずっと親友で悪あく友ゆうの幼おさな馴な染じみ。

　チーコ・エンヴィス。

「なんでここに居るのさ!?」

「そりゃこっちの台詞せりふだ！　なんで、おまえ、スペインに……。つか、なんで吸きゆう血けつ鬼きの城にのこのこ来てんだ、このバカ！」

「し、知らないよぅ……！　なんかカムラっていう怖こわい女の人に無む理りやり連れて来られたんだもん！　チーコだってっ、チーコだってっ、──うぇえええええええ！」

　盛せい大だいに泣き始めた。晴夜と会えて緊きん張ちようが解ほぐれたようだ。

「城の周りをうろついていたところをチェントスが発見した。私もこの少女には見み覚おぼえがあった。もしやと思い、確かく認にんのために眷けん属ぞくを呼んだのだ」

　グリオと初めて戦ったときのことだ。晴夜と、みんなの妹分のエンマが殺されたあの夜、グリオはチーコを見ている。幸い、そのときグリオは顔を隠かくしていたのでチーコには気づかれていないが。もし晴夜を殺した張ちよう本ほん人にんだと気づけばより恐きよう怖ふし号ごう泣きゆうしそうである。

「晴夜さん、この人聖ナ殲ー士バじゃないよね？　全然弱よわかったし、普通に道に迷ってたし。なんか保ほ護ごしなくちゃって気になっちゃって……。連れてきて大だい丈じよう夫ぶだった？」

「ああ、大丈夫だ。どっちにしろ森の中は魔ま印いんで迷めい宮きゆう化かされてんだろ？　出て行けないんならここに置いておいた方が安全だ」

「そっか。そうだね。弱くっても教会の人間だもんな」

　チーコを慮おもんぱかっての発言だったが、チェントスは教会側がわに帰すことへの警けい戒かいとして受け取ったらしい。訂てい正せいする必要もなかったのでそのままにしておく。

　チーコは背後にいるチェントスに怯おびえるように、「ふぇえええ、毛むくじゃら怖いおおお」と涙を流し続けている。──毛むくじゃら？

「断だん片ぺん的てきに聞き出せたことだが、どうやらあのカムラという聖殲士はやはり単たん独どくで攻めて来たようだ。この者を連れん絡らく役やくとして同どう行こうさせ結けつ界かいの外側に待たい機きさせていたのだろう」

　しかしチーコはなかなか帰ってこないカムラが心配になって──じゃなくて、ひとり取り残されたことが怖くなって城の結界内ないにまで侵しん入にゆうしてしまい、迷まい子ごになったというわけだ。

「魔印の効果は地ち下か道どうにまでは及んでいないからな、迷い込むだけなら簡単だ」

「ほんと戦いに向かないやつだな、チーコは。──もう泣くなっての。チェントス、手ぇ放してやってくんねえか。こいつ無む害がいだから心配ない」

「うん、わかった。なんか扱いづらいんだよな、この人」

　人じん外がいにまでウザがられるとは大したものである。

　解放されたチーコはだっと駆かけ出し、晴夜をその胸に抱いて「はるやーん！」絶ぜつ叫きようする。

　二つの膨ふくらみに顔面がむぎゅうううと圧あつ迫ぱくされた。──って、またこのパターンか!?

「怖こわかったおおおおおっ！」

「チ、チーコっ、おっぱいの感かん触しよくが気持ちよくて大変グッドでよろしいけれども息いき苦ぐるしいから死んじゃう死んじゃう放して放せお願いします!?」

　懇こん願がんするが埋もれた口くち元もとからは「もがもがんーんー!?」としか聞こえない。

　やばい。本ほん格かく的てきに意い識しきが遠とお退のいてきた。

　不ふ老ろう不ふ死しだけど、おっぱいで圧あつ死しした吸きゆう血けつ鬼きってどうよ？

　歴史上じよう初めての不ふ名めい誉よを被こうむることだけは避けたくて、手足を懸けん命めいにばたばたしていると、

「──がっ!?」

　チーコの首が後ろにぐきりと曲がった。髪かみの毛を後ろから引っ張られたのだ。

「うちの晴はる夜やに何してやがるですか？　この牛乳女」

　引っ張ったのは当然テアである。目が据すわっていて大変恐おそろしい。

「どうしてこう次から次へと女ばかりが集まるのでしょうか。ねえ、晴夜？」

　九きゆう死しに一生を得て息も絶え絶えな晴夜をじろりと見下ろした。……あれ？　俺おれが悪いの？

「おおぅ……」首を押さえて蹲うずくまるチーコは再び涙なみだ目めになって顔を上げると、途と端たんにキョトンとする。

「あれえ？　銀ぎん髪ぱつだー」

　見たままの感かん想そうを口にして、すぐさまハッとした表情に変わった。

「わ、わ、この子この子っ、もしかして晴夜が前に言ってた吸きゆう血けつ鬼きの女の子!?　やーっ、可愛かわいいにゃ～っ！　こんな子にだったらチーコも下げ僕ぼくにしてほしいかも！」

「何なに気げに問題発はつ言げんだぞ、聖ナ殲ー士バ候こう補ほ生せい」

「可愛いは正せい義ぎだよ！　ね！」

　テアの手を取ってぴょんぴょん跳とび跳はねる。テアは胡う散さん臭くさそうな顔でチーコを見つめた。

「この子の名前はなんてえの？」

「あー、……テアだ」

「テアちゃん！　チーコはチーコっていうの！　仲良くしようね！」

　興こう奮ふん気ぎ味みに何を言ってるんだこのバカは。おっと、早くもテアが引いている。

「は、晴夜、この牛乳はここが吸血鬼の根ね城じろであることを忘れているのですか!?　そして、わたしが吸血鬼であることも！」

「まー、バカだからな」

　いやいやまったく、本当に戦いに向かないやつだよ、こいつは。

　世界中じゆうがチーコみたいなやつばかりなら戦争なんて起きないんだろうけど。

　それはそれで世界の危き機きだ──晴夜は遠い目をしてそんなことを考えた。

「おい、おまえたち」

　グリオが呆あきれた様よう子すで割り込んできた。

「積もる話はあるだろうが、ひとまず聞け。教会の狙ねらいがわかった。やつらが求めているものはこの礼れい拝はい堂どうに刻まれた『ガレの足あし跡あと』だ」

「ガレの足跡？」

「およそ三〇〇年前まえのことだ。この地にガレと名乗る人間がやって来た。……いや、やつは魔ま術じゆつを極め、その頃ころにはすでに人じん外がいへと化ばけていたな」

「魔術師しなのか？」

　人間が魔術を用いて吸きゆう血けつ鬼きに成り上がる例が、そういえばあったはずだ。その大たい半はんは魔術師が自じ力りきで為なし得た奇き蹟せきである。

「恐らく。だが、元は教会の人間だったらしい。魔ま印いんの概がい念ねんを生み出したことから異い端たん者しやとして追つい放ほうされたという話だ。すべては『手しゆ記き』に記しるしているとも言っていたが」

　グリオは祭さい壇だんに向かって歩き出し、台だい座ざの後ろを指ゆび差さした。

「私はガレから魔印を教わる代わりに、礼拝堂の祭壇奥おくにそれ単たん体たいでは何の効果も発はつ揮きしない小さき魔印を刻むことを許したのだ。なぜこの地なのか、なぜこの城を選んだのか、ガレは一いつ切さい語らなかった。この魔印をガレは『足跡』と呼んだ」

「その足跡を追うことで大おお掛がかりな魔印術じゆつを発はつ動どうさせることができるのでしょう。ガレが考えそうなことです。それを後こう世せいに遺のこすだけ遺して勝かつ手てに逝いきやがったのですから無む責任なことこの上ありません」

　突とつ然ぜん話を引き継いだテアに、晴はる夜やはおろかグリオまで驚きに目を見開いた。

「ガレを知っているのか？」

「ええ。もちろん。眠り続けていたわたしを最初に叩たたき起こしてくれやがったのがガレのウンコ垂たれなのですから」

　あっさりと。

　とんでもないことを口にした。

「駄だ目めだよ、テアちゃん！　女の子がウンコ垂れなんて言っちゃ！」

「そっちじゃねえ！　チーコは黙だまっててくれ」

「では、ガレが始し祖そを発見したのか。何の目的で？」

「さあ。わたしもオネムでしたから話半はん分ぶんに聞き流していました。次に目を覚ましたときにはもうディンケルホーファーのお屋や敷しきに預けられていたのです。まあ、そこでもオネムでしたのでガレのことなんかさっさと忘れて再び眠りに落ちてやりましたがね」

　えっへん、と胸を張る。残念なことに二に度ど寝ねを誇らしげに語られてしまった。

「そういえば、ディンケルホーファーの腐くされ侍じ女じよは今いま頃ごろどうしているのでしょうかね。待ち合わせ場所にも現れず、わたしも遠い異い国こくに来てしまった。もう会うこともないのかもしれませんね」

「ああ……、初めはその人の迎えを待っていたんだっけ。悪わる口くち叩いててもやっぱり寂しいんだな」

「いえ？　清せい々せいしていますが？」

「ひどいやつだよ、おまえは」

　侍じ女じよさんもおまえから解放されて幸せだろうよ。いやこの際、そうであってほしい。

「ガレが始し祖そを目め覚ざめさせた目的についてはひとまず置いておこう。問題は『ガレの足あし跡あと』だ。始祖の言うように、このような魔ま印いんを数多く広こう範はん囲いに亘わたって繫つなぎ合わせることで大だい規き模ぼな魔ま術じゆつの起き動どう式しきを構こう築ちくするようだ」

「教会はその魔印を完成させたいってこと？」

　チェントスが背後から尋たずねた。グリオはゆっくりと頷うなずいた。

「そうであれば私が不ふ在ざいの城に攻め入ったことにも納なつ得とくがいく。目的は私ではなかったのだ」

「そうなのか？　チーコ」

「え？　何が？　えっと、いま何の話をしてるのかにゃ？」

　可愛かわいらしく小こ首くびを傾かしげる。──うん、絶対にこいつだけは何も聞かされていない。カムラもこんなチーコだからこそ与くみしやすいと思って連れてきたのだろう。

「ガレって何者なんだよ？　教会側がわの人間ならその魔印って危ないものなんじゃないのか？」

　晴はる夜やの問いにチェントスが答えた。

「ガレって人は大だい賢けん者じやって呼ばれてたんだって。『足跡』の封ふう印いんが解かれると世界中じゆうの人じん外がいたちが滅ぼされるかもって前にサーシャが教えてくれた」

　エルフ族ぞくのサーシャもガレとは面めん識しきがあったようだ。

　城の管理を任されたチェントスにそのように吹き込んだらしい。

「教会が動いている以上そういうことも考えられるな。しかし、三〇〇年も放ほう置ちされていたのだぞ？　すぐに危険ということはあるまい。また、吸きゆう血けつ鬼きに管理させていたのだから人外にとって害があるとは考えにくい」

「壊こわせないのか？　それ」

　不安要よう素そなら取り除くべきだ。魔印は形を崩くずせばそれだけで効こう力りよくを失う。

　しかし、グリオは首を横に振った。

「壊さない方がいい、と私は思う。ガレへの恩おん義ぎもあるのでな、やつとの約束は守るつもりだ。……しかし、『足跡』を辿たどり抜いた先に何が起こるかわからないというのは厄やつ介かいだな」

　この礼れい拝はい堂どうの魔印が最後の一つかもしれなかった。

　封印が解かれたとき、何が起こるかわからない。

　わからない以上は死し守しゆする必要がある。

「どちらにせよ教会の連れん中ちゆうはこの城を制せい圧あつするつもりでいる。チェントス、戦える者をすぐに配はい備びし、おまえは地ち下か道どうで罠わなを張れ。唯ゆい一いつ城へ通じる穴だ、塞ふさぐ必要はない。誘おびき寄せて叩たたけ。もし生いけ捕どりにできるのならば目的を吐かせるんだ」

「監かん禁きん室しつにいる聖ナ殲ー士バはどうするの？」

　グリオは晴はる夜やを一いち瞥べつし、小さく息を吐き出した。

「……いまはまだ放っておけ。使えるときに使用する」

　拷ごう問もん程てい度どでは自じ白はくは促うながせないとグリオも結けつ論ろん付づけている。ならば脅きよう威いは一つでも排はい除じよすべきであり、つまりは殺せばよいのだが、しかし晴夜の手前それを命じることは難しい。敵とはいえ人間を殺す行為に嫌けん悪おするのは『成り上がり』にはよくあることだ。グリオのやり方に嫌いや気けが差して城を離れられては困る。それは晴夜を気に掛けてのことだが、もう一つ、負ふ傷しようした自分に代わる主しゆ戦せん力りよくを手放したくないという本ほん音ねもあった。

　守りたいものがあるのは晴夜だけではない。

「俺おれはどうしたらいい？」

　そんなグリオの心しん情じようは痛いほど理解できた。自身の甘えも教会の冷れい酷こくさもすべてを理解した上で、それでも自分にできる精せい一いつ杯ぱいをこなすことでしかグリオに報むくいる術すべはない。

　カムラを殺さないようにするには、それ自じ体たい取るに足らない些さ事じであると晴夜の実力を見せつけることで認めさせるしかないのだ。聖殲士が何人束たばになって掛かって来ようとも返り討うちにできるだけの武ぶ力りよくを知らしめる他なかった。

「門もん番ばんに立とうか？　侵しん入にゆうしてこようとするやつはすべて食い止めてみせるから」

　グリオは一度目めを伏せ、決けつ断だんしたかのように晴夜を見み据すえた。

「眷けん属ぞくだけでは心こころ許もとないな。おまえは非ひ情じようになりきれない。アモナ、サーシャと共に立ち、サーシャの指し示じに従え。それならば門番を任せてもいい」

　悪あく意いある者を見み極きわめる目も必要だ。晴夜には来らい訪ほう者しやが人間であるかどうかすら見分けることができないので、グリオの采さい配はいに素直に頷うなずいた。

「では、わたしは厨ちゆう房ぼうでイゾイェと共にいまや懐なつかしのハンバーガーの味を追い求めることにしましょう」

「……お、おう。大人おとなしくしていてくれるんならテアがどこで何をしようと勝かつ手てだけどさ、わざわざ言う必要あるのかそれ？」

　一ひと先まず方針が固まったところで、晴夜はチーコを見た。どうやら何もわからずに巻き込まれただけのようだが、そもそもの疑問に立ち返る。

「なあ、チーコ。どうしておまえスペインに居ンだよ？」

　森しん星せい学園が閉へい鎖さされたのならば生徒である聖殲士候こう補ほ生せいたちは日本に留とどまる理由がなくなり、おそらくは自分の古ふる巣すに戻されているはずだった。チーコは今いま頃ごろイギリスにいなければならない。

　問われたチーコは放ほう心しんしたような顔つきで晴夜を見て、すぐさま表情を崩くずした。それどころではない状況によって一いち時じ的に忘れることができていた厳きびしい現実に叩たたき戻されたかのような、そんな絶望を宿した顔。

「……チーコ？」

「ユウリがね……」

　晴はる夜やは息を吞のんだ。いつも陽よう気きなチーコの目からはらはらと涙がこぼれ落ちたから。

　恐きよう怖ふで泣いていたときとは違う、それは悲ひ愴そうがもたらした静かな涙だった。

「ユウリが、おかしくなっちゃったよぅ……」

　震える声こわ音ねで哀あい願がんする。




　晴夜、お願い。

　ユウリを助けてあげて──。













　三章『三人の吸きゆう血けつ姫き』







　赤あか子ごのユウリが最初に喋しやべった言葉は「聖獣ヴイアツア」だったという。




　聖せい道どう士しであった両親はユウリが特別な子であると信じて疑わず、まだ物もの心ごころ付つかない我が子を教会の中ちゆう枢すうへと差し出した。教会もすぐさまユウリの特とく性せいを見み抜ぬき、『聖せい女じよ』としてもてはやすようになる。そうすることで階かい位いの低い者を遠ざけたのである。

　なぜ知り得ない単たん語ごを話すのか。

　偶ぐう然ぜんそのように聞き取れたのではない。何度となく「聖獣」と発音し、他にも「聖ナ殲ー士バ」「聖せい道どう士し」「雛鳥の巣ホリイハウス」「教会」「ガレ＝ミネルスティン」「大たい派は会かい」といった言葉を発した。もしや聖せい人じんの生まれ変わりか、と司し祭さいたちは取り沙ざ汰たした。たちまちユウリは『聖女』の称しよう号ごうを基もとに布ふ教きようの広告塔とうに使われ、信者獲かく得とくに一ひと役やくを買った。

　しかし、司し教きよう枢すう機き卿きよう団だんはユウリの特性の謎なぞを追つい究きゆうし続けた。最終的には天てん使しか悪あく魔まかを見分けるための異い端たん審しん問もんに掛けたのである。

　催さい眠みん審しん問もん、薬やく物ぶつ投とう与よ審問、接せつ触しよく審問、強きよう接触審問、切せつ創そう、裂れつ創そう、割かつ創そう、挫ざ創そう、銃じゆう創そう、刺し創そう、咬こう創そう、熱ねつ傷しよう等のあらゆる創そう傷しよう審問、五ご感かんを一つずつ取り除く欠けつ損そん審問、窒ちつ息そく審問、水すい没ぼつ審問、絶ぜつ食しよく審問、通つう電でん審問、絞こう首しゆ審問、肉体圧あつ迫ぱく審問、精神圧迫審問、魂たましいの融ゆう合ごう・融ゆう解かい審問、聖獣ヴイアツアによる燃ねん焼しよう審問、聖せい詩し誦ず文もん審問──。

　死なない程度に検けん証しようを繰り返した結果、ユウリには『他人の過去を視みる能力』があることが判はん明めいした。

　過去視し。──過去視といっても、対たい象しよう者しやの最近深ふかく印いん象しように残った出来事のみが強く脳のう裏りを過よぎるだけで、とても限げん定てい的であった。知り得るはずのない単たん語ごについても両親や周りの環かん境きようからいくらでも手に入れられる情報であったのも盲もう点てんである。世界の理ことわりや天てん使しの声が解かい読どくできるわけではない。

　また、過去視が発はつ動どうする条件においても制せい限げんがあり、使い勝がつ手てで言えば自じ白はく剤ざいや催眠系けいの聖せい魔ま術じゆつを用いることとあまり大たい差さがない。道具の一つとして見れば有ゆう益えきだが、これといった実じつ益えきがあるわけではなかった。紙を切るのにナイフを使うかハサミを使うか、その程度の違いである。

　とはいえ、自白剤は使う分だけ消しよう耗もうするし聖魔術も術じゆつ者しやの体力を磨すり減らす。まだ戦せん闘とう能力のない子供であったが、無む制限に使用できる道具としてなら実用的であった。聖ナ殲ー士バの一団に預けられたユウリは戦せん場じようで生き残った一般人じんの過去を掬すくい視み取とり、敵の正しよう体たいや勢せい力りよくの情報を集めて分ぶん析せきし、何が起こったのかを紙に書いて報告する役やく目めを負った。

「他ひ人との皮ひ膚ふを舐なめてプライベートを覗のぞき見るんだぜ？　薄うす気き味み悪わるいったらない」

　過去視の発はつ動どう条件は、対象者の皮ひ脂しや体たい液えきを経けい口こう摂せつ取しゆすることだった。肌はだを直接舐めるか唾だ液えきを掬って飲むことでユウリはその人の過去を視る。

「汚けがらわしい。おかげで素す肌はだを晒さらせねえから蒸むし暑くて堪たまらねえよ。クソがっ！」

「こんなガキを押しつけてくれやがって。『大たい派は会かい』のジジイどもめ！　オラァ」

　聖殲士の男たちはそんなユウリを穢けがれだとして忌き避ひし、ろくに食事を与えずに暴ぼう力りよくによる虐ぎやく待たいを繰り返して憂うさ晴らしに使っていた。蹴けられるたびに小さな体は四し方ほうへ飛ばされている。

　このとき、ユウリは七歳さい。

　すでに感情を壊こわしていた。

　初めの審問で身体からだ中じゆうに一生消きえない傷きず痕あとが穿うがたれた。長い旅の間に人間らしい感情も、人間としての尊そん厳げんも、すべて失った。ユウリは本ほん能のう的に悟さとる──自分はボロ切れをまとったただの道具であると。喋しやべってはならず、笑ってはならず、寝てはならず、動いてはならず、──道具としてならその真しん価かを発はつ揮きすることを許された。

　それで満足するしかない。

　それ以外の悦よろこびを生まれてこの方かた教わっていないのだから。




　しばらくして、聖ナ殲ー士バたちは恐ろしい光こう景けいを目もく撃げきする。

　報しらせを聞き急ぎ駆かけつけた戦せん場じようでは、もはや生せい存ぞん者しやは皆かい無むだった。吸きゆう血けつ鬼きの姿すがたもなく、何が起こったのかも判はん然ぜんとしない。経けい験けん則そくで予よ測そくするしかないのだが、先せん入にゆう観かんがときに命いのち取とりになることもあるので迂う闊かつな結けつ論ろんは下せない。

　一人でも生存者がいれば……。

　喋しやべれなくともユウリが記き憶おくを拾い起こしてくれるというのに。

　諦あきらめ掛けたそのとき、ユウリがふらりと前進し、原げん型けいを留とどめず肉にく塊かいとなった人間のそばで立ち止まり、しゃがみ込んだ。

　何の真ま似ねかと訝いぶかしげに警けい戒かいする聖殲士たちの目の前でユウリは地面に顔を寄せた。

　地面に染しみ込んだ血液を舐なめ、啜すすり上げる。

　ぺちゃぺちゃと。

　くちゅくちゅと。

　下げ品ひんな音を響ひびかせた。

「血を……飲んでる？」

　口くち元もとを赤く染めたユウリが振り返る。焦しよう点てんの合っていない視線を聖殲士に這はわせ、ぎこちない動きでポケットに入っていたメモ帳に単たん語ごを書き綴つづる。

　やがて、はい、と渡された血に塗まみれたメモ帳には下へ手たくそな文字でこうあった。

『きゅうけつき２　ぐーる８　しんだひと　たくさん』

『れおん・かーでぃす　29さい　１７８せんち　81きろ　みぎうでをきられた　いたい　ころんだ　いたい　まわりはひめい　うるさい　たてない　こわい　あしをとられた　いたいいたい　いたい　こわい　しにたくない　たすけて　しにたくない　しにたくない』

「……」

　全員が戦せん慄りつしていた。

　死体からでも記憶を探れるのではないかと誰だれもが思っていた。体たい液えきは一度外そとに出てしまえば対たい象しよう者しやの生せい死しは関係ない。死んだ後であろうと記憶情報は決して損なわれないはずだからだ。

　しかし、それを試すことを教会は恐れていた。

　もしも仮に血液からでも過去視しが行えたとしたら。

　より詳しい情報を読み取ることができたとしたら。

　いま、聖殲士たちの目には少女が人間ではない何かに見えていた。

　死体を漁あさり血を啜るだなんて、まるで吸血鬼のやり口だ。神しん聖せい性せいはもはや失しつ墜ついした。教きよう義ぎから外れたソレは人じん外がいに違いなく、殲せん滅めつする対たい象しようにさえなった。何が『聖せい女じよ』だ。こんな子供を、人外を、『聖女』と謳うたい喧けん伝でんして信しん仰こうの対象にまで祭り上げ崇あがめていた教会はいい面つらの皮だ。

　殺そう。

　殺すしかない。

「待て。おまえたち。血を飲んで過去を視みる？　結けつ構こう。相手は吸きゆう血けつ鬼きどもだ。こちらも吸血鬼の力を利用しようじゃないか」

　老ろう齢れいの兵へい士しが若い聖ナ殲ー士バを止めた。

　すでに第一線から外され聖せい道どう士しとしても戦せん力りよく外がい通つう告こくを受けた男である。それでも戦せん場じようを駆かけられるのは、幾いく多たの死し地ちを乗り越えて蓄ちく積せきされた海うみ千せん山やま千せんの計けい略りやくと経けい験けん則そくがあるからだ。

　ユウリの前でしゃがみ込み、懐ふところから重じゆう厚こう感かんのある古めかしいロザリオを取り出した。

「おい、小こ娘むすめ。貴き様さまにはコレをやろう。常に首に掛けておくんだ。貴様が悪あく性せいに満ちたときこのお守りが貴様の身を滅ぼすことだろう」

　首に掛ける。触れても消しよう滅めつしないところを見ると、『聖せい女じよ』はまだ教会の敵ではない。

「これから先もずっと自ら敵でないことを証しよう明めいし続けにゃならん。ロザリオはわかりやすい証あかしだ。大だい事じにせえ。生きていたけりゃな」

　後に晴はる夜やに渡ることになるロザリオを、ユウリは不ふ思し議ぎそうに見つめていた。




　ロシアの地で運うん命めいが変わった。

　一いつ行こうは二匹ひきの吸血鬼を追って北の大だい地ちを横おう断だんし、教会ロシア支し部ぶの管かん轄かつにある本ほん家け『筺きよう界かい』の出で先さき施し設せつがある、小さな集しゆう落らくへと辿たどり着いた。

　戦せん火かが上がった集落に悲鳴が轟とどろく。やつらによる『狩かり』はいまだ進行中ちゆうである。

「民間人じんが襲おそわれているいま、やつらは無む防ぼう備びを晒さらしているはずだ！　犠ぎ牲せい者しやに目を向けるな！　標ひよう的てきのみを捕ほ捉そくしろ！　一匹ずつ確実に殺すぞォ！　散さん開かいィイイ！」

　老ろう兵へいの号ごう令れいと共に聖殲士と聖道士が一いつ斉せいに駆かけ出す。疾しつ風ぷうの如ごとき速さで丘を下り、示し合わせたように散開し各かく自じ別々のルートから集落に侵しん入にゆうしていく。

　老兵は丘の上から状況を俯ふ瞰かんする。

「きゃつらは筺界を狙ねらったというのか？　聖せい堂どうではなく、部ぶ局きよくを？　聖殲士や聖せい魔ま術じゆつがどこで生み出されているのか、すべて知られてしまったということか」

　由ゆ々ゆしき事じ態たいだ──、その呟つぶやきに、傍かたわらに立っていたユウリは首を傾かしげる。

　ユウリにとってそれはいつもと変わらぬ光こう景けいだった。民みん家かには火の手が上がり、あちこちから悲鳴が上がり、血ち飛沫しぶきが混じった風に夜空が色を染め、大地にもまた赤々とした水みず溜たまりが広がっていく。平へい凡ぼんな光景を指して由々しき事態とはどういうことだろう。

　自然と視線は集落の中に人の形を探していた。かろうじて生きている人間の素す肌はだを舐なめて記き憶おくを読むのが自分の仕事だ。死体しかないのなら血を舐めるけれど、血は少し不ま味ずい。

　できれば生きている人のがいい──。その程てい度どの理由でユウリは生き残りを懸けん命めいに探す。

「あ」

　いた。村の真まん中なか、積まれた瓦が礫れきで塞ふさがれた道路の端はしに、自分と同じくらいの年の子供が倒れている。わずかに肩が動いた。まだ生きている。

　生きてはいるが。

　すぐ背後から屍鬼グールが忍しのび寄っていた。

「────だめ」

　それは駄だ目め。

　だってソレは。

　ワタシガ先ニ見ツケタモノダカラ。

　老ろう兵へいや聖ナ殲ー士バに指し示じされない限り自分から動くことなどなかったのに、その瞬しゆん間かんはなぜか衝しよう動どう的てきに走り出していた。すでに「祝しゆく福ふく」を受けて聖獣ヴイアツアをその身に宿していたユウリは、人前では一度も使わなかった聖せい火かを両脚あしに纏まとわせて速度を上げ、気づいて手を伸ばす老兵を振り切って全力で駆かけていく。

　瞬またたく間に子供のそばまで走り抜き、その身を起こそうと手を伸ばす。屍鬼の存在など無む視しするかのようにその動どう作さはひどく緩かん慢まんで、

　襲おそい掛かってきた屍鬼の一いち撃げきを体を張って食い止めたのは老兵だった。

「……が……ごほぉ!?」

　鮮せん血けつが降り注そそぐ。頰ほおを老兵の血で濡ぬらしたユウリは、しかし顔かお色いろ一つ変えることなく子供を仰あお向むけに転がした。

　男の子だった。擦かすり傷がいくつかあるだけで大きな怪け我がはしていない。不ふ思し議ぎなことに少年はこの大惨さん事じの只ただ中なかにありながらすやすやと安らかに眠っていた。

「……ぁ、あ……あぁ……ぐぉおおおオオオオオオオ!!」

　老兵は腰からサーベルを振り抜いて横よこ一いち文もん字じに屍鬼を薙なぐ。腕を切られて一いつ旦たんは身を引く屍鬼であるが、すぐさま老兵を喰らおうと間ま合あいを詰めてくる。寝ね間ま着き姿すがたの屍鬼は吸きゆう血けつ鬼きに嚙かまれた民間人じんだろう。瓦が礫れきの陰からさらに四体の屍鬼が姿すがたを現した。老兵は息を吞のんだ。ユウリを見捨てれば生き延びられると瞬しゆん時じに目もく算さんし、雑ざつ念ねんを振り切るように聖獣を顕けん現げんさせる。

「寝てるの？　起きて。ねえ、起きて。起きなきゃ嚙かむから」

　同どう年代の子と接するのはこれが初めてのことだった。どうしたらいいかわからないので、ネコ同どう士しがじゃれ合う姿を真ま似ねして少年の唇くちびるを唇で塞ふさいだ。




　記き憶おくが流れ込む。

　懐なつかしいと感じる景色けしき、夕ゆう餉げの匂においが充じゆう満まんし、

　藤ふじ色いろの着物と柔らかな手て肌はだ、木もく造ぞう建けん築ちく、畳たたみの温ぬくもり、綺き麗れいな音ね色いろが澄すみ渡り、

　多た幸こう感かんを覚え。

　山やま間あいの里さとに夕日が沈み、醜みにくい怪者ケモノが跋ばつ扈こする、夜風に怯おびえ、血が斑まだら、髪かみの濡ぬれ、

　哀かなしみを憂うれえ。

　庭には花々が咲き誇り、四し季きある国、斑まだら王おう路じの末まつ裔えい、加か護ご家けを守しゆ護ごせし筺きよう界かい閃せん、

　おうじはるや

　はるや　はるや　　　名前　　　はるや

　オウ　ヂ　ハル　ヤ




「オオ、チ……ハル…………ヤ？」

　呼び掛ける。すると、少年はゆっくりと目を覚まし、ユウリを見た。

　焦しよう点てんの合わない目で周囲を見渡し、再度ユウリの顔を呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

　少しだけ慌あわてた風ふうに、

「あ、あの、……なんで泣いてるんだ？」

「…………！」

　ユウリの頰ほおを涙が伝っていた。

　今までふさぎ込んでいた感情が堰せきを切って溢あふれ出したのだ。

　少年に触れた瞬しゆん間かんにわかった。この子には名前すら無い。すべての記き憶おくを封じられ、己おのれが何者なのかも判はん然ぜんとしない。そのことにまだ気づきもしていない。哀あわれだった。不ふ憫びんだった。自分よりも自分を持たない人間がいることがひどく悲しかった。

　代わりにユウリは少年が思い出せないでいる記憶の中から人間らしさを思い出す。

　悦よろこびも哀かなしみも、生まれて来た理由さえも、まさかこんな形で取り戻せるだなんて。

　涙を強ごう引いんに拭ぬぐい、たったいま学んだ笑い方で精一杯の笑みを見せ、

「あなたの名前はオオ、チ、ハル、ヤ！」

「……え？」

「あなたの名前はオオ、チ、ハル、ヤ！」

「おお、ち？　おおいち？　……大おお道みちかな？　大道、えっと、はるや？」

　少年が流りゆう暢ちように発音したおかげで確かく信しんする。日本語だ。発音のほどは自信がないが、『オオミチ』で正しいはず。あっさりと口にしたことからも割とスタンダードな名前なのかもしれない。

「オオミチ、ハル、ヤ」

「大道、はるや。……それが俺おれの名前？」

　頷うなずくと、少年は怪け訝げんそうに顔を顰しかめた。それ以上のモノを失っていることにいまさらながら気がついたようだった。

　喪そう失しつ感かんは寂しさだ。

　不確かさは恐きよう怖ふだ。

　ここにいる理由すらわからないのに、どこに救いを求めよと言うのか。

「心配しないで」

　だから、与えたいと思った。ユウリにはそれができる。ユウリなら少年を救える。

　初めて、過去視しを持って生まれてきた意味を理解した。

「心配しないで、ハル。私が全部教おしえてあげるから。どうしてここに居て、何な故ぜ私と出会えたのか。──そう。私はハルに会うために生まれて来た。私たちは、出会う運うん命めいだった！」

「がぁ……！」

　老ろう兵へいの左腕うでが晴はる夜やの目の前に降ってきた。そうしてようやくここが戦せん場じようであることを知る。晴夜は当たり前のように恐きよう慌こうを来きたし、泣き、喚わめき、凄せい惨さんな光こう景けいに震え上がる。

　目の前のユウリだけが場違いにも柔らかく微笑ほほえんでいた。

「うわ、うわああああああ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ハル。何も怖こわくない。怖くないからね。ハルには私が付いてるからね」

　晴夜の体を抱き締めて物もの陰かげで蹲うずくまる。小さな子供をあやすように、まるで母親にでもなったかのように、ユウリは晴夜を慰なぐさめ続けた。

「やっと見つけた。私のハル。私だけのハル。私の────中なか身み」




　絶対に離さない。

　だって、ハルには私しかいないもの。




　気がつけば、夜が明けていた────。










　【Intermission】────




　カムラがリーメスヘルツェル城じようへと向かってから二十四時間が過ぎた。

　もはやカムラの生存は絶望的と判はん断だんし、エスメラルダ・オルギンは合ごう流りゆうした本ほん隊たいに次じ善ぜんの策を進しん言げんする。あくまで最終決けつ定てい権けんを持つのは大たい派は会かいから全ぜん権けん限げんを委い譲じようされたピエルマルコ・ソルディーニであった。状況が変わったいま、エスメラルダには進言以外にやるべきことはない。

「──とはいえ、ここまでお膳ぜん立だてしておいて進言ってことはないでしょう。まったく、外そと堀ぼりから埋める作業だけは相変わらず迅じん速そくですね、メル」

「その愛あい称しようで呼んでいいのはリラと弟たちだけよ。今度言いったら殺すわ」

「……それは残念だ。──いや、嫌いや味みの一つくらい言わせてほしいところだよ、ほんと」

　カーキグリーンの野や営えいテント内にはエスメラルダとピエルマルコ、そしてセキエイの三人がいた。本部とするこのテントは奥行きが広く、三人きりでは空間を持て余していた。加えて、聖せい魔ま術じゆつで防ぼう音おん効果を高めているので外との隔へだたりを強く意い識しきし、ますます寒さむ々ざむしい。

　ピエルマルコが軽かる口くちを叩たたくのはそういった気分を変えたいからだが、エスメラルダとセキエイが相手だとどんな話題を振ったところで重苦しい雰ふん囲い気きにしかなりそうにない。

「言っておくけど、あたし、貴方あなたにしかこんな口叩かないから。覚えておいて」

「坊ぼう主ず、愚ぐ痴ちも嫌いや味みも相手を見て話すことだな。見み誤あやまれば舐なめられるぞ」

　ピエルマルコは大きく嘆たん息そくした。なんとも自分に厳きびしい方々だ。

「わかりました。無む駄だ口ぐちは無しで行きましょう。──エスメラルダさんの要よう望ぼう通り近きん隣りん国こくに派は兵へいしている聖ナ殲ー士バに召しよう集しゆうを掛けました。ご指し名めいの龍ロン飛蕾フエイレイさんですが、龍ロン家けが子し女じよを出し渋しぶりましてね、残念ながら応じてもらえませんでした。先せん日じつ負ったお怪け我ががまだ癒いえていないということでしたのでこちらとしても強く出られません」

　エスメラルダは苦にがい顔をする。飛蕾の《泰リ山ン鳴グ動イ》は山のように巨きよ大だいな亀かめの聖獣ヴイアツアだ。敵てき味み方かた関係なく燃やし尽くすため街まち中なかでは使えないが、今回のように巣す穴あなが特定されている場合には最も効こう率りつの良い殲せん滅めつ兵へい器きとなる。使えないのは少し痛い。

「じゃあ、飛蕾抜ぬきのプランで行くしかないわね」

「はい。これは時間との戦いですから迅じん速そくに行きましょう。すでに城に対して強きよう攻こうしてますからね、いつグリオの後うしろ盾だてである公こう爵しやくが出てくるかわかりません。アレが出てくるとなると厄やつ介かいです。目的は『足あし跡あと』に絞しぼりましょう。

　では、確かく認にんです。セキエイが城の正面から攻め込んで陽よう動どうを行い、ユウリさん率ひきいる別べつ働どう隊たいが地下から『ガレの足跡』がある王宮礼拝堂ブルクカペレを目め指ざします。向こうには城じよう主しゆグリオ・ヘルツルが帰ってきていると見ていいでしょう。セキエイは大いに暴あばれてグリオ・ヘルツルを引きつけてください。地下にも敵はいるでしょうが数で圧おせばいけるはずです」

「吸きゆう血けつ鬼き以外に脅きよう威いは確認されていないわ。あの城のトップはグリオ・ヘルツルで間違いない」

「つまり、セキエイが吸血鬼を退たい治じしてくれれば主な障しよう害がいは無くなるというわけです」

　セキエイは小さく頷うなずいた。特に異い論ろんはなかった。

「地下にはリライラ・ボーグさんにも同どう行こうして頂いただきます」

「はあ？　なんでよ？　リラは今回の作さく戦せんに関係ないじゃない！　彼女は部ぶ外がい者しやなのよ！」

「せっかくの戦せん力りよくを眠らせたままにしておくなんて勿もつ体たいないですよ。ユウリさん、──『聖せい女じよ』の護ご衛えいには打って付けです。ああ、エスメラルダさんは僕のそばから離れないでくださいね。貴女あなたの聖獣《曝かれる虚飾無形バシリスクス》は探たん査さ・追つい跡せきにも使えるので万まんが一いちの備えになりますから。これは決定事じ項こうです。従って頂きますよ」

　エスメラルダがリライラに心しん酔すいしていることを知った上での采さい配はいだった。リライラは体ていのいい人ひと質じちで、こうすることでエスメラルダを縛しばり、ピエルマルコの保ほ身しんにも働いた。すべては後ろ盾である大たい派は会かいを警けい戒かいしてのことだ。

「まとまったな。では行こう。夜が明ける前に終わらせたいものだ」

　セキエイの低い声が、エスメラルダの反はん論ろんを制し、場を締めた。

　一時間後ご、作戦は決けつ行こうされた。







　城に繫つながる地ち下か道どうの入り口は川の上流にあった。湧わき水を吐き出す洞どう窟くつを前にして、三人の聖せい道どう士しが水すい質しつ、地ち質しつ、大気の状態、魔ま術じゆつ反応を調べる。人じん体たいに有ゆう害がいなものは確かく認にんされなかったものの魔術行こう使しの痕こん跡せきが発見された。人ひと除よけと幻げん覚かく作用を引き起こす魔術だろう。おそらく魔ま印いんによる結けつ界かいだが、かなり高度な術じゆつ式しきで編まれているため、そうと知らなければ自覚症しよう状じようもないままに森の中を彷徨さまよわされることになる。

「取り除くのは難しいだろうな。よし、私が先せん頭とうに立とう。この手の迷めい宮きゆうは学園の隠かくし部屋で慣れているからな」

　地下道班はんの指し揮きはリライラが執とった。『聖せい女じよ』を除けば部ぶ隊たいの中では最さい年ねん少しようであるが、最も聖ナ殲ー士バに実力が近く、戦せん闘とう経験も豊富にあるのは彼女だけだった。

　正面から攻める本ほん隊たいとはここで分かれる。リライラはセキエイに健けん闘とうを祈った。

「ふははは。あの小さかったリラに武ぶ運うんを祈られるようになるとはなあ。時の流れとは速いものよ」

「何を言われる。セキエイとて昔から微み塵じんも衰おとろえておらぬではないか。これでも強くなったつもりだが、セキエイの前では子供であった頃ころと何も変わらない」

「それはそうだ。師し匠しようが弟で子しに抜かされて堪たまるものか。しかし、大きくなったな。おまえの父も天てん国ごくで安心していることだろう」

「そうあってほしいものだな。──では、我々はこれで」

　リライラ一いつ行こうは洞窟に入らんと踵きびすを返す。

　その刹せつ那な、

「目を離すな。『聖女』が何かしでかすやもしれんぞ」

　セキエイの忠ちゆう告こくには特に反応を示さずに、リライラは洞窟の中へと足を踏み入れた。

　一〇人の聖道士が『聖女』を囲むようにして並へい列れつし、周囲を注意深ぶかく窺うかがいながらリライラの後を歩く。リライラの掌てのひらに灯ともる聖せい火かの揺らぎに絶対の信しん頼らいを寄せていた。足取りは確かで、死し地ちに赴おもむかんとする気き概がいではない、凱がい旋せんせんという気き迫はくを込めた歩行であった。

　ただひとり、ユウリだけが俯うつむきがちに歩く。

　地下道に侵しん入にゆうして三〇分が過ぎた。聖火は依い然ぜんとして人じん外がいの気け配はいを察さつ知ちして道を照らし、迷宮は単なる時間稼かせぎの障しよう害がい物ぶつでしかなくなった。感覚としてならもう間もなく城の真ま下したに到とう達たつするはずである。

　決けつ戦せんは近い。──故ゆえに、話すならいまを置いて他になかった。

　リライラは他の聖道士に悟さとられぬよう小こ声ごえでユウリに呼び掛けた。

「晴はる夜や君を討とう伐ばつせよと命じられたあの夜から、ユウリ君は心を閉ざしていたな」

　それはまだ学園に通っていた頃、吸きゆう血けつ鬼きの眷けん属ぞくにされた大おお道みち晴夜を狩かるために討伐部隊が編へん制せいされた最初の夜のことだ。学園長ちようの推すい挙きよで部隊の一員に加えられたことをリライラが告げたのだが、受け入れられなかったユウリは思し考こうすることを止めてしまった。

　ユウリの表情は変わらない。

　あの夜の絶望が抜け落ちて、しかしあらゆる感情を置き忘れて、あたかも動く屍しかばねの様よう相そう。

「正気を取り戻さないようにとピエルマルコに催さい眠みんまで掛けられたそうだな」

　外がい界かいの刺し激げきはどうやってもユウリの心にまでは届かない。

　何が起ころうとも聖せい魔ま術じゆつの防ぼう壁へきに守られる。空くう白はくを見つめながら心は冷えて丸くなる。

「ふむ。まるで人形だ。──いや、同情したいわけではないんだ。同情に値しない。それでうまくやっているつもりだろうが、少々演技が過剰すぎた」

「……？」

　俯うつむきがちだった顔をわずかに上げる。

　防ぼう壁へきに守られた空白にわずかに色が差す。

　視線は、肩かた越ごしに振り返るリライラの鋭い双そう眸ぼうとぶつかった。

「催眠は掛かっていないのだろう？　君は君の意い志しで犬の真ま似ね事ごとをしている。なぜかは問わん。しかし、おかしな真似をすればすぐにも君を、────む？」

　立ち止まる。リライラの停止に聖せい道どう士したちも急きゆう遽きよ行進を止めた。何事かとわずかに緊きん張ちようする聖道士たちを余よ所そに、リライラは目を見開いてユウリを直ちよく視しする。

　かすかに違い和わ感かんを覚えていた。

　以前のユウリといまのユウリが一いつ致ちしなかった。それは精神的てき肉体的な違いではなく、勘かんとしか言い様ようがないが、魂たましいそのものが違っているかのような……。赤の他人を前にしているかのような……。すべてが同どう一いつ人物なのに存在だけが違ってしまったかのような……。

　異い質しつな差さ違い。

　それまでユウリが行ってきた奇き行こうは、ユウリでない何者かの意志によって決定されていたと仮か定ていしてみると驚くほどしっくりと来た。犬の真似事はユウリの意志ではない。

　勘かん違ちがいではなかった。

　確かく信しんする。

「貴き様さま、誰だれだ？」

「……」




　ユウリは、にんまり、と口くち元もとを歪ゆがめた。




「来やがったな、人間ども」

「────!?」

　リライラは、聖道士たちも、反射的に声のした方を振り返りつつ臨りん戦せい態たい勢せいに入る。視し界かいに赤あか毛げの少年の姿すがたを捉とらえたときにはもう全員が抜ばつ刀とうしていた。

「……子供？」

　聖せい道どう士したちの間に戸と惑まどいが広がる。赤あか毛げの少年は派は手で目めなＴシャツにところどころが破れたジーンズ姿すがたという出いで立たちで、どこの街まち中なかにも居そうな悪ガキにしか見えなかった。

「油ゆ断だんするな。アレは人じん外がいの子供だ。あるいは子供の振りをしているナニかだ」

「ひでえこと言うよな。うちの敷しき地ちに無む断だんで入ってきたくせによ、素す性じようが怪あやしいのはどっちだってんだよ」

　ポケットに両手を突っ込んだまま悠ゆう然ぜんと歩いてくる。無む防ぼう備び極まりないが、戦う意い思しなら鋭い眼がん光こうにこそ顕あらわれていた。リライラは一いつ瞬しゆんたりとも集中を切らさずに間ま合あいを測る。

　次の一歩を踏んだとき、少年の纏まとう空気が変わった。

　その地点が境きよう界かい線せん。踏み込んだ足から順じゆん番ばんに、頭、胴どう体たいが人間の形から人外のモノへと変わっていく。矮わい軀くは巨きよ大だい化かし、白かった肌はだは鋼はがねじみた体たい毛もうに覆おおわれた。踏み出された前まえ脚あしにはギロチンの刃やいばのような三本爪づめが。白はく煙えんを吐き出す口くち元もとにはノコギリのような牙きばが。唸うなる喉のど元もと、のそりと地を踏む四よつ足あし歩ほ行こう、肩けん高こう二メートルはあろうかというその巨きよ体たいは狼おおかみの形をしていた。

「フェンリルか……！」

　北ほく欧おう神しん話わの伝でん承しようから発はつ生せいした人じん狼ろうの末まつ裔えい。白はく狼ろう族ぞくの中にあって唯ゆい一いつ生まれ落ちた異い端たんの赤せき狼ろうが、目の前にいるチェントスであることをリライラたちには知るよしもない。

　目を焦こがさんばかりの真まっ赤かな獣じゆう毛もうとそこから覗のぞく深しん紅くに燃える赤せき眼がんが、見る者に畏い怖ふと絶望を投げ掛けた。

『アイリーンを返せよ。おまえらを喰い殺すのはその後だ』

　圧あつ倒とう的てきな存在感かんを前にして竦すくみ上がる聖道士たち。リライラだけがユウリを庇かばう形で平へい然ぜんとチェントスの正面に立ち塞ふさがった。

　驚きはしたが別べつ段だん怖こわがるほどではない、とリライラは思った。何でもアリが人外どもの専せん売ばい特とつ許きよだ。とはいえ、人狼をこの目で見るのは初めてだが。

「こんな隠かくし球だまがあったとは。ユウリ君、君の過去視しは万ばん能のうじゃないな」

「……」

　ユウリは答えない。巨大狼が現れたことに何の関心も寄せずに呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを眺ながめている。

　素す性じようを問われたときには挑ちよう発はつするかのように笑い、しかし人外の脅きよう威いには無む関心ときた。そこにユウリ本ほん人にんの人じん格かくがどこまで反映されているのか、リライラは疑ぎ念ねんをさらに募つのらせる。

『おい、そこの鎖くさり女おんな。……おまえ、アイリーンに会ったな？　匂においがするぞ』

　ユウリの首に掛かったロザリオの束たばがジャラと音を立てた。

　まるで肯こう定ていするかのように。

　瞬しゆん間かん。チェントスが飛び掛かった。リライラの後ろに守られたユウリ目め掛がけての跳ちよう躍やく。

「──ッ!?」

　すかさず横っ飛びにかわしたのはリライラだ。誰だれよりも速く、何よりも優ゆう先せんして、無ぶ様ざまにも進路をチェントスに譲ゆずった。守るべきユウリを置いて自分だけでも助かろうとする浅はかで卑ひ怯きような行為。──それでこそ卑ひ小しようで醜みにくい人間だ。勇ましく立ちはだかっておきながら結局は我が身可愛かわいさに逃げ出した。チェントスは横よこ目めで彼女を嘲あざ笑わらい、ユウリの頭を食い千ち切ぎらんとその大きな口を上下に開かせた。

『見ていろ人間！　これがアイリーンを連れ去った報むくいだ！』

　ばくり、と大おお口ぐちは音を立てて閉ざされた。




「──お行ぎよう儀ぎの悪い犬だ。素す性じようが怪あやしいという理由だけで見み境さかいなく嚙かみついていては番ばん犬けんは務まらないぞ。それとも、そんなに空くう腹ふくだったのか？」




　チェントスはユウリに頭から嚙みついていた。しかし、確かな手て応ごたえはなかった。

『……ぐ…………がが……あぐぁ…………』

　喉のどが、顎あごが、焼けるように痛い。それこそ物を嚙み切ることさえできないほどに。胸から顎にかけての筋きん繊せん維いをズタズタに切り裂さかれたチェントスは口に含んだユウリをそっと吐き出した。ユウリは何事も無かったかのようにいつもの無む表情でその場にへたり込み、

「だったら謝っておこう。これからしばらくは満足に食事ができなくなるからな」

　リライラはチェントスの頰ほおを真ま横よこから全力で殴なぐりつけた。

　バガン！　と派は手でに吹き飛ぶ巨きよ大だい狼おおかみ。地ち下か道どうの壁に打ち付けられてそのまま気き絶ぜつした。

　真ま横よこに飛びすれ違いざま一一回斬きりつけた細身剣レイピアは、人じん狼ろうの体たい毛もうの硬こう度どとリライラの全力に耐えきれずに刀とう身しんが欠けた。少し惜おしむように眉まゆを寄せてから細身剣を地面に捨てた。

「やはり見せ掛けだけだったようだな。この程度の人じん外がいが相手ならば城を攻こう略りやくするのもそう難しくはないはずだ」

　リライラはそう言うが、聖せい道どう士したちには今の攻こう防ぼうのほとんどが見えていなかった。なぜ狼が『聖せい女じよ』を吐き出したのかも、なぜリライラが細身剣を捨てたのかも、わからずにいる。

　並の人間が相手であればチェントスは伝でん説せつ級きゆうの怪かい物ぶつに違いなかった。ただ相手が悪かったのだ。お互いに。チェントスは聖ナ殲ー士バの力を侮あなどっていたし、リライラもまた巨大狼の頑がん丈じようさを過か信しんしていた。「……一一回も斬りつける必要はなかったな。おかげで一本無む駄だにした」リライラが嘆なげくのはその一点だけである。

　ともあれ、人狼は排はいした。確実に息の根を止める作業は後ろの聖道士に任せ、リライラはなおも放心し続けるユウリを無む理りやり立たせて先を急ぐ。今いま頃ごろセキエイ率ひきいる本ほん隊たいが城の正面から城じよう主しゆグリオ・ヘルツルと交こう戦せんしているはずである。

　上じよう官かんが囮おとり役やくを買って出たのだ、下か級きゆう兵へいは速すみやかに本来の目的を果たさねばならない。




　再び歩き始めたそのとき、またもや前方に人ひと影かげが立っていた。

　見み張はりが人狼一いつ匹ぴきだけのはずがない。カムラに侵しん入にゆうされた地下道に守りを固めるのは当然であろう。それでも大たい群ぐんがいないのは上に戦せん力りよくを集中させているためか、はたまた上での戦せん闘とうが激化したせいで呼び戻されたのか。

　人じん外がいが何なん体たい来ようとも突とつ破ぱできる──。リライラにはその自信があったし、奢おごりでも慢まん心しんでもなくそのように分ぶん析せきできるだけの経けい験けん則そくもあった。懸け念ねんすべきは余よ計けいなタイムロスだけだ。障しよう害がい物ぶつを速すみやかに排はい除じよすべく、聖せい道どう士しの一人から新たな細身剣レイピアを譲ゆずり受けた。

「そこをどけ、と言ったところで無む駄だだろうから、さっさと掛かって来い」

　人ひと影かげは、よく見ればトレンチコートを着ていた。

　それだけで相手が何者なのかリライラにはわかった。

「なぜ貴き様さまがここにいる……!?　グリオ・ヘルツル！」

　一番の戦力であるはずのグリオが地下にいることに驚きよう愕がくする。

　それでは、上は一いつ体たい何と戦っているのか──。

　ぐああああ、という悲鳴が背後から轟とどろいた。振り返ると、巨きよ大だい狼おおかみにトドメを刺そうとした聖道士が地面に転がり悶もん絶ぜつしていた。

　巨大狼のすぐそばで馬うま面づらと牛うし面づらの半はん人じん半はん獣じゆうの化ばけ物ものが佇たたずんでいた。

「こいつを殺したくば俺おれっちを倒してからにするんだＺＥ！」

「怪け我がしたくなかったら大人おとなしく降こう伏ふくするがいいＹＯ！」

　……おかしなポーズまで取っている。なんだあれは、威い嚇かくのつもりか。

「大人しくする必要はない。どうせ貴き様さまらはこの場で死ぬことになる」

　グリオが動く。腰を落とし、両手を背中に回した。あの構えは知っている。自分の手を極ごく細ぼその刃やいばに変えて鞭むちのように打ち出す大おお技わざだ。

　見抜いた瞬しゆん間かん、この場が地下で、閉へい塞そく的てきな空間に居る事実に思い至る。もしもしなやかさまで本ほん物ものの鞭と同どう様ようならば、この狭さは命いのち取とりになる。仮に初しよ撃げきをかわせても壁に跳ね返った鞭が速度を上げて無む軌き道どうに襲おそい掛かってくるだろう。そしてそれは際さい限げんなく繰り返されるのだ。

　地ち下か道どうそのものが人じん肉にくを裁さい断だんするシュレッダーと化す。

　全ぜん滅めつは必ひつ至し。

　打たせてはならない。

「させん！　────ッ!?」

　そのとき、リライラよりも速く動き出した者がいた。傍かたわらにいたはずのユウリが一いつ瞬しゆんのうちにグリオの至し近きん距離にまで詰め寄っていた。

「!?　この娘むすめは……！」

　それまでの無む表情が噓うそだったかのように、血ち走ばしった目を見開いた。

「ころす」

　グリオの顔を正面から覗のぞき込み、いまにも触れそうなほど近くから囁ささやくように呪じゆ詛そを放つ。

「ころすころすころすころすころすころすころすころすころすころすころすころす」

『ハルをかえせハルをかえせハルをかえせハルをかえせハルをかえせハルをかえせ』

　リライラは、そしてグリオもまた、悟さとった。

　ユウリはいま、あの夜の公園にいた。

　エンマ・アズナブルを殺され、大おお道みち晴はる夜やも吸きゆう血けつ鬼きにされてしまった、あの悲ひ惨さんな夜の只ただ中なかにユウリは舞い戻ってきた。トレンチコートの吸血鬼こそが仇かたきであると、憎ぞう悪おと復ふく讐しゆう心しんが失っていたはずの理り性せいを呼び起こした。

「──我に従えveni、」

　聖獣ヴイアツアを喚よび出す。現れた一いつ匹ぴきの獣けものがユウリと鏡かがみ合あわせのように動き、グリオを二刀分断に切り落とす。瞬まばたきをも許さない神しん速そくにグリオは為なす術すべ無く無む力りよく化かさせられた。

「な、……んだ、と…………」

「オアアアァアァアァアアアアアアアアアア─────────ッッッ！」

　ユウリの絶ぜつ叫きようが地ち下か道どう内ないに響ひびき渡る。涙を流し、髪かみを振り乱し、グリオの返り血を全身に浴びた恰かつ好こうで、あらん限りの絶望を慟どう哭こくする。それは獣けものが放つ断だん末まつ魔まにも似て──。

　リライラは思った。ユウリはこのときを以もつて狂ってしまったのだ、と。

「……『聖せい女じよ』がこれでは『足あし跡あと』どころではない。撤てつ退たいするぞ」

　何よりもまずユウリの生せい存ぞんを最さい優ゆう先せんにしなければならず、守るべきお姫ひめ様さまが乱らん心しんしてしまってはそれも難しい。リライラの行動は迅じん速そくだった。暴あばれるユウリを抱えて来た道を戻る。

　リライラは警けい戒かいして背後を振り返る。だが、グリオが追ってくる気け配はいはない。馬うま面づら牛うし面づらを自らの両脇わきに並べてなおも道を塞ふさいでいた。聖獣の攻こう撃げきをまともに受けたにもかかわらずグリオの威い風ふうは少しも衰おとろえていない。

　……突とつ破ぱするのは難しいと判はん断だんした。

　地ち下か道どう班はんの任にん務むは失敗に終わった。




　　　　　　　　　　†




　深夜にもかかわらず頭ず上じようを一羽わのカラスが声を鳴らして羽ばたいた。森深くにある古こ城じように似つかわしくじめじめとした怪あやしい雰ふん囲い気きが周囲に漂ただよっていた。吸血鬼の棲すみ家かなのだからこの程てい度どの迫はく力りよくはあって然しかりなのだけど、ここを拠きよ点てんとするとなると些いささか気分が萎なえてしまう。中は豪ごう奢しやで文もん句くの付けようもないほど華か美びに設しつらえてあるので出て行きたいとは思わないけれど。人ひと目めを避けるためだとして、全体に漂う薄うす気き味み悪わるさについては諦あきらめるしかなさそうだ。

　城じよう門もんと防ぼう壁へきの上にある見み張はり台だいには晴夜、アモナ、サーシャの三人がいた。いつ来るかもわからない教会の一いち団だんに怯おびえていたのは最初の一時間だけ、慣れとともに徐じよ々じよに緊きん張ちよう感かんが解けてきて、少しずつ周辺の景色けしきも目に入るようになった。

　この国のどこかにユウリがいる。

　チーコの話では、ユウリは教会の連れん中ちゆうにおかしなことをさせられ、徐じよ々じよに自じ我がを崩ほう壊かいさせているという。なぜそのようなことになったのか想そう像ぞうすら付かない晴はる夜やだが、あのチーコの涙を見てしまえば黙だまっているわけにはいかなかった。

　俺おれの、かつての、半はん身しん。

　預かったロザリオならまだポケットの中にある。

　ユウリが助けを求める限り、俺は、世界中じゆうのどこにいたって駆かけつけてやるぞ──。

「──……」

　かぶりを振る。見み張はりに専せん念ねんしなければ。いまはユウリのことを考えている場合じゃない。城の雰ふん囲い気きに当てられてすっかり気分が落ち込んでいるようだ。

　晴夜はこのじめじめとした空気を払ふつ拭しよくしたいと考えるが、アモナとサーシャにどんな話題を振っていいのかわからないのでなお悶もん々もんとしていた。さりげなく横よこ目めで窺うかがえば、二人は対たい照しよう的てきな様よう子すで過ごしている。

　アモナ・クライネウィスタは十九人の中では次じ女じよということだが、それはあくまでもグリオの眷けん属ぞくになった順じゆん番ばんで、実際の見た目や精神年ねん齢れいは随ずい分ぶん下の方ではないかと思う。生き真ま面じ目めで義ぎや信を尊とうとぶ精神の持ち主で、そのせいか晴夜に対するときの所しよ作さがやけに堅かた苦くるしい。グリオに何を言われたのか知らないが、まるで晴夜を王と見立てているかのような振る舞いである。

　いまもそうだ。

　傍かたわらで片かた膝ひざを着いたまま無む言ごんで控えていた。

「……普通にしてていいんだぞ？　ほら、立って立って」

　アモナはちらりと晴夜を見上げ、今いま一度畏かしこまって頭こうべを垂たれた。

「お気き遣づかいのほど感謝いたします。ですが、主しゆ君くんと目め線せんの高さを合わすような無ぶ礼れいを働くわけには参まいりません。私のことは備え付けの椅い子すの一つとでも思い無む視しして下さい」

　それはサーシャが今いま座っている石いし造づくりの椅子を指しての言げんであろう。いくらなんでも家具扱あつかいはどうなのよと思う晴夜に、アモナはぼそりと付け加えた。

「むしろ椅子としてお使いになられてもいいのですが……」

　マゾ気き質しつを隠かくそうともしなくなったアモナさん。

　ドン引きである。

「主君とか目線の高さとか、いちいち時代錯さく誤ごなんだよな。それ、騎き士し道どう精神っていうよりも卑ひ屈くつって感じがするぞ。アモナは俺の家け来らいじゃないんだ、まして椅子でもない。俺とアモナは対たい等とうで、仲間だ。畏まる必要なんてないんだよ」

「ですが……」

「俺は家来になってくれだなんて頼んでないぜ。それに、その体たい勢せいだと遠くまで見渡せないだろ？　見張りなんだからせめて立ったらどうだ？」

　するとアモナは苦く渋じゆうに満ちた表情で俯うつむいた。──あれ？　間違ったことは言ってないと思うけど。どうしてそんなに思い詰めるんだろう。

「好きにさせればいいじゃないの。アモナにはアモナの生き方ってものがあるんでしょ。主しゆ君くんのために命を捧ささげたい、とかそういうのに憧あこがれてて、それで力が発はつ揮きできるっていうんならそうさせてあげるべきではなくて？」

　サーシャがこちらを見ずに言う。石の台だい座ざにタロットカードを一枚一枚つまらなげに並べていた。過去、現在、未来を暗あん示じするカードが出で揃そろったところで、がくん、と肩を落としてだらしなく台座に突つっ伏ぷした。

「なんでー？　なんでグリオとの相あい性しようはいっつも最悪なのよー？」

　恋こい占うらないとか、わりと俗ぞくっぽくて意い外がいだった。エルフも占いを信じるものなのか。

　つか、見み張はり台だいの上で何やってんの、この人は。

「あー、退たい屈くつぅ」

　大した腑ふ抜ぬけっぷりだった。

　それにしても、本当に綺き麗れいな金きん髪ぱつ、綺麗な顔立ちをしている。黙だまっていれば文もん句くの付けようもないほどの美人だ。こんな人に迫られてよくグリオは靡なびかなかったものである。……好意を向けられていることに気づいていない節ふしもあるが。

「アンタのせいよ」

　いきなり過ぎて何のことかわからなかったが、がばりと起き上がったサーシャが晴はる夜やをジト目で睨にらんできた。

「いまお城がゴタゴタしてるのはアンタが来たせいよ。おかげでグリオと、あ、あいあいあいあ、あ、……愛！　を、か、かか、か、語らう時間がなくなっちゃったんじゃない!?　どうしてくれるわけ!?　え!?」

　グリオ本ほん人にんがいなくても照てれ臭くさい台詞せりふは大体嚙かんでしまうらしい。

「聖ナ殲ー士バが攻めてきたのだってアンタが居たせいで場所がバレちゃったんじゃないの!?　そうよ、きっとそうよ!?　グリオはミスなんてしないもの！　ドジを踏むとしたらアンタかあの銀ぎん髪ぱつの子の方よ！　そうでしょ！　そうなのね!?」

「お、落ち着けよ、サーシャ。いや、おまえの言うこともわかるけれどグリオと愛を語らえないのは別の問題であって」

「さん！」

「はい？」

「サーシャさん！　もしくはサーシャ様よ！　おまえだなんて馴なれ馴なれしい！　いずれグリオのお、お、お、およ、……おおお嫁よめさんになるんだから！　城じよう主しゆの妃きさきに対して相応ふさわしい呼び方があるでしょ!?」

「えー？」

　呼び方を改めるのは一いつ向こうに構わないが、理由を聞かされたいまとなっては従いづらい。なんとなくわかっていたけれど、このサーシャという女、かなりプライドが高い。

「代わりにアンタのことは『おまえ』って呼んであげるから。構わないでしょ、新入り君？」

「……」

　煩わずらわしいなあ。

　そして、腹立たしいなあ。

「サーシャ殿どの！　晴はる夜や様に向かってなんたる口の利き方！　無ぶ礼れいにもほどがあります！」

「何よー、剣なんか抜いちゃって。私とやろうっての？　いいわよ相手になってあげる。その代わり私が勝ったらグリオの寝室の鍵かぎを私に寄よ越こすのよ！　わかった!?　いいわね！　約束したからね!?」

「そんな約束できるわけないでしょう！　一方的に見返りを要求するとは見み損そこないましたよ！」

「アモナが勝ったら新入り君の部屋に住まわせてもらうってことにすればいいじゃない？」

「この勝負、受けて立ちましょう！」

「受けて立つなや！　剣も弓ゆみも一いつ旦たん下ろせ！　危ないだろうが！　間に挟まった俺おれが!?」

　吃驚びつくりするよ、会話の急展開っぷりによ！

　そしていま、気づいた！　見み張はり役の人じん選せん絶対に失敗してるぞ、これ！

　晴夜の怒ど声せいに間を外されたのか、サーシャはふて腐くされるようにして座り直し、アモナも再度畏かしこまって片かた膝ひざを着いた。危き機きは去ったが相変わらず息苦しい雰ふん囲い気きは継けい続ぞく中である。

　そして、二人とも見張りをする気が微み塵じんもなかった。

「わかった。俺が悪かった。好きなようにしていてくれ。見張りは俺ひとりでやるから」

　やれやれと肩を竦すくめて出で窓まどから外を眺ながめた。

　城への出入り口はここ城じよう門もんと地ち下か道どうしかなく、地下にはグリオとチェントスが控えているから晴夜は城門に近づく者がいないかだけ見張っていればいい。

　とはいえ、教会が集団でやって来るなら足音でわかるだろうし、たとえ足音を消したとしても気け配はいそのものは隠かくしきれるものではない。視し界かいに見えていなくても吸きゆう血けつ鬼きの晴夜になら集団の気配くらい感かん知ちできる。

　とりあえず一キロ圏けん内ないに集団はいない、と思う。……………………ん？

「……んん？」

　不ふ意いに、おかしな感覚に陥おちいった。

　人の気配は依い然ぜんとして感じない。しかし、どこか森がざわめいている。変わらず静せい寂じやくなのに緊きん張ちよう感かんだけが張り詰めていた。まるで嵐あらしの前の静けさみたいだ。

　木枝の隙すき間まから青い影が見えた。こちらに近づいてくるのは聖ナ殲ー士バの装しよう束ぞくを着た白はく髪はつの男だった。……おかしい。視し認にんできているのにいまだに人の気配を感知しない。幻まぼろしでも見ているかのようだ。出窓から身を乗り出してまじまじと眺めていると、白はく髪はつの男が顔を上げた。

　目が合った。瞬しゆん間かん、悪お寒かんが全身を駆かけ抜けた。

「────ッッッ!?」

「？　どうかしたの？　新入り君？」

「……サーシャ。あれ、何だ？　……人間じゃないよな？」

「さん！　もしくは様！　って、……ちょっとどいて！　──何よあれ、聖ナ殲ー士バじゃないの!?　ここまで接近を許すなんて!?　アモナ！　グリオ呼んで来なさい！　新入り君！　一いつ瞬しゆんでいいから足止めお願い！　私がここからあいつを射い止とめるから！」

　教会の人間は問もん答どう無む用ようで敵である。隙すきあらば殺すべきだとサーシャは主張した。

　サーシャは再び虚こ空くうから弓ゆみ矢やを出現させると弦つるを引き絞しぼる。彼ひ我がとの距離はおよそ一〇〇メートル。弓の名めい手しゆであるサーシャにとって当てるだけならどうということのない距離だが、相手が聖殲士である以上黙だまって的まとになってくれるとは思えない。

　晴はる夜やはしかし、動けなかった。恐きよう怖ふに支配されて体が言うことを利いてくれない。

　まだ人間だった頃ころの、初めてグリオに遭そう遇ぐうしたとき以来の感覚だった。未知の脅きよう威いに直面すると吸きゆう血けつ鬼きであっても足が竦すくむ。……いや、吸血鬼だからこそ、同族以外の未知なる生物と遭遇することに怖おじ気けにも似た感情を抱いてしまう。

　一向に動き出さない晴夜にサーシャが苛いら立だった声を上げた。

「ちょっと新入り!?　いい加か減げんにしてよ！　人間がこっちまで来ちゃうじゃない!?」

　そんなことはわかっている。けれど、

　サーシャにはアレがただの人間に見えるのか……？

「私が行きます。サーシャ殿どの、援えん護ごを頼みます」

「あ、待ちなさい！　アモナ！」

　立ち竦む晴夜の代わりに出で窓まどから飛び降りるアモナ。すかさず晴夜を振り返るサーシャの目には『さっさと行きなさいよ役立たず！』と強い怒りが宿っていた。

「ああもう！　わかってんよ！　アモナひとりに行かせられるかってんだ！」

　窓まど枠わくに足を掛けて勢いよく跳ちよう躍やくした。

　一〇メートル以上もの高さを飛び降りて、先に降り立ったアモナの目の前に着ちやく地ちする。

「晴夜様……」

「下がっていろ。相手が聖殲士なら俺おれの方が相あい性しようはいいはずだ。なんせ俺には聖獣ヴイアツアが効かねえからな。つっても、いきなりやり合うつもりはない。まずは相手の出方を見るぞ」

　目的はカムラと同じと見ていいだろう。問題は、教会の勢力の規模である。こちらに向かって歩いてくる白はく髪はつの男以外に人ひと影かげは見当たらず、周辺に人の気け配はいは皆かい無むだ。

　城じよう門もんを突とつ破ぱする気でいるのなら、白髪の男は主しゆ戦せん力りよくの一つと見て間違いない。

　十数メートルもの距離を挟んで、白髪の男が歩みを止めて対たい峙じした。

「……聖殲士か、アンタ」

「そういうおまえたちは吸血鬼のようだな。グリオ・ヘルツル以外にも吸血鬼がいるとは知らなかった。……『成り上がり』だな。『親』はグリオ・ヘルツルか？」

「貴き様さまに答える義ぎ理りはない」

　アモナが勇ましく切きっ先さきを男に向けた。男は、然しかり、と厳おごそかに頷うなずく。

「儂わしはおまえたちを葬ほうむりに来たのだった。いまのは余よ計けいな詮せん索さくだったな。忘れるがいい。──では本題に移ろう。教会はどうだか知らんがな、おまえたちを皆殺しにする気は儂にはない。いまは城に用がある。大人おとなしく明け渡すのなら追わずにいてやる。それでどうか？」

「それでどうかって……」

　啞あ然ぜんとした。聖ナ殲ー士バとは問もん答どう無む用ようで人じん外がいを殲せん滅めつしようとする人じん種しゆだと認にん識しきしていたからだ。カムラはその典てん型けいである。

　予想だにしていなかった男の出方に戸と惑まどった。

「棲すみ家かから追いやって野の垂たれ死ねと言うのか？　返答ならば推おして知るべきだ！」

「ふむ。勇ましい娘むすめだ。では、そちらの小こ僧ぞうはどうか？」

　ちらりと晴はる夜やを見み据すえる。思わず仰のけ反ぞりそうになった。

「お、俺おれ？」

「争いは避けられるのなら避けるべきだ。種しゆの保存と繁はん栄えいのためならば逃げることもまた立りつ派ぱな闘とう争そうであろう。だが、矜きよう持じとともに死するは蛮ばん勇ゆうであり、愚ぐ行こうである。徒いたずらに命を落とすことに何の意味がある？　そう思わんか？」
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　それは、晴はる夜やが是ぜとして捉とらえている考え方だ。たとえどんな姿すがたに変わろうとも、どんなに惨みじめに這はいつくばろうとも、懸けん命めいに生きることに貴き賤せんはなく、運命に抗あらがうことに理り非ひはない。生への渇かつ望ぼうの前では逃とう走そうさえ立りつ派ぱな闘とう争そうだ。──けれど、

「……っ！」

　男の一方的な詭き弁べんに、怯ひるんでいた心が沸ふつ騰とうした。

「テメエらから攻めて来ておいてよく言うぜ。目的もわからないのにはいそうですかと従うとでも思ってんのかよ！　城を奪うばい、守りを取り払った後に背中から斬きりつけてくる気かも知れねえしな」

「ふむ。信用ならんか？」

「あ、当たり前だろ！　アンタが俺おれたちを逃がそうとしている意味がわからねえ。人じん外がいを徹てつ底てい的に殲せん滅めつするのが教会の願がん望ぼうだろうがよ。逃がす理由がねえ！」

「理由ならある。おまえたちがこの世からいなくなってしまえば、儂わしら聖ナ殲ー士バが戦う相手がいなくなってしまう。それでは、困る」

「……はあ？」

「無む職しよくになりたくないのでな」

「はあ!?」

　本ほん気きで何なに言ってんだ、このジイサン。

　人外が──吸きゆう血けつ鬼きが憎にくくて憎くて堪たまらないから殺すんだろ？　そのために辛つらい訓くん練れんを乗り越えて強くなったんだろ？　それなのに、なんだ、その意い識しきの低さは。

　目を丸くする晴夜に同情するように、男は続けた。

「教会といえど一枚岩いわではない。しがらみが多ければ多いほど人間同士で対立することも増えていく。吸血鬼討とう伐ばつを嘱しよく望ぼうに掲かかげることで一時的に足並みを揃そろえているに過ぎん。もちろん信者の信しん仰こう心しんをより煽あおる効果も期待されている。教会はな、吸血鬼が完全に消しよう滅めつされると困るのだ。儂らも食いっぱぐれを恐れて無む駄だな殺さつ戮りくはなるべく避けておる。……失望させたか？　自分らの命を狙ねらう教会の実体なぞこんなものだ」

　男は、もしかしたら晴夜の素す性じようを、人間であった頃ころ教会に縁えんがあったことを、見抜いているのかもしれない。でなければ、教会の実体を明かすことにどんな益えきがある？　城を明け渡せば殺さないという言葉は本心からなのだろう。

「晴夜様。騙だまされてはなりません。教会の人間が真実を口にするはずがありません」

「あ、ああ、複雑だけど、そのとおりだ。わかってる。どんな理由であれ城を奪われるわけにはいかない。前ぜん提ていがそもそも間違ってる。俺たちはここを明け渡す気はさらさらねえんだ」

　男から発される正体不明の覇は気きに身震いするものの、ようやく臨りん戦せん態勢に入った。

　晴夜は拳こぶしを構え、アモナは長ちよう剣けんの柄つかを両手で握りしめた。背後からサーシャの矢がぴたりと男を狙っているのがわかる。同時に、サーシャの苛いら立だちが伝わってきた。

　──〝何やってんのよ！　人間の戯ざれ言ごとにいちいち耳を貸してんじゃないわよ！〟

　と、ギラついた目で睨にらまれていた。まったくそのとおりだ。晴はる夜やはやはり甘いのだ。教会の人間や、まして聖ナ殲ー士バの姿すがたを見ると、どうしても敵と思いたくなくなってしまう。対話をしたのがまずかった。言葉が通じない相手ならばいくらでも戦うことができるのに。

　人じん外がいの側に立って初めて人類の敵と認にん定ていされた。

　迷いや後こう悔かいが一切無かったとは、言い切れない。

「せっかちなものだ。そんなにも戦いたいのか？　ならば、グリオ・ヘルツルを出せ。城じよう主しゆが死ねば諦あきらめもつくだろう」

「語るに落ちたな。結局貴き様さまらの狙ねらいは吸きゆう血けつ鬼きなのだ。どのような弁べん舌ぜつをふるおうとも背後から斬きりつける卑ひ怯きよう者ものが貴様らだ」

「まことに威い勢せいの良い娘むすめだ」

　なぜか楽しげに声を弾はずませた。まるで孫まごを相手にする好こう々こう爺やの様よう相そうだ。

「教会は目に見える戦せん果かが無ければ納なつ得とくしてくれん。敵てき将しようの首を取りさえすれば内外に対して一応の示しが付くからな、それで手打ちにできる。筋すじは通っていると思うが。──娘よ、聞く耳すらないか」

　アモナは男を無む視しして周囲に気を払う。いくら晴夜が盾たてになっているとはいえ聖殲士を前に無む防ぼう備びすぎる。経験不ぶ足そくと世せ間けん知らずが露あらわとなった。

「晴夜様さま、周囲に敵の気け配はいは？」

「……無い。どこにもいない。このジイサン、まさか一人で来たのか？」

　改めて腹の底が収しゆう縮しゆくするような戦せん慄りつに支配される。その余よ裕ゆう、その豪ごう胆たんさに、やはり聖殲士の本質を見た気がした。カムラとは決定的に違う。この男は底が見えない。

　直感が告げるのだ。

　まともにやり合ってはならない、と。

「グリオ・ヘルツルを呼ばぬのなら引きずり出すまでよ。おまえたちには犠ぎ牲せいになってもらう」

　青い衣ころもが翻ひるがえり、聖せい火かの光が男を中心に弾はじけて灯ともる。

　闘とう気きが迸ほとばしる。その圧力はぶつかるだけで気を遠くにした。普通の人間ならば絶ぜつ命めいしかねない気き迫はくであり、実戦がこれで二度目のアモナでは竦すくみ上がるどころか呼吸さえままならない。

「あ、あり得ません……人間にこんな、こんな……」

「アモナ、下がれ！　もっと！　もっとだ！　こいつはカムラよりも桁けた違ちがいに強い……ッ！」

　踏み出した一歩に地面は割れ、吹き抜けた風が木枝を折る。聖火は体に纏まとわすだけで身しん体たい能力を数倍向上させることができる。だが、この男に掛かれば取り込むはずの聖火が器うつわに収まりきれず流れ落ち、その力の奔ほん流りゆうが大気に混じり、ただ在るだけで万物を刺激した。

　アモナが下がる必要はなかった。

　男が晴夜との間ま合あいを詰めようと飛び掛かっただけでアモナの体は後方へと吹き飛ばされていた。城じよう門もんに打ち付けられて悶もん絶ぜつするアモナを、しかし晴はる夜やは振り返ることができない。

「賢けん明めいな判はん断だんだ。娘むすめに走り寄れば諸もろ共とも殺す。グリオを引きずり出すにはおまえ一人で事足りるのだからな」

　違う。男に詰め寄られ、その迫はく力りよくに息を吞のみ足が竦すくみ、動けないだけだ。振り返ることさえできず、晴夜の目は男に釘くぎ付づけにされたまま。

「……」

　その動作はあまりにも洗せん練れんされていた。ただ歩を繫つなぎ、拳こぶしを握り、腰を落とす。正せい拳けんを打ち出すまでのとても簡単な、ありきたりな、型とも言えぬ、型。全身の関かん節せつの付け根の部分──枢すう軸じくから五体の先せん端たんへと力を伝でん播ばさせる筋きん肉にくの捻ねじれ、腰の廻かい転てん、足あし裏うらの曲きよく動どう、それら螺ら旋せんを描く円えん軌き道どうは、単調な所しよ作さであるにもかかわらず完成された型として胸を衝つく感動を与えた。

　がつん、と晴夜の無む意い識しきに撃げき鉄てつを起こす。

　風が唸うなる。

　男の一いち撃げきが打ち出される。

　一いつ瞬しゆん後ごにやって来るであろう死を意識したとき、網もう膜まくの内側に空白を映し出した。

「──」

　晴夜の身体からだが独こ楽まのように廻転した。翻ひるがえり、必ひつ殺さつの一撃が脇わきを滑っていく。拳の砲ほう弾だんはかわしたがその余波が左ひだり半身を叩たたき付けた。が、その余波さえも廻転の推すい進しん剤ざいに利用し、ブレかけた軸じく芯しんを縦たてに戻して頭を低くし男の懐ふところへと流れ込む。足あし捌さばきはなおも止まらず、男が煩わずらわしげに落とした肘ひじに反応するかのように今度は逆向きに廻転し、完全に流形の渦うずを乱された男は晴夜の動きを目で追うだけで追つい撃げきができない。

　呆ぼう然ぜんとしたのは双そう方ほう同時。いち早く正気を取り戻したのは晴夜の方だった。

　男の背後に廻まわり込んだ晴夜は追つい撃げきを警けい戒かいして前転しつつ遥か後方に視線を送る。〝──今だ！〟目が合う直前に、すでにサーシャの手から矢が放たれていた。

　この一いつ瞬しゆんの隙すきだけを狙ねらっていた。晴夜が危き機きを回かい避ひしていようとしていまいと、展開次第では晴夜とアモナの二人の死体を直視することになったとしても、一切乱れることなく針に糸を通すかのような繊せん細さいさで矢を放たんと心に決めていた。ここぞという瞬しゆん間かんを逃のがさなかったのはひとえにサーシャの無心が一いつ貫かんしていた結果である。

　放たれた一本の矢は空を切り裂さく間に分ぶん裂れつし、増ぞう殖しよくし、二本から一〇本、三〇本、……無数に増えて弾だん幕まくを張った。サーシャの矢はただの矢ではない。魔ま力りよくを帯び、その一本だけで大たい砲ほう級の破は壊かい力りよくを有した。矢が紡つむいだ壁へき間かんが男を頭ず上じようから押し潰つぶさんと迫り来る。

　次の瞬間、あり得ない現げん象しようを目もく撃げきする。矢が男に直ちよく撃げきする寸前、弾幕を張られて逃げ場の無いはずの男の周囲にわずかな空間が生み出された。空間は矢を逸そらし後方へと通過させていく。その軌き道どう、その軌き跡せきは楕だ円えんを形成し、矢は曲線に沿って男を通過していく。

　矢が男を避けていく。

　背後の地面に弾だん幕まくが衝しよう突とつして大だい爆ばく発はつを巻き起こす。砂すな埃ぼこりが視し界かいを埋め尽くし、男の姿すがたを霞かすませる。晴はる夜やは濛もう々もうと立ち込める砂さ塵じんの隙すき間まから見み張はり台だいで慄りつ然ぜんと立ち尽くすサーシャと目が合った。小さくかぶりを振って目もく撃げきした不ふ可か解かいを拒きよ絶ぜつしている。

「儂わしに投とう擲てき攻こう撃げきは効かぬよ。しかし、良い手であった。おまえの動きにも驚かされた。思わぬ収しゆう穫かくだ。おまえのような吸きゆう血けつ鬼きを早々に退たい治じできるのだから」

　砂塵が晴れる。男は掌てのひらに聖せい火かを灯ともし、振りかぶると晴夜に投げつけた。蒼あおい炎ほのおは瞬またたく間に晴夜の全身を覆おおい尽くし、衣い服ふくを燃やし始める。

「──…………む？　おかしい……。なぜ燃えん……」

　疑問を口にしたとき、炎は突とつ如じよとして搔かき消され、晴夜が視し界かいから消えていた。

　男の側面に廻まわり込んで蹴けりを放つも、男は片手を上げるだけで難なくいなした。

「チィ……ッ！　惜おしいッ！」

「おまえ、まさか……」

　慌あわてて距離を取り体勢を立て直す。しかし、男は晴夜を見み据すえるだけで追っては来なかった。

　おもむろに男が手を上げる。何かの合図を出したと感づいたときにはもう、森の中から無数の人の気け配はいを察さつ知ちした。武ぶ装そうした聖せい道どう士したちが城じよう門もんを囲んでいた。

「!?　──なんで急に!?　どっから湧わいて出て来やがった!?」

「ガレの遺い作さくだ。人の気配を一切遮しや断だんする魔ま印いん。儂にも感かん知ちさせぬほどの認にん識しき阻そ害がいだ、現げん存そんするものでは最上であろう」

　城門に背中を預けて気を失ったアモナに聖道士たちが駆かけ寄る。おそらくは聖せい魔ま術じゆつが施ほどこされているであろう自動小しよう銃じゆうの銃じゆう口こうをアモナに突きつけた。

「下へ手たに動けば娘むすめの命はない。いかな吸血鬼であろうと至し近きん距離から銀ぎん聖せい弾だんを撃うち込まれれば容易たやすく滅びる。──上にいるエルフ、聞いたとおりだ！　いますぐ城じよう主しゆをここへ連れて来い！」

「くっ──」

　サーシャが出で窓まどから顔を引っ込めた。グリオを呼びに行ったのか、一度態勢を立て直そうとしてのものか。どちらにせよ、アモナの命が懸かかっていては下手な真ま似ねはできない。

　迂う闊かつだった。晴夜だけでなく、グリオもこの事態を想そう定ていしてはいなかったはずだ。

　カムラと同等クラスの聖ナ殲ー士バであれば晴夜ひとりでも撃げき退たいできると高をくくっていたのだ。しかし、現れたのは規き格かく外の何者かだった。晴夜は視線だけで次の動きを封じられ、黙もくして佇たたずむことしかできないでいる。

「名は何と言う？」

「……？」

「おまえの名だ。『成り上がり』ならば人間であった頃ころの名があるはずだ。──当ててみせようか？　先ほどの動き、そして聖魔術が通じない身体からだ、これだけで確かく証しように足る。おまえの名は『王おう路じ』だ。王路家の跡あと取とり。こんなところにおったのか」

　聞き慣れない単たん語ごに、なぜか、胸がざわついた。

　王おう路じ。

　オウ、ヂ。

「……違う。俺おれの名前、……大おお道みちだ。…………大道……晴はる夜や……」

　ずっとそう名乗ってきた。少なくとも教会に拾われたあのときから。老ろう兵へいに命を救われ、ユウリとともに坂の上の聖せい堂どうを目め指ざしたあの夜から。

　それ以前の記き憶おくを失っていても、この名前だけは無くさずに抱えていた──。

　その歪いびつさにいまさら気づく。

「俺、は……」

　──一体、誰だれにその名を教えてもらった？

「ほう。いまは名を『オオミチ』と偽いつわっておるのか。字じは違えど音おんと大たい意いはそのままだな」

　男は知ったふうな口く調ちようで顎あごを搔かく。晴夜の心はすでに搔かき乱され、捕とらわれていた。

「なんなんだよ。……なんなんだよ、アンタは!?　……アンタは俺のこと、し、知ってんのか……？」

　厳おごそかに。最強と謳うたわれた聖ナ殲ー士バは初めて己おのれの出しゆつ自じを語った。

「名乗っていなかったな。儂わしの名はセキエイ。加か護ご宗そう家け十六代目当とう主しゆが次じ子し、加護席せき栄えいだ」




　カラスが再び甲かん高だかく鳴いた。黒い羽は根ねがふわりと目前に落ちてきて、視線は無む意い識しきにそれを追っていた。セキエイという名の持つ破は壊かい力りよくは思し考こうを停止させるには十分だった。

「せ、セキエイ……？　噓うそだろ？　あの十二聖せい最強の!?　しかも、加護って……、加護先生と同じ姓せいってことは筺きよう界かいの……」

「昔の話だ。人じん外がい討とう伐ばつにかまけておるうちに破は門もんにされてしまった。加護の名を出した方がわかりよいかと思うてな、これより後は名乗らぬよ。──多少は話が通じるようだな。晴夜と言ったか？　王路の倅せがれが行方ゆくえ不明になったのは十年近く前だったはず。当時はまだ童わつぱであったからな、深い事情は知らぬと見たがどうか？」

「……だったら何だってんだよ？」

「教えてやろう。『成り上がり』になってしまったが王路家の跡あと取とりが生きているとなればこれはこれで一いち大だい事じだ。儂はおまえを保ほ護ごする必要がある」

「は？」

　セキエイが目め配くばせをすると、晴夜を囲んでいた聖せい道どう士したちが銃じゆう口こうを逸そらして直立した。先ほどまであった威い嚇かくや殺さつ意いが微かすかに霞かすんでいる。

　教会の狙ねらいは城の攻こう略りやくである。城じよう主しゆであるグリオを早々に討とう伐ばつしようとするのは人じん外がいたちの志し気きを落としたいからだ。その方が攻めやすいし、城を優先するならば、あえて人外を殺さずに人ひと質じちとして利用もするだろう。

　しかし、セキエイのような強い聖ナ殲ー士バがいるのなら、そのようなまどろっこしい方法を取る必要はそもそもない。思うままに蹂じゆう躙りんし、人じん外がいを皆殺しにすればいいだけなのだから。

　ここにやって来た当初はそのつもりでいたはずだ。グリオを誘おびき寄せることも念ねん頭とうに入れていただろうが、阻はばむ人外はすべて滅ぼさんとしていた。実際、晴はる夜やを殺そうと聖せい火かまで放った。アモナやサーシャだって殺やろうと思えばいつでもできたはずである。

　それが、何だ、この状況は。

　──俺おれを保ほ護ごするだって……？　セキエイが？　俺を？

「目を丸くするな。加か護ごが王おう路じを保護するは当然のこと。──それとも、そんなことすら忘れてしまったのか？　先ほどの動きはまぐれか？　聖せい魔ま術じゆつを、否いな、筺きよう界かい蒼そうを反発する自身の体質についてどこまで理解している？　よもや王路家けそのものすら覚えておらぬとは言うまいな？」

「…………」

　素直に頷うなずけば怒られそうな雰ふん囲い気きだ。

　眉み間けんに皺しわを寄せて沈ちん黙もくしていると、セキエイは呆あきれたように溜ため息いきを吐いた。

「なるほど。道どう理りで消しよう息そくが摑つかめなかったわけだ。経けい歴れきを隠かくそうとすればその工作は跡あとになって残る。しかし、初めから何も知らなければ経歴を隠いん蔽ぺいする必要はなく、故ゆえに目立つこともない。まったく、誰だれが図ったものか知らぬが面めん倒どうなことを。──そうとわかれば晴夜よ、一いつ刻こくも早く日本に向かうぞ。斑まだら王おう路じ市しだ。そこにおまえの旧きゆう家かはある」

「……！」

　斑王路市は森しん星せい学園が建設された土地だ。聖殲士を育てる養成学校という裏の顔を持つ中高一いつ貫かんの学校。神しん学がく科かに在ざい籍せきする子供は皆『雛鳥の巣ホリイハウス』の出身者で固められている。

　思えば疑問であった。いくら吸きゆう血けつ鬼き信しん仰こうが無い国くに柄がらとはいえ、同時に教会の勢力圏けんでさえないのに、どうして日本に森星学園が造られたのか。

　もしかして、このことと何か関係しているのか？

「気づいたか？　斑王路という市名は王路家けの名から拝はい借しやくしたものだ。その土地に地じ盤ばんを築いたのが加護宗そう家けであり、王路家は裏で加護家を守しゆ護ごする守もり人びとであった。古い言い伝えでは加護家が使し役えきした怪者ケモノ・斑マダラの末まつ裔えいがおまえたち王路家らしい。守人故ゆえ、加護家の秘ひ術じゆつにより、怪者でありながら筺界蒼を反発する術じゆつ式しきが掛けられておる。──呪のろいを掛けられていると言っても良いな。王路家は加護家を守護することで子し孫そんを残すことを許された鬼おにの一族なのだ」

　加護宗家は人じん外がいと共きよう生せいすることを是ぜとした退たい魔まの家系である。

　そのため晴夜は吸血鬼化かした後、学園長ちようローズ・ホルネイと教員の加護歩祝ほうりの判はん断だんで、テアと共に学園に匿かくまわれることになる。

　保護した人外を用心棒ぼうとして使役していたという話を聞いて、晴夜はむしろしっくりと来た。そのための秘ひ術じゆつを研けん鑽さんしていたのだとすれば、加護家が教会と相あい容いれないのも当然だ。

　だけど……。

「鬼おにの一族だって……？　確かにいまの俺おれは吸きゆう血けつ鬼きだけど、それまでは普通の人間だったんだ。何も知らないからって勝かつ手てなこと言ってんじゃねえぞ」

　初めから鬼であったなどとどうやって受け入れろというのか。

「ではその体質をどう説明する？　そして儂わしに見せたあの体たい術じゆつについてもだ。物心付く前から叩たたき込まれていたそれは王おう路じ家けに伝わるものだ。加か護ご家の人間にも多少の心こころ得えがあるが、無む意い識しきのうちに体現できる者は正せい統とう以外におるまいよ」

　セキエイは二本指ゆびを立てて説明した。

「王路家の体術は二つの観念により成立しておる。『歩ほ』と『円えん』だ。歩とは足運び、体たい捌さばき、呼吸法、発声法の総そう称しようであり、そして精神修しゆ行ぎようの型を指す。儂が最初にして見せたのが歩ほ法ほうだ。正しく踏とう破はすればただ歩くだけで人外を倒すこともできるが、あくまで鍛たん錬れんの思し想そうに過ぎん。

　歩を応用したものが円である。こちらは攻こう守しゆ双そう方ほうに目的を具体的な形に仕上げた格かく闘とう術じゆつだ。あらゆるものには流れがある。力の流動、大気の流動、万ばん物ぶつの流動、自己の流動──それらすべてを円えん環かんの輪に捉とらえ、流れを支配する武ぶ舞ぶの極きよく北ほくを円と呼ぶ。儂が矢をいなしたあれは円の観念を用いて流れを変えた結果だ」

　思わず地面に刻まれた破は砕さい痕こんを見る。いまさらながら凄すさまじい暴ぼう威いを振るったサーシャの魔ま術じゆつが一切セキエイに通じなかった事実におののいた。

「対して、おまえがして見せたのは『歩・縫ぬい影かげ』と『円・輪わ断だち』という名の体捌きよ。すべての物事は円えん環かんに因よる。木火土金水、個々の流れが全を作り、やがて全はそれぞれの個を活いかす川となる。儂の流れを捉え、逆らい、相そう殺さいさせた技術は見み様よう見み真ま似ねで為なせるものではない。観念を無む意い識しきに識しっておるからこそ体現できたのだ。おまえは、紛まぎれもなく王路の子だ」

「……」

　教会に拾われた頃ころの晴はる夜やは記き憶おくが無いことに絶望し、何者であるかわからぬ不安と孤こ独どくに心を空からにした。ユウリが与えてくれたから『大おお道みち晴夜』としての生を歩むことができていたが、それでもやはり心の奥底では『本来の自分』を渇かつ望ぼうしていた。

　セキエイほどの人物が言うのだ、まったくの出で鱈たら目めということはあるまい。晴夜を騙だまして得することなんてないのだから。つまり、晴夜が『王路晴夜』であることの証しよう明めいは十分すぎるほどされており、確かに心は空白が埋まった充じゆう足そく感かんさえ覚えている。

「────っ」

　泣きそうになった。

　もはやどうでもいいことだったのだ。それまでの自分なんて『大道晴夜』のときから別人だったし、いまやもう人間ですらない。──吸血鬼となり、吸血鬼として生きていくことを覚かく悟ごし、吸血鬼として仲間と居い場所を守りたいと決意した。いまさら知ったところで他人を紹しよう介かいされたくらいにしか思わない。

　こんな形で知りたくなかった。

　初めて胸に懐いだいた望ぼう郷きようの念に、どうしようもないくらい泣きたくなる。

「じきにこの城も落とされる。行き場のないおまえは討とう伐ばつされるだけだ。さあ、儂わしとともに来い。加か護ご家けと王おう路じ家は一〇〇〇年をともにしてきた。おまえは加護家とともにあるべきだ。加護家の庇ひ護ごの下、加護家を守しゆ護ごする鬼き神しんとなれ」

「…………へ」

　なんだそれ。庇護の下で、守護をする？　それ、いまの環かん境きようとどう違うんだ？

　グリオは自分の傷が癒いえるまでの間晴はる夜やに用よう心じん棒ぼうを頼み、実はそれが妹たちを守り晴夜を保ほ護ごする口こう実じつだったと知り、それでも城のみんなを守りたいと思ったから自ら率そつ先せんして用心棒を引き受けた。

　役割は変わらない。どこへ行こうとも晴夜は用心棒のまま。

　セキエイが片手を差し出して歩いてくる。さあ、と導くように晴夜の返答を待っている。

　ごつごつとした手だ。歴れき戦せんの猛も者さを思わせる、戦せん士しの手だった。

　不ふ意いに小さな掌てのひらの感かん触しよくを右手に思い出す。まだ残っている柔らかな熱に心しん臓ぞうがどくんと跳ねた。

　──〝もはや誰だれかの加護を受ける必要がないくらいに、晴夜は強いのです〟

　そう言いながらも、不安そうにしていた。晴夜が無む茶ちやをするのではないかと案じていた彼女を、はたして自分は何と言って慰なぐさめたのか。

　──〝俺おれがみんなより強いんなら逃げてちゃ駄だ目めだろ。これが、俺なりの答えだよ〟

　目に見える範囲の大切なモノを──テアを──守ろうと決めたのだ。

　日ひ和よってどうする。

　俺の居い場所は、行き場所は、テアの傍そば以外にありえねえんだよ！

　晴夜は上体を反そらしてあらん限りの声で叫ぶ。

「いるかッ、王路晴夜そんなもんッッ！」

　城は落とさせない。誰も殺させない。そのために俺はここにいる！

　囲む聖せい道どう士したちを裂れつ帛ぱくの気き合あいだけで吹き飛ばす。セキエイが言う歩ほ法ほうからはほど遠いが、身体からだは流れの捉とらえ方を把は握あくしていた。夜や気きに放った闘とう気きが風とぶつかり渦うずを巻いてセキエイに襲おそい掛かる。セキエイは呼気をわずかに乱すだけで闘気の風を霧む散さんさせた。

「……『円・万儺ばんな』。万よろずを用いて鬼おにを払う、という意だ。いやはや、大したものだ。誰に教わらずとも習得しておるのだからな、王路家の者は。羨うらやましい限りだ」

「うるせえええええ！　俺は大おお道みち晴夜だ！」

　二メートルほど離れた距離から拳こぶしを振るう。大気を撲うち、ありったけの魔ま力りよくを乗せてセキエイに拳けん圧あつをぶっ放す。セキエイに初めてガードを促うながしたが、突き出されたその腕に拳圧はあっけなく弾はじかれた。

　晴夜は止まらない。廻かい転てんすることで己おのれの流れに万ばん物ぶつを巻き込む。セキエイの気け配はいの流れを乱して業わざを封じ、我が流りゆうの波に引き込むことで次の行動を先さき読よみする。対してセキエイもまたわずかに歩を踏む動どう作さで空気に波は紋もんを加え、さながらソナーのように晴はる夜やが支配する領りよう域いきを見出してかわした。お互いに予よ備び動作を察さつ知ちして牽けん制せいし、またさらなる行動を予よ測そくするため攻こう撃げきに転ずることができないでいた。鍔つば迫ぜり合いで膂りよ力りよくが拮きつ抗こうしている様よう相そうである。

「何なに故ゆえ抵てい抗こうするのだ？　その力は人じん外がいを滅するためのもの。ならば、おまえの執とるべき道は一つであろうに」

「ばっかじゃねえのか!?　はいそうですかっつって素直についていくわけねえだろ！　それじゃあ俺おれは何のためにここにいる!?　吸きゆう血けつ鬼きである俺が！　拾ってもらった恩おんも忘れて！　テアやグリオやみんなを見捨てて！　テメエだけの都つ合ごうで逃げ出したらそれこそ本当の人でなしのクソ野や郎ろうだろうがよ！」

　城じよう門もんを一いち瞥べつする。抵抗する晴夜にどう対たい処しよしてよいかわからず自動小しよう銃じゆうをアモナに突きつけたまま固まる聖せい道どう士したちに向けて、ドン！　と片足で地面を踏み抜いた。地中を滑る水流に気を乗せて放つ。『円・万儺ばんな』は土を、水を、円えん環かんに組み込んで同化させ、土つち塊くれを銛もりに変えると一いつ斉せいに発はつ射しやした。二人の攻こう防ぼうに目を奪うばわれていた聖道士たちはその手を銛で撃うち抜かれて悲鳴を上げた。──まだだ。首の一ひと振ふりで風を流し、横よこ殴なぐりの一いち撃げきをトドメに喰らわす。突とつ風ぷうで頭を殴なぐりつけられた彼らは次々と倒され、解放されて支えを失ったアモナが最後に城門に寄り掛かるようにしてズルズルと足を崩くずした。

　セキエイは何も言わない。双そう眸ぼうにはいくつかの決意めいた色が宿っている。

「俺が鬼おにの末まつ裔えいってんなら人じん外がいの味み方かたをしたっておかしくねえよな！　セキエイ、アンタが示す道に俺が乗っかる理由はどこにもねえんだよ！」

　過去や出しゆつ自じへの興きよう味みは尽きない。いますぐ日本に戻ってすべてを確かめたい想おもいもある。

　けれど、だからといって何もかもが覆くつがえるわけじゃない。

　助けられたことを無かったことになんてできない。

「感謝するぜ。アンタのおかげで俺はもっと強くなれた……！」

　だから、なおさらここにいる意味を持つ。

　──王おう路じじゃない、大おお道みちでもない、オオミチハルヤという吸血鬼としてついに生せい態たいは完成へと近づいて、

　遮さえぎる声。

「もうよい。初めからおまえに是ぜ非ひはないのだ」

　衝しよう撃げきとともに、ザクンッと何かが裁さい断だんされる音がした。




　晴夜の右脚あしが、太ふと腿ももから切断されて、宙ちゆう高くに舞い上がっていた。




　自らの鮮せん血けつで頰ほおを濡ぬらし、片足で立つことの不安定さに可お笑かしさを滲にじませた。足あし元もとを見下ろせば、蒼そう炎えんで象かたどられたアオサギが地面から顔を出している。

「ご加護をveni。──《不ベ死ン鳥ヌ》」

　フェニックスのモデルとされた炎ほのおの神しん鳥ちようは甲かん高だかい声でクゥイイと鳴き、両りよう翼よくを雅みやびやかに広げた。弓ゆみを引き絞しぼるように長い首を竦すくめ、顔を上向かせたと同時に高く高く飛ひ翔しようする。晴はる夜やの右脚あしを空中で咥くわえると、そのまま飲み込み燃やし尽くした。

　聖獣ヴイアツアによる攻こう撃げきが初めてこの身を貫つらぬいた。

「吸きゆう血けつ鬼きであろうとするならば聖獣の攻撃を第一に警けい戒かいすべきであったな。筺きよう界かい蒼そうが効かぬというのなら、通じるように術じゆつ式しきを変えればいい。加か護ご宗そう家けの妖よう術じゆつと王おう路じの体たい術じゆつに心こころ得えのある者にしかできぬ業わざよ。とはいえ、おまえを相手にするとき以外に使い道はないのだが。──さて、どうする？　これで儂わしの聖せい魔ま術じゆつはおまえに対しても有効だ」

　晴夜の右脚はいつまで経たっても再さい生せいが始まらない。

「…………ぅ、あ…………」

「誤ご解かいなきよう言うておく。儂らは王路の血を絶やすわけにいかん。そのためにも、あらゆる手段を用いてもおまえを回かい収しゆうする。生きてさえいれば生せい殖しよくは可能だからな、王路の責務は次じ代だいに全うしてもらおう」

　晴夜の意い志しに関係なく、重要なのはその血にあると説く。

　晴夜の放心は殊こと更さら深かった。長年、聖魔術が通じず聖魔術を会え得とくできない体質に苦しめられてきて、いまでこそ人じん外がいの体においてはアドバンテージにもなったその呪のろいが、いとも簡単に破られたのだから。切せつ断だん面めんの内側から焼くような烈はげしい痛みに血が沸ふつ騰とうする。不ふ老ろう不ふ死しの身であれど痛みは蓄ちく積せきした。それでもこれまで耐えられたのは傷きず口ぐちがすぐに塞ふさがる再生能力があればこそだった。視覚的に治ち癒ゆされた状態は心を平へい静せいにする働きがあったのだ。しかし、再生を拒こばむ切断面は生々しくも黒こつ血けつを吐き出し、絶望感かんを晴夜の脳のう裏りに植え付けた。痛みは倍加し、吐き気を催もよおし、体温を著いちじるしく低下させる。もはや立っていられないほどの虚きよ脱だつ感かんに襲おそわれた。

「念のためにその腕も貰もらい受ける」

　セキエイが腕を一振りした瞬しゆん間かん、背後から《不ベ死ン鳥ヌ》が晴夜の左腕を引き千ち切ぎっていく。今度こそバランスを欠いて地面に倒れ臥ふすと、次第に意い識しきは白はく濁だくへと落ちていく。

「殺しはせん。──しかし、これからは人としても、人外としても、自由には生きられぬことと覚かく悟ごしておけ」

「ぐぅ、あ、あァ……!?」

　呻うめく声に意い思しはない。戦いに敗れた者が一いち様ように見せる末まつ路ろであった。




　　　　　　　　　　†




　セキエイは森に潜ひそんでいた聖せい道どう士しに晴夜の回収を命ずる。余よ計けいな時間を割さいたがこれはこれで大きな収しゆう穫かくであった。『ガレの足あし跡あと』よりもよほど価か値ちある戦せん果かだ。

　城じよう主しゆグリオ・ヘルツルが現れる気け配はいはない。城じよう門もん付近で気き絶ぜつする聖せい道どう士したちを叩たたき起こし、横たわるアモナを指して排はい除じよを命じた。たとえ女であれ、敵てき勢せい力りよくはひとりでも多く排除して然しかるべきだ。

「これより城に突とつ入にゆうする。せっかくだ、爆ばく薬やくを仕掛けろ」

　派は手でに破は壊かい音おんを立てて地下までその衝しよう撃げきを伝える必要があった。リライラならばその意い図とを汲くめるはずだ。当初の予定どおり、城の攻こう略りやくに取り掛かる。

　城門の上に止まる一羽わのカラスが鳴き声を上げた。セキエイが見上げると、カラスの硝子ガラス細ざい工くのような目と視線が交じる。

　その刹せつ那な、城門付近にいた者から、森の中でなおも身を潜ひそませていた者たちまで、一いち様ように苦く悶もんの声を上げて昏こん倒とうした。彼らの体は素す肌はだを晒さらした箇か所しよからまるで蠟ろうのように徐じよ々じよに溶け出し始めている。それが破は格かくの魔ま術じゆつ行使であると気づいたときにはもう、セキエイの目前に新たな敵が降り立っていた。

　カラスの羽は根ねが舞い落ちる。

「──妾わらわの庭に何用でございましょうか。醜しゆう穢わいなる子らよ」

　美しい女によ人にんが毒どく々どくしいまでの魔ま力りよくを秘めて、しかし天てん上じように響ひびく賛さん美び歌かのような声こわ音ねで問う。

　セキエイは予想だにしなかった相手との邂かい逅こうに目を剝むいた。

「おまえは……っ!?」

　最強の真しん祖そにして欧おう州しゆうを統すべる公こう爵しやく吸きゆう血けつ鬼き。

　其その名は──『死し蠟ろうのラージヴェナミ』。










　【Intermission】────




　大おお道みち晴はる夜やを一ひと目め見たそのとき、アルカテアの脳のう裏りにこれから起こり得る未来の光こう景けいが鮮せん烈れつなまでに飛び込んできた。向かう先には闇やみ夜よが広がり、辿たどる道には辛しん苦くが列を為なして横たわっている。茨いばらが敷かれた道みち程のりを裸足はだしで歩んで血に塗まみれ、難なん所しよを越えるたびに引き返すべき足あし場ばが崩くずれゆく。目め指ざす唯ゆい一いつは光り輝いているが、少年の傍そばにはいつでもアルカテアひとり分の影しか映らない。栄光に近づくほどに孤こ高こうとなって誰だれも彼をも遠ざける。

　導いているのは果たしてどちらか。

　アルカテアは少年の前に立ち塞ふさがる困難を排はいし、道を曲げようと努めた。しかし、そのたびに少年は予期しうる範囲内で予想外の行動に出てしまう。まるでアルカテアの姑こ息そくな小こ細ざい工くを嘲あざ笑わらうかのような運命の修正だ。未来予知してしまったアルカテアと競い合うのは世界の意い志しか、それとも未来の光景に近づけんと画かく策さくするのはアルカテアの無意識か。未来視しと言ってもそのメカニズムや確実性は解明されておらず、あくまでもアルカテアの主観的見解にのみ基づいている。つまり、すべてアルカテアの妄もう想そうでしかない。

　アルカテアが視みた少年の未来にいつも自分の影だけが映るのは、離れがたいと感じているからではないか。ずっと寄り添い、守られていたいと願っているからではないか。他の誰もいない世界はそうと望んでいるアルカテアの醜みにくい私欲なのではないか。

　けれども未来視の中で、星せい天てんを手しゆ中ちゆうにせんと夜空を駆かける少年の姿すがたは、いつもこの胸を熱くした。傷つくことを厭いとわず、恐れや迷いを断ち切って、すべて主人たる自分のためにその身を捧ささげた。従じゆう者しやの献けん身しんに胸を打つのは当然だとしても、そこに至るまでの懊おう悩のうに決然と立ち向かう様にこそ感動があった。血は滾たぎり、心地ここち良い痺しびれとなって全身を駆け抜ける。胸の裡うちに誇りさえ灯ともるのを感じるのだ。

　やがて少年は世界を救う。世界の救きゆう世せい主しゆとなる。誰も彼をも幸せにしたいと願った末に、世界そのものを作り直そうとし、世界そのものを敵に回し、世界そのものが敵となる。

　世界の敵となる。

　魔ま王おうとして君くん臨りんし、わかりやすい『記号』となって人類の敵を買って出るのだ。

　憎ぞう悪おも殺さつ意いも復ふく讐しゆう心しんさえもすべて一身に引き受けた。その行為は本来悪あく感情の向かうべき対たい象しようである人じん外がいさえも救うことになる。

　ただ一つの悪として。

　栄光を手にした少年は孤こ高こうの王となり、たった一つの善ぜん意いに散る──。




　気がつけば、はらはらと涙をこぼしていた。未来視が目の前を過よぎるたびに、その光こう景けいが日に日に鮮せん明めいになっていくにつれ、アルカテアの心情は激しく揺さぶられた。

「どうかしましたカ？　タバスコが効き過ぎましたかネ？」

「……いいえ。なんでもないのです」

　ぐい、と目ま蓋ぶたを擦こすり上げて、すん、と鼻を鳴らす。図らずも流れ込んだ走そう馬ま燈とうはいつも現れたのと同じくらい忽こつ然ぜんと搔かき消えてしまう。つまらない感傷だけを植え付けてどこかに去ってしまう未来視は、とはいえ感傷に浸ひたらせる力もまた弱く、一いつ瞬しゆん後ごには情じよう緒ちよごと消えてくれる。

　欠伸あくびのようなものだ。

「無む理りもありませン。教会の手先が攻めて来ようという事じ態たいなのですカラ」

　料理長ちようのイゾイェはアルカテアが恐きよう怖ふにむせび泣いているものと勘かん違ちがいしたらしい。目の前に並んだ料理の数々は慰なぐさめの意味も含んでいるようだ。

　訂てい正せいしたところで強がりに聞こえてしまいかねないので、アルカテアはすべての皿を平らげて席を立った。

「どちらヘ？　お城はどこも厳げん戒かい態勢でス。皆さんのお邪じや魔まをしてはいけませんヨ」

「……その子供をあやすみたいな扱われ方だけは即そつ刻こく直しやがれです。これでもコックさんより年上なのですから」

　厨ちゆう房ぼうを出て当あて処どもなく彷徨さまよう。気を紛まぎらすつもりでいたが、イゾイェの言うとおり城中で人外たちが右う往おう左さ往おうしていてどこも落ち着かなかった。大おお広ひろ間まの穴を黙もく々もくと塞ふさぐドワーフたち、重苦しい雰ふん囲い気きで武ぶ器きの手入れを行う騎き士しの亡ぼう霊れい、奇き形けい種しゆたちは人間の迫はく害がいを思い出して寄り添い震え、かつて森や大地を追われた精せい霊れいたちは義ぎ憤ふんに声を荒げていた。

　それぞれが傷ついた過去と安あん寧ねいなる未来を想おもい、感情を露あらわにしている。

　その光こう景けいを見てもなお、アルカテアは他ひ人と事ごとのように澄すましたままだ。危き機き感に乏しいのだ。リーメスヘルツェル城じようにやって来てまだ一日しか経過していないせいか、棲すみ家かを奪うばわれる恐れや焦しよう燥そうは覚えていない。晴はる夜やのように情に厚いわけではないので他人がどうなろうとわりとどうでもよかった。棲み家なら次を探せばよいくらいにしか思わない。

　むしろ、教会に乗っ取られればいいと願ってさえいる。不安も恐れも焦燥も感じないのはひとえに、確定された未来が視みえてしまっているからに他ならない。城の外観を初めて見たときも、アモナ・クライネウィスタと対面したときも、胸に去きよ来らいしたものはこの上ない絶望と諦てい観かんだけだった。晴夜が救きゆう世せい主しゆとなる条件が次々と揃そろっていく。それは、坂道を転がる石を加か速そくさせるかのような念の押しようで、アルカテアを無む気力に陥おとしいれるには十分すぎた。




　人間を討うて、城を守れ──、と唱しよう和わする人じん外がいの群れが通り過ぎる。

　ただ種族が違うというだけで人間とやることはあまり変わらない。




　そもそも晴はる夜やを眷けん属ぞくにしなかったらここまで思い悩むこともなかったのだ。晴夜は吸きゆう血けつ鬼きにならないし、救きゆう世せい主しゆにもなれない。人間のままであれば未来は端はなから発生しなかった。

　──つまり、最初の夜に晴はる夜やに出会わなければこの状況は生まれなかった？

　いや、それだけはあり得ない。なぜならアルカテアは寂しかったから。

　夜の街を徘はい徊かいしたのは眷けん属ぞくを作りたかったからだ。晴夜を眷属にしたのは運命を感じたからだ。誰だれでも良かったわけではない。死んでいたのが晴夜だったからこそ眷属にした。

　晴夜に出会わなければ誰も眷属にしていないし、

　晴夜に出会えば必ず眷属にしていたに違いない。

「未来はすでに決まっていたのです。そして、わたしを守ることで晴夜は強くなり頼もしくなっていき、……だから、…………」

　その結果、あの未来視しに繫つながるというのか？

　ならば、アルカテアは最初からその為ために用意された駒こまだということにならないか？

　突とつ拍ぴよう子しもない思いつきが身体からだの芯しんを熱くさせ、にわかに呼吸を乱す。

「まさか……。……けれど、でなければわたしは一体何のために……」

　孤こ高こうなる王はアルカテアひとりの手で作り上げられるものではない。少年の行く末はすでに決められた宿しゆく命めいだ。それが運命の決定だ。

　そして導かれるままに、救われるままに、横に立つことを許されたのが自分である。

　役割は歴れき然ぜん。王に追つい従じゆうし、王の嘆なげきを受け止める腹ふく心しんこそアルカテアに求められた役目。

「わたしは……」

　ただ守られるだけの存在。

　現状──未来視しが現実を浸しん食しよくし始めてからはもう、ただのお荷物でしかなくなった。

「グリオッ！　グリオッ、どこにいるの!?」

「────っ!?」

　サーシャの悲鳴で我に返る。気づけば王宮礼拝堂ブルクカペレ前の広場を歩いていた。礼れい拝はい堂どうから出て来たサーシャは視線を隈くま無なく動かしてグリオを探している。何事かあったことは明白だが、その当とう惑わくぶりに首を傾かしげかけて──、

　見み張はりに立っていたはずのサーシャがグリオを必死に探している姿すがたに、事じ態たいを把は握あくした。

　迷いはなかった。一いつ瞬しゆん一秒の差で運命が反転するなど微み塵じんも信じてはいないが、そのとき心に巻き付いた不安がアルカテアを空へと運んでいた。黒こく翼よくを広げ大気を殴なぐりつけるように羽ばたかせた。音速を超えた飛ひ翔しようにアルカテアは生まれて初めて行う全力を叩たたき込む。

　稲いな妻ずまじみた速度で迫る防ぼう壁へきに激げき突とつするように着ちやく地ちし、痺しびれる手足に唇くちびるを嚙かみながら懸けん命めいに這はいつくばって見張り台の屋根から首を覗のぞかせた。

　地上には二つの影が対たい峙じしている。

　青い衣ころもを着た初しよ老ろうの男と、漆しつ黒こくと白はく銀ぎんのドレスを纏まとった長身の女。

　それぞれが最強と謳うたわれる聖ナ殲ー士バセキエイと、公こう爵しやくの地位を持つ真しん祖そラージヴェナミであることを、始し祖そアルカテアはもちろん知らない。

「覗のぞき見ておったのか。趣しゆ味みの悪いことだ」

「グリオは妾わらわの可愛かわいい下げ僕ぼくであるが故ゆえ。どうして捨て置くことができましょうや」

　不ふ敵てきに笑うラージヴェナミ。

「……吸きゆう血けつ鬼きの大たい将しようが出てくるなんて聞いておらぬぞ、まったく」

　小声で悪あく態たいをつくセキエイであったが、視線は刃やいばのように鋭く公爵を射い貫ぬいている。彼の頭上を飛空する《不ベ死ン鳥ヌ》が激しく燃え盛り、漲みなぎる戦せん意いをラージヴェナミにぶつけた。

　しかし、ラージヴェナミはなおも涼しげな顔で闘とう気きの迸ほとばしりをあっさりと受け流した。

「応じませぬ。子と戯たわむるるは下げ劣れつなる所しよ業ぎよう。妾が欲しいのはそちらに横たわる幼き子でありまする」

　長く細い、美しい指が、セキエイの背後の地面を指し示す。

　アルカテアは一いつ瞬しゆんソレが何なのかわからなかった。視し界かいには映っていてもどうしても記き憶おくの姿すがたと合がつ致ちしないために意い識しきの外へと排はいしていたモノ。

　左腕うでと右脚あしを失った晴はる夜やがいた。体はぴくりとも動かず、わずかな呼気が絶ぜつ命めいに向かって残り少ない脈みやく動どうを数えている。

　黒こつ血けつを流す『成り上がり』に興きよう味みを抱いたラージヴェナミは生死を問わずその体を検けん分ぶんしたいと舌したなめずりし、王おう路じ家の嫡ちやく子しを一いつ刻こくも早く回かい収しゆうしたいセキエイはこの場を離り脱だつする算さん段だんを黙もつ考こうする。
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　割り込んできた悲痛な叫びがそれら両者の思し考こうを断ち切った。

「晴はる夜やァアアアアアアアアアアアアアアアア────────ッッッ!?」

　両者が見上げた空は夜よ闇やみよりもなお暗い漆しつ黒こくの幕まくに覆おおわれた。アルカテアが無む意い識しきに広げた両りよう翼よくは合わせて数百メートルにも及び、その膨ぼう大だいな魔ま力りよく量が世界を揺らす。暴ぼう風ふうが巻き起こり、眠っていた森はにわかに動植物の声で騒そう然ぜんとなる。ラージヴェナミが敷いた魔ま印いん結けつ界かいは破は壊かいされ、全身溶け爛ただれた聖せい道どう士したちの意識を呼び起こした。

「なんと……！　公こう爵しやくにも匹ひつ敵てきする力を秘めた真しん祖そが他にもいたのか……!?」

　反射的に《不ベ死ン鳥ヌ》の狙ねらいを壁上の真祖に定めたが、セキエイの驚きよう愕がくは至し極ごく当然のものだった。

　ＡＡＡトリプルクラスの真祖が二体以上も揃そろうことなどまずあり得ないのだ。実力と勢力を持つ者同士は必ずと言っていいほど対立し、拮きつ抗こうする。並び立つことを許さず、かといって優劣を付けることを恐れるために、互いに遭そう遇ぐうしないよう配はい慮りよするのである。アルカテアを脅きよう威いと捉とらえての誤ご解かいであった。

「────ッ」

　そしてまた、その驚愕は誰だれのものであったのか。

　アルカテアの魔力に反応したのはふたりだけではなかった。

「──おい、なにテアに狙ねらい付けてんだよ」

　セキエイの背後。

　晴夜が立ち上がっていた。

　誰もがその光こう景けいに目を疑う。残された片手を拳こぶしに握り、不安定に立つ一本足に勁けいを込めて歩を縫ぬい合わせ、瞬またたく間に肉にく薄はくし、無ぶ様ざまな姿勢のまま円の観念に則のつとった打だ突とつでセキエイの胸板を貫つらぬいた。セキエイの円を完全に搔かき消した必ひつ殺さつ必ひつ滅めつの拳けん奥おう義ぎ・『錐すい穿せん・改かい』が炸さく裂れつする。

「オォ、ァァァァァァァァアアアアアアア───────ッッッ!!」

「ぬううううううううううンンンンンンッッッ!?」

　凄せい烈れつな衝しよう撃げき波はを伴って吹き飛ばす。かろうじて立ち姿勢のまま引き摺ずられたセキエイであるが、胸部を爆ばく撃げきされたも同然の破は壊かい力りよくに思わず膝ひざを屈くつした。

「……ここまでか」

　思いの外、ダメージが大きかった。再び意識を失い倒れた晴夜を、今一度警けい戒かいする。ラージヴェナミと得え体たいの知れない真祖、さらにグリオ・ヘルツルがこれからやって来るとなると、ひとりでは到とう底てい対たい処しよしきれない。身を削けずる思いで決断する。

「走れる者は意識の無い者を抱えて森に入れ！　撤てつ収しゆうするぞ！」

　セキエイは遁とん走そうを余よ儀ぎなくされた。

　教会の人間がいなくなり、城じよう門もんの前にはラージヴェナミ、晴夜、アモナが残された。

　アルカテアは魔力放出を抑え、静まった夜や気きに翼つばさを羽ばたかせて地面に降り立つと、晴夜に駆かけ寄り抱き起こした。心音を聞き、安あん堵どに涙が溢あふれそうになる。

「晴はる夜やぁ……」

　晴夜はテアを守るために立ち上がった。無む意い識しきであろうとも晴夜は確かに必死であった。お荷物は嫌いやだといじけていたのに、どうしようもなく嬉うれしい。

　いつも「守る」と誓ちかってくれる眷けん属ぞくは、一度としてその約束を破ったことがない。

　彼の言葉を信じるならば、アルカテアは彼にとっての居い場所であり、生き甲が斐いだ。

　ただ傍そばにいるだけで。

　意味はあるのだ。

「神しん韻いんなるかな。始し祖そよ、その者をなんとしてでも生かすのです。死なせてはなりませぬよ」

　ラージヴェナミの言葉に大きく頷うなずく。言われずとも、アルカテアは晴夜を死なせるわけにいかなかった。ラージヴェナミの手を借りて、晴夜とアモナを城の中へ搬はん送そうする。




　城じよう門もん前の攻こう防ぼう戦はこうして幕まくを閉じた──。













　四章『大だい征せい戦せん　─Reconquista─』







　──切断面に硬いコンクリートを塗り込まれたみたいだ。

　熱を持った肉にく塊かいが内側から外へ外へ漏もれ出そうとしているのに、傷口に施ほどこされた呪のろいによって完かん璧ぺきに阻はばまれてしまっている。……いやむしろ、呪いというならこの不ふ死じ身みの体の方を差し、阻む力こそ神しん聖せい性を含んだ解かい呪じゆの法であった。悪あしきを正されているのはこちらだ。締め付けは傲ごう慢まんではあるがそれ以上に清せい浄じようであるために、再さい生せいしようとするこの体が卑いやしいものに思え羞しゆう恥ち心しんさえ覚えた。不ふ合ごう理りを当たり前に行使し、恥はずかしげもなく怪かい異いを誇る。

　罰ばつだと思った。

　不ふ死し性という罪に対し教会が行った罰は左腕うでと右脚あしの非ひ再生。人にん非び人にんを懲こらしめようとする刑けい務むは、図らずも人間たらしめようとする救きゆう済さいのようにも感じられる。

　千ち切ぎれた手足が生はえてくる怪異を、力ちから尽ずくで無いことにする正義。

　ようやく人間であった頃ころの自分を取り戻せた気分だ。強制的ではあるものの、これまでの異常を正常にしてくれる押し付けがましい善ぜん意いに泣きそうになる。こうして自分は不死性を発はつ揮きすることもなく、人間でも吸きゆう血けつ鬼きでもない中ちゆう途と半はん端ぱな存在のまま、中途半端に長い歳さい月げつをこのまま過ごす羽は目めになるのだろう。

　最悪だ。




「──崩ほう壊かいが始まっている。すぐに聖獣ヴイアツアの効果を消さなければ一日と保もたない。……やはり人間の血を飲ませなければならないのか」

「グリオよ。妾わらわの可愛かわいい下げ僕ぼくよ。この城に子を捕とらえてはいないのですか？」

「残念ながら。吸血は病院で献けん血けつされたものを頂いただいているのです。人間の生き血を吸うときは眷けん属ぞくを増やすときだけ。この城に人間の備び蓄ちくはありません」

「相変わらず心はいつぞやの子のままですか。醜しゆう穢わいなるかな。事は一いつ刻こくを争うと言うのに甘いこと。子をひとり人ひと里ざとから連れ去ることも許容せずして、どうしてこの者を救えましょうや。では、やはりあちらにいる子を使うしかありませぬよ？」

「……………………、何度も言いますように眷属が納なつ得とくするとは思えませんので」

「ふふっ、甘いこと甘いこと」




　グリオの声と、誰だれだ？　グリオが相手に対して敬けい語ごを使うのを初めて聞いた。

　すぐ傍そばから、それも頭ず上じようから聞こえる声で自分がいま横たわっている状態にあるのだと気づく。目は開けられない。体も動かない。というか、呼吸はひどく乱れていてそれどころではない。身体からだ中の節ふし々ぶしが悲鳴を上げ、発はつ汗かんもひどくて気持ちが悪い。それまで意い識しきを失っていたらしいとわかったが、いまでも夢うつつにあることも自覚している。グリオたちの気け配はいを遠くに感じ、同じ空間にいるはずなのにひとり隔かく絶ぜつされているかのような孤こ独どくを覚えた。

　とにかく体が熱い。喉のども渇かわく。休きゆう息そくを求めているくせに寝付けないときのような、辛つらさ、息苦しさ、もどかしさがある。

　痒かゆいところに手を伸ばそうとして、左腕うでが無いことを思い出す。

　寝返りを打とうと半はん身しんに力を込め、右脚あしが無いことを思い出す。

　ああ、ああ、そうだった。俺おれはセキエイに腕を、足を、吹っ飛ばされたんだ。聖獣が効かなかったはずのこの体を貫つらぬいた。その衝しよう撃げきに身は、心は、ズタズタに引き裂さかれてしまった。

　きっと俺はこのまま永遠に目を覚ますことはないのだ。終わることのない苦しみに次第に精神が崩壊していき、やがて自じ我がすら保てなくなる。そんな姿すがた、想そう像ぞうするだけで嫌いやだった。

　殺してほしい。

　いっそ。すぐにでも。ころしてほしかった。




「晴はる夜や様は死なせません！　私にできることならどんなことだっていたします！　兄あに上うえ！　人間の血が必要なのでしたら私がさらって参まいります！　どうか行かせてください！」

「駄だ目めだ。たとえそれで眷けん属ぞくが生き長らえたとしても、眷属は許さない。かつて言っていた、他人を殺してまで生きたいとは思わない、と。血を拝はい借しやくするだけで命までは取らずとも、その行為を眷属は嫌けん忌きすることだろう。当然、眷属は我々の前から姿すがたを消すことになる。アモナ、おまえを憎にくみながらだ」

「……っ、構いません！　私が主あるじと認めた方です！　どう思われようとも耐えてみせます！　しかし、主が朽くち果てていくのを黙もくして見ているのだけは耐えられません！」

「主を思うのならば主の心情をこそ憂ゆう慮りよすべきだ。おまえは結局のところ自分のことしか考えていない」

「……ならば、兄あに上うえもまた晴はる夜や様のことしか考えておられません。いま晴夜様に死なれてしまっては教会の者どもに抗こうする手段を欠くことになります。兄上は重じゆう傷しようを負い、チェントスも戦えぬ状態です。皆を守るには晴夜様の力が必要なのです！」

「わかっている。だからこそこうして策を巡らしているのではないか。吸きゆう血けつすることなく眷属を助ける方法をなんとしても編み出さなくては……！」

「まだそのような甘いこと言ってんですか？　グリオ・ヘルツル。晴夜は日ひ頃ごろあなたのことを器うつわが大きいとかなんとか褒ほめそやしていましたが、実際はとんだチキン野や郎ろうですね。いまは晴夜を救うことが重要です。言い訳わけは後で考えればいいではないですか」

「……始し祖そよ。おまえは」

「連れてきました。要は、双そう方ほう同意の上で吸血行為を行えばいいのですよ。それなら晴夜も怒りません。甚はなはだ遺い憾かんではありますが、この女も晴夜に対して好意的ですし」

「うにゃ～。地下室に閉じ込められたと思ったら今度は真まっ暗くらなところに連れて来られるし。も、もしかしてチーコに変なことする気なんじゃ……!?　や、やだ、待って待って！　心の準備があ！　──って、晴夜!?　晴夜、どうしちゃったの!?　て、手ぇ！　手が無いよ!?　あ！　足！　足も無いぃ!?　うぇえええええん、晴夜が死んじゃったあああ！」

「まだ死んでいない」

「死んでいません！」

「死なせないために連れてきたと何度説明させる気ですか、この牛うし乳ぢち!?」




　……だんだん賑にぎやかになってきたな。正直、静かにしてほしい。あまりに喧やかましくて全然眠りにつけない。一いつ刻こくも早くこの痛み、この不快感から解放されて意い識しきを失いたいというのに。

　でも、なぜだろう。なんとなくさっきよりは心地ここち良くなってきた。

　チーコの声に安心していた。昔からバカで賑やかで居るだけで周囲が明るくなった。たぶんここにはレオや、エンマや、ユウリが居て、眠っている俺おれを囲んでイタズラでもしようとか企たくらんでいるのだろう。むかつくけど、それはそれで楽しい日常だったのだ。

　懐なつかしいな。みんな、帰ってきたんだな。

　待ってろよ。いますぐ起きるから。




「──うん。チーコ、やる。それで晴はる夜やが生き返るなら」

「本当に良いのだな？　おまえは教会の人間だろう？　吸きゆう血けつ鬼きを助けることになるのだぞ？」

「あはは、なんかおかしいにゃあ。チーコ、吸血鬼に心配されちゃってる。だいじょぶだよ。晴夜は晴夜だし。吸血鬼とか関係ない！　晴夜が死ぬのは絶対にやだ」

「わかりました。では、魔ま印いんで貴女あなたの魂たましいを縛しばりますので、こちらの血けつ判ぱん状じようにサインをお願いします。万まんが一いちにも死亡した場合、祟たたらず、呪のろわず、潔いさぎよく成じよう仏ぶつすると誓ちかってください」

「はにゃ？」

「致いたし方かたあるまい。吸血行為で命を落とすこともままあるからな。備えはしておくべきだ」

「ん？　ん？　はれ？　え？」

「いまの晴夜に意い識しきはありません。きっと吸血するにも加か減げんがわからないでしょうから、吸われ尽くされる可能性も無きにしもあらず、なのです。──まあまあ心配することはないのですよ。牛乳はわたしたちの言うとおりにしておけばよいのです」

「……──うん、わかった。よくわかんないけど、言うとおりにする！」

「愚おろかなり」




　最悪だ。最悪な気分だ。自分の窮きゆう地ちがコメディ色に染まりつつあるのがもう最悪だ。

　それともこれは夢だろうか。……夢だろうな。いつの間にか眠っていたようだ。夢の中で、ああこれは夢だ、と気づくときってちょっと得した気分になるけれど、いまは全然そんなふうには思えない。俺おれが見たかったのは安らかな夢だ。間違っても突っ込みどころ満まん載さいの、若じやつ干かんキャラ崩くずれしちゃったような夢を見たかったわけではない。

　しかし、俺の意い志しに関係なく進行していく夢劇場。

　夢なのにその光こう景けいが見えずサウンドオンリーというのもまた逆に新しん鮮せんだった。ガチャガチャシュルシュルと何やら衣きぬ擦ずれらしき音が響ひびいているが、これは一体──？

　直後、鼻先に香こうばしい匂においが立ち込めた。俺はコレを知っている。かつて嗅かいだことのある芳こうばしさだ。思わず喉のどが鳴り、はしたなく舌した先さきを伸ばしてしまう。

　味わいたい。

　ああ、早く、早く、──……ソノ血ヲ俺ニ飲マセテクレ。




「じゃあ行くね、晴夜。恥はずかしいけれど、チーコ頑がん張ばるから遠えん慮りよなく吸ってね。──んぎゃあっ!?　痛ったいっ、なんで叩たたくのさー!?」

「き、ききき、貴き様さま！　なぜ服を脱ぐ!?　ままま前をはだけさせて何のつもりだ!?　そそそそそんな必要どこにある!?　斬きられたいのか!?」

「もう、もう、もう！　何なんですかこのハレンチ牛乳は!?　一体何を吸わせる気でいやがりますか!?」

「え？　え？　何って、吸うって言ったら普通おっぱいじゃないの？」

「テア様！　この者阿あ呆ほです！　話の流れをまるで汲くみ取っておりません！　斬きりますか!?」

「何のために牛乳の手首を切りつけたと思ってんですかこのスットコドッコイ！　飲ませると言ったら血でしょおが!?　血ィ！　吸きゆう血けつは血を吸うと書きます！」

「えー、でも血って不ま味ずいよー？」

「晴はる夜やは吸血鬼きなのですよ！　吸、血、鬼！　ボケてる暇ひまがあるならさっさとその手首から流れている血を吸わせろってんですよ！」

「テ、テアちゃん怖こわいおおお！　……くすん、ゴメンね晴夜。不味いかもだけど、チーコの血で我が慢まんしてね？　はい、あーん」

「────」




　そうして俺おれは、

　聖せい魔ま術じゆつで閉じられた殻からを打ち破るべく、血を、血ヲ、味ワイ続ケタ──。




「────あはん♡」




　　　　　　　　　　†




　王宮礼拝堂ブルクカペレの祭さい壇だん前で目覚めた晴夜は、自身の体がやや熱を帯びつつも、左腕うでと右脚あしが完全に再さい生せいしていることにひとまず安あん堵どした。夢うつつにグリオやアモナが治ち療りようを施ほどこしているのを覚えていたので、礼れいを言おうと気け配はいのする方へ視線を辿たどれば、そこに集つどっている面々に多た種しゆ多様の感情が乗っていることに気がついた。晴夜が目を覚まして喜ぶ声はなく、むしろ疲れ切った眼まな差ざしを向けられる。

　まるで皆を代表するかのようにグリオが難しい顔をして言う。

「少しは我が身の無む節せつ操そうぶりを省かえりみることだな、眷けん属ぞくよ」

　意味不明である。首を傾かしげているとこれ見よがしに溜ため息いきを吐かれた。

　呆あきれられているようだ。

「……まあいいや。グリオ、それにみんなも、ありがとう。すげえよ。もう完全に治ってる。どこも痛くねえし、なんだかわかんねえけど力が漲みなぎってくるぜ！」

　いつかリライラ先せん輩ぱいの血を吸ったときと同じ充じゆう足そく感がある。体内で血は活かつ躍やくし腹の底では魔ま力りよくが充じゆう溢いつした。セキエイに受けた傷は痛みごと無くなっていてすぐにでも再戦は可能だと自己診しん断だんを下す。

　とりあえずあれからどれくらい経たったのか知る必要があったのだが、誰だれに問いかけようか一いつ瞬しゆん迷ったその隙すきに会かい衆しゆう席の長椅い子すの端はしから声が掛かった。

「元気なご様よう子すでようございました。一〇時間以上も寝てればそりゃ爽そう快かいでしょうねー」

　テアがとってもやさぐれた口く調ちようで言った。その真ま横よこに全身を痙けい攣れんさせたチーコが横たわっていて、さらに反対の隅すみでは顔を真まっ赤かにしたアモナがちょこんと座りおっかなびっくりという感じで晴はる夜やの顔をちらちらと窺うかがっている。

「な、何だよ、みんな。どうしたんだよ？　……あれ？　俺おれなんか悪いことした？」

「覚えてないのなら言っても無む駄だですね。事実だけ言いますと、晴夜はこの牛乳の血を吸って聖せい魔ま術じゆつを打ち消すだけの魔力を錬れん成せいしたのです。失った手足はそれで元通り。力が漲みなぎっているのは精力増強したからじゃないですかねー、この変へん態たいがッ」

　こ、言葉が辛しん辣らつすぎる……。

　眠っている間に一体何が起こったというのか────？

「まさか俺、無む理りやりチーコを襲おそって……」

「そんなんだったら軽けい蔑べつを通り越してこの手で晴夜を殺しています。心配しなくても同意の上ですよ。牛乳なら体力を消しよう耗もうしているだけですので時間が経てばすぐに回復しますです。──はい、もうこの話はおしまいにします。いまはそれどころではないはずです」

　よほど話すのが嫌いやらしく打ち切られてしまった。もうちょっと事の詳しよう細さいを聞きたいところだが、テアの言うとおりそれよりも確かく認にんしたいことが山ほどある。まだ復活しそうにないチーコとなぜか目を合わせてくれないアモナは放ほう置ちしておくとして、改めてグリオに向き直った。

　とりあえず、グリオの背後に立つ女性が気に掛かった。二メートルはあろうかという長身に時代錯さく誤ごのドレスを着た淑しゆく女じよ。常に目を閉じているせいか表情が読めない。

　晴夜の視線を察してか、グリオは女性に目もく礼れいすると慇いん懃ぎんな態度で紹しよう介かいした。

「このお方は欧おう州しゆうを統すべる真しん祖そ、ラージヴェナミ公こう爵しやく様だ。我が城の窮きゆう状じようを察して駆かけつけて下さった」

「よしなに頼みまする」

　何ら飾ることのない挨あい拶さつのせいですぐに飲み込めなかった。晴夜が訝いぶかしんだのはグリオが発した『公爵』という単たん語ごである。記き憶おくが正しければ、公爵はグリオに始し祖そ回かい収しゆうを命じた張ちよう本ほん人にんではなかったか。

　現在晴夜がグリオの元に身を置けるのは、公爵が支配する連れん盟めいからグリオが追つい放ほう処分を受けているという前ぜん提ていによるものだ。爵しやく位いを失いしがらみから解放されたからこそテアを付け狙ねらう必要が無くなり、敵てき対たいせずに済んでいる。

　公爵が救きゆう援えんに現れたということはグリオがいまだその配はい下かにあることを意味していた。──すなわち、始祖を巡る争とう闘そうが再開されたも同然だった。

「心配するな。公爵様の目的は始祖にあらず。我々が再びいがみ合うことはない」

　警けい戒かい心しんを抱く晴はる夜やをグリオがすかさず見み咎とがめた。説明を求めるように公こう爵しやく──ラージヴェナミを振り返ると、ラージヴェナミは「心得ております」と不ふ敵てきに笑い、頷うなずいた。

「始し祖その眷けん属ぞくよ。妾わらわはそなたをこそ求めておりました。始祖が生み出す次じ代だいの王の血けつ統とう。妾が託されたのはその誕生の祝しゆく福ふく。故ゆえに始祖を強ごう奪だつする必要がもはやないのです。此こ度たびはこのお城の陥かん落らくを憂ゆう慮りよし駆かけ参さんじたまでのこと。他意はありませぬ」

　公爵位いを名乗るに値あたいする圧あつ倒とう的な存在感がびりびりひしひしと肌はだに感じられるものの、確かに敵意らしきものは皆かい無むだった。振り返り見れば、テアが毅き然ぜんとした表情でこちらを見つめていた。戸と惑まどいも躊躇ためらいもない、すべてを受け入れたかのような顔つきである。

「テア、知ってたのか？」

「いいえ。いま初めて知りました。……けれど、わたしもいろいろと考えていたのですよ。多少食い違うものの公爵の言葉を聞いてわたしの考えが間違っていなかったとわかりました。まあ、だから何だという話ですが」

　投げやりな応答はそれ以上の問いかけを拒きよ絶ぜつしているようにも見えた。

　代わりにラージヴェナミがテアに問いかけた。

「間違っていなかった思し考こうとは、ガレに関することでありましょうか？」

　テアは答えない。当とう惑わくする晴夜に対してラージヴェナミが向き直る。

「そなたが寝ている間に始祖といくつか問もん答どうを。誤ご解かいなきよう申しますと、妾は何も始祖の命を奪うばおうなどと思っておりませんでした。すべてはおよそ三〇〇年前、賢けん者じやガレと名乗る子と懇こん意いにしたことが始まり。あやつは始祖を導き、ディンケルホーファーというどの連れん盟めいにも属さぬ真しん祖そに託した。元々は妾に託すと約やく定じようを結んでおりましたのに、どこの馬の骨とも知れぬ者に始祖は匿かくまわれた。当時はまだディンケルホーファーの名を知らなかった妾は始祖の探たん索さくを一いつ旦たん諦あきらめ、ガレの言う復活の兆きざしが顕あらわれる頃ころを待ち、そのとき再び機きを窺うかがうつもりでいたのです。

　そして、二ヶ月前。ついに『足あし跡あと』の最初のひとつを踏まんとする子らが現れた。ガレの謂いいでは、それこそが世界変へん革かくの開かい闢びやく。その儀ぎに始祖は必要不ふ可か欠けつという。妾はすぐさま突き止めていたディンケルホーファーの屋や敷しきにグリオを放ち、始祖の回かい収しゆうを急がせたのです」

　たまらず晴夜が遮さえぎった。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。いきなり過ぎて整理がおいつかない。なんでテアをさらう理由にガレの名前が出てくるんだ？　いや、テアを目覚めさせたのがガレだってのは聞いたけど」

　真祖が始祖の黒こつ血けつを求めるのは、先せん祖ぞ返りを果たして力を得るためだと聞いていた。それが三〇〇年も放ほう置ちされていただなんて、意味がわからない。しかも回収するタイミングすらガレの言いつけを守ってのものだ。

　目的がそもそも違っていたというのか。

「ガレ……。不ふ思し議ぎな子であった。あやつは教会の子でありながら不ふ老ろう不ふ死しを求めた異い端たん。魔ま印いん術じゆつを確立させ、妾わらわや吸きゆう血けつ鬼きにその法を伝でん授じゆし、代わりに真しん祖その根ね城じろに『足あし跡あと』を刻み、守しゆ護ごすることを強要したのです。その真意はいまだ定かにあらず、ですが妾は心が躍おどりました。この世に出現してより八〇〇年、常に妾を蝕むしばんでいたものは退たい屈くつという名の心の澱おりでした。ガレはその澱を取り除いてくれると約束した。何が起こるのか、何を見せてくれるのか、妾が求めるものはその先の結末にあるのです。……奇くしくも、急せいてディンケルホーファーを襲おそわせたことで始し祖そが眷けん属ぞくを作るきっかけとなってしまいましたが、それもこれもガレの掌てのひらの上であったといまなら理解できまする」

「……」

　ますます理解から遠ざかる。グリオも険しい顔をしていた。唯ゆい一いつすべてを把は握あくしていると思おぼしきテアが、助け船を出すように解かい釈しやくしてくれた。

「その予定通りに『変へん革かく』に必要な物はわたしの血ではなく、黒こつ血けつを受け継いだ眷属──つまり晴はる夜やだったのです。ガレは三〇〇年後の現代に晴夜という吸血鬼を誕生させることを目的としていました。公こう爵しやくはその手伝いをしていただけ」

「然しかり。舞台は整いつつありまする。変革の時を迎えるためにも、教会の子らから『足跡』を死守しなければなりません」

「……ああもう、ますます混乱する。テアじゃなくて俺おれが必要って何だよ？　何させる気だよ？　つか、教会の狙ねらいはやっぱり『足跡』だったんだな。公爵さん、アンタは『足跡』を全部辿たどると何が起こるか知ってんのか？」

　ぞんざいな言葉遣づかいに眉まゆを顰ひそめかけるグリオであったが、ラージヴェナミの次の言葉にさらに深く眉を寄せた。

「無む論ろん。『足跡』とはそのものガレへと至る道。一つ一つにガレの知ち識しきが宿り、すべてを解き放つとき、現げん世せにガレは復活するのです」

「……記き憶おく、人格の継けい承しようですか？　そのようなことが可能なのですか？」

「なんとも言えませぬ。ガレは肉体ではなく精神における不ふ老ろう不ふ死しを追い求め、その結けつ晶しようとして『足跡』を残した。しかし、ガレにとって復活はさほど重要でないと妾は思うのです。

　教会は当然聖せい人じんの知識を復活させたいことでしょう。しかし、真祖がそれを阻はばむ。ガレの思おも惑わくはそうして子と人じん外がいを争わせることにあるのです。復活できるのならばよし、できずとも『足跡』がある限り可能性は永遠に受け継がれる。──妾はどちらでもよいのです。『足跡』の封ふう印いんが解かれようとも、守りきろうとも。妾は変革が起こるたびに心を躍らせることができる」

「……なんだそりゃ」

　わざわざ真祖の城に教会が欲っするお宝を隠かくしたってことか。人外に魔ま印いん術じゆつを教えて力を与え、加えて恩おんを売って『足跡』を死守させる。教会はガレ復活を求めて城を攻こう略りやくする。そうやって血みどろの戦争を起こすことがガレの言う『変革』。

　ふざけるな。

「この世界の争いをゲームか何かだと思ってんのかよ!?　そんで俺おれは並べられた駒こまの一つだってのか!?　この城に侵しん入にゆうしてきたカムラも、セキエイも、さらわれたアイリーンってやつも、みんなみんなガレの掌てのひらの上だって言いたいのかよ!?」

「……そればっかりだとは思いませんけれどね」

　テアが独ひとり言ごとを言うように口を挟んだ。「どういう意味だ？」そう尋たずねる前に、ラージヴェナミの哄こう笑しようが聖せい堂どう内に響ひびいた。

「熱いこと熱いこと。すべては妾わらわの憶おく測そくに過ぎぬ。が、ガレが復活を目論もくろでおるのは本当のこと。あやつが再びこの世に現れるとして、それは妾たちにとって幸いか災わざわいか」

「だったら……」

　ならば『足あし跡あと』を壊こわせばいい。余よ計けいな争いの種たねになるのならこの世から排はい除じよした方がいい。

『足跡』の方に顔を向ける晴はる夜やにラージヴェナミが威い圧あつする。

「壊させませぬ。少しでもおかしな真ま似ねをすればそなたを殺します」

　呼吸をするかの如ごとく放たれた殺さつ意いに全身が粟あわ立だった。力りき量りようや魔ま力りよくの差などではなく、八〇〇年という月日に化か成せいされた凄すご味みに圧あつ倒とうされる。

　張り詰めた空気を解ほぐすように、グリオが否定を唱となえた。

「『足跡』を完全に破壊することはおそらく不可能でしょう。変わり者とはいえガレは魔ま印いんを生み出した天てん才さい。我々に伝でん授じゆしていない法も無数に存在しているはずです。あるいは、その法なくして『足跡』は壊せないということも考えられる」

　三〇〇年もの間残ざん存ぞんしてきた魔印である。グリオの言うとおり、破壊は容易ではないだろう。

　方針は明白だ。そんな自分勝かつ手てな野や郎ろうを現げん世せに復活させてはならない。だが、教会が求める限り争いは常に続くことになる。──どうすりゃいいんだ。

　そのとき、ふと疑問が湧わいた。

「……なあ。どうして三〇〇年も待つ必要があったんだ？　この復活にはもしかして何らかの条件があるのかな？」

　教会がガレの知ち識しきを望むのならば長い月日を待つ必要なんてなかったはずだ。晴夜という吸血鬼の誕生を目論でいたのなら、そこにどんな理由があるのか。

　時間と、晴夜と、復活──。それらを繫つなげる意い図とは何だ。

「加えてもう一つ疑問があります。はたして記き憶おくと人格の継けい承しようとはどのようにして行われるのでしょうか？　精神による不ふ老ろう不ふ死し、ならば器うつわは別に用意するという風ふうにも取れる」

　グリオの疑問にはっとさせられた。

　確かにそうだ。肉体的な不老不死でないのなら、宿すべき肉体はどうなる。誰がその受け皿になるというのか。一いつ瞬しゆん過よぎった考えは、晴夜を器にするというものだ。始し祖その黒こつ血けつを受け継ぐ者は現時点において最強種しゆの一つである。ガレがその肉体を乗っ取るつもりでいるのなら辻つじ褄つまは合う。

　けれど、違うと思った。だったらなおさら三〇〇年も待つ必要がないではないか。吸きゆう血けつ鬼きの肉体は本物の不ふ老ろう不ふ死しだ。精神を受け継がせるよりも『成り上がる』方が遥かに単純だ。

　問いに対する答えは始し祖そと公こう爵しやく、二つの口から唱となえられた。

「ガレは自身ではなく世界の変へん革かくを望む者。教会と吸血鬼を争わせたいと考え、そのために必要な物は二つあります。一つは始祖たるわたしの眷けん属ぞく、晴はる夜や。そしてもう一つは」

「『足あし跡あと』の封ふう印いんを解くことができる者。争いを起こすには、それは教会の者でなければなりませぬ。この時代に適任者が生まれ来るのをガレは予見していたのでしょう」

　つまり、いま教会が攻めて来るのは、あちら側にその適任者がいるということだ。

　思わずチーコを見み遣やった。朦もう朧ろうとしているがようやく意い識しきが戻ってきたチーコは、晴夜と目が合うと「？」小首を傾かしげた。

〝──ユウリが、おかしくなっちゃったよぅ……〟

　チーコはそう言って嗚お咽えつしていた。

「……眷属よ。おまえに報告せねばならんことがある。地ち下か道どうを攻めてきた者の中に──」

　いくつもの点が符ふ合ごうし、ガレが企くわだてた一本線の道みち筋すじが浮き彫ぼりになる。

　ガレ復活の器うつわにユウリが選ばれたのだと、ついに思い至った。










　【Intermission】────




　エスメラルダはガレの足跡を目め指ざした本ほん隊たいが任にん務むの遂すい行こうに失敗したという報を聞き、急ぎピエルマルコのいるテントに駆かけつけた。万まんが一いちに備えて後備の調ちよう整せいを行っていたのだが、正直なところセキエイの実力に絶対的な信頼を寄せていたので任務の完かん遂すいを信じて疑わず、半なかば終わったものとして気を緩めていた。

　そこへ来ての敗報である。エスメラルダは狼ろう狽ばいを隠かくしきれず、ピエルマルコの前に立つなり悲鳴に近い叫び声を上げていた。

「セキエイがやられたってどういうこと……!?」

　ピエルマルコはエスメラルダの勢いにしばし呆あつ気けに取られたが、すぐに苦く笑しようを浮かべた。

「セキエイは死んじゃいませんよ。そして、負けてもいません。ただ運の悪いことにＡＡＡトリプルクラスの女じよ帝ていがあちら側に付いてしまった。態勢を整え直すべきと判はん断だんして一時撤てつ退たいしただけです。『聖せい女じよ』がやられてしまっては元も子もありませんので」

「それでリラは!?」

「そちらも心配には及びません。聖せい道どう士し含め全部ぶ隊たい員いんの中で唯ゆい一いつ無む傷きずなんだそうです。やはり彼女は強い。──ははっ、貴女あなたが気に掛けるのはいつもリライラさんのことですね」

　余よ計けいな一ひと言ことにエスメラルダの表情は安あん堵どから不快を露あらわにしたものへと変化する。目の前の軽けい薄はくな男にリライラの名を口にされるだけで身が穢けがされた思いだ。

「そう睨にらまないでください。何にせよ、皆さん無ぶ事じだったのですから素直に喜びましょう」

「……それで？　一時撤てつ退たいってことは、再突とつ入にゆうも視野に入れてるわけ？　相手にはＡＡＡトリプルが付いているんでしょう？　簡単にはいかないわよ」

　真しん祖そのクラス別に聖ナ殲ー士バの力りき量りようを表すとしたら、Ａシングルクラスの真祖を打だ破はし得る実力があって初めて聖殲士と認められ、ＡＡダブルクラスと同等以上の実力者が十二聖せいに数えられ、ＡＡＡクラスと対たい抗こうできる者のみが三さん傑けつと讃たたえられている。

　部ぶ隊たいを率ひきいている聖殲士はセキエイただひとり。リライラは十二聖に比ひ肩けんする実力者だが、まだ正式な聖殲士でないため単たん騎き行動が認められていない。この条件下で、敵勢力にＡＡＡとＡＡが一体ずついるとなると攻こう略りやくは容易たやすくないはずだ。

「もちろん万ばん全ぜんを期して臨のぞみます。我々に敗はい北ぼくは許されない。何としてでも『足あし跡あと』を踏まなければならないのです。たとえどれほどの犠ぎ牲せいが払われようとも……」

　断固たる決意を秘めた声こわ音ねにエスメラルダは眉まゆを顰ひそめる。『ガレの足跡』がどういったものなのか、大たい派は会かいが公開した『世界規き模ぼの補助系けい魔ま術じゆつ』という仮か説せつとは別に、ピエルマルコから直じかに聞かされて知っていた。

　曰いわく、『聖せい女じよ』にガレの知ち識しきと人格を継けい承しようし、教会に叡えい智ちをもたらすための儀ぎ式しき。

　はっきり言って胡う散さん臭くさい。しかし、常に打算的で理性的なピエルマルコが与よ太たを盲もう信しんするとは思えず、確信に至る何かを得ているからこその決然たる態度なのだと感じた。

「……でも、別に必要に迫られているわけじゃないんでしょ？　少し期間を──たとえば一週間くらい空あけてよそから聖殲士を搔かき集めた後に攻めたっていいんじゃないの？」

　そのときこそ龍ロン飛蕾フエイレイの聖獣ヴイアツアが使えるはず。万ばん全ぜんを期すというのならここまでが最低ラインだとエスメラルダは分ぶん析せきする。

　だが、ピエルマルコは小さくかぶりを振ると、珍めずらしく神しん妙みような態度で口を開いた。

「いまを逃のがすと後々面めん倒どうになります。ガレの『遺い書しよ』に記しるされている通りに動くことがより安全で正確なはずですから」

「何それ？　ガレの『遺書』？　そんなものがあるの？」

「ええ。誰だれにも話していませんから知らないのも無む理りはありません。ここだけのお話です。エスメラルダさんは不ふ思し議ぎに思いませんでしたか？　どうして大派会が僕のような若じやく輩はい者ものに聖殲士の指し揮き権けんを与えたのか、と」

「…………、そのことと『遺書』が関係しているのね？」

「まあ、『遺書』は証しよう明めい書しよのようなものでして。僕がガレの生まれ変わりであることを大派会に認めさせるための小道具の一つなんです」

　数すう瞬しゆんの間、理解が及ばなかった。いまピエルマルコは何と言った？　冗じよう談だんにしては突とつ飛ぴすぎているし、話の流れ上ここではぐらかされるのもおかしい。ピエルマルコは大おお真ま面じ目めに口にしていた。

「どういう意味？」

「言葉どおりの意味ですよ。僕は前ぜん世せでガレと呼ばれていた。記き憶おくはありませんが、魂たましいはそうであることを憶おぼえています。きっとガレは僕が思い出せるように魂に魔ま印いんでも仕込んでくれていたんでしょう。とはいえ教会に信じさせるには難しく、ガレが予あらかじめ残してくれていた『遺い書しよ』がなければ生まれ変わりであることを証しよう明めいできなかったはずです」

　魔印によって封ふう印いんされていた『遺書』を教会に見つけさせ、その中なか身みを言い当てたという。ガレの影えい響きよう力りよくがいまだ根強い教会内においてピエルマルコの誕生は天てん恵けいに等しかったようだ。

「でも、貴方あなたはガレじゃないのよね？」

『足あし跡あと』がガレ復活のためのものならば、ここに本人が居ては矛む盾じゆんしてしまう。

「はい。僕の人格は生まれたときからずっとピエルマルコのままです。僕とガレは魂の形が同じというだけで、もはや赤の他人。──しかし、僕は僕という存在の意い義ぎをすでに知っている。僕はガレのために生み出された。だから、ガレの思おも惑わくどおりに動かなければならない。教会はガレの事こと柄がらに関してのみ僕に権けん限げんを渡してくださいました。実に協力的でしてギエフ司し教きようがその筆ひつ頭とうです」

「……そういえば、聖ナ殲ー士バと聖獣ヴイアツアを作り出した筺きよう界かいにガレはいたのだっけ。いまの大たい派は会かいがあるのはガレが筺界から加か護ご家を追い出してくれたおかげなんですってね。ギエフ司教ってその辺、義ぎ理りとか感じているのかしら」

「まさか。あの人にはガレの遺い産さんを掠かすめ取ってやろうという魂こん胆たんしかありませんよ。まあもっとも、『足跡』を踏とう破はした暁あかつきには得られる遺産など存在しませんがね」

　エスメラルダはギエフの思惑にようやく気づく。最初からピエルマルコを殺すつもりでエスメラルダをスパイとして送り込んでいたのだ。下へ手たな動きを見せれば対たい処しよせよと命じられていたが、何のことはない、ガレの遺産の独どく占せんを許すなと言われていたのだ。

　そうして同時に、この話をされている時点でピエルマルコにも悟さとられている。ピエルマルコはエスメラルダを牽けん制せいし、さらに言えばギエフ、延ひいては大派会の考えを掌しよう握あくした形だ。

　喉のどを鳴らすエスメラルダを尻しり目めに、ピエルマルコは説明を続けた。

「ガレの遺書にはこうあります。──グラナダの地において勇ゆう者しやと魔ま王おうが相あい対たいするそのとき魂は器うつわへと還かえり満つるであろう、と。いまの状況がまさに運命のときなのです」

「勇者と魔王って」

　思わず失しつ笑しようする。同調するようにピエルマルコも肩を竦すくめた。

「教会と吸きゆう血けつ鬼きを差して表現したのでしょうが、確かに幼よう稚ちですよね。でも、僕はこの感性が嫌きらいじゃない。むしろ好きだ。『遺書』を解読するたびにガレの生まれ変わりなのだという実感が湧わきます。そして、この予よ言げんは守らなくてはという義務感すら覚えるのです」

　作戦の中止も延期も認めない、ピエルマルコの頑かたくなさの理由であった。

　ここまで打ち明けたのだ、どうせやることは決まり切っている。その前に、問われれば答えられるだけの準備はしてあるはずなので、エスメラルダは踏み込んだ質問をぶつけた。

「どうしてユウリちゃんが選ばれたの？　あの子以外の人に『足あし跡あと』の封ふう印いんを解くことはできなかったの？」

「できないこともありませんが、ユウリさんの感かん応のう能力が非常に理り想そう的だったのです。きっとガレも彼女のことを予見してこの時代に僕を誕生させたのでしょう。ユウリという器ナーバに僕の命ヴイアツアを捧ささげたとき、ガレは現げん界かいする。これが、ガレが用意した決定事じ項こうです」

　淀よどみなく命を捧げると宣せん言げんしたピエルマルコにぞっとしつつ、次の質問に移る。

「真しん祖その城に刻んだり精せい霊れいに守しゆ護ごさせたりと、『足跡』を踏むのに障しよう害がいを置くのはなぜ？」

「器うつわへの試し練れんでしょう。ただの容いれ物ならば人形でも構わない。しかし、ガレはガレとして蘇よみがえろうとしている。知ち識しきと魔ま力りよくを最大限に発はつ揮きできるだけの肉体が必要なのです。さながらＲＰＧのようにね、レベルアップが必ひつ須すなんですよ」

　なるほど。それで勇ゆう者しやと魔ま王おうか。ガレの趣しゆ味みは魂たましいレベルで引き継がれているらしい。その少年らしさが殊ことに気に障さわったので、相づちを打たずに次に進む。

「ガレは蘇って何をする気なの？　まさか本当に教会に叡えい智ちを授さずけようってんじゃないんでしょ？」

「叡智を授けるかは知りませんが、はっきりしている目的はひとつ──世界の『変へん革かく』です」

　厳おごそかに言う。しかし、続く言葉はなかった。『変革』がどのような内容であるか開示する意い志しはなく、またエスメラルダにも聞く資格はないらしい。

　別べつ段だん興きよう味みは無いが、これからのことを思うと立ち回りに気を遣つかわざるを得ず、差し当たってピエルマルコが考える今後の展望を聞く必要があった。

「貴方あなたはガレのためにすべてを尽くす気でいるみたいだけど、大たい派は会かいを敵に回したら後が怖こわいわよ。いくらガレの生まれ変わりだからっていまは普通の人間でしょ？」

「ええ。ですからいろいろと手は打ってあるんですよ。心配しなくても大だい丈じよう夫ぶです。僕を見極めたい気持ちもわかりますが、それは追おい々おい大派会を裏うら切ぎった後にしてください」

「……は？」

「こんな手を使いたくはなかったのですが、……エスメラルダさんのご弟妹の皆さんは僕が代表を務める研究会が面めん倒どうを見ています。ギエフ司し教きようにはまだ気づかれていませんので、人ひと質じちの所在がどこにあるのか知っているのはいまのところ僕たちだけということになります」

「……ッ」

　血が沸ふつ騰とうするかのようだった。かつて燃え上がりやがては押さえ込めたはずの憎ぞう悪おと怒りが再びエスメラルダを襲おそった。衝しよう動どう的に手を伸ばし、内に秘めた聖獣ヴイアツアをピエルマルコに放とうと構えたところで、ピエルマルコの口からさらなる追い打ちが掛けられる。

「リライラさんについて提てい案あんなのですが、彼女ほど戦せん闘とうに特化した聖ナ殲ー士バも珍めずらしい。いずれセキエイや三さん傑けつに並び立つくらいにまで成長することでしょう。もしもユウリさんが失敗したときのための保険として僕の配下に置いておくのも悪くない」

「…………あ、あ、アンタって男は…………ッ！」

　指し揮き権も人じん事じ権もいまはピエルマルコの手しゆ中ちゆうにある。セキエイさえ動かせたのだ、リライラの配はい属ぞくなど指先ひとつで如い何か様ようにも操そう作さできる。

　ガレの器うつわの第二候こう補ほにリライラが選ばれたことで、エスメラルダは何としてもピエルマルコの計画を成功に導かなければならなくなった。

　ユウリで失敗すればお鉢はちがリライラに回されることになる。

　歯を食い縛しばり、元々訊きこうとしていた最後の質問を口にした。

「私に……、私に何をさせたいわけ……？」

　リライラを守るためにできることがエスメラルダには無数にあった。

　ピエルマルコはにっこりと微笑ほほえんだ。まるで聖せい人じんのような清せい涼りようとした笑えみで。

「ガレがその昔加か護ご家を追放したのは大たい派は会かいに実権を握らせて中ちゆう枢すうで肥こえ太らせるためです。あの強権けん力りよくを手にしさえすれば怖こわい物はありません。どうにかその中に食い込めないかと機きを窺うかがっているのですが、残念ながら空席が無いのです」

　震える息を吐き出す。どうせこんなことだろうと思っていたのだ。ピエルマルコの足を引っ張りそうな幹かん部ぶの存在を、エスメラルダはすでに思い浮かべていた。

「いいわ。私が用意してやるわよ。その空くう席せきを！」

「話が早くて助かります。──ああ、あと、つい先日『聖せい者じやの四し肢し』が教会の管理下から外れて世界中に散らばるという僥ぎよう倖こうにも恵まれたのですが、その四肢を回かい収しゆうする捜そう索さく班はんに加わってもらえませんか？」

「何だってするわ。……だから」

「いいでしょう。リライラさんを配はい下かにするのはとりあえず保ほ留りゆうにしておきます。それよりも先にリーメスヘルツェル城じようの攻こう略りやくについて考えないといけませんね。──ああ、そろそろセキエイたちが帰き還かんする頃ころ合あいです。出迎えに行きませんか？　ねえ、エスメラルダさん。リライラさん疲れているでしょうから存分に労ねぎらってあげてください。ねえ、エスメラルダさん？」







　帰還したセキエイから報告を受け、改めて城しろ攻ぜめが困難であることを知る。

「ＡＡＡトリプルクラスが二体!?　欧おう州しゆうの女じよ帝ていの他にどこの王が来たというの!?」

　エスメラルダが声を荒げた。新たな真しん祖そを目もく撃げきしたのはセキエイだけで、他の誰だれもその姿すがたを見ていない。テント内にいる全員の視線を集めたセキエイは涼しげな表情で語った。

「あれは新しん種しゆだな。膨ぼう大だいな魔ま力りよくを持っていたがラージヴェナミほどの脅きよう威いは感じられなかった。それよりも王おう路じの倅せがれが問題だ。儂わしひとりでこやつらの相手をするのは少々厳きびしい」

「王路……？」

　聞き慣れない単たん語ごについ反応してしまったが、いまは捨て置く。ＡＡＡトリプルが二体揃そろっている状況なんて戦せん史し上最悪の出来事ではなかろうか。

「さらにグリオ・ヘルツルもいるとなると、明らかにこちらの戦せん力りよくが足りんよなあ……」

「その吸きゆう血けつ鬼きならばユウリ君が手負いにしたぞ。聖獣ヴイアツアによる攻こう撃げきだったからすぐに回復するとは思えん。今一度やり合えばセキエイでなくとも戦えるだろう」

　リライラが進言した。背後に控えるユウリを見み据すえるその目つきには、どこか殺さつ伐ばつとした色が含まれていた。ユウリは顔を俯うつむけて無む言ごんを貫つらぬく。相変わらず心は上うわの空のようである。

　──ガレの知ち識しきと人格はまだ降りてきていないのだろうか？

　エスメラルダもまた訝いぶかしげにユウリを見み遣やった後、今度はピエルマルコに向き直った。

「召しよう集しゆうを掛けた聖ナ殲ー士バが到とう着ちやくするのはいつ頃ごろ？」

「あと数時間もすればやって来ますよ。召集に応じてくれた者は三人。一日待てばさらに五人くらい集まりそうですけど。しかし、あまり時間を置くとあちら側が受けたダメージが回復してしまうかもしれない。グリオ・ヘルツルを手負いにしたというのならこのアドバンテージを逃のがす手はありません」

　他にも地下でフェンリルを一匹ぴき、地上で成り上がりを一体戦せん闘とう不能に陥おちいらせた。今回だけで向こう側はかなりの主しゆ戦力を失ったはずだ。

「いまや用心すべきは二体のＡＡＡです。女じよ帝ていをセキエイが止め、新しん種しゆの方はこれから駆かけつけてくださる聖殲士のうちのお二人にお願いし、リライラさんとユウリさんでもう一人の聖殲士を護ご衛えいにつけて王宮礼拝堂ブルクカペレを目め指ざしていただきます。……これ以上の隠かくし球だまが向こうにあれば万ばん事じ休きゆうすですが」

「居てもＡＡダブル以下だろう。ならば私が斬きる。真しん祖そどもは籠ろう城じように徹てつする気でいる。確実に追い込んでいるんだ。聖せい道どう士したちのバックアップがあればそう難しくはないんじゃないか？」

　ともすれば楽観的にも聞こえるリライラの主張であったが、セキエイだけが大たい笑しようし肯こう定ていした。

「儂らが駆けた戦せん場じようのほとんどが絶望的な状況下にあった。それを思えばこの戦せん況きよう、確かに困難からはほど遠いな」

「味み方かたがいるだけ幸運だ。背後を気にする必要がない分、敵に全力を傾けられる」

　加えて城の周囲は森である。認にん識しき阻そ害がいの魔ま印いんを駆く使しすれば危き機きに陥おちいろうとも脱だつ出しゆつは容易たやすい。地の利においても教会側に分があった。

「せっかくだし対たい吸血鬼用の特とく殊しゆ弾だんを使ってみましょうよ。こういう機き会かいでもないと試せないでしょうし。どうかしら？　ピエルマルコ指し揮き官かん殿どの？」

「初めから使用するつもりで用意したんじゃありませんか、エスメラルダさん」

　作戦の詳しよう細さいはピエルマルコとエスメラルダ、聖道士の隊たい長ちようが三人で詰め、セキエイとリライラは待たい機きを言い渡された。

　テントから立ち去ろうとしないユウリの手をリライラが引く。地下での交こう戦せん以来、ユウリは糸の切れた人形のように身動きすらしなくなった。晴はる夜やの仇かたきに一いつ矢し報むくいたことでさらに精神が衰すい弱じやくしたようだ。目的と情熱を見失い、意い志しが欠落しかかっている。

「諦あきらめるな。まだ終わりじゃないだろう。君には取り戻したいものがあったはずだ」

「……」

　テントから連れ出したところで、聖せい道どう士しのひとりとぶつかりそうになる。リライラに気づくと敬けい礼れいし、エスメラルダへの取り次ぎを頼まれた。

「たったいま聖ナ殲ー士バ候こう補ほ生せいのものと思われる聖獣ヴイアツアが通信に現れました」

「どういうことだ？」

　聖道士にも事じ態たいが飲み込めなかったらしく、臨りん機きの処置としてひとまずエスメラルダに報しらせに走ったという。リライラはテントに顔を覗のぞかせてエスメラルダだけを招き、聖道士と連れ立って件くだんの聖獣の元へと急いだ。

　そこに居たのはウサギの型をした聖獣。ミリタリー武ぶ装そうをしたぐるぐる目玉のウサギは見るからにふざけた趣しゆ向こうであるが、能力を知る聖道士は聖獣の登場に重要性を嗅かぎ取っていた。

「カムラがいなくなったのとほぼ同時に彼女も消えていました。『聖せい女じよ』とは学園時代の友人ということで随ずい行こうを許可されていたのですが……。戦力として数えていなかったためいなくなったことにも気づきませんでした。申し訳わけありません」

「……それで、こいつは何がしたいんだ？」

「この聖獣は十数キロの射しや程てい内に数百羽ぱ分ぶん裂れつでき、五感を共有して情報収しゆう集しゆうすることができます。また、遠く離れた人間にこうして身振りで通信することも可能です」

「本人不在で聖獣だけが現れて、私たちに伝えたいことがあるっていうのはかなり緊きん急きゆうなのかしらね」

　ウサギの聖獣はこくこく頷うなずき、『話が早いっスね！　できる女は好きっスよ！』親指を立てている。その態度がやたら癇かんに障さわったのか、エスメラルダとリライラは氷のように冷え切った目つきで睨にらみ下ろす。『じょ……、冗じよう談だんっス』通じたのか、聖獣は焦あせるようにして袈け裟さ懸がけしていた鞄かばんから一枚の封ふう筒とうを取り出した。

　聖獣の火にも燃えないように魔ま印いんで強化加工された封ふう書しよであった。手渡されたエスメラルダはすぐさま魔印を解くと、中を開く。そこには日本語でこう記してあった。





　心の鍵かぎを奪うばいし者よ　　無む辜こなる人の嘆なげきを聞け

　鳥籠バードケージはいまにも開く　　ただし、導きの手を差し出すことは許されない

　バラには花か瓶びんを　　鳥には翼つばさを授さずけよう

　正しよう子しを告げる始まりの鐘かね　　この世の果てワールドエンドにいざ招かん






　わ、

「解わかるかっ！」

　勢い手紙を地面に叩たたき付けていた。暗あん号ごうなどではなく素すでナルシシズム全開の文書だとわかった瞬しゆん間かん、心しん底そこ腹が立った。相手をバカにしているのか、あるいは翻ほん弄ろうするつもりでいるのか。どちらにせよ質たちの悪い悪戯いたずらだと解かい釈しやくする。……デジャヴを覚えた気がしないでもないが。

　ウサギの聖獣ヴイアツアは慌あわてふためき、『ちょっ、姉ねえさん!?　クールでファンキーなラヴレターに何してくれるんスか!?』手紙を拾い上げようとして、

「馬ば鹿か者もの。魔ま印いんが切れているんだ、いま触れれば燃え上がるぞ。私に貸せ」

　リライラが引ったくる。そのまま中なか身みを検けん分ぶんし、ふむと数回深々と頷うなずいた。

[image: ]

「なるほど。これは吸きゆう血けつ鬼きからの交こう渉しよう状じようのようだ」

「なんで解るの!?」

「さらって来た城の門もん番ばんの名前は確か『アイリーン』だったな。バラの種類にその名があったはずだ。つまり人ひと質じちを解放すれば受け入れる準備があると言っているのだ。そしてカムラとこの聖獣の本体である候こう補ほ生せいの引き渡しにも応じると。指定してきた時じ刻こくは今夜零れい時じ。この世の果てというのが何を指すのかまではわからないが、吸血鬼どもは人質交換をご所しよ望もうのようだ」

「なんで、…………なんで解るのよ」

　……もういい。どっと疲れが溢あふれ出てきた。それというのもこの手の文章に覚えがあることを思い出したからだ。

　書しよ状じようが読まれたことを確かく認にんしたウサギの聖獣ヴイアツアはスーッと空気に溶け込むように消えていった。それを見み届とどけてから、エスメラルダが聖せい道どう士しに聞かれぬよう小声で問う。

「やっぱり晴はる夜や君？」

　いくらおかしな文ぶん書しよでも貴き重ちような物ぶつ証しようをぞんざいに扱うエスメラルダではない。これが、大おお道みち晴はる夜やがしたためた物であることにはなんとなく気づいていたのだ。

「まず間違いない。やはりあの城に居たか。ということは、新しん種しゆのＡＡＡトリプルとやらはおそらくテア君だろう。まったく、奇き妙みような因いん縁ねんを感じるよ」

　どことなく嬉うれしそうなリライラだった。……なんだか面白くない。

　それよりもこの書状をどう受け取るべきか。

「彼のことだ、要求どおりで裏はないよ。といっても、そう確かく信しんできる者は私だけのようだ。メルは信用し切れていないのだろう？　交こう渉しよう自体罠わなだと思っているのかな？」

「当然よ。向こうには女じよ帝ていだっているんだし、ピエルマルコや聖道士たちにしたってこんな交渉やるだけ無む駄だだと切って捨てるのがオチだわ。カムラも候こう補ほ生せいも無ぶ事じじゃない、人ひと質じち交こう換かんはやる意味がない。その方針を貫つらぬくのが正しい判はん断だんよ」

「うん。私もそう思うよ。だが、アイリーンとやらを近くまで連れていくのはアリだ」

「……どうして？　人じん外がいなのよ。このまま殺した方がいいわ」

「利用価か値ちがあるとわかった。ならば使うべきだろう。晴夜君は相変わらず情に厚い男のようだしな。万まんが一いちのときはアイリーンを盾たてにして牽けん制せいすることも可能なはずだ」

「……」

「あわよくばカムラたちも救きゆう出しゆつできるかもしれない。いくら替えが利くとはいえ、カムラも候補生の聖獣ヴイアツアもいまや貴き重ちような戦力だ。似たタイプの人材はこの先いつ現れるか知れないぞ？」

　リライラの言うとおり、カムラの戦せん歴れきは侮あなどれないし、ウサギの聖獣の能力も汎はん用よう性が高く捨てるには惜おしい。

　試すかのようにじっと見つめてくるリライラに、降こう参さんとばかりに肩を竦すくめてみせた。

「ピエルマルコに掛け合ってみる。人質をどう扱うかは現場の裁さい量りように任せるわ。私が全責任を負うから」

「うん。それでいい。私を信用しろ。メルに迷めい惑わくは掛けない」

　むしろ迷惑が掛かって負い目を感じてもらえた方がエスメラルダの気分も良いのだが、そのときは冗じよう談だんでは済まされない事じ態たいになっているはずだ。

　気を引き締め直し、聖道士に集合を命じておく。

　人質のことは、全部ぶ隊たいに通達する前にまずはピエルマルコを説得するところから始めなければならない。本部テントに向かう足取りは重い。けれど、リライラの信頼を託されたことで心は勇み立ち踊っていた。

　そうして、新たに立りつ案あんした作戦は紆う余よ曲きよく折せつの末すえ採用され、深夜零れい時じに決行が決まった。




　夜よ霧ぎりに包まれた森の奥深くを行こう軍ぐんする。前ぜん衛えいを務めるのはセキエイと召しよう集しゆうに応じた三人の聖ナ殲ー士バ。勇ゆう猛もうに行く彼ら聖殲士たちも、粛しゆく然ぜんと隊たい列れつを乱さず追つい従じゆうする後こう衛えいの聖せい道どう士したちも、あまねく全員に認にん識しき阻そ害がいの魔ま印いん術じゆつが掛けられてある。さらに後方から全指し揮き権けんを持つピエルマルコ、エスメラルダが続き、最さい後こう尾びにアイリーンを封じ込めた筺かごの護ご衛えいが随ずい伴はんした。

　厚い雲が月を隠かくす。夜よ闇やみはさらに濃く深く増し、しかしなお眼前に聳そびえる城しろ影かげは黒く暗い存在感を放っていた。不ぶ気き味みな気け配はいが波打って流れてくる。視覚に因よらずとも城じよう門もん前に佇たたずむ吸きゆう血けつ鬼きの姿すがたが認められる。

「…………ッ」

　認めた者から順に戦せん意いを根こそぎ奪うばわれた。そこにあるだけで発狂を促うながすほどの恐きよう怖ふだ。認識阻害を掛けているのに吸血鬼にはまるで通じていない。ミリ単位の動きすら監かん視しされているような居い心地ごこちの悪さ。思し考こうまでもが読まれている。逆らうことがどうしてできる。

「醜しゆう穢わいなるかな。子らよ。よく来た」

　透すき通った美しい声こわ音ねに得えも言われぬ怖気おぞけが絡みつく。耳から心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにされてもはや生きた心地はしなかった。

　ガチガチと歯を鳴らし膝ひざを屈くつした聖道士が五〇を超えた。彼らはここで脱だつ落らくである。

　この先の戦せん場じようへ行けるのは、いまなお両の足で地面を踏む、本物の戦せん士しだけだ。

「ほう。それでも二〇〇人は残りましたか。──よろしい。では、参まいりましょう。ここではそなたらも窮きゆう屈くつでありましょう？　存分に殺し合える舞台を用意いたしました。さあ──」

　りん、と鈴の音ねが響ひびく。ふわりと微び風ふうが走り抜けて、同時に吸血鬼を中心に世界が塗り替えられていく。波は紋もんのように広がり行く光こう景けいは、森を消し、動植物を無くし、見晴らしの良い平へい原げんをそこに創つくり出した。間ま近ぢかにまで迫ったはずのリーメスヘルツェル城じようが彼方かなたにある丘の上にまで遠とお退のき、取り残された部ぶ隊たいはその姿すがたを月つき影かげの下に露あらわにする。

　女じよ帝てい・『死し蠟ろうのラージヴェナミ』が生み出した異い空間。

　どのような外的干かん渉しようも受け付けない、切り離された〝この世の果て〟──。

「妾わらわを楽しませておくれ」

　否いや応おうもなく、レコンキスタの幕まくは上がった。
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　一度は城門前まで接近を許した聖道士たちを遥か彼方にまで瞬しゆん時じに移動させたラージヴェナミを、晴はる夜やたちは見み張はり台だいの屋根の上から眺ながめていた。心しん象しよう風景を実現させ、なおかつその世界に二〇〇人もの人間たちと、城の中にいる人じん外がいたちをまとめて取り込んだ技ぎ量りよう、魔ま力りよく量りようは圧あつ巻かんだった。味み方かたにしておくと怖こわいぐらいに頼もしい真しん祖そである。

「これで小こ細ざい工くができなくなった。教会は人ひと質じち交こう換かんを受けるか否いなかを迫られる」

「ああ。たぶん応じるだろうぜ。後ろの方に棺かん桶おけみたいなのが見える。あれに入ってるんじゃないか、アイリーンってやつが」

　晴はる夜やとグリオが話すその背後では、チーコが疲れ切った表情を浮かべていた。

「あんな手紙で伝わるなんてほんと奇き蹟せきだよ～。それなのに手紙を書いた張ちよう本ほん人にんは大おお博打ばくちを打ったという意い識しきがまるでナッシン！　リライラさんが居てくれて本っ当に良かった！」

「そこまで心配されるようなもんじゃねえって何度も言ってんのによ。どうして俺おれが信用できねえんだ、この牛乳！」

「牛乳言うない！　バカ晴夜！　……でも、これでアイリーンさんは助かるんだよね？」

　教会側がどう出るかまだわからない。確定でない事こと柄がらに安易に頷うなずくことはできないが、城を目め指ざして行こう軍ぐんしてくる彼らを信じたい気持ちはあった。

　人として、仲間を取り返そうとしてくれると、信じたい。

「あ～あ、チーコと晴夜離れ離れになっちゃうんだね。せっかく恋人同士になれたのに」

「おいこらちょっと待てバカ！　どこのネジが緩めばそんなに頭が悪くなれるんだおまえは。一体いつ俺とチーコが恋人同どう士しになったんだよ!?」

「ひっど～い！　チーコにあんなことしといて!?　もうお嫁よめさんに行けない体なんだぜ!?」

「血を吸っただけだろうが！　別べつ条じようはないし、おまえの体だって清いままだよ！　おいこら、引っ付くな！　やめろバカ！　見られたら誤ご解かいされんぞ、ったく」

　ぐいぐい体当たりしてくるチーコを手で押し返す。頰ほおを膨ふくらますチーコの横で同じく上半身を縄で緩く縛られているカムラが呆あきれたように溜ため息いきを吐いた。

「おどれら、ほんま緊きん張ちよう感かんないな。特に、チーコゆうたか、あんま吸きゆう血けつ鬼きと親しそうにしとったらおどれも吸血鬼と間違えられるで。せっかく見晴らしええねんから、ここは可哀かわい相そうな囚しゆう人じんの振りして教会の同情を引こうやないか」

「ああ、是ぜ非ひそうしてくれ。チーコ、おまえは人間として生きなきゃ駄だ目めだ」

「晴夜……」

「仲間だった人たちに剣を向けられる気持ちを誰だれにも味わわせたくないんだよ」

　教会が一度吸血鬼の手に落ちた人間を快く迎え入れるとは思わない。しかし、あちらにはリライラがいる。吸血鬼の晴夜でさえ人間として扱ってくれた人だ、きっとうまく取り計らってくれるだろう。

「しっかし、ほんまお人ひと好よしやな。うちが解放されたらすぐに敵に回ると思わんのかいな」

「まあ、危険は承しよう知ちだけどさ、アンタくらいなら俺でも止められる自信はあるぜ？」

「……せやな。そこんとこは認めるわ。おどれを相手にできるのはセキエイくらいやろ」

　場ば数かずが違うだけあり彼ひ我がの実力差さを正確に見抜いていた。長年聖ナ殲ー士バをこなしてきたカムラはそれだけ生きる力にも長たけているのだ。挑いどめば負けるとわかっている相手に立ち向かっていくような気き概がいは持ち合わせていない。

「ま、ここ出たら早いとことんずらさせてもらいまひょ」

「カムラさん、チーコのことも頼むよ」

「せやからさん付けやめえ言うねん」

「眷けん属ぞくよ。無む駄だ話ばなしもそこまでにしておけ。そろそろ団体が到とう着ちやくするぞ。公こう爵しやく様が時間を稼かせいでくださっている間に交こう渉しようを終わらせるんだ」

「グリオ、アンタは下がってろ。悪ぃけど、足あし手でまといになりかねない」

　辛しん辣らつに突き放す。グリオは晴はる夜やと違い、インゴルフの呪のろいを受けていた。インゴルフから受けた傷は人間の血を吸えば治るものではなかった。そもそも万ばん全ぜんでなかった上にカムラやユウリの聖獣ヴイアツアの直ちよく撃げきを受けており、いまや立っていることすらやっとのはずだ。

「初めからアンタを戦わせないためにスペインまで来たんだぜ？　あとは俺おれに任せてくれよ」

「…………ここで指し揮きを執とろう。安心しろ。無む理りはせん」

　聖せい道どう士しの隊たい列れつが二キロ先にまで迫っていた。さらに五〇〇メートルほど後方に棺かん桶おけを牽ひく護ご衛えい団だんが付いてくる。ラージヴェナミが異い空間に引き込んだ時点で教会の不利は確定した、下へ手たな小こ細ざい工くを仕掛けてくるとは考えられない。

　しかし、隊たい列れつは残り一五〇〇メートル付近で停止した。数にして二〇〇人に上る聖せい道どう士したちが一いつ斉せいに編へん隊たいを整え、スティンガー携けい帯たい式対空ミサイルを担かつぎ照しよう準じゆんを合わせる。対人じん外がい用に開発されたミサイルは人間ばかりでなく吸きゆう血けつ鬼きを殺さつ傷しようする破は壊かい力りよくを伴っている。

　詳しよう細さいを知らずとも瞬しゆん時じに理解したグリオが号ごう令れいを発した。

「サーシャ！　これから発はつ射しやされるミサイルを全ぜん弾だん射い落おとせ！」

「任せて！　グリオのお願いなら何だって聞いてあげるんだから！」

　直後、射しや出しゆつされたミサイルの弾たま数かずはおよそ六〇。城じよう壁へきを破り、中にいる人外を殲せん滅めつする意い志しを持った近代兵へい器きはその弾だん頭とうを城壁の上にいる晴夜たちに向けた。対して、見み張はり台だいの中から射出された矢は一本。瞬時に分ぶん裂れつした無数の矢は四し方ほうに軌き道どうを分散させ、水みず飛沫しぶきのように空に弾だん幕まくを張った。すべてのミサイルを射い貫ぬき、空中で爆ばく発はつさせることに成功したが、異い変へんはその後にやってきた。

　空を蛇だ行こうする生きた灰はい煙えんが城を覆おおい尽くしていく。グリオはすかさず鼻と口を覆い隠かくし気き管かんへの侵しん入にゆうを防ぐ。

「煙を吸ってはならん！　聖せい水すいと同等の効果がある！　弱体化させられるぞ！」

　聖せい灰はい──聖せい人じんの遺い灰はいのレプリカである。本物よりも神しん聖せい性は劣るが、即そつ効こう性があり広範囲にも亘わたるため巣す穴あなへの威い嚇かく射しや撃げきでは絶大な効果を発はつ揮きした。煙えん幕まくにもなるため、再び行こう軍ぐんを開始した聖道士たちの姿すがたも定まらない。

　考えるまでもなく交こう渉しようは端はなから決けつ裂れつしていた。

「あいつら……、うちら諸もろ共とも殺やる気やったんか……っ！」

　カムラの呟つぶやきに、晴はる夜やは歯を食い縛しばった。想そう定ていしていたとはいえ、いざそのとおりの展開になると怒りを抑えることが難しい。──教会は仲間を何だと思っていやがるっ！

「グリオ、みんなのことは任せた。俺おれがあいつらを喰い止める。──チーコ！　カムラ！　行けっ！　このどさくさに紛まぎれて向こうに帰れ！」

「は、晴夜ッ!?　でも……」

「頼む！　ユウリのためにもおまえはあっちに居なくちゃ駄だ目めなんだ！　……頼むよ」

「晴夜…………、はわ!?」

　躊躇ためらう気け配はいを強ごう引いんに断ち切って、カムラがチーコの体を抱えて跳んだ。視し界かいは煙えん幕まくで閉ざされていてどちらに向かったのかわからないが、カムラならうまく逃げてくれるだろう。足あし元もとに落ちた二本のロープを一いち瞥べつし、晴夜は小さく吐と息いきを漏もらす。

　──そっちがその気ならこっちも実力行こう使しだ！

　城じよう門もんの前に飛び降り、手首を嚙かみ切って黒こつ血けつを大気に触れさせる。たゆたう黒血の向こう側に聖せい道どう士しを端はしからすべて捕ほ捉そくする。

　照しよう準じゆんはイメージだ。そう為なせ、と命じれば心はすべてを具ぐ現げん化かする。

　幸い、晴夜はその聖獣ヴイアツアに馴な染じみがあった。

　だから、あとは形を与えるだけで完了した────。




「黒血獣ブラツクワーク──《大賑わいのセンツオン・へべれけ兎トトチテイン》！」




　血の一いつ滴てき一滴が黒こく炎えんを噴ふき、黒き聖獣を象かたどった。生み出されたのは、ミリタリールックで武ぶ装そうした姿すがたが可愛かわいらしいウサギの聖獣。しかし、元オリジナルがぐるぐる目玉であったのに対し、現れたウサギたちはどいつこいつも尖とがった目つきであくどい顔をしている。

　二〇羽ぱにまで増ぞう殖しよくした黒き偽にせ兎うさぎはライフル銃じゆうを構えて聖道士たちに狙ねらいを絞しぼる。晴夜が前方に手をかざし、「撃うてぇ！」命じた瞬しゆん間かん、一体につき聖道士一〇人の眉み間けんを連続で撃ち抜いた。黒血で編まれた弾だん丸がんは命までは奪うばわずに精せい気きだけを消しよう失しつさせた。これで聖道士たちは数時間立ち上がることさえできない。

「アイリーンを取り返すぞ！　──ラージヴェナミィイイ！」

　当初の予定どおり。

　アイリーン奪だつ還かん作戦が開始された。
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　部ぶ隊たいの遥か後方でセキエイを含む聖ナ殲ー士バ四人がラージヴェナミに足止めされていた。

　セキエイは眼がん筋きんに聖せい火かを纏まとわせて視力を倍ばい加かさせた。数キロ先の空で起こった大だい爆ばく発はつと地上で行われた一いつ斉せい射しや撃げきをつぶさに観察する。

「おいおい、ありゃ反はん則そくだろう。王おう路じの体たい術じゆつに吸きゆう血けつ鬼きの不ふ死し性せい、それに何だ、聖獣ヴイアツアまで扱えるなんて聞いておらんぞ」

　敵勢力を甘く見積もり過ぎていたと内ない省せいする。特に、王路晴夜のポテンシャルを侮あなどっていた。まさか《不ベ死ン鳥ヌ》から受けたダメージが一いつ切さい残っていないなどと想そう像ぞうだにしていなかった。

「まったく。この空間に招き入れられ、部隊の配はい置ちを弄いじられた時点で形けい勢せいは逆ぎやく転てんされたというに、まだ奥の手を隠かくしておったとは底そこ意い地じの悪いことだ」

「笑しよう止し。人ひと質じちごと手に掛けるそなたらこそ悪あく辣らつ極まりましょう」

「して、どうする？　このまま儂わしらを殺すか？　先ほどから戦せん意いを感じさせぬのは何なに故ゆえだ？」

　ラージヴェナミには戦意はもとより、足あし止どめ以外に目的があるため聖殲士に仕掛けるつもりはさらさら無かった。しかし、余よ裕ゆうを持って笑うセキエイの背後では三人の聖殲士たちが蠟ろうのように溶かされた手足を抱えて蹲うずくまっている。呪のろいを解かない限り彼らは一生このままだろう。セキエイがただ在るだけで万ばん物ぶつを刺し激げきするというのなら、ラージヴェナミもまた存在そのものが呪いである。この真しん祖そを前にして正しよう気きを保って立っていられる者は十二聖せいクラスでなければ難しい。

　ラージヴェナミは両手を広げ、声こわ音ねを弾はずませた。

「妾わらわは掉ちよう尾びに相応ふさわしき舞台を用意しているだけ。煩わずらわしきを排はいし、心置きなく散れる準備を整えているのです」

「ほう。散るとは誰だれのことだ？」

「そなたであり、もしくは黒こつ血けつを受け継ぎし《統すべる者》でありましょう」

　城までの距離はここから直線にして五キロ。その中間地ち点てんにピエルマルコとエスメラルダ、そしてアイリーンを捕とらえた護ご衛えい団だんが趨すう勢せいを見極めんと停止していた。ラージヴェナミは背後に意い識しきを向け、落とす地点を計算する。隙すきを突いて攻こう撃げきに転じたセキエイの拳こぶしをかわす前に、召しよう喚かんは完了していた。

「むう……！　外に控えさせておったのか……！」

　またしても一本取られた、とセキエイは唸うなる。アイリーンを封じ込めた筺かごに近い空間に亀き裂れつのようなものができ、その隙すき間まから赤あか毛げの巨きよ大だい狼おおかみが出現したのを目もく撃げきする。

　救出班はんの出番である。
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　突とつ如じよ虚こ空くうに投げ出されたチェントスだったが、すぐに嗅きゆう覚かくが懐なつかしい匂においを感じ取った。

　──いる。すぐ傍そばに。あの棺かん桶おけの中に。アイリーンが閉じ込められている！

　空中で一回転して体勢を安定させると、無ぶ事じに地面に着ちやく地ちする。リライラに受けた傷が開き掛けるがチェントスは歯を食い縛しばって耐えた。もはや戦せん闘とうでは役に立ちそうにないが、この役だけは誰だれにも渡したくなかった。

　──アイリーンを救うのは俺おれだ。

　背中の体たい毛もうに縋すがり付いていたテアとアモナも、目を回しながらも瞬しゆん時じに状況を把は握あくした。

「あの棺桶みたいなのですか!?」

『うん。アイリーンはあの中だ』

　何もない空間から巨きよ大だい狼おおかみが出現したことで護ご衛えいの聖せい道どう士したちは慌あわてふためき、咄とつ嗟さにピエルマルコを囲んだために筺がおろそかになる。チェントスはその隙すきを逃のがさない。

　筺を載のせた台車には牽けん引いんするためのロープが付いていた。それを口に咥くわえると城を目め指ざして走り出す。聖道士は銀ぎん聖せい弾だんが装そう塡てんされた自動小しよう銃じゆうを取り出して構え、その銃じゆう口こうをアモナが斬きりつける。

　テアもまたありったけの魔ま力りよくを放出して巨きよ大だいな黒こく翼よくを展開した。魔力波が引き起こす暴ぼう風ふうが威い嚇かくとして絶ぜつ大だいな効果を生んだ。聖道士も、ピエルマルコも、目を剝むいて立ち尽くす。ラージヴェナミと同どう等とうの格を見せつけられて驚きよう愕がくと畏い怖ふの念を懐いだかぬ者はいないのだ。セキエイならばいざ知らず、一いつ介かいの聖道士であれば後あと退ずさるのが当然であり、間違ってもあえて刺し違えんと蛮ばん勇ゆうを奮ふるうことはない。

　だから、その視線に気づいたとき、テアはぎくりと身を固めた。

「テア様！　十分です！　行きましょう！」

　アモナの声で我に返り、急いでアモナの手を摑つかんで夜空に飛ひ翔しようする。猛もう然ぜんと駆かけ抜けるチェントスに追いつくと、速度を合わせてその背中に着地した。

　振り返ると、ピエルマルコの一団が遥か遠くに置き去りにされている。

「追っ手は来ません！　成功です！」

「……」

　テアは胸に手を当てて暴あばれる心しん臓ぞうを必死に抑えつけた。慣れないことをしたために気分は高こう揚ようし、それ以上に緊きん張ちようと恐きよう怖ふで全身が震えた。

　晴はる夜やの支えになると決けつ意いしたそのとき、傍ぼう観かん者しやを気取るのを止めたのだ。未来がすべて決定しているのならば、晴夜の行く道がすでに定まっているのならば、隣となりを歩く自分が重おも荷にとなってはその王道をさらに困難なものにしてしまいかねない。諦あきらめるのではなく、あえてこの未来視しを利用して道をならすべきであろう。そう思った。

　アイリーンの無ぶ事じを祈っていたわけではない。ただ、適てき材ざい適てき所しよ、自分にしかこなせない役割にはまり事じ態たいを円えん滑かつに進めることが最善と判はん断だんした。少しでも晴はる夜やの負ふ担たんを軽けい減げんさせたいがために自らハッタリを演出してみせたのだ。

　功こうを奏そうした。テアたちはまんまとアイリーンを奪だつ還かんし、敵からも逃げ果おおせた。

　しかし、

「何かおかしいです！　簡単に行き過ぎた気がしますです！」

「どういうことですか!?　まさかこの棺かん桶おけにアイリーン殿どのは入っていないと!?」

『それは無いよ。俺おれの鼻はきちんと嗅かぎ取ってる。棺桶の中にはアイリーンが入っているし、それ以外の匂においは一切してこない。罠わなの気け配はいもない』

　チェントスの鼻はおそらく間違いを起こさない。リライラにやられたとはいえ、その正しよう体たいは神しん話わから生み出された人じん狼ろう──神しん狼ろうなのだ。超ちよう自然の権ごん化げが匂いを違たがえるはずはない。

　テアの懸け念ねんは、翼つばさを広げて威い嚇かくしたあのとき、エスメラルダ・オルギンと目が合ったことに因よる。森しん星せい学園で何度か顔を合わせたことのある彼女は、テアが戦せん闘とうに関して素人しろうとであることを知っている。威嚇がただのハッタリであることも承しよう知ちのはずなのだ。……にもかかわらず、黙だまって見送った。戸と惑まどう様よう子すも、躊躇ためらう表情も、追ってくる気け配はいも一いつ切さい無く。

　真剣な眼まな差ざしを向けるだけで、テアたちを見み逃のがした。

『いける！　城に入れる！　アイリーンを取り返してやったぜ！』

　城じよう門もんの前で晴夜とすれ違う。晴夜はテアたちに一いち瞥べつもくれることなく、遥か彼方かなたにいる聖ナ殲ー士バだけを見み据すえていた。ラージヴェナミの助力を得られるのはここまでで、晴夜の本当の戦いはこの先に待っている。わずかにも憂ゆう慮りよを残せばそれだけで致ち命めい的になりかねない相手。

　テアもラージヴェナミも「煩わずらわしきを排はいする」ことに専せん念ねんした。

　その一戦に未来のすべてが決まることを知っていたから。

　チェントスは城門を通過し、アイリーンの奪だつ還かんは成功に終わった。

　大たい将しよう戦が始まる────。







　神しん速そくとも言うべき速度で駆かけ抜ける巨きよ大だい狼おおかみに、ピエルマルコは「すごいな」感かん嘆たんの声を漏もらす。満足そうに手を叩たたくと、エスメラルダを振り返った。

「ここまで予想通りになるとは驚きです。一いちか八ばちか、警けい護ごを緩めた甲か斐いがありましたね」

「向こうに晴夜君がいたんだもの。たぶん余よ計けいな人ひと死しには回かい避ひするだろうと思ったの」

　彼、甘いから──、と悔くいるように付け加えた。

　甘くない私は彼の優しさや人じん徳とくにつけ込んだ。彼を殺すために。彼の大切なご主人様や仲間たちを殺すために。彼の幼おさな馴な染じみの女の子をガレに変えるために。

　しかし、後こう悔かいは一いつ瞬しゆん。ここは戦せん場じようで、相手は吸きゆう血けつ鬼きである。非ひ情じように徹てつしなければこちらの命が危うい。

　勝しよう算さんはあった。単純な数の勝負ならば教会側に勝ち目はない。しかし、相手があの大おお道みち晴はる夜やである以上、常に勝ち目は生きている。

　人を殺せない晴夜君。

「……せいぜい苦しめばいいわ」

　それは誰だれに宛あてた言葉なのか、呟つぶやいた本ほん人にんにもわからなかった。




　　　　　　　　　　†




　おかしい。

　とうに臨りん戦せん態勢に入っている晴夜をよそに、数キロメートル先の平へい原げんでラージヴェナミがセキエイと死し闘とうを繰り広げていた。裂れつ帛ぱくの気き合あいで生じた闘とう気きがこの位置にまでびりびりと伝わってくる。セキエイが拳こぶしを、ラージヴェナミが手しゆ刀とうを交こう互ごに撃うち出している。どちらも必ひつ中ちゆう必殺の一いち撃げき。苛か烈れつを極める業わざの応おう酬しゆうは絶え間なく続いていた。

　足あし止どめなどではない、本ほん物ものの決けつ闘とうであった。

　火ひ花ばなを散らすほどの凄せい絶ぜつな交こう戟げきの中にわずかに余よ裕ゆうを見せているのはセキエイの方である。ラージヴェナミはなぜかセキエイに晴夜をぶつけようとしている節ふしがあり、片方に消しよう耗もうを残して決けつ戦せんに水を差すことを厭いとった。そのため全力のセキエイと拮きつ抗こうすべく必ひつ殺さつの業をぶつけてはいるが、しかし殺さないよう力加か減げんの調ちよう整せいにまで神しん経けいを注そそぐ必要があり、どうしても攻め手は甘くなる。離り脱だつしようにもセキエイが許さず、背中を見せれば即そく死しに繫つながるので容易には動けない。

　ラージヴェナミは焦あせりこそ見せないが、その顔にいつもの笑えみは無かった。

　晴夜は気づいた。

「……いや、違う。これは、足止めだ」

　ラージヴェナミが、じゃない。

　セキエイがラージヴェナミを行かせまいとしている。

「エスメラルダ先せん輩ぱい？」

　視し界かいの端はしに偶ぐう然ぜん捉とらえた顔見知りに、晴夜はどくんと心しん臓ぞうを揺さぶられた。ラージヴェナミとセキエイが死し闘とうを繰り広げる平原の手前、ズームアウトしていく視し覚かくを絞しぼってピントを合わせるとはっきりとエスメラルダの顔が見て取れた。

　晴夜を、その背後の城を、じっと見つめていた。

　アイリーンを奪うばわれて悔くやしげにしている様よう子すはない。静せい観かんするかのような泰たい然ぜんとした佇たたずまいである。

　……まさか、あの棺かん桶おけに何か小こ細ざい工くを？

　もしや、という思いが脳のう裏りを掠かすめたときにはもう、晴はる夜やはチェントスを追って城じよう門もんをくぐっていた。

　重じゆう層そうの外がい郭かく回かい廊ろうを抜けた先、石いし畳だたみを敷しき詰めた中なか庭にわの真まん中なかで、グリオとチェントスがいままさにアイリーンが収まっていると思おぼしき筺はこを開かい封ふうしていた。

　ガキン、と封ふう印いんの魔ま印いん術じゆつを取り払った音が響ひびいた瞬しゆん間かん、わずかに開いた蓋ふたの隙すき間まから銀色の鋭利な物体が閃ひらめいた。正面に居たグリオの体を滅めつ多た刺しにし、細身剣レイピアの先せん端たんに灯ともった聖せい火かが貫つらぬいた傷きず口ぐちに引いん火かし燃え上がる。

　おおお、と苦く悶もんの声を上げるグリオに呆あつ気けに取られて、中から出て来た二人組にチェントスは反応できない。そのうちひとりの人間の右手に掲かかげられた二メートルを超す巨きよ体たいを見上げて目を剝むいた。

「──巨きよ人じん族ぞくというからどれほど大きいのかと期待したものだが。いや、末まつ裔えいともなればこれくらいに退たい化かしていても不ふ思し議ぎではないな。それ、返そう。受け取るがいい」

　ふわり、と宙に浮く巨体は巨人族のアイリーンである。一いつ糸し纏まとわぬ肢し体たいには生々しい傷きず痕あとが無数に散りばめられていて、見るに堪たえない。悲痛な表情で受け止めたチェントスがアイリーンの鼓こ動どうを感じ取ってにわかに安あん堵どしたそのとき、アイリーンの背中から貫かん通つうしてきた細身剣の切きっ先さきがチェントスの腹部をも穿うがった。串くし刺ざしにされた二人ごと聖火で燃やし、細身剣を振るって易やす々やすと投げ飛ばす。瞬またたく間に中庭の地面に三体を焼き尽くす聖火が上る。

「さすがはメルだな。渋っていた割には的てき確かくな指し示じだった。得え体たいの知れない筺を開けるなら実力者がその任を買って出ると。おかげでグリオ・ヘルツルという大きな障しよう害がいを排はい除じよできた」

　無む理りな姿勢から勘かん任まかせで振るった一いち撃げきが本命を捉とらえただなんてまるで奇き蹟せきだな、と彼女は嘯うそぶいた。凛り々りしくも美しい、いまでも晴夜の憧あこがれのまま、人じん外がいにとって絶望的なまでの非情さと寛かん容ようさを兼ね備えた武の天てん才さい。

　リライラ・ボーグが死を招きに現れた。

　晴夜の視線を受けて、リライラは照れ臭くさそうな笑えみを浮かべた。

「やあ。こんな形で再会できるとは思わなかったぞ、晴夜君。ははっ、不ふ思し議ぎそうな顔をしているな。セキエイでも見抜けなかったと言うんだ、いくら君でもこの認にん識しき阻そ害がいの魔ま印いんを見破ることはできないよ。しかし、フェンリルの嗅きゆう覚かくすら欺あざむくとは、ガレの叡えい智ちには恐れ入る」

　淡たん々たんと語りかけてくる言葉がまったく頭に入ってこない、理解できない。それよりも、いまは呆ぼう然ぜんとしている場合じゃないだろうと無む意い識しきが晴夜を我に返す。

　目にも留まらぬ速さでグリオとチェントス、アイリーンを拾い上げて距離を取る。それぞれの体を燃やす聖火は魔ま力りよくを放って打ち消した。三人とも息があり、急所を外れていたので命に別べつ条じようはなさそうだった。ほう、と息を吐く。

　リライラが驚きよう嘆たんするように口くち笛ぶえを吹いた。

「聖獣ヴイアツアの火を覇は気きだけで消せるようになったのか。成長したな」

　晴はる夜やは中なか庭にわの隅すみで固まるアモナに視線を送り、傍かたわらに居るテアと一いつ緒しよに逃げろと顎あごでしゃくる。すぐさま汲くみ取ったアモナはテアを抱えて居館パラスへと駆かけていく。

「テア君も相変わらずなようだ。ここでの暮らしは楽しかったか？　最後に会った日からそれほど日にちが経たっていないからな、満まん喫きつできたとは思えんが良い思い出ができたのなら幸いだ」

「黙だまれよ」

　その物言いは晴夜でさえ予よ想そう外だった。しかし、奥底から沸わき上がる怒りを抑えることがどうしてもできそうにない。リライラに対してあった敬けい意いや憧しよう憬けいの念が粉こな々ごなに砕くだけ散る。

　勝かつ手てに期待していただけだ。裏うら切ぎられたと思うのは晴夜の都つ合ごうで、リライラはただ教会の正義を体現しただけに過ぎない。失望するのもお門かど違ちがいだ。彼女は徹てつ頭とう徹てつ尾び聖ナ殲ー士バであることを誇りにしていた。今回のことは、分かたれた道の先、再び交こう錯さくする瞬しゆん間かん、「いつか会うことがあれば、そのときは敵同士だ」と言った彼女の言葉が本物になっただけ。相あい対たいしたとして何ら文もん句くはない。仲間を傷つけられたとしても文句を言う筋すじではない。

　いまや敵同士だ。甘えたことを言うつもりはない。教会が、リライラが、晴夜たちを滅ぼそうというのなら全力で抵てい抗こうするまでだ。

　けれど、赦ゆるせるのはそこまでだった。

　晴夜の怒りはそこにはない。

「アンタの正義はそこまで堕おちちまったのかよ……ッ」

「……」

　リライラに反論はなかった。それがどうしたと言わんばかりに悠ゆう然ぜんと構える。

　ジャラリ、とロザリオの鎖くさりが音を立てる。

　リライラの手にあるその鎖は、手た綱づなのように横に立つ人物の首に巻き付いていた。異い様ようさはそれだけに止まらず、少女は目め隠かくしをされ拘こう束そく衣いまで着させられていた。そこに少女の自由意い志しは皆かい無む。人権はとうに剝はく奪だつされていて魂たましいさえも辱はずかしめられている。

　ガレとかいう得え体たいの知れないモノのために。

　少女ユウリはこの上なく穢けがされていた。

「互いに名乗り上げる必要はないだろう。知ってのとおり私の目的はガレの足あし跡あとだ。そこまで辿たどり着くには、正直、君は邪じや魔まなんだ」

　一いつ片ぺんの情すら宿さない淡たん泊ぱくな言い草に、晴夜はかえって冷静さを取り戻す。

「──ああ、やり合おうぜ。正せい々せい堂々とユウリを奪うばい取ってやるっ！」

　憤ふん然ぜんと闘とう志しを燃やす晴夜に対し、リライラは感情を乱すことなく最低最悪の手段を取る。

「いいだろう。話が早くて助かるよ」

　鎖が解ほどけた。

　拘束衣は引き千ち切ぎられ、目め隠かくしも風に流されて飛んでいく。素顔を晒さらしたユウリの目は虚きよ無むを映し、無む感情のままその手に細身剣レイピアを握る。

「……おい、ユウリ……？」

「──我に従えveni、《創世を担いし半身フエーミナ》」

　純じゆん白ぱくの光コ点アがユウリの裡うちから溢あふれ出て、蒼そう炎えんを纏まとって形を成していく。

　二に足そく歩行の哺ほ乳にゆう類るい。野や生せいを捨て、野性を退たい化かさせ、群れを成し社会を構こう成せいし文化を生み出すことで繁はん栄えいを築いた地上最さい強きようの獣けもの──ヒト。術じゆつ者しやと瓜うり二つのヒト型聖獣ヴイアツアは聖せい火かで編まれた細身剣を眼がん前ぜんに構え、晴はる夜やに肉にく薄はくすると、ユウリと左右対たい称しようの動きをしてみせた。

「では、晴夜君、────死んでくれ」

　左右からの一いつ刀とうが晴夜の胸部を十じゆう字じに裂さいた──。
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　五章『星せい天てんの王　─Hallelujah Vamp─』







「──ユウリちゃんてお嫁よめさんよね」

「……え？」

　五月の連休が明けた最初の登校日。寮りようの厨ちゆう房ぼうを借りてお弁べん当とうを作っていた私にルームメイトがそう声を掛けてきた。何を言われているのか本当はわかっていたけれど、私は照れ隠かくしに惚とぼけた態度を取ってしまう。

「大おお道みち君にでしょ？　そのお弁当。いいなー、ユウリちゃんの手作り。幸せ者だよねー、大道君。同じ施し設せつから来た幼おさな馴な染じみなんだっけ。仲良いんだー」

「うん。でも、ハルだけじゃなくて、レオ君やエンマちゃんの分もあるよ。みんな家族みたいなものだから」

　けれど、やっぱりそれも照れ隠しで、ぜんぶぜんぶハルのために作っていて他はどちらかと言うとついでみたいなものだ。

　ハルの好物は和わ風ふう料理。日本人だからかな。お漬つけ物なんかは特に好きで、おにぎりの具材にはいつも使うようにしている。他にも肉じゃがとかキンピラゴボウとか、お野や菜さいのお浸ひたしなんかを作ってあげるとすごく喜んでくれる。記き憶おくに無くとも味覚は変わっていないんだね。

　私ね、一度も教わっていないけど、ハルの好物ならぜんぶ知ってるんだ。

　いつも不ふ思し議ぎそうにしているハル。でも全然気にしなくって、私をすごいと言って褒ほめてくれる。かわいいハル。またハルが知らないハルの中なか身みを曝あばき出してあげるね。

　和食の良いところは割り箸ばし文化だった。使い捨てだからお弁べん当とうのときすごく役に立つ。レオ君やエンマちゃんにも同じように配れるから怪しまれることがない。ハル専用のお箸を持ち歩いてたらさすがに嫌いやな顔されるかもしれないもんね。

　使い終わった割り箸なら、私の分とレオ君とエンマちゃんの分はその場で捨てる。ハルのだけお手洗いの個室に持ち込み、他に利用者がいないときを見計らって口に含んだ。

　ぺちゃぺちゃ。

　くちゅくちゅ。

　ぺちゃぺちゃ。

　くちゅくちゅ。

　いつもどおり、ハルの唾だ液えきが染しみ込んだ割り箸を一いつ心しん不ふ乱らんに舐なめ啜すする。私は恍こう惚こつとなり、指を動かし、絶ぜつ頂ちようへと導く。呼吸が乱れる。顔が熱い。ああ、美お味いしい。苦しい。ハルをいっぱいに感じる。ハルが来る。私の中に。ハルが、ハルが、入ってくる────！

　────銀ぎん髪ぱつの吸きゆう血けつ鬼きを森しん星せい学園まで案内し────

「……」

　私はそのとき、平へい穏おんが崩くずれる音を聞いた。




　吸血鬼に成ってしまったハルの討とう伐ばつ命令が下った。

　まだ候こう補ほ生せいだった私まで駆かり出されるだなんて夢にも思わなかった。ハルを殺せと迫るリライラ先せん輩ぱいが憎にくかった。私を討伐部ぶ隊たいに加えたホルネイ学園長ちようが恨うらめしかった。何か考えがあってのことだとわかってはいたけど、気持ちは、心は、とてもじゃないけど受け付けられない。

　ハルがいないと私は駄だ目めになる。

　ハルの中身が無いと私が私じゃなくなっちゃう。

〝──これから先もずっと自ら敵でないことを証しよう明めいし続けにゃならん〟

　そのためのロザリオならハルにあげた。

　私とハルはふたりでひとり。

　あなたが傍そばに居てくれたから、私は人間になれたんだよ？

　そのハルが人間を辞やめてしまうだなんて、なんて悪い夢だろう。

　……そう。これは夢。

　私は現実から目を背け、お部屋でひとり膝ひざを抱えて夢から醒さめるのをひたすら待ち続ける。

「ようやく貴女あなたに会えましたよ、ユウリさん。ローズ・ホルネイはなんだかんだと理由を付けては貴女を教会に引き渡そうとしませんでしたからね。ここまで来るのに本当に苦労しました。……こんな事じ態たいに大変恐きよう縮しゆくですが、僕とともに来てはいただけませんか？　貴女の力が必要です。どうか僕に協力してほしい」

「……」

　ピエルマルコと名乗る男が何か言っている。私の過去視しを利用したいという。かつて戦せん場じようで死体を舐なめていたあの頃ころのように。

　私はこれまでずっとホルネイ学園長ちように守られてきたのだと理解した。

「大おお道みち晴はる夜や君のことですが。彼が吸きゆう血けつ鬼きにされたという証しよう拠こはありません」

「……？　どういうことですか？」

「大道晴夜君には聖獣ヴイアツアが効かないそうですね。これはかなり異い質しつなことでしてこれまで教会に何の情報も上がって来なかったことが不ふ思し議ぎなくらいなのですが、まあそのことはいまは置いておきましょう。彼の、聖せい魔ま術じゆつ無効化体質ですか？　は、いまでも変わらないと報告が上がっています。吸血鬼に成った後なら聖獣が効いていなければおかしいのに。ということはつまり、彼はまだ吸血鬼に成っていないのではないか、と推すい察さつできます」

「……」

「我々は彼を追っています。彼を操あやつっている真しん祖そを追っているのです。手伝ってもらえませんか？　──大道晴夜君を救出するには貴女の助けが必要なんです！　貴女のその能力で真祖の居い場所を突き止めてほしいのです！　ユウリさん！　晴夜君を助けてください！」

「……」

　ハルが生きている？

　吸血鬼に成らずに、人としてまだ、生きている？

「貴女にしか彼は救えない！」

　だったら救わなきゃ。

　ハルが、待っている。

「では、この本に記き載さいされている魔ま印いんを読み取ってください。晴夜君を操っている真祖に関する重要な手掛かりです」

　私は舐める。魔印を編んだ誰だれのものとも知らない血けつ痕こんを。

　私は、舐めた────。




　──────────────、

　さて。

　ボクの目の前にいるキミが大道晴夜君だね？

　え？　オレ？　何を言っているんだ？　オ、オ、わた、わたし、わたしは、アタシ、

　あたし、ユウリだよ？

　えっと、ああ、違う。違う。がれだ。ガレ。──そうだ。ボクはガレだ。

　オレは、

　　　　　　　　　　わたしは、

　　　　　　アタシは、

　　　　　ガレだ。

　　　　　　　　ガレです。

　　　　　　　　　ガレだよ。




　　　　　　　ボクは────ガレなんだ。




「やっぱり。この体は最高だ。とても気持ちよく動くよ！」

　斬きりつけた晴はる夜やの体から血が噴ふん出しゆつする。黒い血だ。どうやら予定どおり、彼もまた始し祖その眷けん属ぞくに成れたようだ。すべて闇を担いし《統べる者》。この世の魔ま王おうが誕生していた。

　このガレによって倒されるべき宿しゆく敵てきである。

　止まることなく追つい撃げきする。聖せい火かを纏まとい呪じゆ的てき強化された肉体が高速で細身剣レイピアを打ち出した。左右対たい称しように同じ動きをする聖獣ヴイアツア《創世を担いし半身フエーミナ》の剣に気を取られた晴夜を串くし刺ざしにする。初しよ撃げきの一いつ刀とうが通じたのはユウリ本体の細身剣のみで、《創世を担いし半身フエーミナ》の蒼そう炎えんで象かたどられた剣による傷はない。相変わらず聖獣からの攻こう撃げきを無効化する体質。だが、ユウリの聖獣が放つことで十分な動揺を与えられる。《創世を担いし半身フエーミナ》を視覚的な囮おとりに用い、本命はユウリの攻撃に委ゆだねられた。

　五体を切り刻む。瞬しゆん間かん的に再さい生せいする肉体をさらに細かく分断し、足で蹴け散ちらし、掌しよう底ていを放って胴どう体たいを吹き飛ばす。──まだ浅い。不ふ老ろう不ふ死しを滅するならば一ひと息いきに灰はいにしろ。額ひたいを串刺しにして脳のう漿しようをぶちまけてから、《創世を担いし半身フエーミナ》を体当たりさせる。

　凄せい惨さんな光こう景けいを前にして、ユウリは声こわ高だかに大たい笑しようした。

「ハハハハハ！　それ、それ！　いいよね!?　このまま殺してしまってもさ！」

　まだ早い、と新たに芽め生ばえた理性が警けい告こくする。だが、幼い自じ我がは攻撃性を即そく物ぶつ的な快楽と併あわせることで満たし、吸きゆう血けつ鬼きを切り刻む感かん触しよくに酔よいしれる。気分の昂こう揚ようは残ざん虐ぎやく性を口元に露あらわにさせて、もはや優ゆう等とう生せい然としていたかつてのユウリを打ち消した。

　狂きよう人じんの如ごとき醜しゆう悪あくさ。

　再生する体。切り刻む刀とう身しん。黒こつ血けつの返り血を浴びたユウリは手を休めない。

　徐じよ々じよに対応を覚え始めた晴夜の不ふ意いを突くように、細身剣を投とう擲てきして喉のど元もとを突き刺した。

　すかさず肉にく薄はくし、細身剣の柄つかを握りこんでありったけの聖火を流し込む。聖獣を弾はじくというのなら体内からの浸しん食しよくならどうか。蒼炎を燃え上がらせ晴夜の体を炎えん上じようさせると、肩かた口ぐちに足を引っ掛けて細身剣レイピアを引き抜きつつ後方へそのまま跳ちよう躍やくした。──吸きゆう血けつ鬼きの咆ほう吼こうが聖せい火かを打ち消した。やはり聖獣ヴイアツアはどう足あ搔がいても通用しない。

「アハハハハハ！　ハハハハハハハハハハハハハハ！」

　それは楽しい。何度だって殺せるんだもん。際限のない虐ぎやく殺さつは麻ま薬やくみたいに陶とう酔すいさせた。ユウリは欲望のままに疾しつ駆くする。ユウリ、……ユウリ？

　──ユウリって誰だれだっけ？

　そんな人、もうこの世にいないよ。ボクはガレ。ガレ＝ミネルスティン。知ち識しきがまだまだ足りていないから考えるのが難しいけれど、これだけはわかる。ボクは目の前にいる魔ま王おうを倒すためにここにいる。聖せい女じょと讃たたえられた、すべて光を包みし《導く者》。世界を救う勇ゆう者しやだ。

　……ああくそ。まだ早いって何だよ。ボクはもうこんなにも強いってのに。

　ボク、いや、アタシ、あたしは、……違う。ボク。ボクは、ううん、オレ？

　うるさい。うるさい。うるさい。

　ボクの中で騒ぎ立てるんじゃない！　所しよ詮せん、ぜんぶボクだ！　アタシだ！　オレだ！

　ボクはガレだ！

「違う。おまえはガレなんて名前じゃない。思い出せよ、ユウリ」

「──」

　ずぶりと細身剣が晴はる夜やの腹部を深々と突き刺した。筋きん肉にくを収しゆう縮しゆくさせて刀とう身しんを体内で押さえつける。引き抜こうともがくユウリの肩に晴夜は両手を置いた。

「俺おれ、吸血鬼に成っていろいろわかったことがあるんだ。俺さ、おまえのこと──」

　魔王が何か口にしている。わからない。理解できない。そんな感情はまだ知らない。

「はっ、ぐう、あぅ……！」

　くそ、くそ、くそ────。抜けない。抜けない抜けない！　どうして、どうして剣が抜けないんだよ!?　聖獣は佇たたずむだけで動かなくなり、肩を摑つかまれた体はどこにも逃のがれられない。焦あせりばかりがどんどん膨ふくらむ。「──、──」魔王が口にするどんな言葉も脳のう髄ずいを刺し激げきする。頭が割れるように痛い。もうやめてほしい。やめて、やめろ、やめろおおおお────！

　たくさんの人格が悲鳴を上げる。全身から力が抜けて、もはや抗あらがうこともできず頭を垂たれる。抱き寄せられたとわかった瞬しゆん間かん、分かたれた人格がただ一つの懇こん願がんを吐き出した。

　……これ以上、私を無くさないで────、と。

「──だからさ、ユウリ。これはまだ俺が預かっておく」

「…………」

　ポケットから取り出された物を見て、息を吞のむ。

　見覚えがあった。確かソレは、自分が無害であることを証しよう明めいするお守り。

　目の前にいるこの少年は敵意が無いことを示している。

「……あ、ああ、ああああ…………ッ！」

　その瞬しゆん間かん、涙が止めどなく溢あふれ落ちた。懐なつかしい顔に気づいたとき、ユウリは『ユウリ』であることを思い出す。そこにある笑顔は自分を人間にしてくれたかけがえのない半はん身しん。

　愛いとしい人。

「……………………ハ、ウ」

　震える唇くちびるは吐と息いきを混ぜて正しくその名を発音しない。だから代わりに心の中で必死に呼び掛ける。ぎゅっと彼の衣い服ふくを摑つかみ、胸に顔をうずめて何度も何度も連呼する。

　ハル、ハル、ハル、ハル、ハル、ハル、ハル、ハル────────。

　再び脳のう裏りに迫り来る空白がユウリの自じ我がを締め出してくる。必死になって抗あらがった。

　私はユウリ。──ガレなんかじゃない！

　嫌いやだ！　やめて！　もうこれ以上心を侵おかさないで！　ハルを忘れさせないで！

　しかし、心は無情にも閉ざされてしまう。ユウリの精神は深い場所にまで落ちていく。

　二度と日の目を見ることはないだろう。ガレの知識と人格がもたらした呪のろいはどこまでもユウリの自我を純じゆん白ぱくへと変えていく。無色透とう明めいな意い識しきはやがてガレの色に染められる。

　夢から醒さめず、悪夢も続かない。これから先はガレが刻む白はく日じつ夢む。

　助けて！　助けて！　助けてぇええええええええ！

　助けを求めるその声はもう誰だれの耳にも届かない。

　────……お願い、助けて…………。
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「────……お願い、助けて…………ッ」

　咽むせび泣きながら求められた救きゆう済さいを、晴はる夜やはその耳にしかと聞いた。

「当然だろ？　待ってろ、ユウリ。すぐに救い出してやるからさ」

　手しゆ刀とうをうなじにあてがい、一いち撃げきを加えて意識を刈かり取る。がくりと膝ひざを落とすユウリを受け止めてくれたのは、いつの間にか接近していたリライラだった。

「ユウリ君の中にはまだ彼女の人格が残っていた。それさえわかれば十分だ」

「……先せん輩ぱい」

　リライラのことだから何か裏があるのではと疑っていたけれど、まさかユウリが自我を保っているかどうか見極めようとしていたとは。

「あとは私に任せろ。安心したまえ。ユウリ君の体をガレになんかに渡させやしない。私はね、人間の必死さが好きなんだ。弱くても強くあろうとする心を誇りに思う。だが、ガレのしていることは許容できない。誰かを犠ぎ牲せいにした上での復活など人じん道どうから外れた邪じや道どうだよ」

「……」

「そんなに睨にらまないでくれ。グリオ・ヘルツルたちの急所は外してあったはずだ。卑ひ怯きような真ま似ねだったと自分でも思うが、しかしそもそも吸きゆう血けつ鬼き狩がりが私の本分なのだぞ？　文もん句くを言われる筋すじ合あいはない」

　不自然な手て際ぎわだったことにはすぐに気づいていたし、文句を言う筋にないこともそのとおりなのだが、しかし、やはり気持ちの上では納なつ得とくできない。

　ユウリのことにしてもそう。

「あえて俺おれにぶつけて反応を見たってわけですか。……ったく、とんでもない荒あら療りよう治じだ。俺、本ほん気きで先せん輩ぱいのこと軽けい蔑べつしちまいそうでしたよ」

「うっ、それは、なんというか、心苦しいな。君に嫌きらわれるのは正直、……ううん」

　こほん、とわざとらしく咳せき払ばらいし、気を取り直す。久しぶりの再会だったが言葉をかわしている余よ裕ゆうはない。

「ユウリ君はこちらで引き受ける。すでにガレによる浸しん食しよくが始まっている。放っておいても自じ我がは破は壊かいされるだけだ。浸食を止める方法なら教会に隠かくされているはずだ。探ってみるよ」

「……わかりました。お願いします。いまの俺にはユウリにしてやれることはありませんから」

「そんなことはない。君にしかできないことがまだ残っているぞ」

「……」

　晴はる夜やとリライラは緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせて城じよう門もんの外を振り返る。平へい原げんから徐じよ々じよにこちらに近づいてくる最強の人間を見み据すえていた。

「救うと言うからにはセキエイを倒さねばならん。制圧されればユウリ君は『足あし跡あと』を踏み、ガレにまた深く浸食されるだろう」

「はい。だから、決めました。俺、人類の敵になろうと思います」

　意い識しきのないユウリの頰ほおを軽くつまむ。ようやく会えたのに彼女はこれまで以上に遠い場所に行ってしまった。

　でも、ちゃんとそこに居る。

　晴夜に救いを求めている。

　──俺を『大おお道みち晴夜』にしてくれた命の恩おん人じん。すべてを捧ささげたって構わない。

　覚かく悟ごを決めた。

「ユウリを守るためなら悪にだって何だってなってやりますよ」

　ガレ復活が教会の──人類の──正義というならば、阻はばむ者は総じて悪だ。しかし、晴夜の覚悟は言葉の意味とは裏うら腹はらに曇り無き誠せい実じつさに満ち溢あふれていた。

　リライラは薄く笑えみを溢こぼすと晴夜に刺さっていたユウリの細身剣レイピアを引き抜いた。滴したたる黒こつ血けつを振り払い、眼前に構えて誓ちかいを立てる。

「ならば、私は最強の聖ナ殲ー士バとなろう。ガレの力もユウリ君の力も必要としない、人類最強の戦せん士しにな。だが、その道はまだまだ険しく長く遠い。私がその地点に到とう達たつするまで君はこの世界を維い持じさせることができるのか？」

「やってみせます」

「なら、見せて貰もらおうか。現時点ではセキエイが最強の聖ナ殲ー士バだ。運命に抗あらがうというのなら、その決意、身を以もつて証しよう明めいしてみせろ」

「はい！」

　歩み来るセキエイに対し正面を向いて待ち構える。一歩一歩の重圧を受けてなお、晴はる夜やは毅き然ぜんとセキエイを睨にらみ付ける。

　背後にラージヴェナミの気け配はいを感じた。セキエイと一いつ戦せん交えたはずなのに、さほど消しよう耗もうした感じはない。リライラの傍かたわらに立ち、牽けん制せいする。

「有望なる子よ、邪じや魔ま立だてしてはなりませぬ。妾わらわはこのときを待ち望んでいたのですから」

「趣しゆ味みの悪いことだが、了りよう解かいした。公こう爵しやくが相手では手も足も出せまいよ。私もこの戦いの結果にすべてを委ゆだねるさ」

「善よき哉かな」

　二〇〇人を超える聖せい道どう士したちの多くは晴夜の黒こつ血けつ獣じゆうによって倒され、いまだ意い識しきある者はすでに戦せん意いを欠いている。

　人じん外がい側の被ひ害がいも膨ぼう大だいだった。グリオを初めとする主しゆ戦力は戦せん闘とう不能に陥おちいっている。

　戦意を剝むく者はラージヴェナミが生み出したこの世界においてもはやふたりだけ。雌し雄ゆう決するとき、表おもての世界の在り方も決定する。

　城じよう門もんをくぐり抜けたセキエイが晴夜を見み据すえて笑えみを溢こぼした。

「待たせたな、小こ僧ぞう」

「待ちくたびれたぜ、オッサン」

　ともに裂れつ帛ぱくの咆ほう吼こうを叫び上げ、激げき突とつさせた拳こぶしが衝しよう撃げき波はを伴って爆ばく音おんを空に響ひびかせる。

　闘とう気きの鬩せめぎ合いが鯨と波きの声を奏かなでるのであった。
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　城の中なか庭にわは二頭とうの龍りゆうが激突したかの如ごとく、魔ま力りよくと高エネルギーが渦うずを巻いて烈れつ風ぷうを生じさせていた。繰り返される攻防の迸ほとばしりが大気中に放ほう電でん現象を起こし、有り余る熱量に石いし畳だたみや城じよう壁へきなどの無む機き物ぶつまでもが悲鳴を上げる。居館パラス最上階の広ひろ間まに避ひ難なんした人外たちはそんな荒あらぶる光こう景けいから目を逸そらし、息を吞のむ。地鳴りが全身を震わせる。唸うなる風が怨えん嗟さにも聞こえる。もはやこの世のものとは思えず、まるで世界の終しゆう焉えんを間ま近ぢかに感じていた。

　バシィ！　と窓まど枠わくに亀き裂れつが入り、驚いたマルメが悲鳴を上げた。

「Hey! Hey! Hey! 窓から離れろ、危ないＺＥ！　ひょお!?　ガラスが割れちまったＺＥ!?」

「いつこの城が崩ほう壊かいするかわからないＹＯ！　急いで逃げ出した方がいいかもしれないＹＯ！」

「バカなこと言わないで！　危ないのなんて重々承しよう知ちよ！　でもね、私たちにはこの戦いを見届ける義務があるの！　晴はる夜や君ひとりに戦わせておいて逃げ出したらただの卑ひ怯きよう者ものだわ！　そうでしょ!?」

「そうよ！　グリオがピンチだってのに何ちんたらやってんのよ、あの新入りは!?」

　サーシャが隣となりの窓に張り付いて叫んでいた。

「サーシャ？　アンタ何でここにいるの？　見み張はりはどうしたのよ？」

「公こう爵しやく様に言われて来たのよ！　見張りはもう必要ないって！　あの人がそう言うんなら従うしかないでしょ！　──ああもう！　何やってんのよ、新入りぃ!?　さっさとグリオを安全な場所に移動させなさいよね！　ていうか、私のところに連れて来なさいってのよ！」

　グリオとチェントスとアイリーンが中なか庭にわの隅すみに横たわっているのが見えた。聖ナ殲ー士バが放つ覇は気きに晒さらされた中庭は人じん外がいにとって猛もう毒どくが満ちた箱である。サーシャの言うとおり放っておけば命に関わるだろうけど、公爵ラージヴェナミがグリオたちの前に立ち結けつ界かいを張っているので心配は要いらないだろう。

　中庭の攻こう防ぼうは一いつ層そう激しさを増していく。衝しよう突とつするたびに火ひ花ばなが飛び散り、二つの残ざん像ぞうをそこここに閃ひらめかす。流れる黒こつ血けつが漆しつ黒こくの狭さ霧ぎりを振りまいた。迸ほとばしる聖せい火かが青い稲いな妻ずまを連想させた。黒と蒼あおの濁だく流りゆうは晴夜の捨て身とセキエイの妙みよう技ぎが織りなした死し闘とうの極きよく致ちであろう。見る者を戦せん慄りつさせると同時にあまりにも思し考こうの範はん疇ちゆうから逸いつ脱だつしていて、もはや観測の意味を成さなかった。

「勝っていますの!?」

「負けていますの!?」

　肩に止まるピニョとパニャに答えるように、マルメは叫ぶ。

「過程なんてどうでもいいの！　勝って！　晴夜君！　貴方あなたひとりに押しつけてしまったけれど、私たちにはもう晴夜君しかいないの！　お願い！　勝ってぇ……！」

　リーメスヘルツェル城じようの命運はすべてこの戦いの結末に懸かかっている。晴夜が人外三〇〇体の命を背負って死力を尽くしているのに自分たちが彼を信じてあげなくてどうする。

　何もできないのであれば、せめて声を張り上げて祈ろう。

　逃げ出さずに、ともに戦うんだ。

「負けちゃ駄だ目めだＺＥ！　晴夜っち！　俺おれっちが付いてるＺＥ！」

「そんな人間蹴け散ちらしちゃいなＹＯ！　晴夜にならできるって信じてるＹＯ！」

「勝ちなさい、新入りぃ！　負けたら許さないんだからあ！」

　他の人外たちも窓まど際ぎわに押し寄せ、声せい援えんを送る。その声が暴ぼう風ふうの中を突とつ破ぱして晴夜の耳に届くと信じて、あらん限りの声で勝利を願う。

〝──むしろ俺がお願いしたいくらいだ。一いつ緒しよに戦わせてほしいってな！〟

　そうとも。一緒に戦おう。決してひとりにはしない。貴方が平へい穏おんを取り戻すと約束してくれたから、私たちも信じて背中を見守ることができるんだ。

「負けないで！　晴はる夜や君！」

　マルメの叫びが眼がん下かに轟とどろいたとき、王おう路じ流りゆう体たい術じゆつ『歩ほ』と『円えん』を駆く使しした二人の攻こう防ぼうは、晴夜の拳こぶしがセキエイの顔面を捉とらえたことでその拮きつ抗こうを崩くずした。







　城じよう外がいの平へい原げんから双そう眼がん鏡きようを覗のぞき込んでいたピエルマルコは、その瞬しゆん間かん驚きよう愕がくした。

「セキエイが押されているなんて……。何者なんだ、彼は……？」

　同じく視力を上げて観戦していたエスメラルダが呆あきれた声で言った。

「顔、知らなかったの？　散々ユウリちゃんに仄ほのめかしておいて。あの子が晴夜君よ。大おお道みち晴夜。始し祖その眷けん属ぞくになった元後こう輩はい」

「……始祖か。セキエイは彼を王路とも呼んでいた。ふふん、ガレは吸きゆう血けつ鬼き側にもいろいろと仕掛けていたようですね。僕もまた掌てのひらの上で転がされている駒こまの一つに過ぎないのかな」

「それでも構わないのでしょ？　貴方あなたもそのガレの一部分なんだろうし」

「──なあ、おい。さっきから何わけわからんこと言うとんのや？」

　会話を遮さえぎったのは先せん刻こく城を脱だつ走そうし教会に保ほ護ごされたカムラである。トレードマークの和わ傘がさを差して柄えをくるくると回している。

「こんなとこで見とらんで加か勢せいした方がええんと違うか？　いくらセキエイでもアレ相手すんのはしんどいで」

　参さん戦せんの意い志しを示すことで自身の潔けつ白ぱくを証しよう明めいしようとしていた。一度吸血鬼に捕とらわれた者をすんなりと迎え入れる教会ではないことを知っている。たとえその気が無くとも、上じよう官かんに阿おもねるだけで印いん象しようは変わってくる。

　ピエルマルコは朗ほがらかな笑えみを湛たたえて振り返った。

「手出し無用です。加勢なんてセキエイには邪じや魔まなだけでしょうし、僕としてもこの結末がどのように転ぶのか興きよう味みがあります。水を差すような真ま似ねは控えてください」

　それまで保護を口こう実じつに纏まとわり付いていた聖せい道どう士したちが距離を詰めてカムラを囲んだ。カムラを警けい戒かいしていることは明らかで、教会の意い向こうが想そう像ぞうどおりであったことに苦く笑しようする。

「教会はセキエイに城攻こう略りやくの成せい否ひを委ゆだねました。もう我々の出る幕まくはないんですよ。カムラさん、お疲れでしょう。いまは休んでいて下さって結けつ構こうですよ」

「……ほな、お言葉に甘えさせてもらいまひょ。──ああ、せやけどそっちの子には手ぇ出すんやないで。大事な預かり物やねんから」

　城じよう壁へきから飛び降りるときに気き絶ぜつしてしまったチーコは地面に寝かせられている。彼女もまた教会から異い端たん扱いされるのだろうか、らしくもなくカムラはそんな心配をしてしまう。

　──ほんま調子狂うな。それもこれもあの人じん外がいどものせいや。

　いまや遠くに聳そびえるリーメスヘルツェル城から響ひびく爆ばく撃げき音に耳を澄すます。

　カムラはある一つの決意を心に宿し、薄く微笑を口元に貼はり付けるのだった。




　　　　　　　　　　†




　一体何十合ごう、何百合拳こぶしを交えたかわからない。王おう路じ流同士がぶつかれば勝負の行方ゆくえは間ま合あいを制した者が勝つ。歩ほ法ほうと円えん法ほうを論ろん理り的に組み立てて自分の陣じん地ちを優位に、相手の支配を薄はく弱じやくに変える。瞬しゆん時じに上うわ書がきされていく戦せん況きようの中で勝敗を分かつ要因となるのが競せり合う意気と集中力であった。セキエイは感情を殺したかのような無表情で晴はる夜やの境きよう域いきを侵おかしに掛かり、いつしか防ぼう戦せん一方に追い込まれた晴夜の心しん中ちゆうには焦しよう燥そう感かんのみが募つのっていく。わずかにでも呼気を乱せば吞のまれてしまう。一いつ瞬しゆん後ごには死のイメージが纏まとわり付いた。

　聖せい火かを纏う右手しゆ刀とうが首を薙なぎに来る。打ち出したその瞬しゆん間かんからセキエイの軸じく足あし、腰、肩、そして手首へ至るまでの関かん節せつと筋きん肉にくの廻かい転てんがすでにして暴ぼう威いを生み出しており、手刀が当たらずとも晴夜の円を滅め茶ちや苦く茶ちやに搔かき乱していた。やはり囮おとりとなった手刀を振り抜くと、そのままの勢いから後ろ回し蹴げりが顔面を狙ねらって放たれる。受け止めた左腕うでが粉ふん砕さいし、踏ん張りを利かせた軸足の筋きん肉にくまでもズタズタに引き裂さいた。瞬間的に再さい生せいした体を無む理りやり廻転させて距離を稼かせぎ、なおも追つい撃げきしてくるセキエイに魔ま力りよく波はを眼がん力りきで撃うち込んで足止めする。

　間合いを外す。息を整える。歩を踏み、円を意い識しきし、相手を見み据すえ、────。

　再び境域内を目め指ざしてセキエイが仕掛け、晴夜が決死に対たい処しよする。このような攻こう防ぼうが延えん々えんと繰り返されていた。いずれも即そく死しに至らしめる攻こう撃げきの数々に改めて実力差、経けい験けん値ちの違いを思い知らされる。一度凌しのぐだけでも奇き蹟せきの所しよ業ぎようであり、そのほとんどは無意識がもたらした成果であるため次こそ殺されると毎回覚かく悟ごした。途と切ぎれぬ緊きん張ちようは徐じよ々じよに精神を疲ひ弊へいさせ始める。

　セキエイの連れん撃げきを辛からくも凌しのぐことに成功したときだ。

「甘い」

「────」

　またしても刹せつ那なにも満たない安あん堵どの隙すき間まを見抜かれた。意識を疎おろそかにした背後からセキエイの聖獣ヴイアツア《不ベ死ン鳥ヌ》が脇わき腹ばらを抉えぐった。側そく転てんして追つい撃げきを防ぎ、着ちやく地ちする前に損そん傷しようの度合いを推おし量る。晴夜の聖せい魔ま術じゆつ無効化を突とつ破ぱする《不ベ死ン鳥ヌ》による負ふ傷しようは、チーコの生き血を吸って底上げされた再生能力を以もつてしても回復には時間が掛かる。全身至る箇か所しよの流血はすべて《不ベ死ン鳥ヌ》に負わされた傷口からだ。血を流し過ぎている。

　立て直す必要ありと判はん断だんし、後方へと跳んでセキエイから距離を取る。そうして顔をあげたとき、これまでの激しい廻転運動が黒こつ血けつを撒まき散らして周囲に黒こく霧むを生み出しているのに気づいた。

　セキエイも立ち止まり、出方を窺うかがうようにして晴夜をじっと見据えている。晴夜は深い溜ため息いきを吐くと思わず口を突いていた。

「つえぇ……」

「どうした？　もう終しまいか？　先ほど儂わしの顔面を捉とらえたあの一手、賞しよう賛さんに値あたいしたぞ。王おう路じの血けつ統とうを呼び覚ましたものと思ったのだがな」

　その一ひと言ことでセキエイが晴はる夜やを試していたことに気づく。全力を以もつてしてもセキエイに本ほん気きを出させることができないでいる。偶たま々たま捉えた拳けん撃げきが何だと言うのか。実際、セキエイにダメージは皆かい無むであり、むしろ殴なぐりつけた拳こぶしに罅ひびが入ったくらいだ。セキエイの円は完かん璧ぺきで、晴夜に切り崩くずす術すべはない。

　攻こう守しゆともに鉄てつ壁ぺきだ。間ま合あいの〝崩し〟を突とつ破ぱした先に待ち受けるのは強固な鎧よろい。たとえクリーンヒットを見舞えたとしても、衝しよう撃げきが通じなければ倒せない。痛めた拳に絶望的な戦力差を見せつけられた思いだ。

　歯は嚙がみする。もうどうやっても勝ち目はない。

「戦せん意い喪そう失しつか。ふん、もう少し骨があるものと思っておったがこんなものよな」

「…………ッ。ぅ、おおおおおおおおおおおおおっ！」

　心を無む理りやり鼓こ舞ぶさせる。──諦あきらめるな、馬ば鹿か野や郎ろうッ！　ここで引いたらユウリを、みんなを、守れなくなっちまう！

　己おのれを顧かえりみるな。胸に刻んだ覚かく悟ごを思い出せ。悪になると決めたなら、最初に裏うら切ぎるべき敵は人間であった頃ころの自分に他ならない。

　突とつ進しんする。腕を交こう差ささせて顔面をガードするその姿勢は、無む策さく無む謀ぼうを口にしているようなものだ。セキエイの聖獣ヴイアツアを防ぐことはできない。当たれば腕ごと吹き飛ばされる。百も承しよう知ちの上での特とつ攻こうならばそれは捨て身というもので、戦せん術じゆつで言えば下げの下げだろう。

　だから直前で体勢は変わるものとセキエイは考えた。ぶつかる寸前に何かしらのアクションを起こすものと予想し──期待し──セキエイは「ならば」と挑ちよう発はつに乗ることを選んだ。

《不ベ死ン鳥ヌ》を放つ。神しん鳥ちようは嘴くちばしを突き出して飛ひ翔しようし、迫り来る晴夜を串くし刺ざしにせんと加か速そくする。衝しよう突とつした瞬しゆん間かん、確かな死の手て応ごたえをセキエイは感じ取った。事実、晴夜は大量に出血しながら上空に突き飛ばされていた。分ぶん析せきするところ晴夜の損そん耗もうは、右腕うでの破は損そん、左腕の裂れつ傷しよう、内ない臓ぞうをミンチにされ、呼吸気き管かんは致ち命めい的なまでに潰つぶされた。只ただの一ひと呼吸後には酸さん素そ不足による脳のう死しを招くことだろう。いくら吸きゆう血けつ鬼きと言えど、いずれ回復する不ふ老ろう不ふ死しであろうとも、この戦いにおいてはもはや死に体たい。勝敗は疑念の余よ地ちもないほどに決していた。

「──…………ッッッ！」

　只の一呼吸分。

　それがセキエイの完全なる隙すきとなった。

　空中で、まだ稼か働どう可能な左腕を突き出して、周囲に漂ただよう黒こつ血けつと駄目押しで撒き散らした新たな黒血の回路を繫つなぐ。循じゆん環かんする大気、血、思し考こうが一つの川を成す。左腕が摑つかんだイメージを離すまいと歯を食い縛しばる。脳のうが焼け焦こげ、盛大に吐と血けつしながらも、晴夜は眼がん下かに武ぶ器きを製せい造ぞうした。

　たゆたう黒こつ血けつが獣けものに化ける。

　瞬またたく間に四〇〇羽ぱの偽にせ兎うさぎたちがライフル銃じゆうを構えて中なか庭にわを埋め尽くした。




　──黒血獣ブラツクワーク！　《大賑わいのセンツオン・へべれけ兎トトチテイン》！　最大火力フルオート!!




　数を使った一いつ斉せい掃そう射しや。黒い弾だん幕まくがセキエイから逃げ場を奪うばう。炸さく裂れつする銃じゆう弾だんが中庭そのものを吹き飛ばし、セキエイをその渦うずの中心に閉じ込めた。人であれ真しん祖そであれ木こっ端ぱ微み塵じんに破は砕さいする黒血絶技ブラツドワークス。いま考え得る最大にして最さい凶きようの奥の手である。

　殺すつもりで行使した。それまでの甘い自分を打ち消して。

　悪になるというのなら、人間の敵になるというのなら、殺す覚かく悟ごを身に付けろ。

　おまえはもはや人ではない。

　人でなし。

　──だったら！

「くたばれ！　セキエェエエエエエエエ！」

　引き起こされる大だい爆ばく発はつ。その苛か烈れつさに晴はる夜やは目を細め、爆ばく風ふうに煽あおられた体を立て直すこともできずに地面へと落らつ下かした。背中を激しく打ち付けたにもかかわらず潰つぶれた呼吸器き官かんでは咽むせることも叶かなわない。ただ見上げた夜空に濛もう々もうと立ち上がる黒こく煙えんと砂さ塵じんの固まりを無心に目で追い掛けた。体の異常よりも心に走る激げき痛つうに涙が溢あふれた。

　殺そうと望み、人を手に掛けた。

　どんな汚お名めいを被かぶっても人殺しの罪ざい悪あくだけは忌き避ひしていたかった。

　心が人間であるための最後の砦とりでだったのだ。

「……」

　踏み外したことで、ようやく、人じん外がいとしての道が開けた。

「…………はあ」

　立ち上がる。心しん臓ぞうは鼓こ動どうを正常に打ち鳴らす。呼吸器き官かんは最低限の働きをするまでに回復した。両腕うではしばらく使い物になりそうにない。他に損そん傷しようの激しい箇か所しよはどこか──晴夜は直ちに自身の状態を把握した。

　いまだ視し界かいは煙に覆おおわれている。インゴルフさえ一いち撃げきで消し飛ばした黒血獣である、全力で放ったソレが生なま身みの人間に耐えられるはずがない。それでもセキエイならばあるいは、と考えてしまうのは人殺しの謗そしりを免まぬかれたいからだろうか。

　いや、違う。

　セキエイならばこの程度の火か力りよく物ともしないのでは、と想そう定ていしうる最悪が頭に過よぎるのだ。だから晴夜は真まっ先さきに臨りん戦せん態勢を整えた。もはや切きり札ふだはなく、体力も業わざのキレも絶望的だ。もしもセキエイが立つならば、勝しよう率りつは黒こつ血けつ獣じゆう《大賑わいのセンツオン・へべれけ兎トトチテイン》を喰らった際の消しよう耗もう度ど合あいに左右される。

　生きていても構わない。

　起き上がってくれるな、と晴はる夜やは心しん底そこから願った。

　しかし────、




「《不ベ死ン鳥ヌ》」




　低い声が不ぶ気き味みに響ひびいたその直後、黒こく煙えんを吹き晴らして滑かつ空くうしてくる神しん鳥ちように貫つらぬかれていた。

　左半身を持って行かれた。

　痛みを覚えるよりも前、何が起こったのかまでを正確に把は握あくした瞬しゆん間かん、肉にく薄はくしたセキエイの右正せい拳けんが胸きよう郭かくを直ちよく撃げきし、猛もう烈れつな勢いで後方へ吹き飛ばされていた。宙を舞い、為なす術すべ無く落らつ下かした場所は王宮礼拝堂ブルクカペレの中だった。

　体半分を失い人体の生命装そう置ちが完全に機き能のうしなくなり、一秒置きに死と復活が繰り返される。発はつ狂きようすることを抑えつけてなんとか首をもたげた晴夜の視し界かいには、全身焼け爛ただれたセキエイの姿すがたが映った。

　満身創そう痍い。だが、両脚あしで力強く地を踏む立ち姿にはどこにも威い勢せいの衰おとろえを感じさせるものがない。

　数十メートルも離れた距離にもかかわらず、セキエイの言葉が耳に届いた。

「──やりおるわ。儂わしにここまで手て傷きずを負わせた吸きゆう血けつ鬼きはおまえが初めてだ。フハハ、楽しみだのう。おまえの胤たねはさぞや強力な王おう路じを生み出すのだろうなあ」

　なおも晴夜を保ほ護ごすると仄ほのめかす。このような状況でも生いけ捕どりにできると余よ裕ゆうを見せた。

　──バケモノめ。アンタこそ本物のバケモノだ。

　再さい生せいが遅ち々ちとして進まず、焦あせりに歯を食い縛しばる晴夜の背後で音がした。

　頭を仰のけ反ぞらして見てみれば、そこにはなぜかテアがいた。

　冷め切った表情で晴夜と、遠くの中なか庭にわに立つセキエイを交こう互ごに見み据すえた。起き伏ふくのない平へい淡たんな声こわ音ねで語り始める。

「わたしがここにいるのは晴夜に力を授さずけるためです」

「…………テア？　おまえ、何、を」

「すべてが予定調ちよう和わなのです。これまでのことも。これからのことも。だから晴夜、気をしっかりと持つのですよ。これから何が起こっても自分を見失ってはいけません」

　セキエイの視線が移行する。晴夜から目を外し、別の方角を見上げた。

「心残りを駆逐すればあるいは諦めもつくはずだ。どれ──」

《不ベ死ン鳥ヌ》を掌てのひらに出現させて射しや出しゆつの構えを取る。ぞくりと背せ筋すじを震わせたのは、どこに狙ねらいを定めているか理解したからだ。セキエイの視線の先には居館パラスの最上階、先ほどからずっと声せい援えんを送ってくれている人じん外がいたちがいる。

　彼らを、セキエイは、────。

「やめろおおおおおおおおおおおおおおッ！」

「晴はる夜やっ！」

　半はん身しんを欠いて動けない体を正面に回ったテアが押さえ込む。抱きつくテアが邪じや魔まだった。けれどそれ以上に見ていることしかできない自分に苛いら立だった。

　無情にもセキエイの手から《不ベ死ン鳥ヌ》が放たれる。すべてがスローモーションに映った視し界かいの中に、思い掛けない人物が死し角かくから登場した。

《不ベ死ン鳥ヌ》の行く手を遮さえぎるように高々と跳ちよう躍やくする少女。恐きよう怖ふを押し殺して雄叫おたけびを上げ、しかし目め尻じりには涙を溜ためていた。護ご衛えい兵へいの任を全うせんと蛮ばん勇ゆうを奮ふるわせて、己おのれの主あるじの仇かたきを討うたんと憎ぞう悪おに駆かられて──。

　剣を振り上げた拍ひよう子しに髪かみ留どめが緩み、ポニーテールが崩くずれて長い髪が後ろに靡なびいた。

「させええええええええんッ！」

「────」

　名を叫ぶ前に、

　アモナ・クライネウィスタは《不ベ死ン鳥ヌ》の蒼そう炎えんに自ら飛び込んだ。

　ボン！　と気の抜けた爆ばく発はつ音が鳴り、アモナだった肉片が地上へと降り注そそぐ。

　最も自分を慕したってくれた少女は最さい期ごの言葉を交わさないまま晴夜の目の前で消しよう滅めつした。

「うおおおおおおおおおおおおおおおああああああああああああ!!」

　あらん限りの声で絶ぜつ叫きようする。慟どう哭こくが礼れい拝はい堂どう内部に木霊こだまする。セキエイに憎にくしみを抱き、自己嫌けん悪おを抱き、この世すべてを破は壊かいしたいと心は荒あらぶった。

　背中にちりと痛みが走る。テアが晴夜の体をきつく抱き締め、爪つめを深く突き立てていた。

　我に返る。しかし、涙は止めどなく溢あふれた。

「晴夜、聞いてください」

　体を起こし、鼻と鼻が触れ合うほどに顔を近づける。

　テアもまた泣いていた。

「すべてすべて予定調ちよう和わなのです。わたしもアモナもこのときのために存在していました」

「……何、言ってんだよ？」

「いまの晴夜に勝ち目はありません。アモナを救うことも、他のみんなを助けることもできません。このままでは全員殺されてしまいます。わたしも含めて全員です」

　小さな両手がゆっくりと頰ほおを包んだ。温かくて柔らかい。初めて見せるテアの素顔に次第に気持ちが緩かん和わしていく。

　テアしか見えない。

「──……でも、でも！　だからこそ最後の手段に縋すがるしかなくなりました。選択肢しなどありません。晴はる夜やの未来は確定したのです。…………覚かく悟ごはいいですか？」

　テアの方こそ受け入れたくないと嘆なげいているように見えた。この窮きゆう地ちを脱する道があと一つでも残っているならばそれに賭かけることに何の迷いがあろうか。覚悟を試す必要はない。テアは殺させないし、ユウリをガレになんてさせやしない。たとえどんなに堕おちようとも、救いがあるのなら何にだって成ってやる。

　──ああ、そうか……。

　初めから知っていたように、晴夜は片手でテアを抱き締めた。

「わかった。確かにこれしか方法はねえよな。でもさ、言ったろ？　守るって」

「……」

「どんな悪になってでも俺おれはアルカテアを守り抜く。いいよ。おまえの言う救きゆう世せい主しゆってやつになってやるよ。さあ──世界を救おうぜ」

　耳元で覚悟のほどを諭さとされる。テアは観念したように目を閉じて、髪かみを搔かき上げた。

　さらけ出された首くび筋すじに晴夜は牙きばを突き立てた。遣やり方ならば本能が知っている。ただの吸きゆう血けつ行為ではない、眷けん属ぞく契けい約やくを結ぶ血の儀ぎ式しきである。

「──……んん、ぁ」

　テアの口から甘い声が漏もれ出た。その瞬しゆん間かん、これまでの主しゆ従じゆう関係が破は棄きされ、始し祖そと眷属は相互に血を混ぜた分ぶん身しんとなり、大おお道みち晴夜は始祖の吸血鬼へと成り上がる。

[image: ]

　繫つながった。

　未来永えい劫ごう、二人の絆きずなが断たれることはない。

「どこまでもついて行きます。我が王よ」




　最悪が、芽め生ばえた。




　　　　　　　　　　†




　黒こく炎えんが火ひ柱ばしらを上げて王宮礼拝堂ブルクカペレの屋根を吹き飛ばす。天高く大気を焼き尽くす闇やみの魔ま力りよく波ははラージヴェナミが作り出した〝この世の果て〟全ぜん域いきに不ふ吉きつを撒まき散らす。煉れん獄ごくの熱に煽あおられて屈くつ折せつする空気の層。揺らめく陽炎かげろうの中に少年だった者が鈍く姿すがたを光らせた。

　その腕に抱かれたアルカテアは降こう臨りんした王を間ま近ぢかに見上げた。始し祖その黒こつ血けつを完全に取り込んだために姿すがた形かたちを変えてしまっている。赤あか黒ぐろく変へん色しよくした肉体と紺こん碧ぺきに染まった双そう眸ぼう。吐き気を催もよおすほどの恐きよう怖ふと絶望を見る者に与える形ぎよう相そう。人間を狩かるための尖とがった牙きば、逆ぎやく賊ぞくの意い志しさえへし折る鋭えい利りな爪つめ、万ばん象しようの頂いただきに君くん臨りんする者のみが持つことを許された二対ついの角つの。人間だった頃ころの面おも影かげを完全に無くしていた。

「────はる、や」

　アルカテアは総そう身みを震わせた。この胸に渦うず巻まくものは言い知れぬ感動だ。

　あの日、駅の改かい札さつ口ぐちで声を掛けられたそのときから──。

　いや、もしかしたらそれよりずっと前。晴はる夜やが生まれるよりも以前、アルカテアがこの世に誕生させられた瞬しゆん間かんからこうなることが定まっていた。出会った人々も、行く手を阻はばむ敵たちも、すべてこのときのために配はい置ちされた駒こまだった。なるべくして成ったこの結末は、しかし一つの通つう過か点てんに過ぎない。アルカテアが視みた未来はもっと悲ひ惨さんで残ざん酷こくだ。

　けれど、アルカテアはこの世界を理り不ふ尽じんだとは思わない。仕組まれた出会いだったとしても、ここに至る道が用意されたものだったとしても、この先に悲ひ劇げきしか待ち受けていなくても、少年を選び、少年に好こう意いを寄せた気持ちに噓うそ偽いつわりはない。

　彼を王と認めた気持ちは、本ほん物ものだから。

　アルカテアは晴夜の変へん貌ぼうに誇りと愛いとしさを感じるのだった。

　──たとえみんなから嫌きらわれてもわたしだけは愛してあげますよ。




　時間を止めたかのようだった。

「────な」

　セキエイが驚きよう愕がくの声を上げた。再び居館パラスの最上階に《不ベ死ン鳥ヌ》の照しよう準じゆんを合わせたその腕を、知ち覚かくするよりも先に晴夜に摑つかまれていた。アルカテアを抱えながら、再さい生せいし変色した腕一本だけでセキエイの動きを完全に封じている。禍まが々まがしいオーラを常に吐き散らす肉体は吸きゆう血けつ鬼きのものではない、万ばん物ぶつを超ちよう越えつしたあってはならないモノだとセキエイの本ほん能のうは察さつ知ちする。

　晴はる夜やはセキエイを軽々と放り投げると、地面に落ちた肉にく片へんを拾い上げる。

　ふう、と息を吹きかけると、聖せい火かに燻くすぶっている他の肉片たちが晴夜の掌てのひらに集まってきた。親指を嚙かみ千ち切ぎって黒こつ血けつを肉片に滴したたらせると、どくんと心音が響ひびき、次の瞬しゆん間かんには晴夜の腕の中にアモナの姿すがたが再さい生せいされていた。

　魂たましいが抜けて人形のように動かないアモナの首くび筋すじに牙きばを立てた。

　中なか庭にわの隅すみでずっと観かん賞しようしていたラージヴェナミを振り返る。

「──ラージ」

「よろしい。妾わらわに預けなさい。決して死なせはいたしませぬ」

　蘇そ生せい魔ま術じゆつ。そのような奇き蹟せきはラージヴェナミとて初めて見る。アルカテア以上に興こう奮ふんに酔よっていた。これがガレの言っていた王の姿。数百年待まち望んでいた変へん革かくの兆きざし。

「晴夜君……」

　ラージヴェナミの背後、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすリライラに、晴夜は困ったような笑えみを向ける。

　お互いに掛けるべき言葉はなく、言葉そのものに意味はなかった。意い思しの疎そ通つうは不ふ要ようである。人類と人類の敵が抱くものは憎ぞう悪おと殺さつ意いのみ。交わすのは言葉でなく剣であるべきだ。

「……」

　居館パラスから眺ながめる人じん外がいたちも皆一いち様ように息を吞のんだ。人外でさえ晴夜のような魔ま人じんを目もく撃げきしたことはない。

　不ぶ気き味みに静まり返る城じよう内ないに、ひとり分の足音だけが響ひびいた。

「予定は変へん更こうせざるを得んな。このような怪者ケモノを生かしてはおけん」

　セキエイは腰の物を抜いた。世界を滅ぼしかねないと自ら封じていたが、幸いここは公こう爵しやくが作り出した異い空間。聖獣ヴイアツアの力を余すことなく注そそぎ込んだ一いつ刀とうを以もつて魔人を断つ。

「この日本刀とうには銘めいが無い。が、儂わしは『歩ほ取とり』と呼んでいる。王おう路じ斑まだらを使し役えきした歴れき代だい最強の術じゆつ師しの名でもある。──聖せい刀とう『歩取』。おまえを討うち祓はらう得え物ものの名だ、魂たましいに刻むがいい」

　キィイイイイイン、とセキエイの闘とう気きに共鳴する歩取。蒼あおい聖せい火かに包まれて刀とう身しんは眩まばゆいばかりに光を放つ。構えは上段。半はん身みに踏み込んだ左脚あしから円えん法ほうが展開される。

　魔人が放つ黒こく炎えんとぶつかり合う《不ベ死ン鳥ヌ》の蒼そう炎えん。

　両者の覇は気きがわだかまる。それだけで異い空間に亀き裂れつが生じた。偽いつわりの世界は維い持じすることができず目に見える綻ほころびを作り、崩ほう壊かいを加か速そくさせる力の渦うずを呪のろうかのように大地を揺らした。

　万ばん物ぶつが物語る──。この一刀は地上を滅ぼす威い力りよくがあり、そして、魔人ハルヤを討とう伐ばつする唯ゆい一いつの手段であると。

　晴夜はアルカテアをきつく抱き締め、手しゆ刀とうを構えた。

　黒と蒼あおが向かい合う。双そう炎えんは虐ぎやく殺さつの限りを尽くしたその先へと誰だれも彼をも誘いざない招く──。




　最後の一いつ刀とうは、開始の合あい図ずすらなく振り下ろされた。




　光の束たばが中なか庭にわを蹂じゆう躙りんする。真まっ向こうからぶつかった刀かたな同士は鍔つば迫ぜり合い、放たれた力の余よ波はにリーメスヘルツェル城じようは瓦が礫れきとなって崩くずれゆく。ドーム状に膨ふくれあがった白い光は何もかもを覆おおい尽くし、すべてを無む音おんと無む形けいに帰す。

　認にん識しきできたのは両者の顔だけ。

「────……ぅ、ぉ、お、お、おおおおおおおおおおおおおお！」

「────」

　唸うなりを上げるセキエイに対し、晴はる夜やは静かな呼気を生み出す。

　黒血獣ブラツクワーク──《戦女神の従者ドウン》。

　聖せい刀じん『歩ほ取とり』を弾はじき、わずかに開いた隙すき間まに掌てのひらを向けた。セキエイを正面から吞のみ込む黒こつ血けつの塊かたまり。捕とらわれたセキエイは為なす術すべなく地上から足が離れた。

「──な、にぃ!?　き、きさまァアアアア────────」

　偽にせ翼よく虎この咆ほう吼こうとともに果てのない空へと突き飛んでいく。

　夜空を裂さく一ひと筋すじの光は地上にいるすべての者たちの目に映った。それはセキエイの敗はい北ぼくを示し、そしてまた闇やみを統すべる魔ま王おうの誕生を誇こ示じするものであった。

　高く跳ちよう躍やくした晴夜は羽を広げた。数十キロもの長さにまで広がった黒こく翼よくは夜空の下にさらなる暗くら闇やみを創そう造ぞうした。羽根の一本一本が燐りん光こうし、まるで満まん天てんの星が瞬またたいているようである。

　宣せん言げんする。

「聞け、人間どもよ！　我が名はハルヤ！　これよりこの城は我が支配する！」

　轟とどろく声に教会の人間たちは畏い怖ふし、竦すくみ上がる。その中にあって唯ゆい一いつ口元を緩めているのはピエルマルコだけだった。

「ガレの足あし跡あとを狙ねらう者は殺す！　八つ裂ざきにして魂たましいまでも喰らってやる！」

　地の底から唸うなるような低めた声に、しかし抱えられたアルカテアが吹き出した。

「ぜ、全然似に合あわないです……。それ、晴夜のキャラじゃないですってば」

「ば、ばっか、おまえ、俺おれだって無む理りしてんだよ！　恥はずかしくなるからそういうこと言うなよな……！　ん、こほん。────その覚かく悟ごがある者のみ挑いどむがいい！　我はきさまらの血ち肉にくを味わい尽くしてやる！　震しん撼かんせよっ！　世界は我の物とする！」

　すべての悪を一手に引き受けた。

　これより先、教会は魔ま人じんハルヤの討とう伐ばつを宿しゆく望ぼうに掲かかげるだろう。ガレ復活を目論もくろむならば避けては通れぬ障しよう害がいなのだから。

「あー……、やっちまったな。これで俺も完全に教会の敵だ」

「大だい丈じよう夫ぶです。わたしは、──わたしだけは晴夜の味み方かたですから」

　細かな未来はまだ未み確かく定ていのまま。

　最後の破は滅めつは免まぬかれぬとしても、そこに至る道に幸福を咲かせることはできるはずだ。

　この世にふたりきりでもいい。

　絶対に晴はる夜やを孤こ独どくにだけはしないと誓ちかう。

「一生傍そばにいますですよ」

「へっ、そりゃどうも。ご主人様さま」

「違います。いまから晴夜がわたしの王なのです。従うのではなくともに隣となりを歩きましょう」

　いずれ討うたれる運命にある魔ま王おうが夜空を旋せん回かいする。




　いま、あまねく星せい天てんを治めた────。













　エピローグ







　ローマにある大だい聖せい堂どう、その執しつ務む室しつに内線が入ったのは正しよう午ごを過ぎた頃ころだった。

『エスメラルダ・オルギン様が一三時に面会を希望されております。如何いかがしますか？』

　取り次いだ事務員に承しよう諾だくの意を伝えると、内線を切った。ギエフ・ダナ・トトーティフ司し教きよう枢すう機き卿きようは重い腰を上げて聖せい具ぐ保ほ管かん庫こへと向かった。

　スペインで行われた大だい掃そう討とう作戦が失敗に終わったという報告は三日前にすでに上がっていた。公こう爵しやく真しん祖そが介かい入にゆうし、飛ばされた異い空間でセキエイをはじめとした聖ナ殲ー士バが悉ことごとく敗れ、終しまいにはスペイン中央部に広がるオリーブ畑ばたけの真まん中なかに落とされたという。敵に情なさけを掛けられるなど恥はじの上うわ塗ぬりだった。作戦が失敗に終わったのならその場で自じ害がいすればいいものを、どの面つら下さげて帰き還かんできたのか。最も遺い憾かんなのはセキエイの敗はい北ぼくである。もしも事実であれば教会の内外に大きな動どう揺ようが走ることだろう。ピエルマルコに総そう指し揮き権を与えたギエフにも責任があり、自分を除く『大たい派は会かい』がどのような処しよ罰ばつを下すのか、考えるだに気が重い。

　いまさらピエルマルコはエスメラルダを使ってどんな申し開きをするつもりだろうか。ガレの遺い産さんの一部でも摑つかませて許しを乞こう気か。──いや、そんな殊しゆ勝しようなことはすまい。やつのことだ、耳みみ触ざわりのいい文もん句くを並べて責任の所在をあやふやにしようとするはずだ。自分の有能性を知っているためこれしきの失しつ態たいで立場が失しつ墜ついするとは考えていないのだ。

　灸きゆうを据すえる必要がある。傀儡くぐつは自分の方だとわからせた方が先々には良いだろう。

　ひとまずはこれからやって来るエスメラルダのことだ。

　聖せい具ぐ保ほ管かん庫こに入るとギエフは独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「──ではの、エスメラルダが少しでも儂わしに触れようとしたら躊ちゆう躇ちよなく斬きるのじゃぞ。いつものように警けい戒かいしておれの」

　四し方ほうの壁から了りよう解かいを伝える息いき遣づかいが聞こえた。ギエフの護ご衛えいは常時五名。エスメラルダと面会するときは特に警戒を払い、護衛を隠かくしやすく改造した聖具保管庫で行うようにしていた。

　彼女の《曝かれる虚飾無形バシリスクス》は、エスメラルダの顔と声を知り、かつ接せつ触しよくのあった者に取り憑つくことができる遠えん隔かく操そう作さ型の聖獣ヴイアツアだった。ギエフはこれまでエスメラルダとの接触を避け、徹てつ底ていして条件から外していた。いつ政敵に懐かい柔じゆうされるかわからぬ女め狐ぎつねだ、用心に越したことはない。

　あと一〇分で約束の一三時だ。そろそろやって来るかと意い識しきしたそのとき、

「────んん!?　がはあ!?」

　ギエフの心しん臓ぞうに衝しよう撃げきが走った。吐と血けつし、何が起こったのかわからぬまま卒そつ倒とうしたギエフは、そのまま息を引き取った。突とつ然ぜんのことに護衛はしばし啞あ然ぜんとして動けずにいた。




「──……ええ。いまそちらに向かっておりますわ。遅くなってしまい申し訳わけありません。ギエフ司し教きよう枢すう機き卿きようにもすぐに到とう着ちやくするとお伝えして、…………まあ、そうですか。発ほつ作さで。それでは仕方ありませんわね。はい、では失礼します」

　通話を切り携けい帯たい電話を仕舞うと、エスメラルダは応接テーブルの上かみ座ざに座るピエルマルコを振り返った。これでいい？　と目で訴える。ピエルマルコは「ご苦労様」と安易に労ねぎらった。

「まさかギエフ爺じいさんも昨晩寝ている隙すきに触られていたなんて思わなかったでしょうね。護衛の方々にしてもそうだ。ガレの認にん識しき阻そ害がいの魔ま印いんがこんなにも強力だったなんて知る由よしもないのですから」

　これほど相あい性しようの良い組み合わせがあっただろうか。《曝かれる虚飾無形バシリスクス》と認識阻害の魔印を駆く使しすればどんな要人であろうと暗あん殺さつできる。今後も多用されるとわかったエスメラルダは諦てい観かんと絶望に瞳ひとみを揺らした。

「これで席が一つ空あきました。僕たちはこれから大たい派は会かいに乗り込み地ならしに専念します。ガレの復活が進めば進むほど教会のバックアップは必要になりますから。いまのうちに権力を一つでも獲かく得とくしておかないといけません」

　魔ま人じんハルヤが誕生したことで筺きよう界かい本部──『大派会』はいま混乱に晒さらされている。目的は達成されなかったが、ピエルマルコにとっては都つ合ごうの良い展開になっている。

「あの魔ま人じんも近いうちにＡＡＡトリプルランクに指定されることでしょう。新たな脅きよう威いに対して僕たち教会は一いつ致ち団結する必要がある。新たなリーダーが求められているんです」

　これもガレの計算のうちなのだろうか。

「引き続き対たい抗こう勢力の洗い出しをお願いします。大きな派は閥ばつは念入りに調べてください」

「私はいいとしても、チーコ・エンヴィスはどうするの？　本ほん気きで彼女を使う気なの？」

　離れた席で与えられたお菓か子しを黙もく々もくと食していたチーコが、視線に気づいて「？」と首を傾かしげた。頭はあまり良くないが、扱いやすさには定てい評ひようがある。

「貴女あなたが育ててください。彼女の聖獣ヴイアツアは諜ちよう報ほうには打って付けだ。ひとまず世界に散らばった『聖せい者じやの四し肢し』の回かい収しゆうに当たらせてみてはどうでしょう。いい訓くん練れんになると思いますよ」

　それは内ない偵ていに加えて世界を股またに掛けろと言われているようなものだった。

　本気で嫌いやそうな顔をするエスメラルダであったが、暗あん殺さつ任務よりは気が楽だと悟さとり、渋々了りよう解かいした。降って湧わいた平へい穏おんに思わず窓の外の空を見上げていた。

　ピエルマルコを中心に教会内部で改かい革かくが巻き起こっている。吸きゆう血けつ鬼き界も含め、世界は動乱へと突き進んで行っているようにも感じられた。平穏は、どうせ長くは続かないのだろう。

　遠くの空に思いを馳はせる。

　愛いとしのリライラ・ボーグはいまどこを旅しているのだろうか──。
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　ローマから遠く離れた空の下、アメリカ合がつ衆しゆう国こくアラスカ州にあるアリューシャン列島のシシャルディン山山さん頂ちようにリライラ・ボーグの姿すがたがあった。ようやく合流を果たせたセキエイの隣となりに立ち、ともに火か口こうを覗のぞき込む。

「こんなところにまで『足あし跡あと』を付けたのか。ガレの行動力には呆あきれるな」

「リラも負けてはおらぬよ。よくここがわかったな。『足跡』は確かく認にんされておるだけでも五〇〇以上存在する。いまだ未み踏とうの『足跡』はここを含めて三五〇はある。誰だれに聞いたのだ？」

「勘かんだ。それと、手っ取り早く難なん所しよから攻こう略りやくしてみたというのもある。道どう中ちゆう、何度か熊くまと鉢はち合あわせしてな、おかげで退たい屈くつせずに済んだ」

「……そうか。おまえは相変わらずだな」

　魔人ハルヤとの戦いに敗れたセキエイだったが、このとおり健在である。最後の魔ま力りよく波ははセキエイを引き離すことが目的で、教会に敗はい北ぼくを印いん象しよう付づけるための演出でしかなかった。

　やはり甘いことだとリライラは思う。強敵は殺せるときに殺しておくべきなのだ。しかし、それでこそ晴はる夜や君だ、と安心もしていた。

　彼はひとり高みに登ってしまった。私も後に続かねばならない──！

「私に体たい術じゆつを教えてほしい。セキエイと晴はる夜や君が使っていた王おう路じ流というやつをだ」

「ほう──、ふむ」

　顎あごに手を添えリライラの全身を隈くま無なく観察すると、セキエイはあっさりと首しゆ肯こうした。

「リラならば王路の倅せがれよりも巧うまく使いこなせるようになるかもしれんな。──よし。免めん許きよ皆かい伝でんした暁あかつきには儂わしの聖せい刀とうをくれてやる。魔ま人じんを討うつ役はおまえに譲ゆずろう」

「……！」

　心が勇み立ち身震いした。セキエイとて魔人との再戦を望んでいたはずだ。それを譲ると言った以上、彼はリライラを鍛きたえることに心しん血けつを注そそぐつもりでいる。

　地上最強に取って代わる。その野望を前にしてリライラは興こう奮ふんを抑えきれずに笑った。

「──だが、条件もある。儂は『聖せい女じよ』にすべての『足あし跡あと』を踏ませねばならん。おまえがそれを阻そ止ししたいというのであれば、この旅が終わるまでに会え得とくしろ。期限はそれまでだ」

　セキエイの視線の先、ユウリが火か口こうから這はい上がってきた。口元には魔ま印いんを編んだ血が付ふ着ちやくしている。また一つガレの知ち識しきと人格を手に入れた。

　この所しよ業ぎようを止める手立てはない。教会とセキエイに逆らえるほど強くないのだ。

　いまはまだ──。

「同行を許可していただき感謝する。最低限の手伝いはしよう。ユウリ君、よろしくな」

　ユウリは虚こ空くうを向くだけでこちらを見ようとしなかった。

　あの器うつわにユウリの人格はあとどれくらい残っているのだろうか。

　もしまだ一欠片かけらでも残っているならば、せめて安らかな夢を見ていて欲しい。

　あの虚空の先にかつての想おもい人の姿すがたを──、リライラはそう思わずにはいられなかった。
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　同国。ニューヨーク州ニューヨーク市。

　雑ざつ踏とうから外れたうらぶれた路ろ地じに、ギャングが仕切る酒さか場ばがあった。店内の雰ふん囲い気きは表おもて路地に連なる飲み屋と大差ないが、レジ奥の廊下の突き当たりに存在する重じゆう厚こうそうな扉とびらが怪あやしさを浮き立たせている。その先を出入りする人間はどう見ても堅かた気ぎではない。事実、奥の部屋はギャングの溜たまり場であり、また構成メンバーは普通の人間でさえ無かった。

　人間にも人じん外がいにも属さない、半人半はん妖ようだけで構成されたギャング集団。

　第三組織《境ハ界ーのフるラつイぼン》。

　ボスのイアンリアンが隻せき腕わんの男と小こ柄がらな少女を横に並べて仲間たちの前で祝しゆく杯はいをあげた。

「俺おれたちの新たな仲間だ！　レオは教会から『聖せい者じやの脚あし』を掠かすめ取った英えい雄ゆう様だ！　エンマは改かい造ぞう人間、教会に恨うらみを持つ復ふく讐しゆう者しやだ！　メンバーに加えるのに異い論ろんはねえはずだ！　こいつらを加えることで俺たちはまた一つ力を手に入れた！　革かく命めいは近い！　俺たち万ばん歳ざい！」

「万ばん歳ざい！」

「レオとエンマに乾かん杯ぱい！」

「乾杯！」

　ひゃっほー、と盛り上がる一同。狭い空間に数十人も詰め合って座っているが、そのすべてが人間と怪かい物ぶつのハーフだなんて。天あま草くさレオは信じられない気持ちでいっぱいになる。

　──世の中広いなあ。

「てめえ、相当苦労したそうじゃねえか、レオ。だが、もう大だい丈じよう夫ぶだ。ここにいる連れん中ちゆうはどっちの世界にも馴な染じめなかったやつらだ。人間にもモンスターにも相手にされなかった。だからこそ裏うら切ぎりはねえ。俺おれたちはもうあんな惨みじめな思いをしたくねえからこそこういう組そ織しきを作ったんだよ。歓かん迎げいするぜ」

　イアンリアンは狼おおかみ男おとこだ。変身していないときは外見こそ普通の中年男性に見えなくないが、尖とがった爪つめと牙きばは隠かくしきれずにいる。小さい頃ころから迫はく害がいを受け続けてきたこの男は情に厚く、レオが真まっ当とうな人間であっても「行き場が無いならうちに来い」と誘さそってくれた。

「いやあ、でも僕、ギャングはちょっと……」

「ああ、わかってる。エンマを元の人間に戻す方法を見つけたいんだろう？　……だが、そりゃ難しいだろうな。一いつ旦たんは死んじまったもんを改造することで蘇よみがえったんだ。元に戻すってことは死体に戻すってことだ。ぶっちゃけ、俺たちにゃどうすることもできん」

　まあ飲め飲め、とテキーラを勧すすめられる。いや、僕、未み成年……。

「けどよ、望みはなくはない。知ってるか？　つい最近の話だが、スペインで教会指定ＡＡＡトリプルクラスのバケモンが現れたんだってよ。吸きゆう血けつ鬼きじゃなく魔ま人じんって話だ。魔人だぜ、魔人。たぶんすっげえ力を持ってるに違ぇねえ。その魔人に頼めばなんとかなるかもなあ！」

「本当に？　その人に会えばなんとかなる!?」

「ばっか、てめ、それ以上近づくな！　レオの脚あしに触れたら火傷やけどしちまうだろうがよ！　とんでもねえ兵へい器きだな、それ。はっはっはっ、その脚さえありゃ人じん外がいも目じゃねえ。やっぱレオを引き込んで正解だったぜ！」

　レオの右腕うでの袖そでがくいくいと引っ張られる。隣となりに寄り添うエンマ・アズナブルが胡う散さん臭くさそうな眼まな差ざしでイアンリアンを盗ぬすみ見ていた。

「……大丈夫なのかよ、こいつら。革かく命めいとか言って吸血鬼とかの存在を世間に公表するって言ってんだぞ。世界中が混乱する。下へ手たすりゃ戦争とか起こっちまうかも」

　教会の実体と吸血鬼の存在を白はく日じつの下もとに晒さらして貶おとしめることで、半人半はん妖ようの権けん威いを確立させようと目論もくろんでいた。エンマの言うとおりそんな革命がうまくいくとは思えないけれど、イアンリアンの行動理り念ねんはきっと、憂うさ晴らしに近いのではないかとレオは考える。

　権威なんてどうでもいい。

　ただ、これまで無視してきたやつらを見返したいだけなのだ。

「うん。でも、それを言ったら僕だって同じだよ。エンマちゃんさえ助かるなら他のことなんてどうでもいいもん。世界よりエンマちゃんの方が大切」

「ばっ……！　そ、そういうの人前で言うなよな……っ！」

　照れて赤くなるエンマに和なごむ。レオは気を取り直してイアンリアンに向き直る。

「行ってみるよ。魔ま人じんに会ってエンマちゃんを元に戻す方法があるか訊きいてみる」

「はっはっはっ、よく言った！　なら俺おれたちも行くぜ！　魔人を味み方かたに付けて《境ハ界ーのフるラつイぼン》の勢せい力りよくを底上げしようじゃねえか！　来きたる革かく命めいの日のために！　俺たち万ばん歳ざい！」

「万歳！」

　陽気な連れん中ちゆうに苦く笑しようする。思し想そうはどうあれ、ここにはエンマを悲しませるものは無いように思う。しばらく厄やつ介かいになろうと決めて、レオは心しん中ちゆうで親友に語りかけた。

　──ようやく僕たちは動き出せたよ。晴はる夜や、君はいまどこで何をしているんだ？

　見上げてみてもそこに空はなく、酒さか場ばの薄うす暗ぐらい天てん井じようしか見えなかった。
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　そして、スペイン南部の森の中で王位を獲かく得とくした魔人はいま。

「ちょお!?　何この肌はだ!?　病気じゃね!?　──角つの！　角まで生はえてっし!?」

　手て鏡かがみを覗のぞき込んでは奇き声せいを発していた。毎朝、身み支じ度たくを整えるたびに初しよ見けんであるかの如ごとく驚きよう愕がくするので同室で暮らすアルカテアはいちいちうんざりさせられた。

「……いいじゃないですか。鏡に自分の姿すがたが映るようになったんですから。『鏡に映る』スキルを手に入れたんですから。喜びましょうよ？　ね？」

「──ああ、俺の恰好かつこ良かった顔が…………」

「……」

　ドン引きである。アルカテアから見れば赤黒く変色しただけで顔形は以前のままだ。角だって威い厳げんがあってむしろ恰好良いと思う。

「はあ。やっぱ慣れねえ……。これじゃあ人前に出られねえよ」

「何言ってんですか。相変わらず太陽だけは苦にが手てでこの森からも出られないくせに。──もう！　早くするのです！　イゾイェは時間に厳きびしいんですから急がないと一品減らされます！」

「そうだった！　朝食は遅ち刻こく厳げん禁きんだった！　よし、行くぞ！　──あ、待って、着替えてねえ」

「もう、もう、もう────っ！　晴夜ァ────！」




　城での暮らしに適応したふたりはそれなりに楽しく暮らしている。

　おもしろ人じん外がいたちは魔人となった晴夜をあっさりと受け入れてくれたし、アルカテアと一九人の妹たちとの一ひと悶もん着ちやくも賑にぎやかなものだ。

　次じ女じよアモナが特に積極的で、毎日のようにアルカテアの逆げき鱗りんに触れている。

「だ、か、ら、晴はる夜やに近づくなってんですよ！　何度言わせればわかるんですか!?」

「ご、誤ご解かいです！　私は王に命を救われたばかりか眷けん属ぞくにまでしていただきました。こうして常にお側そばに付き従うことでしかそのご恩おんをお返しすることができません。必要とあらばいつでもこの身を捧ささげる所しよ存ぞんです！　……ただ、偶たまに寵ちよう愛あいを施ほどこしていただければ嬉うれしいなあと」

「ヴァカじゃないんですか!?　妻つまはわたしひとりで十分なのです！　おまえはお呼びじゃないんですよ！」

「あ、でしたら愛人にでも、」

「出てけエロ女ァ────ッッッ！」

　……実はなんだかんだと仲が良い、と晴夜は思っている。

　そして、今日きようも今日とて日課とされる『示し』の儀ぎ式しきが謁えつ見けんの間にて行われるのだった。

「──王よ。我が主あるじよ。貴方あなたの支配と繁はん栄えいが永久にあらんことを」

「……ああ、うん。ありがと」

　晴夜が差し出した手の甲こうにキスをし頭こうべを垂たれて忠ちゆう誠せいを誓ちかうグリオ。……変な気分になるのはなぜなんだ？

「どうした？　いつものことだろう」

　それが問題だった。グリオは堅かた物ぶつで主しゆ従じゆう関係に関して威い厳げんと規き律りつを徹てつ底てい的に遵じゆん守しゆしようと努めるのだ。この城の主は誰だれか、自らは誰に服ふく従じゆうしているのか、こうして態度で示すことで無む意い識しきに植え付けているのである。組そ織しきとはそうやって作り上げていくものだとグリオは説く。

「それはわかるんだけど。……ほら、毎度俺おれを睨にらみ付けてくる人がいるからさ」

「ふんっ」

　ムスッとしているのはエルフ族のサーシャだ。グリオが城じよう主しゆだったときは我こそが妃きさきだと豪ごう語ごしていたので、この下げ克こく上じようが心しん底そこ気に入らないらしい。

　そりゃ『おまえ』呼ばわりしていたやつに『様』は付けたくないわな。

「城の執しつ務むや他の真しん祖そへの挨あい拶さつはすべて私が引き受けているのだ。この程度の見せしめくらい耐えろ。お飾りにしろ、いまのおまえは公こう爵しやくに匹ひつ敵てきする力を持った真祖なのだからな。王と名乗った以上、できる限りいつもの醜しゆう態たいは晒さらすな」

「おまえって歯に衣きぬ着きせないよね」

　一番敬うやまってないだろ。

「あーあ、グリオさんが城主の方が良かったなあ。ハルヤさんも嫌きらいじゃねえけど、どっちかって言うとグリオさんの方が様さまになってるし」

　皆が思っていることを（晴夜を含む）チェントスがあっさり代だい弁べんした。とはいえ、あれだけ豪ごう快かいに宣せん言げんしてしまった以上「やっぱりナシ」とはもう言えない。

　──人類の敵を買って出たのだ。グリオに押しつけるわけにはいかない。

「アタイはどっちでもいいよ。チェントスがいればそれでさ」

「ちょ!?　アイリーン引っ付くなよ！　おまえがいると俺おれがチビに見えるだろ！　どっか行けよ！」

「どこにも行かないよ。もう二度と。チェントスと結婚すんだー」

「放せってばぁ！」

「……おまえらも毎度毎度イチャつくなよ。そういうことはお部屋に帰ってからしなさい」

　結局のところ、誰だれも晴はる夜やを敬うやまってなんていないのだ。……別にいいのだけれど。

　グリオの言うように、城じよう主しゆになったからといって晴夜にやることはなかった。壊こわした城の修復はドワーフたちがやってくれているし、雑務は長年暮らしてきた人じん外がいたちに任せた方が効こう率りつ的だ。晴夜にできるのは来きたる教会の猛もう威いに備えて戦せん闘とう能力を高めておくことだけである。

　完全に自宅警備員ニートであった。

「あら♪　相変わらず賑にぎやかですわね♪　では、ワタクシも心を込めて忠ちゆう誠せいを♪」

　遅れてやって来た十一女じよのアナスタシア・オレイニクが投げキッスを寄よ越こした。──完全に舐なめてるだろ、それ。

　アナスタシアは背後を振り返り、謁えつ見けんの間にひとりの客を招き入れた。

「おお、なんかえらい変わってもうたな。キショイで自分。よう生きてられるな」

「カ、カムラ!?　なんでここに!?　それといろいろひどくない!?」

　みんなに敬われていないどころかバカにされているのかもしれない。

　というか、カムラだった。どうしてアナスタシアが聖ナ殲ー士バをこの場に連れてくるのか。グリオを初め皆が警けい戒かいして後あと退ずさるのを見て、アナスタシアは珍めずらしく困ったような顔をした。

「監かん禁きん室しつにおりましたのよ♪　どうもこの間の騒そう動どうのときからずっと居たみたいで♪」

「教会に保ほ護ご求めたら予想通り敵扱いされてもうてん。行く場所無いし居い心地ごこちも良いしで、まあ恥はじを忍しのんでこの城の地下で世せ話わになっとったっちゅーわけや。ああ、チーコのことなら心配いらんで。ピエルマルコのお気に入りやから良くしてもうてるはず」

「そ、そうか。それなら良かった。……あ、いや、いやいや！　そうじゃなくてだな！　え、おまえ、何のつもりなの？」

「しばらくここに逗とう留りゆうさせてもらお思てな。いい加か減げん食いもん食いたなったし。もちろんタダでとは言わん。うちにも見返りの準備がある。聞きたないか？」

　すっかりカムラのペースである。晴夜や皆が啞あ然ぜんとしているのを了りよう承しようと受け取ったのか、カムラは晴夜の目を見み据すえて真しん摯しに口にした。

「おどれの出しゆつ自じを知りたないか？　セキエイはおどれのことを『王おう路じ』って呼んどったらしいな。その名前はよう知らんけど、加か護ご宗そう家けのことなら知っとるで。うち、陰おん陽みよう師じの家か系けいで加護家とは知らん仲やないんや。おどれがその気なら宗家の場所まで案内したる。どないや？」

「俺の出自……」

　知りたくないはずがない。いまでこそ満たされているものの、それまでの空からっぽだった自分の中なか身みはやはり知っておきたい。ガレがいろいろと仕組んでいたとしたら、晴はる夜やを適任者に選んだのもそこに関係していると推すい測そくできる。

　扉とびらが開き、入って来たアルカテアとアモナが肩をぶつけ合いながら我先にと口にした。

「晴夜が行くならわたしも行きます！　もうこんな所出てってやるです！」

「わ、私もお供ともいたします！　テア様が何と言おうと付いて参まいりますから！」

　一体どんな喧けん嘩かをしていたのやら……。

　グリオに目を向けると嘆たん息そくされ、「すぐに帰ってくると約束しろ」と許可が出た。

「決まりやな」

　カムラに頷うなずく。アルカテアとアモナにも目を配らせ、晴夜は拳こぶしを掌てのひらに打ち付けた。

「んじゃ、帰っか！　日本に！　斑まだら王おう路じ市しに！」

　ガレが敷いた世界変へん革かくの流れは、静かに着々と、予定通りに進行していた────。





To be continued …Forever!!












　あとがき




　というわけで、『俺おれたちの戦いはこれからだ！』ＥＮＤでございました。

　続ぞく編へんを期待して下さった読者の皆様には大変申もうし訳わけなく思いますが、諸しよ事情により本ほん作品は今こん巻かんをもって終了致いたします。ご愛あい読どくありがとうございました。山やま口ぐち幸こう三ざぶ郎ろう先せん生せいの次回作さくにご期待ください！（超テンプレ）

　しかしながら作家としましては、初のアクション物ということでいろいろと戸と惑まどうこともありましたが、全力をぶつけられましたので大変満まん足ぞくしております。アクションはしばらくいいかなあ。心こころ残のこりが無きにしもあらず、という感じではありますが、試してみたいジャンルは他にまだまだありますので、別のものを書きながら力を付けていき、いつかまた再チャレンジしてみようと思います。

　応おう援えんして下さった読者の皆様、本当にありがとうございました。




　担たん当とう編集の荒あら木き様さま。年々遅ち筆ひつになっていく私に辛しん抱ぼう強くお付き合い下さり誠まことにありがとうございます。次回作でもどうぞよろしくお願い致します。また、二に巻かん発売から一年も掛かってしまったにもかかわらず最後まで執しつ筆ぴつさせて下さった、懐ふところの深い編集部にも感謝です。

　イラストレーターのがおうさん、最後までご迷めい惑わくをお掛けしました。最終巻かんということもあってやりたいこと、やろうとしていたことを全部ぶち込んでみたら新しん規きキャラが三十人を超えてしまっていました。当然私は楽しかったのですが、イラストに起こすがおうさんは大変だったろうなあとしみじみと思います。ごめんなさい。思えば一巻から登とう場じよう人物多おおめだったわ『ハレルヤ・ヴァンプ』。キャラデザが上がってくるたびに超ちようテンション上げてました。最後まで書き切れたのもその楽しみがあったからこそだと思います。

　三巻までお付き合い下さりありがとうございました。がおうさんのおかげで良い作品に仕上がりました。お嫌いやでなければ、またお仕事ご一いつ緒しよさせて下さい。




　最後に、改めまして本ほん作さくをお手に取っていただき誠にありがとうございます。また次の作品でお会いしましょう。




　……次はホラーが書きたいなあ。





２０１３年　秋　山口幸三郎
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山やま口ぐち幸こう三ざぶ郎ろう

それどころじゃねえ！
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イラスト／がおう

大阪在住のフリーのイラストレーターです。他に『エンジェル・フォール！』（星雲社）の挿絵、徳山競艇のビジュアルイラスト等担当。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「山口幸三郎先生」係

「がおう先生」係











本書は書き下ろしです。
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